
7
つ
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

資
源
の
発
掘
、イ
ベ
ン
ト
・
体
験
・
産
品
・
施
設
の
創
出
・
再
生
な
ど
、

〝
何
を
や
る
か
〞は
地
域
が
持
っ
て
い
る〝
宝
〞に
拠
る
。

し
か
し
、そ
れ
を〝
ど
う
継
続
し
て
や
る
か
〞に
注
目
す
る
と
、

新
た
な
流
れ
が
見
え
て
く
る
。

事
例
に
み
るD

M
O

株
式
会
社
型

2

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社

（
北
海
道
上
川
町
層
雲
峡
温
泉
）…
…
P
17

地
域
の
課
題
を
考
え
る
官
民
一
体
の

「
協
議
会
」が
株
式
会
社
を
つ
く
っ
た

事
例
❷

株
式
会
社
ディス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち

（
広
島
県
尾
道
市
）…
…
P
26

〝
自
分
た
ち
の
住
み
た
い
街
〞を
つ
く
る
会
社

事
例
❹

株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社

（
佐
賀
県
有
田
町
）…
…
P
37

利
益
の
追
求
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
。

町
に
は
判
断
し
、負
担
し
、リ
ス
ク
を
負
う
当
事
者
が
必
要
だ

事
例
❻

株
式
会
社
N
O
T
E

（
兵
庫
県
豊
岡
市
・
養
父
市
・

朝
来
市
・
丹
波
篠
山
市
）…
…
P
22

古
民
家
と
地
域
の
再
生
の
全
国
展
開
に

最
適
な
ス
キ
ー
ム
は
、

営
利
と
非
営
利
の
組
み
合
わ
せ

事
例
❸

株
式
会
社
も
の
べ
み
ら
い

（
高
知
県
南
国
市
・

香
南
市
・
香
美
市
）…
…
P
31

必
要
な
の
は
事
業
会
社
の

位
置
づ
け
の
明
確
化
、

地
域
金
融
機
関
の
協
力
、

人
材
の
確
保
と
育
成

事
例
❺

一
般
社
団
法
人
B
O
O
T（
ぶ
っ
と
）

（
福
島
県
西
会
津
町
）…
…
P
43

「
志
と
行
動
に
よ
っ
て
人
を
集
め
、生
業
を
生
み
出
す
」

非
営
利
組
織
の
挑
戦

参
考
事
例

阿
寒
ア
ド
ベン
チャ
ー
ツ
ー
リ
ズム
株
式
会
社

（
北
海
道
釧
路
市
阿
寒
湖
温
泉
）…
…
P
11

「
阿
寒
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
世
界
に
負
け
て
い
な
い
」。

国
際
リ
ゾ
ー
ト
の
実
現
を
担
う
の
は
株
式
会
社
と
N
P
O

事
例
❶

10



　
2
0
1
9
年
7
月
４
日
、
阿
寒
観
光
汽
船

の
遊
覧
船
乗
り
場
に
設
け
ら
れ
た
「
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
）」

の
入
場
口
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神
事
「
カ
ム

イ
ノ
ミ
」
に
よ
る
、
本
事
業
の
安
全
・
成
功

祈
願
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

大
西
雅
之
氏
、
阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

代
表
理
事 

西
田
正
男
氏
、
釧
路
市
長 

蛯
名

大
也
氏
を
は
じ
め
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
実
現

に
向
け
て
支
援
・
連
携
し
て
き
た
阿
寒
湖
温

泉
内
外
の
関
係
者
1
5
0
人
が
集
ま
っ
た
。

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
制
作
を
手

掛
け
たM

om
ent 

Factory

社
C
E
O
ド
ミ

ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
も
駆
け
付
け
た
。

「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
　
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
以
下
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
）」
は
、
阿
寒
湖
畔
の
夜
の
森
を
、
約
1

時
間
か
け
て
歩
く
体
験
型
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
杖
を
モ
チ

ー
フ
に
作
ら
れ
た
「
リ
ズ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

を
手
に
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
現
れ
る
ア
イ
ヌ

の
村
の
守
り
神
「
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ（
フ

ク
ロ
ウ
）」や
カ
ム
イ
の
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
「
カ
ケ
ス
」
と
と
も
に
、
真
っ
暗

な
夜
の
森
を
冒
険
し
な
が
ら
、
自
然
を
敬
い

感
謝
し
、
共
存
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
民
族
が
大

切
に
す
る
世
界
観
「
自
然
と
の
共
生
の
大
切

さ
」
を
体
験
す
る
。

　
大
西
雅
之
氏
と
ド
ミ
ニ
ク
氏
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
3
年

を
経
て
実
現
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
収
益
を
得
て
自
立

的
・
継
続
的
に
運
営
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

株
式
会
社
を
新
た
に
設
立
す
る
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
D
M
O
と
し
て
N
P
O

法
人
で
あ
る
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推

進
機
構
が
観
光
地
づ
く
り
の
全
体
管
理
・
非

営
利
事
業
の
推
進
等
を
担
い
、
稼
げ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
収
益
事
業
の
推
進
を
株
式

会
社
が
担
う
と
い
う
両
輪
の
体
制
を
構
築
し

た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市

場
に
適
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、「
カ
ム

イ
ル
ミ
ナ
」
の
実
現
と
運
営
、
さ
ら
に
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
開
発
と
運
営
を
担
う
こ
と
を
設

立
の
目
的
と
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、
異
文
化
体
験

の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で
構
成
さ
れ

る
旅
行
（A

d
ven

tu
re

T
ravel

T
rad

e 

A
sso

ciatio
n

に
よ
る
定
義
）」
を
指
し
、

そ
の
顧
客
像
は
地
域
の
文
化
（
異
文
化
）
に

も
強
い
関
心
を
持
ち
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）
を
通
じ
て
文

化
と
自
然
を
楽
し
む
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
水
準
の
高
い
富
裕
層
の
割
合
が

高
い
と
さ
れ
、
長
期
の
滞
在
を
好
む
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ギ
ア
（
用
具
、
装
備
）
に
も
こ
だ
わ

る
等
経
済
効
果
も
高
い
と
さ
れ
る
。
欧
州
・

北
米
・
南
米
に
お
け
る
市
場
規
模
は
約
49
兆

円
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
世
界
的
に
も
注
目

の
市
場
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
こ
れ
ま
で
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
を
、
特
に
訪
日
外

国
人
観
光
客
市
場
の
戦
略
市
場
と
位
置
付
け
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
認
知
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
他
の
観
光
地
、
特
に
道
内
の

観
光
地
と
比
べ
た
阿
寒
湖
温
泉
に
し
か
な
い

要
素
を
、
ア
イ
ヌ
と
共
存
し
て
き
た
地
域
、

ア
イ
ヌ
の
自
然
と
の
共
生
の
思
想
を
伝
え
る

地
域
と
捉
え
、「
ア
イ
ヌ
文
化
に
彩
ら
れ
た

国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
視
察
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
大
会

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
連
携
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
阿
寒
特
有
の
自
然
や
共

生
の
文
化
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
の
開
発
等
に

取
り
組
み
、
手
応
え
を
得
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
具
体
化
す
る
た
め
の
株
式
会

社
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
設
立
に

は
1
年
以
上
が
費
や
さ
れ
た
。

「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
世
界
最
高
峰
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
･
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、世
界
遺
産
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
等
の
実
績
を
有
す
るM

om
ent 

F
actory

社
が
世
界
で
展
開
す
る
「
そ
の
土

地
の
文
化
と
自
然
を
も
と
に
創
り
上
げ
る

ト
を
担
っ
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
2
0
0
4
年
に
阿
寒
観

光
協
会
と
阿
寒
湖
温
泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
合
併
す
る
形
で
N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協

会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
以
下
、
阿
寒
観

光
協
会
）
を
設
立
し
た
。
同
組
織
を
中
心
に
、

行
政
、
観
光
関
係
事
業
者
、
商
店
街
、
ア
イ

ヌ
工
芸
協
同
組
合
、
阿
寒
湖
漁
協
、
前
田
一

歩
園
財
団
と
い
っ
た
阿
寒
湖
温
泉
の
関
係
者

が
議
論
を
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
先
進
地
と
し
て
評

価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
阿
寒
湖
温
泉
は

「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
2
0
1
6
年

〜
）」
と
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
6
年
〜
）」
と
い
う
2
つ
の
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
と
な
っ
た
。
わ
が

国
を
代
表
す
る
観
光
地
、
国
立
公
園
の
宿
泊

拠
点
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
重
点

と
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
を
引
き
付
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
阿
寒

観
光
協
会
は
、
D
M
O
と
し
て
観
光
地
づ
く

り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
、
各
種
非
営
利
事
業
、
営
利
事
業
の
一
部

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
そ
の
運
営
を
担
う

に
は
、
N
P
O
法
人
で
あ
る
同
組
織
で
は
難

き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
出
資
に
際
し
て
は

議
決
権
を
有
す
る
株
式
比
率
の
過
半
は
地
元

阿
寒
湖
温
泉
が
有
す
る
設
計
と
し
て
い
る
。

　
事
業
計
画
、
出
資
者
の
募
集
と
と
も
に
、

事
業
の
実
現
と
運
営
に
大
切
な
こ
と
が
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
環
境
省
の

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
玉

事
業
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
環
境
省
や
林
野

庁
、
前
田
一
歩
園
財
団
の
協
力
の
も
と
、
阿

寒
湖
畔
の
「
ボ
ッ
ケ
遊
歩
道
」
を
舞
台
と
し

た
。
特
に
前
田
一
歩
園
財
団
は
、
明
治
期
か

ら
独
自
に
阿
寒
湖
の
森
を
守
り
続
け
て
き
た

財
団
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な
森
の
活
用
は
、

同
財
団
の
掲
げ
る
「
自
然
保
護
に
よ
る
阿
寒

観
光
の
永
久
の
発
展
」
に
応
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
を
進
め
る
た
め
、
事
前
に
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
貴
重
な
動
植
物
へ
の
影

響
が
な
い
計
画
を
構
築
し
た
。
ま
た
、「
ボ

ッ
ケ
遊
歩
道
」
は
日
中
に
も
多
く
の
観
光
客

が
自
然
散
策
を
楽
し
む
重
要
な
阿
寒
湖
温
泉

の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
コ
ー
ス
上
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
人
工
物
が
目
に
入
ら
な

い
よ
う
、
機
材
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

や
日
中
の
撤
去
等
も
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
収
益
の
一
部
は
、
環
境
保
護

活
動
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
に
寄
付
さ

れ
、
森
と
湖
の
保
全
や
ア
イ
ヌ
文
化

の
発
展
に
活
用
さ
れ
る
。

　M
o
m

en
t 

F
acto

ry

社
C
E
O

ド
ミ
ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、

「
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
園

内
の
規
制
や
ル
ー
ル
に
対
応
し
自
然

環
境
に
配
慮
す
べ
く
、
様
々
な
挑
戦

を
重
ね
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ

ヌ
の
文
化
と
『
自
然
と
の
共
生
』
と

い
う
テ
ー
マ
が
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
か
、

阿
寒
ア
イ
ヌ
の
方
々
と
何
度
も
何
度

も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
創

り
上
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
自
然
環
境
へ
の
配
慮
は
、
国
立
公

園
の
観
光
地
な
ら
で
は
の
課
題
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ

が
伝
え
た
い
物
語
に
と
っ
て
も
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
阿
寒

湖
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
、

『
ル
ミ
ナ
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
』
シ
リ
ー
ズ
」

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
観
光
協
会
を
中
心
に

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業
社
の
有
志
が
、
既
に

実
績
の
あ
る
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

「
F
O
R
E
S
T
A
　
Ｌ
U
M
I
N
A
（
フ

ォ
レ
ス
タ
ル
ミ
ナ
）」
や
長
崎
県
・
伊
王
島

「
I
S
L
A
N
D 

L
U
M
I
N
A 

（
ア
イ

ラ
ン
ド
ル
ミ
ナ
）」
を
視
察
し
、
現
場
対
応

や
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
け
、
阿
寒
湖

温
泉
で
の
対
象
地
や
コ
ー
ス
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
デ
ザ
イ
ン
等
をM

om
ent 

Factory

社
と

何
度
も
検
討
し
、
予
算
、
要
員
等
を
組
み
立

て
た
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
阿
寒
湖
の
マ
リ

モ
保
護
活
動
を
観
光
客
に
も
体
験
し
て
も
ら

え
る
ツ
ア
ー
、
冬
季
の
結
氷
し
た
湖
を
徒
歩

で
楽
し
む
ツ
ア
ー
、
火
山
活
動
を
体
験
す
る

ツ
ア
ー
等
を
試
行
し
た
。

　
体
制
・
要
員
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
阿
寒

観
光
協
会
と
兼
任
と
し
、
観
光
協
会
の
代
表

で
も
あ
る
大
西
氏
が
代
表
、
観
光
協
会
の
専

務
で
も
あ
る
山
下
晋
一
氏
が
取
締
役
総
務
部

長
、
そ
の
も
と
に
J
T
B
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の

阿
寒
観
光
協
会
へ
の
出
向
者
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
地
元
旅
館
の
経
営
者
の
方
々
を
非
常

勤
取
締
役
と
し
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
を
高

め
て
も
い
る
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
協

自
然
と
共
生
す
る
観
光
事
業
と
し
て
成
立
さ

せ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。

　
2
0
1
9
年
度
の
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は

11
月
中
旬
に
無
事
終
了
し
た
。

　
来
場
者
は
、
開
始
直
後
の
7
月
中
旬
ま
で

は
周
知
不
足
も
あ
っ
て
か
想
定
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
7
月
下
旬
か
ら
急
増
し
、
8
月
に

は
ほ
ぼ
完
売
の
1
日
6
9
5
人
の
来
場
を
記

録
し
た
日
も
あ
っ
た
。
9
月
以
降
も
安
定
し

た
集
客
を
続
け
、
最
終
的
に
は
入
場
者
3
万

4
1
6
0
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
が

2
割
と
い
う
初
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既

に
次
年
度
の
教
育
旅
行
の
予
約
が
舞
い
込
む

等
、
大
き
な
手
応
え
も
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
が
得
た
成
果
は
、「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」

の
入
場
者
数
だ
け
で
な
い
。
会
場
に
近
い
ま

り
も
の
里
商
店
街
で
は
、
地
元
の
ザ
リ
ガ
ニ

等
を
使
っ
た
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
の

グ
ッ
ズ
販
売
も
開
始
さ
れ
た
。
何
よ
り
、
夜

間
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
宿
泊
客
も

2
0
1
9
年
度
上
半
期
は
対
前
年
に
比
べ
７

％
増
え
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
雇
用

も
生
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
阿
寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
成
果
を
生
み
出
し
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
な
の
で

あ
る
。

「
阿
寒
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
世
界
に
負
け

て
い
な
い
。
将
来
に
わ
た
り
評
価
さ
れ
る
観

光
地
で
あ
り
た
い
」
と
大
西
社
長
は
語
る
。

自
然
と
の
共
生
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
と
阿
寒

湖
温
泉
の
思
い
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ

れ
を
体
験
し
た
多
く
の
観
光
客
の
評
価
、
阿

寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

手
応
え
は
、
阿
寒
湖
温
泉
に
と
っ
て
、
ま
た

初
年
度
を
終
え
た
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
何
に
も
代

え
が
た
い
収
穫
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
阿
寒
湖
温
泉
に
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
向
け
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
発
、
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
で

ス
タ
ー
ト
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
と
ア
イ
ヌ

古
式
舞
踊
が
融
合
し
た
作
品
「
阿
寒
ユ
ー
カ

ラ『
ロ
ス
ト
カ
ム
イ
』」と
の
連
携
、宿
泊
施

設
・
商
店
街
と
の
連
携
、
外
国
語
対
応
の
強

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て

き
た
人
材
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
の
議
論
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

阿
寒
湖
温
泉
は
、
N
P
O
法
人
と
株
式
会
社

の
両
輪
の
実
施
体
制
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ

て
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
く
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
中
野
文
彦

阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
／
N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

「
阿
寒
が
持
ってい
る
も
の
は
世
界
に
負
け
てい
な
い
」

「
国
際
リ
ゾ
ー
ト
」の
実
現
は
、

N
P
O
と
株
式
会
社
の
両
輪
で
担
う

力
を
得
て
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
、
構
築
工
事
、

必
要
機
材
、
移
動
、
要
員
、
販
売
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
費
用
等
の
原
価
を
算
出
し
、
催
行

人
数
、
料
金
、
想
定
客
数
、
催
行
率
を
細
か

く
設
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
事
業
と
し
て
成
立
す
る
計
画
を
組
み
立

て
た
。

2
0
1
9
年
7
月
、

阿
寒
湖
の
森

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

K
A
M
U
Y

L
U
M
I
N
A

（
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
）

が
ス
タ
ー
ト

1

　
こ
う
し
て
収
益
事
業
と
し
て
の
見
通
し
を

立
て
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
出
資
者
を
募
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
の
事
業
は
、
釧
路
市
の
支
援
や
阿
寒
湖

温
泉
の
事
業
者
か
ら
の
出
資
だ
け
で
は
成
立

す
る
規
模
で
は
な
い
こ
と
は
、
当
初
か
ら
想

定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
阿
寒
湖
温
泉
が
有

し
て
い
る
外
部
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
企
業
を
訪
問
し
、
事
業
計
画
を
説
明

し
な
が
ら
事
業
へ
の
賛
同
、
出
資
を
お
願
い

し
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体

的
な
事
業
計
画
と
と
も
に
、
地
元
の
強
い
意

志
が
あ
っ
た
こ
と
（
先
駆
け
て
阿
寒
湖
温
泉

の
地
元
宿
泊
業
者
等
が
出
資
を
決
め

て
い
た
）、
環
境
省
や
釧
路
市
の
支

援
・
協
力
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
出

資
者
の
賛
同
を
得
る
の
に
効
果
が
大

写真1）「カムイルミナ」の舞台、
ボッケの森とスタート地点となる阿寒観光汽船船着き場
写真：阿寒アドベンチャーツーリズム株式会社

写真2）「カムイルミナ」コース。写真：阿寒アドベンチャーツーリズム株式会社
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図 1 阿寒湖温泉の観光地経営（エリアマネジメント）新体制

　
2
0
1
9
年
7
月
４
日
、
阿
寒
観
光
汽
船

の
遊
覧
船
乗
り
場
に
設
け
ら
れ
た
「
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
）」

の
入
場
口
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神
事
「
カ
ム

イ
ノ
ミ
」
に
よ
る
、
本
事
業
の
安
全
・
成
功

祈
願
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

大
西
雅
之
氏
、
阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

代
表
理
事 

西
田
正
男
氏
、
釧
路
市
長 

蛯
名

大
也
氏
を
は
じ
め
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
実
現

に
向
け
て
支
援
・
連
携
し
て
き
た
阿
寒
湖
温

泉
内
外
の
関
係
者
1
5
0
人
が
集
ま
っ
た
。

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
制
作
を
手

掛
け
たM

om
ent 

Factory

社
C
E
O
ド
ミ

ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
も
駆
け
付
け
た
。

「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
　
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
以
下
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
）」
は
、
阿
寒
湖
畔
の
夜
の
森
を
、
約
1

時
間
か
け
て
歩
く
体
験
型
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
杖
を
モ
チ

ー
フ
に
作
ら
れ
た
「
リ
ズ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

を
手
に
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
現
れ
る
ア
イ
ヌ

の
村
の
守
り
神
「
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ（
フ

ク
ロ
ウ
）」や
カ
ム
イ
の
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
「
カ
ケ
ス
」
と
と
も
に
、
真
っ
暗

な
夜
の
森
を
冒
険
し
な
が
ら
、
自
然
を
敬
い

感
謝
し
、
共
存
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
民
族
が
大

切
に
す
る
世
界
観
「
自
然
と
の
共
生
の
大
切

さ
」
を
体
験
す
る
。

　
大
西
雅
之
氏
と
ド
ミ
ニ
ク
氏
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
3
年

を
経
て
実
現
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
収
益
を
得
て
自
立

的
・
継
続
的
に
運
営
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

株
式
会
社
を
新
た
に
設
立
す
る
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
D
M
O
と
し
て
N
P
O

法
人
で
あ
る
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推

進
機
構
が
観
光
地
づ
く
り
の
全
体
管
理
・
非

営
利
事
業
の
推
進
等
を
担
い
、
稼
げ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
収
益
事
業
の
推
進
を
株
式

会
社
が
担
う
と
い
う
両
輪
の
体
制
を
構
築
し

た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市

場
に
適
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、「
カ
ム

イ
ル
ミ
ナ
」
の
実
現
と
運
営
、
さ
ら
に
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
開
発
と
運
営
を
担
う
こ
と
を
設

立
の
目
的
と
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、
異
文
化
体
験

の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で
構
成
さ
れ

る
旅
行
（A

d
ven

tu
re

T
ravel

T
rad

e 

A
sso

ciatio
n

に
よ
る
定
義
）」
を
指
し
、

そ
の
顧
客
像
は
地
域
の
文
化
（
異
文
化
）
に

も
強
い
関
心
を
持
ち
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）
を
通
じ
て
文

化
と
自
然
を
楽
し
む
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
水
準
の
高
い
富
裕
層
の
割
合
が

高
い
と
さ
れ
、
長
期
の
滞
在
を
好
む
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ギ
ア
（
用
具
、
装
備
）
に
も
こ
だ
わ

る
等
経
済
効
果
も
高
い
と
さ
れ
る
。
欧
州
・

北
米
・
南
米
に
お
け
る
市
場
規
模
は
約
49
兆

円
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
世
界
的
に
も
注
目

の
市
場
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
こ
れ
ま
で
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
を
、
特
に
訪
日
外

国
人
観
光
客
市
場
の
戦
略
市
場
と
位
置
付
け
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
認
知
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
他
の
観
光
地
、
特
に
道
内
の

観
光
地
と
比
べ
た
阿
寒
湖
温
泉
に
し
か
な
い

要
素
を
、
ア
イ
ヌ
と
共
存
し
て
き
た
地
域
、

ア
イ
ヌ
の
自
然
と
の
共
生
の
思
想
を
伝
え
る

地
域
と
捉
え
、「
ア
イ
ヌ
文
化
に
彩
ら
れ
た

国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
視
察
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
大
会

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
連
携
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
阿
寒
特
有
の
自
然
や
共

生
の
文
化
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
の
開
発
等
に

取
り
組
み
、
手
応
え
を
得
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
具
体
化
す
る
た
め
の
株
式
会

社
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
設
立
に

は
1
年
以
上
が
費
や
さ
れ
た
。

「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
世
界
最
高
峰
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
･
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、世
界
遺
産
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
等
の
実
績
を
有
す
るM

om
ent 

F
actory

社
が
世
界
で
展
開
す
る
「
そ
の
土

地
の
文
化
と
自
然
を
も
と
に
創
り
上
げ
る

ト
を
担
っ
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
2
0
0
4
年
に
阿
寒
観

光
協
会
と
阿
寒
湖
温
泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
合
併
す
る
形
で
N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協

会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
以
下
、
阿
寒
観

光
協
会
）
を
設
立
し
た
。
同
組
織
を
中
心
に
、

行
政
、
観
光
関
係
事
業
者
、
商
店
街
、
ア
イ

ヌ
工
芸
協
同
組
合
、
阿
寒
湖
漁
協
、
前
田
一

歩
園
財
団
と
い
っ
た
阿
寒
湖
温
泉
の
関
係
者

が
議
論
を
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
先
進
地
と
し
て
評

価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
阿
寒
湖
温
泉
は

「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
2
0
1
6
年

〜
）」
と
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
6
年
〜
）」
と
い
う
2
つ
の
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
と
な
っ
た
。
わ
が

国
を
代
表
す
る
観
光
地
、
国
立
公
園
の
宿
泊

拠
点
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
重
点

と
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
を
引
き
付
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
阿
寒

観
光
協
会
は
、
D
M
O
と
し
て
観
光
地
づ
く

り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
、
各
種
非
営
利
事
業
、
営
利
事
業
の
一
部

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
そ
の
運
営
を
担
う

に
は
、
N
P
O
法
人
で
あ
る
同
組
織
で
は
難

き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
出
資
に
際
し
て
は

議
決
権
を
有
す
る
株
式
比
率
の
過
半
は
地
元

阿
寒
湖
温
泉
が
有
す
る
設
計
と
し
て
い
る
。

　
事
業
計
画
、
出
資
者
の
募
集
と
と
も
に
、

事
業
の
実
現
と
運
営
に
大
切
な
こ
と
が
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
環
境
省
の

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
玉

事
業
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
環
境
省
や
林
野

庁
、
前
田
一
歩
園
財
団
の
協
力
の
も
と
、
阿

寒
湖
畔
の
「
ボ
ッ
ケ
遊
歩
道
」
を
舞
台
と
し

た
。
特
に
前
田
一
歩
園
財
団
は
、
明
治
期
か

ら
独
自
に
阿
寒
湖
の
森
を
守
り
続
け
て
き
た

財
団
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な
森
の
活
用
は
、

同
財
団
の
掲
げ
る
「
自
然
保
護
に
よ
る
阿
寒

観
光
の
永
久
の
発
展
」
に
応
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
を
進
め
る
た
め
、
事
前
に
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
貴
重
な
動
植
物
へ
の
影

響
が
な
い
計
画
を
構
築
し
た
。
ま
た
、「
ボ

ッ
ケ
遊
歩
道
」
は
日
中
に
も
多
く
の
観
光
客

が
自
然
散
策
を
楽
し
む
重
要
な
阿
寒
湖
温
泉

の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
コ
ー
ス
上
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
人
工
物
が
目
に
入
ら
な

い
よ
う
、
機
材
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

や
日
中
の
撤
去
等
も
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
収
益
の
一
部
は
、
環
境
保
護

活
動
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
に
寄
付
さ

れ
、
森
と
湖
の
保
全
や
ア
イ
ヌ
文
化

の
発
展
に
活
用
さ
れ
る
。

　M
o
m

en
t 

F
acto

ry

社
C
E
O

ド
ミ
ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、

「
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
園

内
の
規
制
や
ル
ー
ル
に
対
応
し
自
然

環
境
に
配
慮
す
べ
く
、
様
々
な
挑
戦

を
重
ね
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ

ヌ
の
文
化
と
『
自
然
と
の
共
生
』
と

い
う
テ
ー
マ
が
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
か
、

阿
寒
ア
イ
ヌ
の
方
々
と
何
度
も
何
度

も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
創

り
上
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
自
然
環
境
へ
の
配
慮
は
、
国
立
公

園
の
観
光
地
な
ら
で
は
の
課
題
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ

が
伝
え
た
い
物
語
に
と
っ
て
も
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
阿
寒

湖
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
、

『
ル
ミ
ナ
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
』
シ
リ
ー
ズ
」

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
観
光
協
会
を
中
心
に

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業
社
の
有
志
が
、
既
に

実
績
の
あ
る
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

「
F
O
R
E
S
T
A
　
Ｌ
U
M
I
N
A
（
フ

ォ
レ
ス
タ
ル
ミ
ナ
）」
や
長
崎
県
・
伊
王
島

「
I
S
L
A
N
D 

L
U
M
I
N
A 

（
ア
イ

ラ
ン
ド
ル
ミ
ナ
）」
を
視
察
し
、
現
場
対
応

や
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
け
、
阿
寒
湖

温
泉
で
の
対
象
地
や
コ
ー
ス
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
デ
ザ
イ
ン
等
をM

om
ent 

Factory

社
と

何
度
も
検
討
し
、
予
算
、
要
員
等
を
組
み
立

て
た
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
阿
寒
湖
の
マ
リ

モ
保
護
活
動
を
観
光
客
に
も
体
験
し
て
も
ら

え
る
ツ
ア
ー
、
冬
季
の
結
氷
し
た
湖
を
徒
歩

で
楽
し
む
ツ
ア
ー
、
火
山
活
動
を
体
験
す
る

ツ
ア
ー
等
を
試
行
し
た
。

　
体
制
・
要
員
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
阿
寒

観
光
協
会
と
兼
任
と
し
、
観
光
協
会
の
代
表

で
も
あ
る
大
西
氏
が
代
表
、
観
光
協
会
の
専

務
で
も
あ
る
山
下
晋
一
氏
が
取
締
役
総
務
部

長
、
そ
の
も
と
に
J
T
B
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の

阿
寒
観
光
協
会
へ
の
出
向
者
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
地
元
旅
館
の
経
営
者
の
方
々
を
非
常

勤
取
締
役
と
し
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
を
高

め
て
も
い
る
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
協

自
然
と
共
生
す
る
観
光
事
業
と
し
て
成
立
さ

せ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。

　
2
0
1
9
年
度
の
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は

11
月
中
旬
に
無
事
終
了
し
た
。

　
来
場
者
は
、
開
始
直
後
の
7
月
中
旬
ま
で

は
周
知
不
足
も
あ
っ
て
か
想
定
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
7
月
下
旬
か
ら
急
増
し
、
8
月
に

は
ほ
ぼ
完
売
の
1
日
6
9
5
人
の
来
場
を
記

録
し
た
日
も
あ
っ
た
。
9
月
以
降
も
安
定
し

た
集
客
を
続
け
、
最
終
的
に
は
入
場
者
3
万

4
1
6
0
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
が

2
割
と
い
う
初
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既

に
次
年
度
の
教
育
旅
行
の
予
約
が
舞
い
込
む

等
、
大
き
な
手
応
え
も
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
が
得
た
成
果
は
、「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」

の
入
場
者
数
だ
け
で
な
い
。
会
場
に
近
い
ま

り
も
の
里
商
店
街
で
は
、
地
元
の
ザ
リ
ガ
ニ

等
を
使
っ
た
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
の

グ
ッ
ズ
販
売
も
開
始
さ
れ
た
。
何
よ
り
、
夜

間
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
宿
泊
客
も

2
0
1
9
年
度
上
半
期
は
対
前
年
に
比
べ
７

％
増
え
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
雇
用

も
生
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
阿
寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
成
果
を
生
み
出
し
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
な
の
で

あ
る
。

「
阿
寒
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
世
界
に
負
け

て
い
な
い
。
将
来
に
わ
た
り
評
価
さ
れ
る
観

光
地
で
あ
り
た
い
」
と
大
西
社
長
は
語
る
。

自
然
と
の
共
生
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
と
阿
寒

湖
温
泉
の
思
い
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ

れ
を
体
験
し
た
多
く
の
観
光
客
の
評
価
、
阿

寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

手
応
え
は
、
阿
寒
湖
温
泉
に
と
っ
て
、
ま
た

初
年
度
を
終
え
た
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
何
に
も
代

え
が
た
い
収
穫
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
阿
寒
湖
温
泉
に
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
向
け
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
発
、
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
で

ス
タ
ー
ト
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
と
ア
イ
ヌ

古
式
舞
踊
が
融
合
し
た
作
品
「
阿
寒
ユ
ー
カ

ラ『
ロ
ス
ト
カ
ム
イ
』」と
の
連
携
、宿
泊
施

設
・
商
店
街
と
の
連
携
、
外
国
語
対
応
の
強

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て

き
た
人
材
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
の
議
論
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

阿
寒
湖
温
泉
は
、
N
P
O
法
人
と
株
式
会
社

の
両
輪
の
実
施
体
制
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ

て
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
く
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
中
野
文
彦

出典：阿寒アドベンチャーツーリズム株式会社

力
を
得
て
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
、
構
築
工
事
、

必
要
機
材
、
移
動
、
要
員
、
販
売
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
費
用
等
の
原
価
を
算
出
し
、
催
行

人
数
、
料
金
、
想
定
客
数
、
催
行
率
を
細
か

く
設
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
事
業
と
し
て
成
立
す
る
計
画
を
組
み
立

て
た
。

「
稼
げ
る
観
光
地
域

づ
く
り
」に
向
け
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
株
式
会
社
の

両
輪
体
制
を
構
築

2
株
式
会
社
の

設
立
に
向
け
た

事
業
計
画
づ
く
り
、

体
制
づ
く
り
、

資
金
調
達

3

※
ⅰ

※
ⅱ

　
こ
う
し
て
収
益
事
業
と
し
て
の
見
通
し
を

立
て
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
出
資
者
を
募
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
の
事
業
は
、
釧
路
市
の
支
援
や
阿
寒
湖

温
泉
の
事
業
者
か
ら
の
出
資
だ
け
で
は
成
立

す
る
規
模
で
は
な
い
こ
と
は
、
当
初
か
ら
想

定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
阿
寒
湖
温
泉
が
有

し
て
い
る
外
部
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
企
業
を
訪
問
し
、
事
業
計
画
を
説
明

し
な
が
ら
事
業
へ
の
賛
同
、
出
資
を
お
願
い

し
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体

的
な
事
業
計
画
と
と
も
に
、
地
元
の
強
い
意

志
が
あ
っ
た
こ
と
（
先
駆
け
て
阿
寒
湖
温
泉

の
地
元
宿
泊
業
者
等
が
出
資
を
決
め

て
い
た
）、
環
境
省
や
釧
路
市
の
支

援
・
協
力
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
出

資
者
の
賛
同
を
得
る
の
に
効
果
が
大

写真3）森に映し出されるアイヌの村の守り神「コタンコロカムイ（フクロウ）」と
飛び回るカケス※筆者撮影

写真4）「リズムスティック」を持って夜の森を歩く参加者※筆者撮影
●阿寒湖温泉創生計画2020の実施・進捗管理
●DMO推進（マネジメント、マーケティング・プロモーシ
　ョン戦略の立案・実施・進捗管理）
●観光立国ショーケース、阿寒摩周国立公園満喫プロ
　ジェクト、広域周遊ルート等の国の観光施策の実施・
　進捗管理

●「稼げる地域」を先導する会社（ビジネスモデルの創出
　・継続、雇用・人口増への拡大、行政に頼りきらない　
　DMOの財源創出）
●阿寒湖温泉の価値の最大化（阿寒湖温泉の魅力を
「最大限高く評価する顧客」とのマッチング。高付加価
値型のアドベンチャーツーリストをターゲットにした
事業創出）

●観光立国ショーケースや国立公園満喫プロジェクト
　の推進に、事業面から貢献する会社（国際的ブランド
　力向上に資する事業、国内・国外からの誘客と地域消
　費向上に資する事業、滞在化を促進する事業）

＜国・採択事業＞
「観光立国ショーケース（観光庁）」
「日本版DMO（観光庁）」
「広域観光周遊ルート/アジアの宝悠久の
自然美への道ひがし 北・海・道（観光庁）」

「国立公園満喫プロジェクト（環境省）」
「水のカムイ観光圏（観光庁）」
「地域中核企業創出・支援事業（経済産業
省北海道経産局）」

「最先端観光コンテンツ　インキュベータ
ー事業（観光庁）」

「地域文化資源活用空間創出事業（商店
街支援事業）（北海道経産局）」

環境省　阿寒湖管理官事務所
（国立公園満喫プロジェクト事業等）

＜北海道＞
・経済部観光局
・北海道観光振興機構/「（仮称）広域ユー
カラ街道構想」等
＜釧路市＞
・観光振興室、阿寒観光振興課等
・釧路地域のアイヌ伝統的生活空間（イオ
ル）再生事業

阿寒湖の森ナイトウォーク
「カムイルミナ」事業

国際ブランド「Akan Lake Resort」
の中核となるガイドツアー・

滞在プログラム事業

観光地づくりの全体管理・非営利事業の推進

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構
【地域DMO】

釧路市
（観光振興室等）

国等の事業

（一社）釧路観光
コンベンション協会
（地域連携DMO）

（一社）摩周観光協会
（地域DMO）

戦
略
立
案・管
理

事
業
運
営

●誘客宣伝・イベント
●まちづくり（国際化推進、商店街活性化、花いっぱい
　プロジェクト、まりも倶楽部等）
●アイヌ文化推進
●インフォメーションセンター運営
●スキー場運営

（
一
財
）前
田一
歩
園
財
団

稼げる地域づくりに向けた個別事業の推進

阿寒アドベンチャーツーリズム株式会社

独
立
採
算
可
能
な
新
事
業
創
出・持
続
的
運
営

阿
寒
湖
温
泉
旅
館
組
合

阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

（
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン・イ
コ
ロ
）

阿
寒
湖
漁
業
協
同
組
合

阿
寒
商
店
街
組
合

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
関
連
企
業・団
体

阿
寒
湖
温
泉
連
合
町
内
会

釧
路
市 

阿
寒
観
光
振
興
課

「阿寒の夜の森を歩くデジタルアート・エン
ターテイメント企画・開発・運営」
上記と連携した事業開発（グッズ開発、チケ
ット販売、その他関連事業等）

ⅰ…

ⅱ…

マリモ関連事業（自然生息地ガイドツアー）
高付加価値対座プログラム開発
アドベンチャーツーリズムワンストップ窓口
業務
広域連携アドベンチャーツーリズム推進

ⅰ…
ⅱ…
ⅲ…

ⅳ…

事例にみる株式会社型DMO2
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図 1 阿寒湖温泉の観光地経営（エリアマネジメント）新体制

　
2
0
1
9
年
7
月
４
日
、
阿
寒
観
光
汽
船

の
遊
覧
船
乗
り
場
に
設
け
ら
れ
た
「
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
）」

の
入
場
口
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神
事
「
カ
ム

イ
ノ
ミ
」
に
よ
る
、
本
事
業
の
安
全
・
成
功

祈
願
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

大
西
雅
之
氏
、
阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

代
表
理
事 

西
田
正
男
氏
、
釧
路
市
長 

蛯
名

大
也
氏
を
は
じ
め
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
実
現

に
向
け
て
支
援
・
連
携
し
て
き
た
阿
寒
湖
温

泉
内
外
の
関
係
者
1
5
0
人
が
集
ま
っ
た
。

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
制
作
を
手

掛
け
たM

om
ent 

Factory

社
C
E
O
ド
ミ

ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
も
駆
け
付
け
た
。

「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
　
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
以
下
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
）」
は
、
阿
寒
湖
畔
の
夜
の
森
を
、
約
1

時
間
か
け
て
歩
く
体
験
型
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
杖
を
モ
チ

ー
フ
に
作
ら
れ
た
「
リ
ズ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

を
手
に
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
現
れ
る
ア
イ
ヌ

の
村
の
守
り
神
「
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ（
フ

ク
ロ
ウ
）」や
カ
ム
イ
の
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
「
カ
ケ
ス
」
と
と
も
に
、
真
っ
暗

な
夜
の
森
を
冒
険
し
な
が
ら
、
自
然
を
敬
い

感
謝
し
、
共
存
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
民
族
が
大

切
に
す
る
世
界
観
「
自
然
と
の
共
生
の
大
切

さ
」
を
体
験
す
る
。

　
大
西
雅
之
氏
と
ド
ミ
ニ
ク
氏
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
3
年

を
経
て
実
現
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
収
益
を
得
て
自
立

的
・
継
続
的
に
運
営
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

株
式
会
社
を
新
た
に
設
立
す
る
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
D
M
O
と
し
て
N
P
O

法
人
で
あ
る
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推

進
機
構
が
観
光
地
づ
く
り
の
全
体
管
理
・
非

営
利
事
業
の
推
進
等
を
担
い
、
稼
げ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
収
益
事
業
の
推
進
を
株
式

会
社
が
担
う
と
い
う
両
輪
の
体
制
を
構
築
し

た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市

場
に
適
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、「
カ
ム

イ
ル
ミ
ナ
」
の
実
現
と
運
営
、
さ
ら
に
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
開
発
と
運
営
を
担
う
こ
と
を
設

立
の
目
的
と
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、
異
文
化
体
験

の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で
構
成
さ
れ

る
旅
行
（A

d
ven

tu
re

T
ravel

T
rad

e 

A
sso

ciatio
n

に
よ
る
定
義
）」
を
指
し
、

そ
の
顧
客
像
は
地
域
の
文
化
（
異
文
化
）
に

も
強
い
関
心
を
持
ち
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）
を
通
じ
て
文

化
と
自
然
を
楽
し
む
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
水
準
の
高
い
富
裕
層
の
割
合
が

高
い
と
さ
れ
、
長
期
の
滞
在
を
好
む
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ギ
ア
（
用
具
、
装
備
）
に
も
こ
だ
わ

る
等
経
済
効
果
も
高
い
と
さ
れ
る
。
欧
州
・

北
米
・
南
米
に
お
け
る
市
場
規
模
は
約
49
兆

円
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
世
界
的
に
も
注
目

の
市
場
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
こ
れ
ま
で
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
を
、
特
に
訪
日
外

国
人
観
光
客
市
場
の
戦
略
市
場
と
位
置
付
け
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
認
知
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
他
の
観
光
地
、
特
に
道
内
の

観
光
地
と
比
べ
た
阿
寒
湖
温
泉
に
し
か
な
い

要
素
を
、
ア
イ
ヌ
と
共
存
し
て
き
た
地
域
、

ア
イ
ヌ
の
自
然
と
の
共
生
の
思
想
を
伝
え
る

地
域
と
捉
え
、「
ア
イ
ヌ
文
化
に
彩
ら
れ
た

国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
視
察
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
大
会

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
連
携
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
阿
寒
特
有
の
自
然
や
共

生
の
文
化
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
の
開
発
等
に

取
り
組
み
、
手
応
え
を
得
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
具
体
化
す
る
た
め
の
株
式
会

社
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
設
立
に

は
1
年
以
上
が
費
や
さ
れ
た
。

「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
世
界
最
高
峰
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
･
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、世
界
遺
産
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
等
の
実
績
を
有
す
るM

om
ent 

F
actory

社
が
世
界
で
展
開
す
る
「
そ
の
土

地
の
文
化
と
自
然
を
も
と
に
創
り
上
げ
る

ト
を
担
っ
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
2
0
0
4
年
に
阿
寒
観

光
協
会
と
阿
寒
湖
温
泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
合
併
す
る
形
で
N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協

会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
以
下
、
阿
寒
観

光
協
会
）
を
設
立
し
た
。
同
組
織
を
中
心
に
、

行
政
、
観
光
関
係
事
業
者
、
商
店
街
、
ア
イ

ヌ
工
芸
協
同
組
合
、
阿
寒
湖
漁
協
、
前
田
一

歩
園
財
団
と
い
っ
た
阿
寒
湖
温
泉
の
関
係
者

が
議
論
を
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
先
進
地
と
し
て
評

価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
阿
寒
湖
温
泉
は

「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
2
0
1
6
年

〜
）」
と
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
6
年
〜
）」
と
い
う
2
つ
の
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
と
な
っ
た
。
わ
が

国
を
代
表
す
る
観
光
地
、
国
立
公
園
の
宿
泊

拠
点
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
重
点

と
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
を
引
き
付
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
阿
寒

観
光
協
会
は
、
D
M
O
と
し
て
観
光
地
づ
く

り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
、
各
種
非
営
利
事
業
、
営
利
事
業
の
一
部

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
そ
の
運
営
を
担
う

に
は
、
N
P
O
法
人
で
あ
る
同
組
織
で
は
難

き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
出
資
に
際
し
て
は

議
決
権
を
有
す
る
株
式
比
率
の
過
半
は
地
元

阿
寒
湖
温
泉
が
有
す
る
設
計
と
し
て
い
る
。

　
事
業
計
画
、
出
資
者
の
募
集
と
と
も
に
、

事
業
の
実
現
と
運
営
に
大
切
な
こ
と
が
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
環
境
省
の

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
玉

事
業
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
環
境
省
や
林
野

庁
、
前
田
一
歩
園
財
団
の
協
力
の
も
と
、
阿

寒
湖
畔
の
「
ボ
ッ
ケ
遊
歩
道
」
を
舞
台
と
し

た
。
特
に
前
田
一
歩
園
財
団
は
、
明
治
期
か

ら
独
自
に
阿
寒
湖
の
森
を
守
り
続
け
て
き
た

財
団
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な
森
の
活
用
は
、

同
財
団
の
掲
げ
る
「
自
然
保
護
に
よ
る
阿
寒

観
光
の
永
久
の
発
展
」
に
応
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
を
進
め
る
た
め
、
事
前
に
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
貴
重
な
動
植
物
へ
の
影

響
が
な
い
計
画
を
構
築
し
た
。
ま
た
、「
ボ

ッ
ケ
遊
歩
道
」
は
日
中
に
も
多
く
の
観
光
客

が
自
然
散
策
を
楽
し
む
重
要
な
阿
寒
湖
温
泉

の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
コ
ー
ス
上
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
人
工
物
が
目
に
入
ら
な

い
よ
う
、
機
材
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

や
日
中
の
撤
去
等
も
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
収
益
の
一
部
は
、
環
境
保
護

活
動
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
に
寄
付
さ

れ
、
森
と
湖
の
保
全
や
ア
イ
ヌ
文
化

の
発
展
に
活
用
さ
れ
る
。

　M
o
m

en
t 

F
acto

ry

社
C
E
O

ド
ミ
ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、

「
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
園

内
の
規
制
や
ル
ー
ル
に
対
応
し
自
然

環
境
に
配
慮
す
べ
く
、
様
々
な
挑
戦

を
重
ね
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ

ヌ
の
文
化
と
『
自
然
と
の
共
生
』
と

い
う
テ
ー
マ
が
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
か
、

阿
寒
ア
イ
ヌ
の
方
々
と
何
度
も
何
度

も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
創

り
上
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
自
然
環
境
へ
の
配
慮
は
、
国
立
公

園
の
観
光
地
な
ら
で
は
の
課
題
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ

が
伝
え
た
い
物
語
に
と
っ
て
も
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
阿
寒

湖
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
、

『
ル
ミ
ナ
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
』
シ
リ
ー
ズ
」

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
観
光
協
会
を
中
心
に

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業
社
の
有
志
が
、
既
に

実
績
の
あ
る
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

「
F
O
R
E
S
T
A
　
Ｌ
U
M
I
N
A
（
フ

ォ
レ
ス
タ
ル
ミ
ナ
）」
や
長
崎
県
・
伊
王
島

「
I
S
L
A
N
D 

L
U
M
I
N
A 

（
ア
イ

ラ
ン
ド
ル
ミ
ナ
）」
を
視
察
し
、
現
場
対
応

や
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
け
、
阿
寒
湖

温
泉
で
の
対
象
地
や
コ
ー
ス
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
デ
ザ
イ
ン
等
をM

om
ent 

Factory

社
と

何
度
も
検
討
し
、
予
算
、
要
員
等
を
組
み
立

て
た
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
阿
寒
湖
の
マ
リ

モ
保
護
活
動
を
観
光
客
に
も
体
験
し
て
も
ら

え
る
ツ
ア
ー
、
冬
季
の
結
氷
し
た
湖
を
徒
歩

で
楽
し
む
ツ
ア
ー
、
火
山
活
動
を
体
験
す
る

ツ
ア
ー
等
を
試
行
し
た
。

　
体
制
・
要
員
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
阿
寒

観
光
協
会
と
兼
任
と
し
、
観
光
協
会
の
代
表

で
も
あ
る
大
西
氏
が
代
表
、
観
光
協
会
の
専

務
で
も
あ
る
山
下
晋
一
氏
が
取
締
役
総
務
部

長
、
そ
の
も
と
に
J
T
B
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の

阿
寒
観
光
協
会
へ
の
出
向
者
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
地
元
旅
館
の
経
営
者
の
方
々
を
非
常

勤
取
締
役
と
し
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
を
高

め
て
も
い
る
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
協

自
然
と
共
生
す
る
観
光
事
業
と
し
て
成
立
さ

せ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。

　
2
0
1
9
年
度
の
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は

11
月
中
旬
に
無
事
終
了
し
た
。

　
来
場
者
は
、
開
始
直
後
の
7
月
中
旬
ま
で

は
周
知
不
足
も
あ
っ
て
か
想
定
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
7
月
下
旬
か
ら
急
増
し
、
8
月
に

は
ほ
ぼ
完
売
の
1
日
6
9
5
人
の
来
場
を
記

録
し
た
日
も
あ
っ
た
。
9
月
以
降
も
安
定
し

た
集
客
を
続
け
、
最
終
的
に
は
入
場
者
3
万

4
1
6
0
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
が

2
割
と
い
う
初
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既

に
次
年
度
の
教
育
旅
行
の
予
約
が
舞
い
込
む

等
、
大
き
な
手
応
え
も
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
が
得
た
成
果
は
、「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」

の
入
場
者
数
だ
け
で
な
い
。
会
場
に
近
い
ま

り
も
の
里
商
店
街
で
は
、
地
元
の
ザ
リ
ガ
ニ

等
を
使
っ
た
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
の

グ
ッ
ズ
販
売
も
開
始
さ
れ
た
。
何
よ
り
、
夜

間
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
宿
泊
客
も

2
0
1
9
年
度
上
半
期
は
対
前
年
に
比
べ
７

％
増
え
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
雇
用

も
生
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
阿
寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
成
果
を
生
み
出
し
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
な
の
で

あ
る
。

「
阿
寒
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
世
界
に
負
け

て
い
な
い
。
将
来
に
わ
た
り
評
価
さ
れ
る
観

光
地
で
あ
り
た
い
」
と
大
西
社
長
は
語
る
。

自
然
と
の
共
生
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
と
阿
寒

湖
温
泉
の
思
い
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ

れ
を
体
験
し
た
多
く
の
観
光
客
の
評
価
、
阿

寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

手
応
え
は
、
阿
寒
湖
温
泉
に
と
っ
て
、
ま
た

初
年
度
を
終
え
た
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
何
に
も
代

え
が
た
い
収
穫
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
阿
寒
湖
温
泉
に
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
向
け
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
発
、
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
で

ス
タ
ー
ト
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
と
ア
イ
ヌ

古
式
舞
踊
が
融
合
し
た
作
品
「
阿
寒
ユ
ー
カ

ラ『
ロ
ス
ト
カ
ム
イ
』」と
の
連
携
、宿
泊
施

設
・
商
店
街
と
の
連
携
、
外
国
語
対
応
の
強

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て

き
た
人
材
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
の
議
論
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

阿
寒
湖
温
泉
は
、
N
P
O
法
人
と
株
式
会
社

の
両
輪
の
実
施
体
制
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ

て
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
く
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
中
野
文
彦

出典：阿寒アドベンチャーツーリズム株式会社

力
を
得
て
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
、
構
築
工
事
、

必
要
機
材
、
移
動
、
要
員
、
販
売
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
費
用
等
の
原
価
を
算
出
し
、
催
行

人
数
、
料
金
、
想
定
客
数
、
催
行
率
を
細
か

く
設
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
事
業
と
し
て
成
立
す
る
計
画
を
組
み
立

て
た
。

「
稼
げ
る
観
光
地
域

づ
く
り
」に
向
け
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
株
式
会
社
の

両
輪
体
制
を
構
築

2
株
式
会
社
の

設
立
に
向
け
た

事
業
計
画
づ
く
り
、

体
制
づ
く
り
、

資
金
調
達

3

※
ⅰ

※
ⅱ

　
こ
う
し
て
収
益
事
業
と
し
て
の
見
通
し
を

立
て
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
出
資
者
を
募
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
の
事
業
は
、
釧
路
市
の
支
援
や
阿
寒
湖

温
泉
の
事
業
者
か
ら
の
出
資
だ
け
で
は
成
立

す
る
規
模
で
は
な
い
こ
と
は
、
当
初
か
ら
想

定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
阿
寒
湖
温
泉
が
有

し
て
い
る
外
部
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
企
業
を
訪
問
し
、
事
業
計
画
を
説
明

し
な
が
ら
事
業
へ
の
賛
同
、
出
資
を
お
願
い

し
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体

的
な
事
業
計
画
と
と
も
に
、
地
元
の
強
い
意

志
が
あ
っ
た
こ
と
（
先
駆
け
て
阿
寒
湖
温
泉

の
地
元
宿
泊
業
者
等
が
出
資
を
決
め

て
い
た
）、
環
境
省
や
釧
路
市
の
支

援
・
協
力
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
出

資
者
の
賛
同
を
得
る
の
に
効
果
が
大

写真3）森に映し出されるアイヌの村の守り神「コタンコロカムイ（フクロウ）」と
飛び回るカケス※筆者撮影

写真4）「リズムスティック」を持って夜の森を歩く参加者※筆者撮影
●阿寒湖温泉創生計画2020の実施・進捗管理
●DMO推進（マネジメント、マーケティング・プロモーシ
　ョン戦略の立案・実施・進捗管理）
●観光立国ショーケース、阿寒摩周国立公園満喫プロ
　ジェクト、広域周遊ルート等の国の観光施策の実施・
　進捗管理

●「稼げる地域」を先導する会社（ビジネスモデルの創出
　・継続、雇用・人口増への拡大、行政に頼りきらない　
　DMOの財源創出）
●阿寒湖温泉の価値の最大化（阿寒湖温泉の魅力を
「最大限高く評価する顧客」とのマッチング。高付加価
値型のアドベンチャーツーリストをターゲットにした
事業創出）

●観光立国ショーケースや国立公園満喫プロジェクト
　の推進に、事業面から貢献する会社（国際的ブランド
　力向上に資する事業、国内・国外からの誘客と地域消
　費向上に資する事業、滞在化を促進する事業）

＜国・採択事業＞
「観光立国ショーケース（観光庁）」
「日本版DMO（観光庁）」
「広域観光周遊ルート/アジアの宝悠久の
自然美への道ひがし 北・海・道（観光庁）」

「国立公園満喫プロジェクト（環境省）」
「水のカムイ観光圏（観光庁）」
「地域中核企業創出・支援事業（経済産業
省北海道経産局）」

「最先端観光コンテンツ　インキュベータ
ー事業（観光庁）」

「地域文化資源活用空間創出事業（商店
街支援事業）（北海道経産局）」

環境省　阿寒湖管理官事務所
（国立公園満喫プロジェクト事業等）

＜北海道＞
・経済部観光局
・北海道観光振興機構/「（仮称）広域ユー
カラ街道構想」等
＜釧路市＞
・観光振興室、阿寒観光振興課等
・釧路地域のアイヌ伝統的生活空間（イオ
ル）再生事業

阿寒湖の森ナイトウォーク
「カムイルミナ」事業

国際ブランド「Akan Lake Resort」
の中核となるガイドツアー・

滞在プログラム事業

観光地づくりの全体管理・非営利事業の推進

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構
【地域DMO】

釧路市
（観光振興室等）

国等の事業

（一社）釧路観光
コンベンション協会
（地域連携DMO）

（一社）摩周観光協会
（地域DMO）

戦
略
立
案・管
理

事
業
運
営

●誘客宣伝・イベント
●まちづくり（国際化推進、商店街活性化、花いっぱい
　プロジェクト、まりも倶楽部等）
●アイヌ文化推進
●インフォメーションセンター運営
●スキー場運営

（
一
財
）前
田一
歩
園
財
団

稼げる地域づくりに向けた個別事業の推進

阿寒アドベンチャーツーリズム株式会社

独
立
採
算
可
能
な
新
事
業
創
出・持
続
的
運
営

阿
寒
湖
温
泉
旅
館
組
合

阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

（
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン・イ
コ
ロ
）

阿
寒
湖
漁
業
協
同
組
合

阿
寒
商
店
街
組
合

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
関
連
企
業・団
体

阿
寒
湖
温
泉
連
合
町
内
会

釧
路
市 

阿
寒
観
光
振
興
課

「阿寒の夜の森を歩くデジタルアート・エン
ターテイメント企画・開発・運営」
上記と連携した事業開発（グッズ開発、チケ
ット販売、その他関連事業等）

ⅰ…

ⅱ…

マリモ関連事業（自然生息地ガイドツアー）
高付加価値対座プログラム開発
アドベンチャーツーリズムワンストップ窓口
業務
広域連携アドベンチャーツーリズム推進

ⅰ…
ⅱ…
ⅲ…

ⅳ…

事例にみる株式会社型DMO2
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2
0
1
9
年
7
月
４
日
、
阿
寒
観
光
汽
船

の
遊
覧
船
乗
り
場
に
設
け
ら
れ
た
「
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
）」

の
入
場
口
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神
事
「
カ
ム

イ
ノ
ミ
」
に
よ
る
、
本
事
業
の
安
全
・
成
功

祈
願
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

大
西
雅
之
氏
、
阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

代
表
理
事 

西
田
正
男
氏
、
釧
路
市
長 

蛯
名

大
也
氏
を
は
じ
め
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
実
現

に
向
け
て
支
援
・
連
携
し
て
き
た
阿
寒
湖
温

泉
内
外
の
関
係
者
1
5
0
人
が
集
ま
っ
た
。

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
制
作
を
手

掛
け
たM

om
ent 

Factory

社
C
E
O
ド
ミ

ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
も
駆
け
付
け
た
。

「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
　
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
以
下
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
）」
は
、
阿
寒
湖
畔
の
夜
の
森
を
、
約
1

時
間
か
け
て
歩
く
体
験
型
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
杖
を
モ
チ

ー
フ
に
作
ら
れ
た
「
リ
ズ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

を
手
に
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
現
れ
る
ア
イ
ヌ

の
村
の
守
り
神
「
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ（
フ

ク
ロ
ウ
）」や
カ
ム
イ
の
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
「
カ
ケ
ス
」
と
と
も
に
、
真
っ
暗

な
夜
の
森
を
冒
険
し
な
が
ら
、
自
然
を
敬
い

感
謝
し
、
共
存
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
民
族
が
大

切
に
す
る
世
界
観
「
自
然
と
の
共
生
の
大
切

さ
」
を
体
験
す
る
。

　
大
西
雅
之
氏
と
ド
ミ
ニ
ク
氏
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
3
年

を
経
て
実
現
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

図 2 2018年・2019年に生まれた阿寒湖温泉の新しいコンテンツ

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
収
益
を
得
て
自
立

的
・
継
続
的
に
運
営
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

株
式
会
社
を
新
た
に
設
立
す
る
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
D
M
O
と
し
て
N
P
O

法
人
で
あ
る
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推

進
機
構
が
観
光
地
づ
く
り
の
全
体
管
理
・
非

営
利
事
業
の
推
進
等
を
担
い
、
稼
げ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
収
益
事
業
の
推
進
を
株
式

会
社
が
担
う
と
い
う
両
輪
の
体
制
を
構
築
し

た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市

場
に
適
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、「
カ
ム

イ
ル
ミ
ナ
」
の
実
現
と
運
営
、
さ
ら
に
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
開
発
と
運
営
を
担
う
こ
と
を
設

立
の
目
的
と
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、
異
文
化
体
験

の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で
構
成
さ
れ

る
旅
行
（A

d
ven

tu
re

T
ravel

T
rad

e 

A
sso

ciatio
n

に
よ
る
定
義
）」
を
指
し
、

そ
の
顧
客
像
は
地
域
の
文
化
（
異
文
化
）
に

も
強
い
関
心
を
持
ち
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）
を
通
じ
て
文

化
と
自
然
を
楽
し
む
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
水
準
の
高
い
富
裕
層
の
割
合
が

高
い
と
さ
れ
、
長
期
の
滞
在
を
好
む
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ギ
ア
（
用
具
、
装
備
）
に
も
こ
だ
わ

る
等
経
済
効
果
も
高
い
と
さ
れ
る
。
欧
州
・

北
米
・
南
米
に
お
け
る
市
場
規
模
は
約
49
兆

円
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
世
界
的
に
も
注
目

の
市
場
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
こ
れ
ま
で
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
を
、
特
に
訪
日
外

国
人
観
光
客
市
場
の
戦
略
市
場
と
位
置
付
け
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
認
知
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
他
の
観
光
地
、
特
に
道
内
の

観
光
地
と
比
べ
た
阿
寒
湖
温
泉
に
し
か
な
い

要
素
を
、
ア
イ
ヌ
と
共
存
し
て
き
た
地
域
、

ア
イ
ヌ
の
自
然
と
の
共
生
の
思
想
を
伝
え
る

地
域
と
捉
え
、「
ア
イ
ヌ
文
化
に
彩
ら
れ
た

国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
視
察
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
大
会

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
連
携
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
阿
寒
特
有
の
自
然
や
共

生
の
文
化
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
の
開
発
等
に

取
り
組
み
、
手
応
え
を
得
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
具
体
化
す
る
た
め
の
株
式
会

社
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
設
立
に

は
1
年
以
上
が
費
や
さ
れ
た
。

「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
世
界
最
高
峰
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
･
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、世
界
遺
産
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
等
の
実
績
を
有
す
るM

om
ent 

F
actory

社
が
世
界
で
展
開
す
る
「
そ
の
土

地
の
文
化
と
自
然
を
も
と
に
創
り
上
げ
る

ト
を
担
っ
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
2
0
0
4
年
に
阿
寒
観

光
協
会
と
阿
寒
湖
温
泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
合
併
す
る
形
で
N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協

会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
以
下
、
阿
寒
観

光
協
会
）
を
設
立
し
た
。
同
組
織
を
中
心
に
、

行
政
、
観
光
関
係
事
業
者
、
商
店
街
、
ア
イ

ヌ
工
芸
協
同
組
合
、
阿
寒
湖
漁
協
、
前
田
一

歩
園
財
団
と
い
っ
た
阿
寒
湖
温
泉
の
関
係
者

が
議
論
を
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
先
進
地
と
し
て
評

価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
阿
寒
湖
温
泉
は

「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
2
0
1
6
年

〜
）」
と
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
6
年
〜
）」
と
い
う
2
つ
の
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
と
な
っ
た
。
わ
が

国
を
代
表
す
る
観
光
地
、
国
立
公
園
の
宿
泊

拠
点
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
重
点

と
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
を
引
き
付
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
阿
寒

観
光
協
会
は
、
D
M
O
と
し
て
観
光
地
づ
く

り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
、
各
種
非
営
利
事
業
、
営
利
事
業
の
一
部

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
そ
の
運
営
を
担
う

に
は
、
N
P
O
法
人
で
あ
る
同
組
織
で
は
難

き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
出
資
に
際
し
て
は

議
決
権
を
有
す
る
株
式
比
率
の
過
半
は
地
元

阿
寒
湖
温
泉
が
有
す
る
設
計
と
し
て
い
る
。

　
事
業
計
画
、
出
資
者
の
募
集
と
と
も
に
、

事
業
の
実
現
と
運
営
に
大
切
な
こ
と
が
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
環
境
省
の

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
玉

事
業
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
環
境
省
や
林
野

庁
、
前
田
一
歩
園
財
団
の
協
力
の
も
と
、
阿

寒
湖
畔
の
「
ボ
ッ
ケ
遊
歩
道
」
を
舞
台
と
し

た
。
特
に
前
田
一
歩
園
財
団
は
、
明
治
期
か

ら
独
自
に
阿
寒
湖
の
森
を
守
り
続
け
て
き
た

財
団
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な
森
の
活
用
は
、

同
財
団
の
掲
げ
る
「
自
然
保
護
に
よ
る
阿
寒

観
光
の
永
久
の
発
展
」
に
応
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
を
進
め
る
た
め
、
事
前
に
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
貴
重
な
動
植
物
へ
の
影

響
が
な
い
計
画
を
構
築
し
た
。
ま
た
、「
ボ

ッ
ケ
遊
歩
道
」
は
日
中
に
も
多
く
の
観
光
客

が
自
然
散
策
を
楽
し
む
重
要
な
阿
寒
湖
温
泉

の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
コ
ー
ス
上
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
人
工
物
が
目
に
入
ら
な

い
よ
う
、
機
材
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

や
日
中
の
撤
去
等
も
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
収
益
の
一
部
は
、
環
境
保
護

活
動
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
に
寄
付
さ

れ
、
森
と
湖
の
保
全
や
ア
イ
ヌ
文
化

の
発
展
に
活
用
さ
れ
る
。

　M
o
m

en
t 

F
acto

ry

社
C
E
O

ド
ミ
ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、

「
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
園

内
の
規
制
や
ル
ー
ル
に
対
応
し
自
然

環
境
に
配
慮
す
べ
く
、
様
々
な
挑
戦

を
重
ね
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ

ヌ
の
文
化
と
『
自
然
と
の
共
生
』
と

い
う
テ
ー
マ
が
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
か
、

阿
寒
ア
イ
ヌ
の
方
々
と
何
度
も
何
度

も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
創

り
上
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
自
然
環
境
へ
の
配
慮
は
、
国
立
公

園
の
観
光
地
な
ら
で
は
の
課
題
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ

が
伝
え
た
い
物
語
に
と
っ
て
も
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
阿
寒

湖
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
、

『
ル
ミ
ナ
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
』
シ
リ
ー
ズ
」

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
観
光
協
会
を
中
心
に

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業
社
の
有
志
が
、
既
に

実
績
の
あ
る
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

「
F
O
R
E
S
T
A
　
Ｌ
U
M
I
N
A
（
フ

ォ
レ
ス
タ
ル
ミ
ナ
）」
や
長
崎
県
・
伊
王
島

「
I
S
L
A
N
D 

L
U
M
I
N
A 
（
ア
イ

ラ
ン
ド
ル
ミ
ナ
）」
を
視
察
し
、
現
場
対
応

や
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
け
、
阿
寒
湖

温
泉
で
の
対
象
地
や
コ
ー
ス
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
デ
ザ
イ
ン
等
をM

om
ent 

Factory

社
と

何
度
も
検
討
し
、
予
算
、
要
員
等
を
組
み
立

て
た
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
阿
寒
湖
の
マ
リ

モ
保
護
活
動
を
観
光
客
に
も
体
験
し
て
も
ら

え
る
ツ
ア
ー
、
冬
季
の
結
氷
し
た
湖
を
徒
歩

で
楽
し
む
ツ
ア
ー
、
火
山
活
動
を
体
験
す
る

ツ
ア
ー
等
を
試
行
し
た
。

　
体
制
・
要
員
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
阿
寒

観
光
協
会
と
兼
任
と
し
、
観
光
協
会
の
代
表

で
も
あ
る
大
西
氏
が
代
表
、
観
光
協
会
の
専

務
で
も
あ
る
山
下
晋
一
氏
が
取
締
役
総
務
部

長
、
そ
の
も
と
に
J
T
B
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の

阿
寒
観
光
協
会
へ
の
出
向
者
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
地
元
旅
館
の
経
営
者
の
方
々
を
非
常

勤
取
締
役
と
し
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
を
高

め
て
も
い
る
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
協

自
然
と
共
生
す
る
観
光
事
業
と
し
て
成
立
さ

せ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。

　
2
0
1
9
年
度
の
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は

11
月
中
旬
に
無
事
終
了
し
た
。

　
来
場
者
は
、
開
始
直
後
の
7
月
中
旬
ま
で

は
周
知
不
足
も
あ
っ
て
か
想
定
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
7
月
下
旬
か
ら
急
増
し
、
8
月
に

は
ほ
ぼ
完
売
の
1
日
6
9
5
人
の
来
場
を
記

録
し
た
日
も
あ
っ
た
。
9
月
以
降
も
安
定
し

た
集
客
を
続
け
、
最
終
的
に
は
入
場
者
3
万

4
1
6
0
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
が

2
割
と
い
う
初
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既

に
次
年
度
の
教
育
旅
行
の
予
約
が
舞
い
込
む

等
、
大
き
な
手
応
え
も
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
が
得
た
成
果
は
、「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」

の
入
場
者
数
だ
け
で
な
い
。
会
場
に
近
い
ま

り
も
の
里
商
店
街
で
は
、
地
元
の
ザ
リ
ガ
ニ

等
を
使
っ
た
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
の

グ
ッ
ズ
販
売
も
開
始
さ
れ
た
。
何
よ
り
、
夜

間
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
宿
泊
客
も

2
0
1
9
年
度
上
半
期
は
対
前
年
に
比
べ
７

％
増
え
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
雇
用

も
生
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
阿
寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
成
果
を
生
み
出
し
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
な
の
で

あ
る
。

「
阿
寒
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
世
界
に
負
け

て
い
な
い
。
将
来
に
わ
た
り
評
価
さ
れ
る
観

光
地
で
あ
り
た
い
」
と
大
西
社
長
は
語
る
。

自
然
と
の
共
生
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
と
阿
寒

湖
温
泉
の
思
い
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ

れ
を
体
験
し
た
多
く
の
観
光
客
の
評
価
、
阿

寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

手
応
え
は
、
阿
寒
湖
温
泉
に
と
っ
て
、
ま
た

初
年
度
を
終
え
た
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
何
に
も
代

え
が
た
い
収
穫
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
阿
寒
湖
温
泉
に
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
向
け
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
発
、
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
で

ス
タ
ー
ト
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
と
ア
イ
ヌ

古
式
舞
踊
が
融
合
し
た
作
品
「
阿
寒
ユ
ー
カ

ラ『
ロ
ス
ト
カ
ム
イ
』」と
の
連
携
、宿
泊
施

設
・
商
店
街
と
の
連
携
、
外
国
語
対
応
の
強

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て

き
た
人
材
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
の
議
論
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

阿
寒
湖
温
泉
は
、
N
P
O
法
人
と
株
式
会
社

の
両
輪
の
実
施
体
制
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ

て
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
く
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
中
野
文
彦

出典：NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

力
を
得
て
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
、
構
築
工
事
、

必
要
機
材
、
移
動
、
要
員
、
販
売
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
費
用
等
の
原
価
を
算
出
し
、
催
行

人
数
、
料
金
、
想
定
客
数
、
催
行
率
を
細
か

く
設
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
事
業
と
し
て
成
立
す
る
計
画
を
組
み
立

て
た
。

国
立
公
園
に
お
け
る

観
光
事
業

4

　
こ
う
し
て
収
益
事
業
と
し
て
の
見
通
し
を

立
て
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
出
資
者
を
募
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
の
事
業
は
、
釧
路
市
の
支
援
や
阿
寒
湖

温
泉
の
事
業
者
か
ら
の
出
資
だ
け
で
は
成
立

す
る
規
模
で
は
な
い
こ
と
は
、
当
初
か
ら
想

定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
阿
寒
湖
温
泉
が
有

し
て
い
る
外
部
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
企
業
を
訪
問
し
、
事
業
計
画
を
説
明

し
な
が
ら
事
業
へ
の
賛
同
、
出
資
を
お
願
い

し
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体

的
な
事
業
計
画
と
と
も
に
、
地
元
の
強
い
意

志
が
あ
っ
た
こ
と
（
先
駆
け
て
阿
寒
湖
温
泉

の
地
元
宿
泊
業
者
等
が
出
資
を
決
め

て
い
た
）、
環
境
省
や
釧
路
市
の
支

援
・
協
力
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
出

資
者
の
賛
同
を
得
る
の
に
効
果
が
大

写真5）日中のボッケの森。日中の散策者が違和感を持たぬよう、自然木の活
用や設置機材をカモフラージュしている。

事例にみる株式会社型DMO2
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2
0
1
9
年
7
月
４
日
、
阿
寒
観
光
汽
船

の
遊
覧
船
乗
り
場
に
設
け
ら
れ
た
「
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
）」

の
入
場
口
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神
事
「
カ
ム

イ
ノ
ミ
」
に
よ
る
、
本
事
業
の
安
全
・
成
功

祈
願
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

大
西
雅
之
氏
、
阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

代
表
理
事 

西
田
正
男
氏
、
釧
路
市
長 

蛯
名

大
也
氏
を
は
じ
め
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
実
現

に
向
け
て
支
援
・
連
携
し
て
き
た
阿
寒
湖
温

泉
内
外
の
関
係
者
1
5
0
人
が
集
ま
っ
た
。

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
制
作
を
手

掛
け
たM

om
ent 

Factory

社
C
E
O
ド
ミ

ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
も
駆
け
付
け
た
。

「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
　
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
以
下
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
）」
は
、
阿
寒
湖
畔
の
夜
の
森
を
、
約
1

時
間
か
け
て
歩
く
体
験
型
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
杖
を
モ
チ

ー
フ
に
作
ら
れ
た
「
リ
ズ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

を
手
に
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
現
れ
る
ア
イ
ヌ

の
村
の
守
り
神
「
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ（
フ

ク
ロ
ウ
）」や
カ
ム
イ
の
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
「
カ
ケ
ス
」
と
と
も
に
、
真
っ
暗

な
夜
の
森
を
冒
険
し
な
が
ら
、
自
然
を
敬
い

感
謝
し
、
共
存
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
民
族
が
大

切
に
す
る
世
界
観
「
自
然
と
の
共
生
の
大
切

さ
」
を
体
験
す
る
。

　
大
西
雅
之
氏
と
ド
ミ
ニ
ク
氏
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
3
年

を
経
て
実
現
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

図 2 2018年・2019年に生まれた阿寒湖温泉の新しいコンテンツ

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
収
益
を
得
て
自
立

的
・
継
続
的
に
運
営
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

株
式
会
社
を
新
た
に
設
立
す
る
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
D
M
O
と
し
て
N
P
O

法
人
で
あ
る
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推

進
機
構
が
観
光
地
づ
く
り
の
全
体
管
理
・
非

営
利
事
業
の
推
進
等
を
担
い
、
稼
げ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
収
益
事
業
の
推
進
を
株
式

会
社
が
担
う
と
い
う
両
輪
の
体
制
を
構
築
し

た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市

場
に
適
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、「
カ
ム

イ
ル
ミ
ナ
」
の
実
現
と
運
営
、
さ
ら
に
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
開
発
と
運
営
を
担
う
こ
と
を
設

立
の
目
的
と
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、
異
文
化
体
験

の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で
構
成
さ
れ

る
旅
行
（A

d
ven

tu
re

T
ravel

T
rad

e 

A
sso

ciatio
n

に
よ
る
定
義
）」
を
指
し
、

そ
の
顧
客
像
は
地
域
の
文
化
（
異
文
化
）
に

も
強
い
関
心
を
持
ち
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）
を
通
じ
て
文

化
と
自
然
を
楽
し
む
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
水
準
の
高
い
富
裕
層
の
割
合
が

高
い
と
さ
れ
、
長
期
の
滞
在
を
好
む
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ギ
ア
（
用
具
、
装
備
）
に
も
こ
だ
わ

る
等
経
済
効
果
も
高
い
と
さ
れ
る
。
欧
州
・

北
米
・
南
米
に
お
け
る
市
場
規
模
は
約
49
兆

円
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
世
界
的
に
も
注
目

の
市
場
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
こ
れ
ま
で
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
を
、
特
に
訪
日
外

国
人
観
光
客
市
場
の
戦
略
市
場
と
位
置
付
け
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
認
知
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
他
の
観
光
地
、
特
に
道
内
の

観
光
地
と
比
べ
た
阿
寒
湖
温
泉
に
し
か
な
い

要
素
を
、
ア
イ
ヌ
と
共
存
し
て
き
た
地
域
、

ア
イ
ヌ
の
自
然
と
の
共
生
の
思
想
を
伝
え
る

地
域
と
捉
え
、「
ア
イ
ヌ
文
化
に
彩
ら
れ
た

国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
視
察
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
大
会

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
連
携
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
阿
寒
特
有
の
自
然
や
共

生
の
文
化
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
の
開
発
等
に

取
り
組
み
、
手
応
え
を
得
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
具
体
化
す
る
た
め
の
株
式
会

社
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
設
立
に

は
1
年
以
上
が
費
や
さ
れ
た
。

「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
世
界
最
高
峰
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
･
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、世
界
遺
産
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
等
の
実
績
を
有
す
るM

om
ent 

F
actory

社
が
世
界
で
展
開
す
る
「
そ
の
土

地
の
文
化
と
自
然
を
も
と
に
創
り
上
げ
る

ト
を
担
っ
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
2
0
0
4
年
に
阿
寒
観

光
協
会
と
阿
寒
湖
温
泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
合
併
す
る
形
で
N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協

会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
以
下
、
阿
寒
観

光
協
会
）
を
設
立
し
た
。
同
組
織
を
中
心
に
、

行
政
、
観
光
関
係
事
業
者
、
商
店
街
、
ア
イ

ヌ
工
芸
協
同
組
合
、
阿
寒
湖
漁
協
、
前
田
一

歩
園
財
団
と
い
っ
た
阿
寒
湖
温
泉
の
関
係
者

が
議
論
を
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
先
進
地
と
し
て
評

価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
阿
寒
湖
温
泉
は

「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
2
0
1
6
年

〜
）」
と
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
6
年
〜
）」
と
い
う
2
つ
の
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
と
な
っ
た
。
わ
が

国
を
代
表
す
る
観
光
地
、
国
立
公
園
の
宿
泊

拠
点
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
重
点

と
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
を
引
き
付
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
阿
寒

観
光
協
会
は
、
D
M
O
と
し
て
観
光
地
づ
く

り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
、
各
種
非
営
利
事
業
、
営
利
事
業
の
一
部

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
そ
の
運
営
を
担
う

に
は
、
N
P
O
法
人
で
あ
る
同
組
織
で
は
難

き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
出
資
に
際
し
て
は

議
決
権
を
有
す
る
株
式
比
率
の
過
半
は
地
元

阿
寒
湖
温
泉
が
有
す
る
設
計
と
し
て
い
る
。

　
事
業
計
画
、
出
資
者
の
募
集
と
と
も
に
、

事
業
の
実
現
と
運
営
に
大
切
な
こ
と
が
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
環
境
省
の

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
玉

事
業
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
環
境
省
や
林
野

庁
、
前
田
一
歩
園
財
団
の
協
力
の
も
と
、
阿

寒
湖
畔
の
「
ボ
ッ
ケ
遊
歩
道
」
を
舞
台
と
し

た
。
特
に
前
田
一
歩
園
財
団
は
、
明
治
期
か

ら
独
自
に
阿
寒
湖
の
森
を
守
り
続
け
て
き
た

財
団
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な
森
の
活
用
は
、

同
財
団
の
掲
げ
る
「
自
然
保
護
に
よ
る
阿
寒

観
光
の
永
久
の
発
展
」
に
応
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
を
進
め
る
た
め
、
事
前
に
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
貴
重
な
動
植
物
へ
の
影

響
が
な
い
計
画
を
構
築
し
た
。
ま
た
、「
ボ

ッ
ケ
遊
歩
道
」
は
日
中
に
も
多
く
の
観
光
客

が
自
然
散
策
を
楽
し
む
重
要
な
阿
寒
湖
温
泉

の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
コ
ー
ス
上
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
人
工
物
が
目
に
入
ら
な

い
よ
う
、
機
材
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

や
日
中
の
撤
去
等
も
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
収
益
の
一
部
は
、
環
境
保
護

活
動
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
に
寄
付
さ

れ
、
森
と
湖
の
保
全
や
ア
イ
ヌ
文
化

の
発
展
に
活
用
さ
れ
る
。

　M
o
m

en
t 

F
acto

ry

社
C
E
O

ド
ミ
ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、

「
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
園

内
の
規
制
や
ル
ー
ル
に
対
応
し
自
然

環
境
に
配
慮
す
べ
く
、
様
々
な
挑
戦

を
重
ね
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ

ヌ
の
文
化
と
『
自
然
と
の
共
生
』
と

い
う
テ
ー
マ
が
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
か
、

阿
寒
ア
イ
ヌ
の
方
々
と
何
度
も
何
度

も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
創

り
上
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
自
然
環
境
へ
の
配
慮
は
、
国
立
公

園
の
観
光
地
な
ら
で
は
の
課
題
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ

が
伝
え
た
い
物
語
に
と
っ
て
も
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
阿
寒

湖
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
、

『
ル
ミ
ナ
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
』
シ
リ
ー
ズ
」

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
観
光
協
会
を
中
心
に

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業
社
の
有
志
が
、
既
に

実
績
の
あ
る
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

「
F
O
R
E
S
T
A
　
Ｌ
U
M
I
N
A
（
フ

ォ
レ
ス
タ
ル
ミ
ナ
）」
や
長
崎
県
・
伊
王
島

「
I
S
L
A
N
D 

L
U
M
I
N
A 

（
ア
イ

ラ
ン
ド
ル
ミ
ナ
）」
を
視
察
し
、
現
場
対
応

や
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
け
、
阿
寒
湖

温
泉
で
の
対
象
地
や
コ
ー
ス
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
デ
ザ
イ
ン
等
をM

om
ent 

Factory

社
と

何
度
も
検
討
し
、
予
算
、
要
員
等
を
組
み
立

て
た
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
阿
寒
湖
の
マ
リ

モ
保
護
活
動
を
観
光
客
に
も
体
験
し
て
も
ら

え
る
ツ
ア
ー
、
冬
季
の
結
氷
し
た
湖
を
徒
歩

で
楽
し
む
ツ
ア
ー
、
火
山
活
動
を
体
験
す
る

ツ
ア
ー
等
を
試
行
し
た
。

　
体
制
・
要
員
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
阿
寒

観
光
協
会
と
兼
任
と
し
、
観
光
協
会
の
代
表

で
も
あ
る
大
西
氏
が
代
表
、
観
光
協
会
の
専

務
で
も
あ
る
山
下
晋
一
氏
が
取
締
役
総
務
部

長
、
そ
の
も
と
に
J
T
B
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の

阿
寒
観
光
協
会
へ
の
出
向
者
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
地
元
旅
館
の
経
営
者
の
方
々
を
非
常

勤
取
締
役
と
し
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
を
高

め
て
も
い
る
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
協

自
然
と
共
生
す
る
観
光
事
業
と
し
て
成
立
さ

せ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。

　
2
0
1
9
年
度
の
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は

11
月
中
旬
に
無
事
終
了
し
た
。

　
来
場
者
は
、
開
始
直
後
の
7
月
中
旬
ま
で

は
周
知
不
足
も
あ
っ
て
か
想
定
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
7
月
下
旬
か
ら
急
増
し
、
8
月
に

は
ほ
ぼ
完
売
の
1
日
6
9
5
人
の
来
場
を
記

録
し
た
日
も
あ
っ
た
。
9
月
以
降
も
安
定
し

た
集
客
を
続
け
、
最
終
的
に
は
入
場
者
3
万

4
1
6
0
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
が

2
割
と
い
う
初
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既

に
次
年
度
の
教
育
旅
行
の
予
約
が
舞
い
込
む

等
、
大
き
な
手
応
え
も
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
が
得
た
成
果
は
、「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」

の
入
場
者
数
だ
け
で
な
い
。
会
場
に
近
い
ま

り
も
の
里
商
店
街
で
は
、
地
元
の
ザ
リ
ガ
ニ

等
を
使
っ
た
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
の

グ
ッ
ズ
販
売
も
開
始
さ
れ
た
。
何
よ
り
、
夜

間
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
宿
泊
客
も

2
0
1
9
年
度
上
半
期
は
対
前
年
に
比
べ
７

％
増
え
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
雇
用

も
生
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
阿
寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
成
果
を
生
み
出
し
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
な
の
で

あ
る
。

「
阿
寒
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
世
界
に
負
け

て
い
な
い
。
将
来
に
わ
た
り
評
価
さ
れ
る
観

光
地
で
あ
り
た
い
」
と
大
西
社
長
は
語
る
。

自
然
と
の
共
生
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
と
阿
寒

湖
温
泉
の
思
い
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ

れ
を
体
験
し
た
多
く
の
観
光
客
の
評
価
、
阿

寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

手
応
え
は
、
阿
寒
湖
温
泉
に
と
っ
て
、
ま
た

初
年
度
を
終
え
た
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
何
に
も
代

え
が
た
い
収
穫
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
阿
寒
湖
温
泉
に
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
向
け
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
発
、
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
で

ス
タ
ー
ト
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
と
ア
イ
ヌ

古
式
舞
踊
が
融
合
し
た
作
品
「
阿
寒
ユ
ー
カ

ラ『
ロ
ス
ト
カ
ム
イ
』」と
の
連
携
、宿
泊
施

設
・
商
店
街
と
の
連
携
、
外
国
語
対
応
の
強

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て

き
た
人
材
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
の
議
論
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

阿
寒
湖
温
泉
は
、
N
P
O
法
人
と
株
式
会
社

の
両
輪
の
実
施
体
制
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ

て
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
く
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
中
野
文
彦

出典：NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

力
を
得
て
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
、
構
築
工
事
、

必
要
機
材
、
移
動
、
要
員
、
販
売
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
費
用
等
の
原
価
を
算
出
し
、
催
行

人
数
、
料
金
、
想
定
客
数
、
催
行
率
を
細
か

く
設
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
事
業
と
し
て
成
立
す
る
計
画
を
組
み
立

て
た
。

国
立
公
園
に
お
け
る

観
光
事
業

4

　
こ
う
し
て
収
益
事
業
と
し
て
の
見
通
し
を

立
て
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
出
資
者
を
募
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
の
事
業
は
、
釧
路
市
の
支
援
や
阿
寒
湖

温
泉
の
事
業
者
か
ら
の
出
資
だ
け
で
は
成
立

す
る
規
模
で
は
な
い
こ
と
は
、
当
初
か
ら
想

定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
阿
寒
湖
温
泉
が
有

し
て
い
る
外
部
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
企
業
を
訪
問
し
、
事
業
計
画
を
説
明

し
な
が
ら
事
業
へ
の
賛
同
、
出
資
を
お
願
い

し
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体

的
な
事
業
計
画
と
と
も
に
、
地
元
の
強
い
意

志
が
あ
っ
た
こ
と
（
先
駆
け
て
阿
寒
湖
温
泉

の
地
元
宿
泊
業
者
等
が
出
資
を
決
め

て
い
た
）、
環
境
省
や
釧
路
市
の
支

援
・
協
力
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
出

資
者
の
賛
同
を
得
る
の
に
効
果
が
大

写真5）日中のボッケの森。日中の散策者が違和感を持たぬよう、自然木の活
用や設置機材をカモフラージュしている。
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2
0
1
9
年
7
月
４
日
、
阿
寒
観
光
汽
船

の
遊
覧
船
乗
り
場
に
設
け
ら
れ
た
「
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
）」

の
入
場
口
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
神
事
「
カ
ム

イ
ノ
ミ
」
に
よ
る
、
本
事
業
の
安
全
・
成
功

祈
願
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

大
西
雅
之
氏
、
阿
寒
ア
イ
ヌ
工
芸
協
同
組
合

代
表
理
事 

西
田
正
男
氏
、
釧
路
市
長 

蛯
名

大
也
氏
を
は
じ
め
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
の
実
現

に
向
け
て
支
援
・
連
携
し
て
き
た
阿
寒
湖
温

泉
内
外
の
関
係
者
1
5
0
人
が
集
ま
っ
た
。

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
制
作
を
手

掛
け
たM

om
ent 

Factory

社
C
E
O
ド
ミ

ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
も
駆
け
付
け
た
。

「
阿
寒
湖
の
森
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
　
K
A
M

U
Y 

L
U
M
I
N
A
（
以
下
カ
ム
イ
ル
ミ

ナ
）」
は
、
阿
寒
湖
畔
の
夜
の
森
を
、
約
1

時
間
か
け
て
歩
く
体
験
型
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
ア
イ
ヌ
の
杖
を
モ
チ

ー
フ
に
作
ら
れ
た
「
リ
ズ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

を
手
に
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
現
れ
る
ア
イ
ヌ

の
村
の
守
り
神
「
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ（
フ

ク
ロ
ウ
）」や
カ
ム
イ
の
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
「
カ
ケ
ス
」
と
と
も
に
、
真
っ
暗

な
夜
の
森
を
冒
険
し
な
が
ら
、
自
然
を
敬
い

感
謝
し
、
共
存
し
て
き
た
ア
イ
ヌ
民
族
が
大

切
に
す
る
世
界
観
「
自
然
と
の
共
生
の
大
切

さ
」
を
体
験
す
る
。

　
大
西
雅
之
氏
と
ド
ミ
ニ
ク
氏
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
3
年

を
経
て
実
現
に
至
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
収
益
を
得
て
自
立

的
・
継
続
的
に
運
営
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

株
式
会
社
を
新
た
に
設
立
す
る
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
D
M
O
と
し
て
N
P
O

法
人
で
あ
る
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推

進
機
構
が
観
光
地
づ
く
り
の
全
体
管
理
・
非

営
利
事
業
の
推
進
等
を
担
い
、
稼
げ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
収
益
事
業
の
推
進
を
株
式

会
社
が
担
う
と
い
う
両
輪
の
体
制
を
構
築
し

た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
は
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市

場
に
適
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、「
カ
ム

イ
ル
ミ
ナ
」
の
実
現
と
運
営
、
さ
ら
に
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
の
開
発
と
運
営
を
担
う
こ
と
を
設

立
の
目
的
と
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
自
然
、
異
文
化
体
験

の
3
要
素
の
う
ち
、
2
つ
以
上
で
構
成
さ
れ

る
旅
行
（A

d
ven

tu
re

T
ravel

T
rad

e 

A
sso

ciatio
n

に
よ
る
定
義
）」
を
指
し
、

そ
の
顧
客
像
は
地
域
の
文
化
（
異
文
化
）
に

も
強
い
関
心
を
持
ち
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）
を
通
じ
て
文

化
と
自
然
を
楽
し
む
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
教
育
水
準
の
高
い
富
裕
層
の
割
合
が

高
い
と
さ
れ
、
長
期
の
滞
在
を
好
む
、
ア
ウ

ト
ド
ア
ギ
ア
（
用
具
、
装
備
）
に
も
こ
だ
わ

る
等
経
済
効
果
も
高
い
と
さ
れ
る
。
欧
州
・

北
米
・
南
米
に
お
け
る
市
場
規
模
は
約
49
兆

円
と
い
う
試
算
も
あ
り
、
世
界
的
に
も
注
目

の
市
場
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
こ
れ
ま
で
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
を
、
特
に
訪
日
外

国
人
観
光
客
市
場
の
戦
略
市
場
と
位
置
付
け
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
認
知
度
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
他
の
観
光
地
、
特
に
道
内
の

観
光
地
と
比
べ
た
阿
寒
湖
温
泉
に
し
か
な
い

要
素
を
、
ア
イ
ヌ
と
共
存
し
て
き
た
地
域
、

ア
イ
ヌ
の
自
然
と
の
共
生
の
思
想
を
伝
え
る

地
域
と
捉
え
、「
ア
イ
ヌ
文
化
に
彩
ら
れ
た

国
際
リ
ゾ
ー
ト
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
視
察
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
世
界
大
会

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ア
イ
ヌ
と
連
携
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、
阿
寒
特
有
の
自
然
や
共

生
の
文
化
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
の
開
発
等
に

取
り
組
み
、
手
応
え
を
得
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
と
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
具
体
化
す
る
た
め
の
株
式
会

社
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
設
立
に

は
1
年
以
上
が
費
や
さ
れ
た
。

「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
世
界
最
高
峰
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
･
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で
、世
界
遺
産
サ
グ
ラ
ダ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
等
の
実
績
を
有
す
るM

om
ent 

F
actory

社
が
世
界
で
展
開
す
る
「
そ
の
土

地
の
文
化
と
自
然
を
も
と
に
創
り
上
げ
る

ト
を
担
っ
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
、
2
0
0
4
年
に
阿
寒
観

光
協
会
と
阿
寒
湖
温
泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
合
併
す
る
形
で
N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協

会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
（
以
下
、
阿
寒
観

光
協
会
）
を
設
立
し
た
。
同
組
織
を
中
心
に
、

行
政
、
観
光
関
係
事
業
者
、
商
店
街
、
ア
イ

ヌ
工
芸
協
同
組
合
、
阿
寒
湖
漁
協
、
前
田
一

歩
園
財
団
と
い
っ
た
阿
寒
湖
温
泉
の
関
係
者

が
議
論
を
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
先
進
地
と
し
て
評

価
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
阿
寒
湖
温
泉
は

「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
（
2
0
1
6
年

〜
）」
と
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
6
年
〜
）」
と
い
う
2
つ
の
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
と
な
っ
た
。
わ
が

国
を
代
表
す
る
観
光
地
、
国
立
公
園
の
宿
泊

拠
点
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
重
点

と
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
を
引
き
付
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
阿
寒

観
光
協
会
は
、
D
M
O
と
し
て
観
光
地
づ
く

り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
、
各
種
非
営
利
事
業
、
営
利
事
業
の
一
部

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
格
的
な
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
そ
の
運
営
を
担
う

に
は
、
N
P
O
法
人
で
あ
る
同
組
織
で
は
難

き
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
出
資
に
際
し
て
は

議
決
権
を
有
す
る
株
式
比
率
の
過
半
は
地
元

阿
寒
湖
温
泉
が
有
す
る
設
計
と
し
て
い
る
。

　
事
業
計
画
、
出
資
者
の
募
集
と
と
も
に
、

事
業
の
実
現
と
運
営
に
大
切
な
こ
と
が
、
自

然
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は
、
環
境
省
の

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
目
玉

事
業
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
環
境
省
や
林
野

庁
、
前
田
一
歩
園
財
団
の
協
力
の
も
と
、
阿

寒
湖
畔
の
「
ボ
ッ
ケ
遊
歩
道
」
を
舞
台
と
し

た
。
特
に
前
田
一
歩
園
財
団
は
、
明
治
期
か

ら
独
自
に
阿
寒
湖
の
森
を
守
り
続
け
て
き
た

財
団
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な
森
の
活
用
は
、

同
財
団
の
掲
げ
る
「
自
然
保
護
に
よ
る
阿
寒

観
光
の
永
久
の
発
展
」
に
応
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
を
進
め
る
た
め
、
事
前
に
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
貴
重
な
動
植
物
へ
の
影

響
が
な
い
計
画
を
構
築
し
た
。
ま
た
、「
ボ

ッ
ケ
遊
歩
道
」
は
日
中
に
も
多
く
の
観
光
客

が
自
然
散
策
を
楽
し
む
重
要
な
阿
寒
湖
温
泉

の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
コ
ー
ス
上
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
人
工
物
が
目
に
入
ら
な

い
よ
う
、
機
材
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

や
日
中
の
撤
去
等
も
行
っ
て
い
る
。

事
業
の
収
益
の
一
部
は
、
環
境
保
護

活
動
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
に
寄
付
さ

れ
、
森
と
湖
の
保
全
や
ア
イ
ヌ
文
化

の
発
展
に
活
用
さ
れ
る
。

　M
o
m

en
t 

F
acto

ry

社
C
E
O

ド
ミ
ニ
ク
・
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
氏
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、

「
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
園

内
の
規
制
や
ル
ー
ル
に
対
応
し
自
然

環
境
に
配
慮
す
べ
く
、
様
々
な
挑
戦

を
重
ね
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
文
化
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ

ヌ
の
文
化
と
『
自
然
と
の
共
生
』
と

い
う
テ
ー
マ
が
皆
さ
ま
に
伝
わ
る
か
、

阿
寒
ア
イ
ヌ
の
方
々
と
何
度
も
何
度

も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
創

り
上
げ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
方
々
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。

　
自
然
環
境
へ
の
配
慮
は
、
国
立
公

園
の
観
光
地
な
ら
で
は
の
課
題
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ

が
伝
え
た
い
物
語
に
と
っ
て
も
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
に
位
置
す
る
阿
寒

湖
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
、

『
ル
ミ
ナ
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
』
シ
リ
ー
ズ
」

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
阿
寒
湖
温
泉
で
は
、
観
光
協
会
を
中
心
に

宿
泊
施
設
や
観
光
事
業
社
の
有
志
が
、
既
に

実
績
の
あ
る
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

「
F
O
R
E
S
T
A
　
Ｌ
U
M
I
N
A
（
フ

ォ
レ
ス
タ
ル
ミ
ナ
）」
や
長
崎
県
・
伊
王
島

「
I
S
L
A
N
D 

L
U
M
I
N
A 

（
ア
イ

ラ
ン
ド
ル
ミ
ナ
）」
を
視
察
し
、
現
場
対
応

や
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
う
け
、
阿
寒
湖

温
泉
で
の
対
象
地
や
コ
ー
ス
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
デ
ザ
イ
ン
等
をM

om
ent 

Factory

社
と

何
度
も
検
討
し
、
予
算
、
要
員
等
を
組
み
立

て
た
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
阿
寒
湖
の
マ
リ

モ
保
護
活
動
を
観
光
客
に
も
体
験
し
て
も
ら

え
る
ツ
ア
ー
、
冬
季
の
結
氷
し
た
湖
を
徒
歩

で
楽
し
む
ツ
ア
ー
、
火
山
活
動
を
体
験
す
る

ツ
ア
ー
等
を
試
行
し
た
。

　
体
制
・
要
員
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
阿
寒

観
光
協
会
と
兼
任
と
し
、
観
光
協
会
の
代
表

で
も
あ
る
大
西
氏
が
代
表
、
観
光
協
会
の
専

務
で
も
あ
る
山
下
晋
一
氏
が
取
締
役
総
務
部

長
、
そ
の
も
と
に
J
T
B
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の

阿
寒
観
光
協
会
へ
の
出
向
者
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
地
元
旅
館
の
経
営
者
の
方
々
を
非
常

勤
取
締
役
と
し
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
を
高

め
て
も
い
る
。

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
協

自
然
と
共
生
す
る
観
光
事
業
と
し
て
成
立
さ

せ
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。

　
2
0
1
9
年
度
の
「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
は

11
月
中
旬
に
無
事
終
了
し
た
。

　
来
場
者
は
、
開
始
直
後
の
7
月
中
旬
ま
で

は
周
知
不
足
も
あ
っ
て
か
想
定
を
下
回
っ
た

も
の
の
、
7
月
下
旬
か
ら
急
増
し
、
8
月
に

は
ほ
ぼ
完
売
の
1
日
6
9
5
人
の
来
場
を
記

録
し
た
日
も
あ
っ
た
。
9
月
以
降
も
安
定
し

た
集
客
を
続
け
、
最
終
的
に
は
入
場
者
3
万

4
1
6
0
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
観
光
客
が

2
割
と
い
う
初
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既

に
次
年
度
の
教
育
旅
行
の
予
約
が
舞
い
込
む

等
、
大
き
な
手
応
え
も
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
が
得
た
成
果
は
、「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」

の
入
場
者
数
だ
け
で
な
い
。
会
場
に
近
い
ま

り
も
の
里
商
店
街
で
は
、
地
元
の
ザ
リ
ガ
ニ

等
を
使
っ
た
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
カ
ム
イ
ル
ミ
ナ
」
の

グ
ッ
ズ
販
売
も
開
始
さ
れ
た
。
何
よ
り
、
夜

間
の
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
宿
泊
客
も

2
0
1
9
年
度
上
半
期
は
対
前
年
に
比
べ
７

％
増
え
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
雇
用

も
生
ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
阿
寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
成
果
を
生
み
出
し
た
の
が
、
阿
寒
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
な
の
で

あ
る
。

「
阿
寒
が
持
っ
て
い
る
も
の
は
世
界
に
負
け

て
い
な
い
。
将
来
に
わ
た
り
評
価
さ
れ
る
観

光
地
で
あ
り
た
い
」
と
大
西
社
長
は
語
る
。

自
然
と
の
共
生
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
と
阿
寒

湖
温
泉
の
思
い
を
伝
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ

れ
を
体
験
し
た
多
く
の
観
光
客
の
評
価
、
阿

寒
湖
温
泉
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

手
応
え
は
、
阿
寒
湖
温
泉
に
と
っ
て
、
ま
た

初
年
度
を
終
え
た
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
に
と
っ
て
、
何
に
も
代

え
が
た
い
収
穫
で
あ
り
、
大
き
な
自
信
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
阿
寒
湖
温
泉
に
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
少
な
く
な
い
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
市
場
向
け
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
開
発
、
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
で

ス
タ
ー
ト
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
と
ア
イ
ヌ

古
式
舞
踊
が
融
合
し
た
作
品
「
阿
寒
ユ
ー
カ

ラ『
ロ
ス
ト
カ
ム
イ
』」と
の
連
携
、宿
泊
施

設
・
商
店
街
と
の
連
携
、
外
国
語
対
応
の
強

化
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た

阿
寒
湖
温
泉
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て

き
た
人
材
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
の
議
論
も

始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

阿
寒
湖
温
泉
は
、
N
P
O
法
人
と
株
式
会
社

の
両
輪
の
実
施
体
制
の
も
と
、
一
丸
と
な
っ

て
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
く
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
中
野
文
彦

●
北
海
道
釧
路
市
阿
寒
湖
温
泉
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
間
延
入
込
客
数
…
…
…
…

年
間
延
宿
泊
客
数
…
…
…
…

年
間
延
外
国
人
宿
泊
客
数
…

※
出
典
：
2
0
1
8
年
度（
平
成
30
年
度
）釧
路
市
観
光
入
込
客
数
調
査
結
果

1
2
7
2
人（
2
0
1
9
年
1
月
1
日
現
在
）

1
k㎡（
阿
寒
湖
畔
集
団
施
設
地
区
面
積
）

1
6
1
万
人

59
万
人

12
万
人
泊

●
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
の
概
要

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

資
本
金
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

事
業
内
容
…
…
…
…
…
…
…

株
主
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
西
雅
之

4
5
0
万
円（
純
資
産
4
億
円
）

2
0
1
8
年
4
月
2
日

〒
0
8
5
|

0
4
6
7 

北
海
道
釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉
2
|

6
|

20

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
運
営（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、

グ
ッ
ズ
販
売
、そ
の
他
地
域
企
業
や
商
店
街
と
連
携
し
た
事
業
等
）、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
・
商
品
化
・
販
売

阿
寒
湖
温
泉
旅
館
出
資
組
合
、J
T
B
、

阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
、日
本
航
空
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
、北
洋
銀
行
、北
海
道
銀
行
等

〈
取
材
協
力
〉

力
を
得
て
、
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
、
構
築
工
事
、

必
要
機
材
、
移
動
、
要
員
、
販
売
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
費
用
等
の
原
価
を
算
出
し
、
催
行

人
数
、
料
金
、
想
定
客
数
、
催
行
率
を
細
か

く
設
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
事
業
と
し
て
成
立
す
る
計
画
を
組
み
立

て
た
。

阿
寒
湖
温
泉
の

活
性
化
に
向
け
て
、

株
式
会
社
が
果
た
す

役
割

5

「
日
本
再
興
戦
略 

改
訂
２
０
１
５
」に
基
づ
き
、多
く
の
外
国
人
旅
行
者
に
選
ば
れ
る
、観
光
立
国
を
体
現
す
る
観
光
地
域
を
作
り
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
地
方
へ
誘
客
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
。全
国
で
北
海
道
釧
路
市
、石
川
県
金
沢
市
、

長
崎
市
の
３
都
市
の
み
選
定
さ
れ
た
。

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン（
２
０
１
６
年
）」に
基
づ
き
世
界
水
準
の「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
」の
実
現
に
向
け
、国
立
公
園

の
保
護
と
利
用
の
好
循
環
に
よ
り
、優
れ
た
自
然
を
守
り
地
域
活
性
化
を
図
る
８
つ
の
国
立
公
園
を
選
定
し
た
。

※
ⅰ

※
ⅱ 　

こ
う
し
て
収
益
事
業
と
し
て
の
見
通
し
を

立
て
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
出
資
者
を
募
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式

会
社
の
事
業
は
、
釧
路
市
の
支
援
や
阿
寒
湖

温
泉
の
事
業
者
か
ら
の
出
資
だ
け
で
は
成
立

す
る
規
模
で
は
な
い
こ
と
は
、
当
初
か
ら
想

定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
阿
寒
湖
温
泉
が
有

し
て
い
る
外
部
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
企
業
を
訪
問
し
、
事
業
計
画
を
説
明

し
な
が
ら
事
業
へ
の
賛
同
、
出
資
を
お
願
い

し
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体

的
な
事
業
計
画
と
と
も
に
、
地
元
の
強
い
意

志
が
あ
っ
た
こ
と
（
先
駆
け
て
阿
寒
湖
温
泉

の
地
元
宿
泊
業
者
等
が
出
資
を
決
め

て
い
た
）、
環
境
省
や
釧
路
市
の
支

援
・
協
力
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
出

資
者
の
賛
同
を
得
る
の
に
効
果
が
大

N
P
O
法
人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
・
専
務
理
事

（
阿
寒
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
株
式
会
社
・
取
締
役
総
務
部
長
） 

山
下
晋
一
氏

道東自動車道

網走

★阿寒湖温泉

釧路空港

240
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層
雲
峡
温
泉
は
、
北
海
道
大
雪
山
系
の
北

端
、
黒
岳
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
1
0
0
年

を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
、
北
海
道
の
中
で

も
有
数
の
温
泉
観
光
地
で
あ
る
。

　
旭
川
空
港
か
ら
車
で
約
1
時
間
半
、
5
件

の
大
型
旅
館
を
中
心
に
旅
館
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

カ
ナ
ダ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
範
を
と
っ
て
つ

く
ら
れ
た
商
店
街
「
キ
ャ
ニ
オ
ン
モ
ー
ル
」

が
並
ぶ
温
泉
街
、
日
本
一
早
い
紅
葉
や
美
し

い
雲
海
、
約
1
0
0
種
類
の
高
山
植
物
が
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
で
有
名
な
大
雪
山
・
黒
岳
、

銀
河
・
流
星
の
滝
や
柱
状
節
理
の
渓
谷
美
を

有
す
る
層
雲
峡
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
氷
像
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
た
「
氷
瀑
ま
つ
り
（
１
〜
3
月
）」
や

秋
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
「
奇
跡
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
ト
」
な
ど
、
夜
の
層
雲
峡
を
楽

し
む
催
し
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
層
雲
峡
温
泉
は
、
ピ
ー
ク
の
1
9
9
1
年

に
は
年
間
約
3
0
0
万
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、

ほ
か
の
団
体
向
け
温
泉
観
光
地
と
同
様
に
客

足
は
低
迷
し
、
近
年
の
入
込
客
数
は
約
2
0

0
万
人
（
宿
泊
客
は
そ
の
う
ち
59
万
人
）
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
訪
日
外

国
人
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、
現
在
で
は
宿

泊
客
の
う
ち
約
３
〜
４
割
を
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
旅
行
者
が
占
め
、
観
光
客
層
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。

写真1）
上：大雪山と大雪高原旭ヶ丘
下：層雲峡銀河の滝

周
辺
の
新
た
な
滞
在
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

ま
た
体
験
型
ツ
ア
ー
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
中
心
に
実
施
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い

る
段
階
だ
が
、
個
人
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば

す
新
た
な
魅
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　　　「
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
」
が
運
営
し

て
い
る
2
つ
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
こ
う
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
大
雪
山
系
で

最
も
美
し
い
と
さ
れ
る
旭
ヶ
丘
地
区
の
高
原

に
位
置
す
る
観
光
施
設
で
あ
る
。
庭
園
を
中

心
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
、

ヴ
ィ
ラ
を
併
設
し
て
お
り
、
約
8
0
0
品
種

の
草
花
が
植
栽
さ
れ
た
「
森
の
花
園
」エ
リ

ア
、
地
域
の
樹
木
や
草
花
を
活
か
し
た
「
森

の
迎
賓
館
」エ
リ
ア
、
テ
ラ
ス
や
ア
ー
ト
作

品
、
交
流
体
験
施
設
が
あ
る
「
遊
び
の
森
」

エ
リ
ア
の
３
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
。
5
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
色
と
り
ど
り
の
季
節
の

花
が
咲
き
、
「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
」
と

呼
ば
れ
る
8
つ
の
ガ
ー
デ
ン
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
。

　
併
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶
房
」
は

地
元
の
酒
造
「
上
川
大
雪
酒
造
」
が
運
営
す

る
カ
フ
ェ
で
、
酒
粕
を
使
っ
た
軽
食
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
が
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
三
國
清
三

氏
が
手
掛
け
る
「
フ
ラ
テ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
ミ

ク
ニ
」
で
、
高
原
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
北
海
道
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
開
園
は
2
0
1
4
年
。
上
川
町
が
所
有
し

て
お
り
、
2
0
1
8
年
か
ら
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
に
管
理
運
営
が
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」
は
、

チ
ー
ム
ラ
ボ
に
よ
る
子
供
向
け
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
が
で
き
る
施
設
で

あ
る
。「
あ
そ
ぶ
！
天
才
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子

供
た
ち
が
紙
に
描
い
た
絵
を
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

と
し
て
取
り
込
み
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ

た
草
原
上
で
動
か
す
も
の
。
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
で
、
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ほ
か
の

〝
ピ
ー
プ
ル
〞
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
直

感
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
も
と
は
体
育
館
で
あ
っ
た
空

間
を
改
装
し
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
子

供
た
ち
が
体
を
動
か
し
な
が
ら
遊
べ
る
遊
具

や
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ほ
か
、
大
人
も

楽
し
め
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
併
設
し
て
い
る
。

　
施
設
は
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
装

し
て
2
0
1
9
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

上
川
町
が
整
備
を
行
い
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ

へ
管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

　　　　
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
事
業
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
現
在
は
事
業
化
の
準
備

を
し
て
い
る
段
階
だ
が
、
注
目
す
べ
き
取
り

組
み
が
あ
る
。

　
層
雲
峡
と
言
え
ば
温
泉
と
大
雪
山
・
黒
岳

が
有
名
だ
が
、
温
泉
か
ら
少
し
上
流
に
あ
る

層
雲
峡
渓
谷
も
観
光
資
源
と
し
て
の
大
き
な

魅
力
を
持
つ
。
そ
の
層
雲
峡
渓
谷
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
が
断
崖
絶
壁
の
大
函
・
小
函
エ
リ
ア
で

あ
る
が
、
1
9
8
7
年
の
層
雲
峡
崩
落
事
故

が
き
っ
か
け
で
、
川
沿
い
の
車
道
が
通
行
止

め
に
な
り
、
遊
歩
道
も
2
0
0
3
年
以
降
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
観
光
資
源

と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
陸
で
は
な
く
川

　
ま
た
、
層
雲
峡
温
泉
に
は
、
2
0
1
4
年

の
「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
開
業
、
2
0
1

7
年
北
海
道
で
戦
後
初
と
な
る
新
酒
造
「
緑

丘
蔵
」
開
業
、
2
0
1
8
年
「
カ
ム
イ
と
共

に
生
き
る
上
川
ア
イ
ヌ
〜
大
雪
山
の
ふ
と
こ

ろ
に
伝
承
さ
れ
る
神
々
の
世
界
〜
」
の
日
本

遺
産
認
定
、
2
0
1
9
年
廃
校
を
改
築
し
た

体
験
型
交
流
施
設
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク

モ
」
開
業
と
い
っ
た
、
上
川
町
の
自
然
、
歴

史
、
農
産
品
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
上
川
町
に
は
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
、

温
泉
観
光
事
業
組
合
、
商
工
会
、
J
A
、
行

政
の
メ
ン
バ
ー
が
年
に
2
回
、
定
期
的
に
集

ま
り
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

協
議
会
が
あ
る
。
こ
の
「
上
川
町
ま
ち
づ
く

り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
は
こ
れ

ま
で
10
年
間
、
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

上
川
町
に
と
っ
て
観
光
産
業
は
、
関
連
す
る

産
業
を
含
め
て
雇
用
や
税
収
の
大
き
な
割
合

を
占
め
、
ま
た
農
業
、
畜
産
業
と
の
連
携
に

よ
る
効
果
も
高
く
、
商
工
業
に
と
っ
て
も
収

入
に
直
結
す
る
重
要
な
産
業
、
と
の
共
通
認

識
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
の
協
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
層
雲

峡
温
泉
は
「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指

す
と
い
う
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
、
具
体
的
に
は
個
人
客
に
も
対
応
し
た

滞
在
型
観
光
地
と
し
て
必
要
な
施
設
や
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
運
営
を
誰
が
ど
の
よ

う
に
推
進
す
る
か
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
の

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
か
を
課
題

と
し
た
。

　
そ
こ
で
設
立
さ
れ
た
の
が
「
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
株
式
会
社
」
で
あ
る
。
層
雲
峡
観
光
協

会
を
中
心
に
上
川
町
、
商
工
会
、
J
A
、
温

泉
観
光
事
業
組
合
が
出
資
者
と
な
っ
た
。
人

材
は
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
派
遣
や
、
地

元
採
用
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
な
ど
に
よ
り
確
保
し
、
上
川
町
の
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
し
て
、
地
域
の
情

報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
担
う
ほ
か
、
収
益
事
業
と
し
て

観
光
施
設
の
運
営
や
体
験
型
ツ
ア
ー
の
造

成
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
営
し
て
い
る
観
光
施
設
は
「
大
雪
森
の

ガ
ー
デ
ン
」
と
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」

の
2
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
層
雲
峡
温
泉

点
も
重
要
で
あ
る
。「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
と

い
う
組
織
目
標
が
あ
る
点
は
、
外
部
か
ら
入

っ
た
人
材
に
と
っ
て
、
何
を
す
べ
き
か
に
つ

い
て
考
え
る
う
え
で
の
指
針
と
な
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
民
間
企
業
を
行
政
が
支
援
す
る
場

合
も
、
地
域
の
目
標
に
寄
与
し
て
い
る
か
否

か
と
い
っ
た
点
が
、
予
算
執
行
の
判
断
材
料

に
な
り
え
る
。

　
上
川
町
で
は
ほ
か
に
も
興
味
深
い
動
き
が

み
ら
れ
る
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶

房
」
を
運
営
す
る
「
上
川
大
雪
酒
造
」
は
、
北

海
道
で
戦
後
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
酒
蔵
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
酒
蔵
の
新
設
は
法
規
制

に
よ
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
三
重
県
に

存
在
し
た
酒
造
会
社
を
譲
り
受
け
、
北
海
道

上
川
町
の
地
に
引
越
し
を
し
て
立
ち
上
げ
た
。

2
0
1
7
年
よ
り
本
格
醸
造
を
開
始
し
た
ば

か
り
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本

酒
コ
ン
ク
ー
ル「K

ura 
M

aster

」2
0
1
9
で

純
米
酒
部
門
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ

ン
」
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
2
0
1
9
年
春
に
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ガ
イ
ド
経
験
の
あ
る
人
材
が
層
雲
峡
の
魅

力
に
惹
か
れ
て
移
住
し
て
き
た
。
す
で
に

「
ア
ル
パ
イ
ン
リ
バ
ー
ガ
イ
ド
」
社
を
立
ち

上
げ
、
層
雲
峡
渓
谷
に
お
い
て
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
、

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
商
品
の
造
成
を
行
う
う

え
で
大
き
な
強
み
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
設
立
間
も
な
い
組
織

で
あ
る
た
め
、
取
材
時
点
（
2
0
1
9
年
9

月
）
で
は
ま
だ
、
地
域
で
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
事
業
の
継
続
と
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る

事
業
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
必
ず
軌
道
に
乗
る
と
い
う
保
証

は
な
い
中
で
の
挑
戦
で
あ
る
が
、
地
域
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
新
し
い
動
き
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
べ

く
奮
闘
し
て
い
る
。

　
現
在
の
上
川
町
は
、
町
長
を
筆
頭
に
町
の

職
員
の
意
識
も
高
く
、
率
先
し
て
全
国
の
先

端
企
業
や
若
い
起
業
家
を
訪
問
し
、
上
川
町

と
の
連
携
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
う
し
た

行
政
の
姿
勢
は
、「
町
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
」
と
い
っ
た
住
民
の
意
識
に
も
つ
な
が
り
、

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
運
営
や
イ
ベ
ン

ト
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
駅
と
ガ
ー
デ
ン

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
へ
の
積

極
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
も
そ
う
し
た
住
民
の
活
動
の
場
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
。

　
上
川
町
の
行
政
、
住
民
の
一
体
と
な
っ
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
一
方
で
、「
現
状
に
甘
え

ず
、
早
く
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
と
い
う
事
業
者

と
し
て
地
域
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
、
社
長
の
西
野
目
氏
は
語
る
。

　
地
域
へ
の
貢
献
と
、
株
式
会
社
と
し
て
利

益
に
こ
だ
わ
っ
た
経
営
の
２
つ
の
柱
の
実
現

が
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
今
後
の
大
き
な
目

標
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部

副
主
任
研
究
員
　
川
村
竜
之
介

か
ら
小
函
エ
リ
ア
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法

と
し
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
た
。

　
陸
路
で
は
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
と
い

う
不
利
な
条
件
は
、
逆
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で

し
か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
秘
境
と
い

う
特
別
感
を
生
み
、
個
人
客
向
け
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
期
待
が
で
き
る
の
だ
。

　
現
在
は
地
質
調
査
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
試

走
を
進
め
て
お
り
、
今
後
実
施
体
制
を
整
え

た
う
え
で
、
2
0
2
0
年
か
ら
の
ツ
ア
ー
催

行
を
目
指
し
て
い
る
。

　
以
上
が
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
に
よ
る
事
業
で

あ
る
が
、
ど
の
事
業
も
単
独
で
採
算
性
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

こ
で
運
営
に
必
要
と
な
る
原
資
を
ど
う
賄
う

か
が
課
題
と
な
る
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
で
は
、
事
業
収
入
と
指

定
管
理
収
入
の
ほ
か
、
上
川
町
か
ら
の
補
助

金
で
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
補
助
金

の
原
資
は
、
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
分
で
あ
る
。

　
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
は
2
0
1
7
年
に
導

入
さ
れ
た
。
層
雲
峡
温
泉
の
5
つ
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
1
5
0
円
か
ら
2
5
0
円
へ
の
改

定
が
行
わ
れ
、
上
川
町
と
し
て
は
4
〜
5
千

万
円
程
度
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増

収
分
を
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
各
事
業
に
お

け
る
財
源
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
の
設
立
と
各
施
設
の
運
営
資
金

は
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
構
築
さ

れ
た
。
施
設
単
体
で
の
収
入
と
と
も
に
、
観

光
産
業
へ
の
波
及
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
へ

の
波
及
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
と
い
っ
た
、

売
り
上
げ
以
外
の
効
果
も
含
め
て
、
施
設
の

存
在
意
義
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

観
光
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
連
す

る
団
体
や
行
政
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
議
会
で
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

上
川
町
の
入
湯
税
か
さ
上
げ
は
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
必
要
な
原
資
を
賄
う
と
い
う
目

的
が
あ
り
、
温
泉
観
光
事
業
組
合
が
合
意
・

協
力
す
る
こ
と
で
実
現
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、

10
年
に
及
ぶ
地
域
の
協
議
会
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
。
観
光
産
業
が
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
産
業
で
あ
る
こ
と
の
共
通
認
識
が
基
盤
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
課
題
や
目
標
に

つ
い
て
関
係
者
間
で
共
有
が
な
さ
れ
て
お
り
、

入
湯
税
の
改
定
に
お
い
て
も
、
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
の
立
ち
上
げ
に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
民
間

組
織
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
産
業
界
と

の
連
携
や
行
政
を
中
心
と
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
確
立
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
体
制
は
人
材
確
保
の
点
で
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
組

織
で
あ
る
点
が
、
設
立
し
て
日
が
浅
い
株
式

会
社
で
あ
っ
て
も
大
き
な
信
用
力
に
つ
な
が

り
、
現
在
は
大
手
旅
行
会
社
か
ら
専
門
人
材

2
名
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
外
か
ら

の
連
携
・
協
力
体
制
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の

出
資
者
に
は
商
工
会
や
J
A
、
上
川
町
が
含

ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
観
光
に
直
接
関
係

の
あ
る
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

観
光
を
通
じ
た
様
々
な
波
及
効
果
に
期
待
を

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
観
光
客
数
や
滞
在

時
間
の
増
加
は
、
結
果
的
に
農
産
物
の
消
費

や
お
土
産
な
ど
の
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が

る
。

　
更
に
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
も
目
標
の
ひ

と
つ
で
、
地
域
の
若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
魅
力
的
な
職
を
用
意
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
目
指
す
は
、
地
元
高
校
の
就

職
希
望
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３
だ
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
個
別
の
事
業
で
利

益
を
上
げ
る
こ
と
は
、
設
立
間
も
な
い
現
段

階
で
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
。
し
か
し
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
と
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
管
理
す

る
施
設
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の
産

業
の
活
性
化
、
雇
用
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。

出
資
に
対
す
る
還
元
は
観
光
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
で
あ
り
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
地

域
か
ら
の
使
命
を
負
う
立
場
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る

北
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

を
目
指
し
て

1 大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社

公
・
民
・
業
界
の
垣
根
を
越
え
、地
域
の
課
題
を
考
え
る

「
協
議
会
」が
株
式
会
社
を
つ
く
っ
た
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層
雲
峡
温
泉
は
、
北
海
道
大
雪
山
系
の
北

端
、
黒
岳
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
1
0
0
年

を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
、
北
海
道
の
中
で

も
有
数
の
温
泉
観
光
地
で
あ
る
。

　
旭
川
空
港
か
ら
車
で
約
1
時
間
半
、
5
件

の
大
型
旅
館
を
中
心
に
旅
館
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

カ
ナ
ダ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
範
を
と
っ
て
つ

く
ら
れ
た
商
店
街
「
キ
ャ
ニ
オ
ン
モ
ー
ル
」

が
並
ぶ
温
泉
街
、
日
本
一
早
い
紅
葉
や
美
し

い
雲
海
、
約
1
0
0
種
類
の
高
山
植
物
が
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
で
有
名
な
大
雪
山
・
黒
岳
、

銀
河
・
流
星
の
滝
や
柱
状
節
理
の
渓
谷
美
を

有
す
る
層
雲
峡
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
氷
像
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
た
「
氷
瀑
ま
つ
り
（
１
〜
3
月
）」
や

秋
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
「
奇
跡
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
ト
」
な
ど
、
夜
の
層
雲
峡
を
楽

し
む
催
し
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
層
雲
峡
温
泉
は
、
ピ
ー
ク
の
1
9
9
1
年

に
は
年
間
約
3
0
0
万
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、

ほ
か
の
団
体
向
け
温
泉
観
光
地
と
同
様
に
客

足
は
低
迷
し
、
近
年
の
入
込
客
数
は
約
2
0

0
万
人
（
宿
泊
客
は
そ
の
う
ち
59
万
人
）
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
訪
日
外

国
人
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、
現
在
で
は
宿

泊
客
の
う
ち
約
３
〜
４
割
を
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
旅
行
者
が
占
め
、
観
光
客
層
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。

写真2）大雪森のガーデン（ガーデンショップ）

写真4）大雪かみかわヌクモ「あそぶ!天才プログラミング」

写真3）森のガーデン「森の花園エリア」

周
辺
の
新
た
な
滞
在
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

ま
た
体
験
型
ツ
ア
ー
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
中
心
に
実
施
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い

る
段
階
だ
が
、
個
人
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば

す
新
た
な
魅
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　　　「
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
」
が
運
営
し

て
い
る
2
つ
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
こ
う
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
大
雪
山
系
で

最
も
美
し
い
と
さ
れ
る
旭
ヶ
丘
地
区
の
高
原

に
位
置
す
る
観
光
施
設
で
あ
る
。
庭
園
を
中

心
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
、

ヴ
ィ
ラ
を
併
設
し
て
お
り
、
約
8
0
0
品
種

の
草
花
が
植
栽
さ
れ
た
「
森
の
花
園
」エ
リ

ア
、
地
域
の
樹
木
や
草
花
を
活
か
し
た
「
森

の
迎
賓
館
」エ
リ
ア
、
テ
ラ
ス
や
ア
ー
ト
作

品
、
交
流
体
験
施
設
が
あ
る
「
遊
び
の
森
」

エ
リ
ア
の
３
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
。
5
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
色
と
り
ど
り
の
季
節
の

花
が
咲
き
、
「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
」
と

呼
ば
れ
る
8
つ
の
ガ
ー
デ
ン
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
。

　
併
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶
房
」
は

地
元
の
酒
造
「
上
川
大
雪
酒
造
」
が
運
営
す

る
カ
フ
ェ
で
、
酒
粕
を
使
っ
た
軽
食
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
が
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
三
國
清
三

氏
が
手
掛
け
る
「
フ
ラ
テ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
ミ

ク
ニ
」
で
、
高
原
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
北
海
道
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
開
園
は
2
0
1
4
年
。
上
川
町
が
所
有
し

て
お
り
、
2
0
1
8
年
か
ら
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
に
管
理
運
営
が
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」
は
、

チ
ー
ム
ラ
ボ
に
よ
る
子
供
向
け
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
が
で
き
る
施
設
で

あ
る
。「
あ
そ
ぶ
！
天
才
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子

供
た
ち
が
紙
に
描
い
た
絵
を
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

と
し
て
取
り
込
み
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ

た
草
原
上
で
動
か
す
も
の
。
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
で
、
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ほ
か
の

〝
ピ
ー
プ
ル
〞
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
直

感
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
も
と
は
体
育
館
で
あ
っ
た
空

間
を
改
装
し
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
子

供
た
ち
が
体
を
動
か
し
な
が
ら
遊
べ
る
遊
具

や
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ほ
か
、
大
人
も

楽
し
め
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
併
設
し
て
い
る
。

　
施
設
は
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
装

し
て
2
0
1
9
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

上
川
町
が
整
備
を
行
い
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ

へ
管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

　　　　
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
事
業
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
現
在
は
事
業
化
の
準
備

を
し
て
い
る
段
階
だ
が
、
注
目
す
べ
き
取
り

組
み
が
あ
る
。

　
層
雲
峡
と
言
え
ば
温
泉
と
大
雪
山
・
黒
岳

が
有
名
だ
が
、
温
泉
か
ら
少
し
上
流
に
あ
る

層
雲
峡
渓
谷
も
観
光
資
源
と
し
て
の
大
き
な

魅
力
を
持
つ
。
そ
の
層
雲
峡
渓
谷
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
が
断
崖
絶
壁
の
大
函
・
小
函
エ
リ
ア
で

あ
る
が
、
1
9
8
7
年
の
層
雲
峡
崩
落
事
故

が
き
っ
か
け
で
、
川
沿
い
の
車
道
が
通
行
止

め
に
な
り
、
遊
歩
道
も
2
0
0
3
年
以
降
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
観
光
資
源

と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
陸
で
は
な
く
川

　
ま
た
、
層
雲
峡
温
泉
に
は
、
2
0
1
4
年

の
「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
開
業
、
2
0
1

7
年
北
海
道
で
戦
後
初
と
な
る
新
酒
造
「
緑

丘
蔵
」
開
業
、
2
0
1
8
年
「
カ
ム
イ
と
共

に
生
き
る
上
川
ア
イ
ヌ
〜
大
雪
山
の
ふ
と
こ

ろ
に
伝
承
さ
れ
る
神
々
の
世
界
〜
」
の
日
本

遺
産
認
定
、
2
0
1
9
年
廃
校
を
改
築
し
た

体
験
型
交
流
施
設
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク

モ
」
開
業
と
い
っ
た
、
上
川
町
の
自
然
、
歴

史
、
農
産
品
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
上
川
町
に
は
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
、

温
泉
観
光
事
業
組
合
、
商
工
会
、
J
A
、
行

政
の
メ
ン
バ
ー
が
年
に
2
回
、
定
期
的
に
集

ま
り
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

協
議
会
が
あ
る
。
こ
の
「
上
川
町
ま
ち
づ
く

り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
は
こ
れ

ま
で
10
年
間
、
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

上
川
町
に
と
っ
て
観
光
産
業
は
、
関
連
す
る

産
業
を
含
め
て
雇
用
や
税
収
の
大
き
な
割
合

を
占
め
、
ま
た
農
業
、
畜
産
業
と
の
連
携
に

よ
る
効
果
も
高
く
、
商
工
業
に
と
っ
て
も
収

入
に
直
結
す
る
重
要
な
産
業
、
と
の
共
通
認

識
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
の
協
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
層
雲

峡
温
泉
は
「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指

す
と
い
う
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
、
具
体
的
に
は
個
人
客
に
も
対
応
し
た

滞
在
型
観
光
地
と
し
て
必
要
な
施
設
や
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
運
営
を
誰
が
ど
の
よ

う
に
推
進
す
る
か
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
の

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
か
を
課
題

と
し
た
。

　
そ
こ
で
設
立
さ
れ
た
の
が
「
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
株
式
会
社
」
で
あ
る
。
層
雲
峡
観
光
協

会
を
中
心
に
上
川
町
、
商
工
会
、
J
A
、
温

泉
観
光
事
業
組
合
が
出
資
者
と
な
っ
た
。
人

材
は
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
派
遣
や
、
地

元
採
用
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
な
ど
に
よ
り
確
保
し
、
上
川
町
の
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
し
て
、
地
域
の
情

報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
担
う
ほ
か
、
収
益
事
業
と
し
て

観
光
施
設
の
運
営
や
体
験
型
ツ
ア
ー
の
造

成
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
営
し
て
い
る
観
光
施
設
は
「
大
雪
森
の

ガ
ー
デ
ン
」
と
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」

の
2
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
層
雲
峡
温
泉

点
も
重
要
で
あ
る
。「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
と

い
う
組
織
目
標
が
あ
る
点
は
、
外
部
か
ら
入

っ
た
人
材
に
と
っ
て
、
何
を
す
べ
き
か
に
つ

い
て
考
え
る
う
え
で
の
指
針
と
な
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
民
間
企
業
を
行
政
が
支
援
す
る
場

合
も
、
地
域
の
目
標
に
寄
与
し
て
い
る
か
否

か
と
い
っ
た
点
が
、
予
算
執
行
の
判
断
材
料

に
な
り
え
る
。

　
上
川
町
で
は
ほ
か
に
も
興
味
深
い
動
き
が

み
ら
れ
る
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶

房
」
を
運
営
す
る
「
上
川
大
雪
酒
造
」
は
、
北

海
道
で
戦
後
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
酒
蔵
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
酒
蔵
の
新
設
は
法
規
制

に
よ
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
三
重
県
に

存
在
し
た
酒
造
会
社
を
譲
り
受
け
、
北
海
道

上
川
町
の
地
に
引
越
し
を
し
て
立
ち
上
げ
た
。

2
0
1
7
年
よ
り
本
格
醸
造
を
開
始
し
た
ば

か
り
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本

酒
コ
ン
ク
ー
ル「K

ura 
M

aster

」2
0
1
9
で

純
米
酒
部
門
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ

ン
」
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
2
0
1
9
年
春
に
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ガ
イ
ド
経
験
の
あ
る
人
材
が
層
雲
峡
の
魅

力
に
惹
か
れ
て
移
住
し
て
き
た
。
す
で
に

「
ア
ル
パ
イ
ン
リ
バ
ー
ガ
イ
ド
」
社
を
立
ち

上
げ
、
層
雲
峡
渓
谷
に
お
い
て
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
、

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
商
品
の
造
成
を
行
う
う

え
で
大
き
な
強
み
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
設
立
間
も
な
い
組
織

で
あ
る
た
め
、
取
材
時
点
（
2
0
1
9
年
9

月
）
で
は
ま
だ
、
地
域
で
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
事
業
の
継
続
と
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る

事
業
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
必
ず
軌
道
に
乗
る
と
い
う
保
証

は
な
い
中
で
の
挑
戦
で
あ
る
が
、
地
域
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
新
し
い
動
き
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
べ

く
奮
闘
し
て
い
る
。

　
現
在
の
上
川
町
は
、
町
長
を
筆
頭
に
町
の

職
員
の
意
識
も
高
く
、
率
先
し
て
全
国
の
先

端
企
業
や
若
い
起
業
家
を
訪
問
し
、
上
川
町

と
の
連
携
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
う
し
た

行
政
の
姿
勢
は
、「
町
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
」
と
い
っ
た
住
民
の
意
識
に
も
つ
な
が
り
、

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
運
営
や
イ
ベ
ン

ト
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
駅
と
ガ
ー
デ
ン

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
へ
の
積

極
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
も
そ
う
し
た
住
民
の
活
動
の
場
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
。

　
上
川
町
の
行
政
、
住
民
の
一
体
と
な
っ
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
一
方
で
、「
現
状
に
甘
え

ず
、
早
く
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
と
い
う
事
業
者

と
し
て
地
域
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
、
社
長
の
西
野
目
氏
は
語
る
。

　
地
域
へ
の
貢
献
と
、
株
式
会
社
と
し
て
利

益
に
こ
だ
わ
っ
た
経
営
の
２
つ
の
柱
の
実
現

が
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
今
後
の
大
き
な
目

標
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部

副
主
任
研
究
員
　
川
村
竜
之
介

か
ら
小
函
エ
リ
ア
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法

と
し
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
た
。

　
陸
路
で
は
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
と
い

う
不
利
な
条
件
は
、
逆
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で

し
か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
秘
境
と
い

う
特
別
感
を
生
み
、
個
人
客
向
け
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
期
待
が
で
き
る
の
だ
。

　
現
在
は
地
質
調
査
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
試

走
を
進
め
て
お
り
、
今
後
実
施
体
制
を
整
え

た
う
え
で
、
2
0
2
0
年
か
ら
の
ツ
ア
ー
催

行
を
目
指
し
て
い
る
。

　
以
上
が
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
に
よ
る
事
業
で

あ
る
が
、
ど
の
事
業
も
単
独
で
採
算
性
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

こ
で
運
営
に
必
要
と
な
る
原
資
を
ど
う
賄
う

か
が
課
題
と
な
る
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
で
は
、
事
業
収
入
と
指

定
管
理
収
入
の
ほ
か
、
上
川
町
か
ら
の
補
助

金
で
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
補
助
金

の
原
資
は
、
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
分
で
あ
る
。

　
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
は
2
0
1
7
年
に
導

入
さ
れ
た
。
層
雲
峡
温
泉
の
5
つ
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
1
5
0
円
か
ら
2
5
0
円
へ
の
改

定
が
行
わ
れ
、
上
川
町
と
し
て
は
4
〜
5
千

万
円
程
度
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増

収
分
を
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
各
事
業
に
お

け
る
財
源
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
の
設
立
と
各
施
設
の
運
営
資
金

は
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
構
築
さ

れ
た
。
施
設
単
体
で
の
収
入
と
と
も
に
、
観

光
産
業
へ
の
波
及
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
へ

の
波
及
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
と
い
っ
た
、

売
り
上
げ
以
外
の
効
果
も
含
め
て
、
施
設
の

存
在
意
義
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

観
光
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
連
す

る
団
体
や
行
政
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
議
会
で
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

上
川
町
の
入
湯
税
か
さ
上
げ
は
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
必
要
な
原
資
を
賄
う
と
い
う
目

的
が
あ
り
、
温
泉
観
光
事
業
組
合
が
合
意
・

協
力
す
る
こ
と
で
実
現
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、

10
年
に
及
ぶ
地
域
の
協
議
会
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
。
観
光
産
業
が
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
産
業
で
あ
る
こ
と
の
共
通
認
識
が
基
盤
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
課
題
や
目
標
に

つ
い
て
関
係
者
間
で
共
有
が
な
さ
れ
て
お
り
、

入
湯
税
の
改
定
に
お
い
て
も
、
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
の
立
ち
上
げ
に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
民
間

組
織
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
産
業
界
と

の
連
携
や
行
政
を
中
心
と
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
確
立
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
体
制
は
人
材
確
保
の
点
で
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
組

織
で
あ
る
点
が
、
設
立
し
て
日
が
浅
い
株
式

会
社
で
あ
っ
て
も
大
き
な
信
用
力
に
つ
な
が

り
、
現
在
は
大
手
旅
行
会
社
か
ら
専
門
人
材

2
名
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
外
か
ら

の
連
携
・
協
力
体
制
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の

出
資
者
に
は
商
工
会
や
J
A
、
上
川
町
が
含

ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
観
光
に
直
接
関
係

の
あ
る
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

観
光
を
通
じ
た
様
々
な
波
及
効
果
に
期
待
を

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
観
光
客
数
や
滞
在

時
間
の
増
加
は
、
結
果
的
に
農
産
物
の
消
費

や
お
土
産
な
ど
の
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が

る
。

　
更
に
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
も
目
標
の
ひ

と
つ
で
、
地
域
の
若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
魅
力
的
な
職
を
用
意
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
目
指
す
は
、
地
元
高
校
の
就

職
希
望
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３
だ
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
個
別
の
事
業
で
利

益
を
上
げ
る
こ
と
は
、
設
立
間
も
な
い
現
段

階
で
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
。
し
か
し
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
と
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
管
理
す

る
施
設
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の
産

業
の
活
性
化
、
雇
用
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。

出
資
に
対
す
る
還
元
は
観
光
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
で
あ
り
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
地

域
か
ら
の
使
命
を
負
う
立
場
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る

地
域
の
滞
在
拠
点

と
な
る
２
つ
の
施
設
を

運
営

3

観
光
協
会
、旅
館
組
合
、

温
泉
観
光
事
業
組
合
、

商
工
会
、J
A
、行
政

に
よ
る

株
式
会
社
設
立

2

層
雲
峡

で
し
か
で
き
な
い

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
に
取
り
組
む

4
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層
雲
峡
温
泉
は
、
北
海
道
大
雪
山
系
の
北

端
、
黒
岳
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
1
0
0
年

を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
、
北
海
道
の
中
で

も
有
数
の
温
泉
観
光
地
で
あ
る
。

　
旭
川
空
港
か
ら
車
で
約
1
時
間
半
、
5
件

の
大
型
旅
館
を
中
心
に
旅
館
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

カ
ナ
ダ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
範
を
と
っ
て
つ

く
ら
れ
た
商
店
街
「
キ
ャ
ニ
オ
ン
モ
ー
ル
」

が
並
ぶ
温
泉
街
、
日
本
一
早
い
紅
葉
や
美
し

い
雲
海
、
約
1
0
0
種
類
の
高
山
植
物
が
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
で
有
名
な
大
雪
山
・
黒
岳
、

銀
河
・
流
星
の
滝
や
柱
状
節
理
の
渓
谷
美
を

有
す
る
層
雲
峡
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
氷
像
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
た
「
氷
瀑
ま
つ
り
（
１
〜
3
月
）」
や

秋
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
「
奇
跡
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
ト
」
な
ど
、
夜
の
層
雲
峡
を
楽

し
む
催
し
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
層
雲
峡
温
泉
は
、
ピ
ー
ク
の
1
9
9
1
年

に
は
年
間
約
3
0
0
万
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、

ほ
か
の
団
体
向
け
温
泉
観
光
地
と
同
様
に
客

足
は
低
迷
し
、
近
年
の
入
込
客
数
は
約
2
0

0
万
人
（
宿
泊
客
は
そ
の
う
ち
59
万
人
）
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
訪
日
外

国
人
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、
現
在
で
は
宿

泊
客
の
う
ち
約
３
〜
４
割
を
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
旅
行
者
が
占
め
、
観
光
客
層
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。

写真2）大雪森のガーデン（ガーデンショップ）

写真4）大雪かみかわヌクモ「あそぶ!天才プログラミング」

写真3）森のガーデン「森の花園エリア」

周
辺
の
新
た
な
滞
在
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

ま
た
体
験
型
ツ
ア
ー
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
中
心
に
実
施
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い

る
段
階
だ
が
、
個
人
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば

す
新
た
な
魅
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　　　「
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
」
が
運
営
し

て
い
る
2
つ
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
こ
う
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
大
雪
山
系
で

最
も
美
し
い
と
さ
れ
る
旭
ヶ
丘
地
区
の
高
原

に
位
置
す
る
観
光
施
設
で
あ
る
。
庭
園
を
中

心
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
、

ヴ
ィ
ラ
を
併
設
し
て
お
り
、
約
8
0
0
品
種

の
草
花
が
植
栽
さ
れ
た
「
森
の
花
園
」エ
リ

ア
、
地
域
の
樹
木
や
草
花
を
活
か
し
た
「
森

の
迎
賓
館
」エ
リ
ア
、
テ
ラ
ス
や
ア
ー
ト
作

品
、
交
流
体
験
施
設
が
あ
る
「
遊
び
の
森
」

エ
リ
ア
の
３
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
。
5
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
色
と
り
ど
り
の
季
節
の

花
が
咲
き
、
「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
」
と

呼
ば
れ
る
8
つ
の
ガ
ー
デ
ン
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
。

　
併
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶
房
」
は

地
元
の
酒
造
「
上
川
大
雪
酒
造
」
が
運
営
す

る
カ
フ
ェ
で
、
酒
粕
を
使
っ
た
軽
食
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
が
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
三
國
清
三

氏
が
手
掛
け
る
「
フ
ラ
テ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
ミ

ク
ニ
」
で
、
高
原
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
北
海
道
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
開
園
は
2
0
1
4
年
。
上
川
町
が
所
有
し

て
お
り
、
2
0
1
8
年
か
ら
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
に
管
理
運
営
が
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」
は
、

チ
ー
ム
ラ
ボ
に
よ
る
子
供
向
け
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
が
で
き
る
施
設
で

あ
る
。「
あ
そ
ぶ
！
天
才
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子

供
た
ち
が
紙
に
描
い
た
絵
を
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

と
し
て
取
り
込
み
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ

た
草
原
上
で
動
か
す
も
の
。
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
で
、
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ほ
か
の

〝
ピ
ー
プ
ル
〞
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
直

感
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
も
と
は
体
育
館
で
あ
っ
た
空

間
を
改
装
し
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
子

供
た
ち
が
体
を
動
か
し
な
が
ら
遊
べ
る
遊
具

や
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ほ
か
、
大
人
も

楽
し
め
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
併
設
し
て
い
る
。

　
施
設
は
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
装

し
て
2
0
1
9
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

上
川
町
が
整
備
を
行
い
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ

へ
管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

　　　　
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
事
業
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
現
在
は
事
業
化
の
準
備

を
し
て
い
る
段
階
だ
が
、
注
目
す
べ
き
取
り

組
み
が
あ
る
。

　
層
雲
峡
と
言
え
ば
温
泉
と
大
雪
山
・
黒
岳

が
有
名
だ
が
、
温
泉
か
ら
少
し
上
流
に
あ
る

層
雲
峡
渓
谷
も
観
光
資
源
と
し
て
の
大
き
な

魅
力
を
持
つ
。
そ
の
層
雲
峡
渓
谷
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
が
断
崖
絶
壁
の
大
函
・
小
函
エ
リ
ア
で

あ
る
が
、
1
9
8
7
年
の
層
雲
峡
崩
落
事
故

が
き
っ
か
け
で
、
川
沿
い
の
車
道
が
通
行
止

め
に
な
り
、
遊
歩
道
も
2
0
0
3
年
以
降
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
観
光
資
源

と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
陸
で
は
な
く
川

　
ま
た
、
層
雲
峡
温
泉
に
は
、
2
0
1
4
年

の
「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
開
業
、
2
0
1

7
年
北
海
道
で
戦
後
初
と
な
る
新
酒
造
「
緑

丘
蔵
」
開
業
、
2
0
1
8
年
「
カ
ム
イ
と
共

に
生
き
る
上
川
ア
イ
ヌ
〜
大
雪
山
の
ふ
と
こ

ろ
に
伝
承
さ
れ
る
神
々
の
世
界
〜
」
の
日
本

遺
産
認
定
、
2
0
1
9
年
廃
校
を
改
築
し
た

体
験
型
交
流
施
設
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク

モ
」
開
業
と
い
っ
た
、
上
川
町
の
自
然
、
歴

史
、
農
産
品
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
上
川
町
に
は
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
、

温
泉
観
光
事
業
組
合
、
商
工
会
、
J
A
、
行

政
の
メ
ン
バ
ー
が
年
に
2
回
、
定
期
的
に
集

ま
り
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

協
議
会
が
あ
る
。
こ
の
「
上
川
町
ま
ち
づ
く

り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
は
こ
れ

ま
で
10
年
間
、
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

上
川
町
に
と
っ
て
観
光
産
業
は
、
関
連
す
る

産
業
を
含
め
て
雇
用
や
税
収
の
大
き
な
割
合

を
占
め
、
ま
た
農
業
、
畜
産
業
と
の
連
携
に

よ
る
効
果
も
高
く
、
商
工
業
に
と
っ
て
も
収

入
に
直
結
す
る
重
要
な
産
業
、
と
の
共
通
認

識
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
の
協
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
層
雲

峡
温
泉
は
「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指

す
と
い
う
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
、
具
体
的
に
は
個
人
客
に
も
対
応
し
た

滞
在
型
観
光
地
と
し
て
必
要
な
施
設
や
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
運
営
を
誰
が
ど
の
よ

う
に
推
進
す
る
か
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
の

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
か
を
課
題

と
し
た
。

　
そ
こ
で
設
立
さ
れ
た
の
が
「
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
株
式
会
社
」
で
あ
る
。
層
雲
峡
観
光
協

会
を
中
心
に
上
川
町
、
商
工
会
、
J
A
、
温

泉
観
光
事
業
組
合
が
出
資
者
と
な
っ
た
。
人

材
は
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
派
遣
や
、
地

元
採
用
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
な
ど
に
よ
り
確
保
し
、
上
川
町
の
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
し
て
、
地
域
の
情

報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
担
う
ほ
か
、
収
益
事
業
と
し
て

観
光
施
設
の
運
営
や
体
験
型
ツ
ア
ー
の
造

成
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
営
し
て
い
る
観
光
施
設
は
「
大
雪
森
の

ガ
ー
デ
ン
」
と
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」

の
2
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
層
雲
峡
温
泉

点
も
重
要
で
あ
る
。「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
と

い
う
組
織
目
標
が
あ
る
点
は
、
外
部
か
ら
入

っ
た
人
材
に
と
っ
て
、
何
を
す
べ
き
か
に
つ

い
て
考
え
る
う
え
で
の
指
針
と
な
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
民
間
企
業
を
行
政
が
支
援
す
る
場

合
も
、
地
域
の
目
標
に
寄
与
し
て
い
る
か
否

か
と
い
っ
た
点
が
、
予
算
執
行
の
判
断
材
料

に
な
り
え
る
。

　
上
川
町
で
は
ほ
か
に
も
興
味
深
い
動
き
が

み
ら
れ
る
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶

房
」
を
運
営
す
る
「
上
川
大
雪
酒
造
」
は
、
北

海
道
で
戦
後
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
酒
蔵
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
酒
蔵
の
新
設
は
法
規
制

に
よ
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
三
重
県
に

存
在
し
た
酒
造
会
社
を
譲
り
受
け
、
北
海
道

上
川
町
の
地
に
引
越
し
を
し
て
立
ち
上
げ
た
。

2
0
1
7
年
よ
り
本
格
醸
造
を
開
始
し
た
ば

か
り
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本

酒
コ
ン
ク
ー
ル「K

ura 
M

aster

」2
0
1
9
で

純
米
酒
部
門
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ

ン
」
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
2
0
1
9
年
春
に
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ガ
イ
ド
経
験
の
あ
る
人
材
が
層
雲
峡
の
魅

力
に
惹
か
れ
て
移
住
し
て
き
た
。
す
で
に

「
ア
ル
パ
イ
ン
リ
バ
ー
ガ
イ
ド
」
社
を
立
ち

上
げ
、
層
雲
峡
渓
谷
に
お
い
て
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
、

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
商
品
の
造
成
を
行
う
う

え
で
大
き
な
強
み
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
設
立
間
も
な
い
組
織

で
あ
る
た
め
、
取
材
時
点
（
2
0
1
9
年
9

月
）
で
は
ま
だ
、
地
域
で
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
事
業
の
継
続
と
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る

事
業
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
必
ず
軌
道
に
乗
る
と
い
う
保
証

は
な
い
中
で
の
挑
戦
で
あ
る
が
、
地
域
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
新
し
い
動
き
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
べ

く
奮
闘
し
て
い
る
。

　
現
在
の
上
川
町
は
、
町
長
を
筆
頭
に
町
の

職
員
の
意
識
も
高
く
、
率
先
し
て
全
国
の
先

端
企
業
や
若
い
起
業
家
を
訪
問
し
、
上
川
町

と
の
連
携
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
う
し
た

行
政
の
姿
勢
は
、「
町
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
」
と
い
っ
た
住
民
の
意
識
に
も
つ
な
が
り
、

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
運
営
や
イ
ベ
ン

ト
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
駅
と
ガ
ー
デ
ン

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
へ
の
積

極
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
も
そ
う
し
た
住
民
の
活
動
の
場
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
。

　
上
川
町
の
行
政
、
住
民
の
一
体
と
な
っ
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
一
方
で
、「
現
状
に
甘
え

ず
、
早
く
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
と
い
う
事
業
者

と
し
て
地
域
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
、
社
長
の
西
野
目
氏
は
語
る
。

　
地
域
へ
の
貢
献
と
、
株
式
会
社
と
し
て
利

益
に
こ
だ
わ
っ
た
経
営
の
２
つ
の
柱
の
実
現

が
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
今
後
の
大
き
な
目

標
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部

副
主
任
研
究
員
　
川
村
竜
之
介

か
ら
小
函
エ
リ
ア
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法

と
し
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
た
。

　
陸
路
で
は
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
と
い

う
不
利
な
条
件
は
、
逆
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で

し
か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
秘
境
と
い

う
特
別
感
を
生
み
、
個
人
客
向
け
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
期
待
が
で
き
る
の
だ
。

　
現
在
は
地
質
調
査
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
試

走
を
進
め
て
お
り
、
今
後
実
施
体
制
を
整
え

た
う
え
で
、
2
0
2
0
年
か
ら
の
ツ
ア
ー
催

行
を
目
指
し
て
い
る
。

　
以
上
が
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
に
よ
る
事
業
で

あ
る
が
、
ど
の
事
業
も
単
独
で
採
算
性
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

こ
で
運
営
に
必
要
と
な
る
原
資
を
ど
う
賄
う

か
が
課
題
と
な
る
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
で
は
、
事
業
収
入
と
指

定
管
理
収
入
の
ほ
か
、
上
川
町
か
ら
の
補
助

金
で
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
補
助
金

の
原
資
は
、
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
分
で
あ
る
。

　
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
は
2
0
1
7
年
に
導

入
さ
れ
た
。
層
雲
峡
温
泉
の
5
つ
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
1
5
0
円
か
ら
2
5
0
円
へ
の
改

定
が
行
わ
れ
、
上
川
町
と
し
て
は
4
〜
5
千

万
円
程
度
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増

収
分
を
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
各
事
業
に
お

け
る
財
源
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
の
設
立
と
各
施
設
の
運
営
資
金

は
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
構
築
さ

れ
た
。
施
設
単
体
で
の
収
入
と
と
も
に
、
観

光
産
業
へ
の
波
及
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
へ

の
波
及
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
と
い
っ
た
、

売
り
上
げ
以
外
の
効
果
も
含
め
て
、
施
設
の

存
在
意
義
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

観
光
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
連
す

る
団
体
や
行
政
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
議
会
で
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

上
川
町
の
入
湯
税
か
さ
上
げ
は
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
必
要
な
原
資
を
賄
う
と
い
う
目

的
が
あ
り
、
温
泉
観
光
事
業
組
合
が
合
意
・

協
力
す
る
こ
と
で
実
現
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、

10
年
に
及
ぶ
地
域
の
協
議
会
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
。
観
光
産
業
が
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
産
業
で
あ
る
こ
と
の
共
通
認
識
が
基
盤
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
課
題
や
目
標
に

つ
い
て
関
係
者
間
で
共
有
が
な
さ
れ
て
お
り
、

入
湯
税
の
改
定
に
お
い
て
も
、
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
の
立
ち
上
げ
に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
民
間

組
織
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
産
業
界
と

の
連
携
や
行
政
を
中
心
と
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
確
立
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
体
制
は
人
材
確
保
の
点
で
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
組

織
で
あ
る
点
が
、
設
立
し
て
日
が
浅
い
株
式

会
社
で
あ
っ
て
も
大
き
な
信
用
力
に
つ
な
が

り
、
現
在
は
大
手
旅
行
会
社
か
ら
専
門
人
材

2
名
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
外
か
ら

の
連
携
・
協
力
体
制
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の

出
資
者
に
は
商
工
会
や
J
A
、
上
川
町
が
含

ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
観
光
に
直
接
関
係

の
あ
る
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

観
光
を
通
じ
た
様
々
な
波
及
効
果
に
期
待
を

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
観
光
客
数
や
滞
在

時
間
の
増
加
は
、
結
果
的
に
農
産
物
の
消
費

や
お
土
産
な
ど
の
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が

る
。

　
更
に
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
も
目
標
の
ひ

と
つ
で
、
地
域
の
若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
魅
力
的
な
職
を
用
意
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
目
指
す
は
、
地
元
高
校
の
就

職
希
望
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３
だ
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
個
別
の
事
業
で
利

益
を
上
げ
る
こ
と
は
、
設
立
間
も
な
い
現
段

階
で
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
。
し
か
し
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
と
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
管
理
す

る
施
設
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の
産

業
の
活
性
化
、
雇
用
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。

出
資
に
対
す
る
還
元
は
観
光
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
で
あ
り
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
地

域
か
ら
の
使
命
を
負
う
立
場
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る

地
域
の
滞
在
拠
点

と
な
る
２
つ
の
施
設
を

運
営

3

観
光
協
会
、旅
館
組
合
、

温
泉
観
光
事
業
組
合
、

商
工
会
、J
A
、行
政

に
よ
る

株
式
会
社
設
立

2

層
雲
峡

で
し
か
で
き
な
い

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
に
取
り
組
む
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層
雲
峡
温
泉
は
、
北
海
道
大
雪
山
系
の
北

端
、
黒
岳
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
1
0
0
年

を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
、
北
海
道
の
中
で

も
有
数
の
温
泉
観
光
地
で
あ
る
。

　
旭
川
空
港
か
ら
車
で
約
1
時
間
半
、
5
件

の
大
型
旅
館
を
中
心
に
旅
館
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

カ
ナ
ダ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
範
を
と
っ
て
つ

く
ら
れ
た
商
店
街
「
キ
ャ
ニ
オ
ン
モ
ー
ル
」

が
並
ぶ
温
泉
街
、
日
本
一
早
い
紅
葉
や
美
し

い
雲
海
、
約
1
0
0
種
類
の
高
山
植
物
が
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
で
有
名
な
大
雪
山
・
黒
岳
、

銀
河
・
流
星
の
滝
や
柱
状
節
理
の
渓
谷
美
を

有
す
る
層
雲
峡
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
氷
像
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
た
「
氷
瀑
ま
つ
り
（
１
〜
3
月
）」
や

秋
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
「
奇
跡
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
ト
」
な
ど
、
夜
の
層
雲
峡
を
楽

し
む
催
し
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
層
雲
峡
温
泉
は
、
ピ
ー
ク
の
1
9
9
1
年

に
は
年
間
約
3
0
0
万
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、

ほ
か
の
団
体
向
け
温
泉
観
光
地
と
同
様
に
客

足
は
低
迷
し
、
近
年
の
入
込
客
数
は
約
2
0

0
万
人
（
宿
泊
客
は
そ
の
う
ち
59
万
人
）
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
訪
日
外

国
人
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、
現
在
で
は
宿

泊
客
の
う
ち
約
３
〜
４
割
を
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
旅
行
者
が
占
め
、
観
光
客
層
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。

写真5）層雲峡渓谷「大函」

周
辺
の
新
た
な
滞
在
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

ま
た
体
験
型
ツ
ア
ー
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
中
心
に
実
施
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い

る
段
階
だ
が
、
個
人
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば

す
新
た
な
魅
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　　　「
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
」
が
運
営
し

て
い
る
2
つ
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
こ
う
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
大
雪
山
系
で

最
も
美
し
い
と
さ
れ
る
旭
ヶ
丘
地
区
の
高
原

に
位
置
す
る
観
光
施
設
で
あ
る
。
庭
園
を
中

心
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
、

ヴ
ィ
ラ
を
併
設
し
て
お
り
、
約
8
0
0
品
種

の
草
花
が
植
栽
さ
れ
た
「
森
の
花
園
」エ
リ

ア
、
地
域
の
樹
木
や
草
花
を
活
か
し
た
「
森

の
迎
賓
館
」エ
リ
ア
、
テ
ラ
ス
や
ア
ー
ト
作

品
、
交
流
体
験
施
設
が
あ
る
「
遊
び
の
森
」

エ
リ
ア
の
３
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
。
5
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
色
と
り
ど
り
の
季
節
の

花
が
咲
き
、
「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
」
と

呼
ば
れ
る
8
つ
の
ガ
ー
デ
ン
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
。

　
併
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶
房
」
は

地
元
の
酒
造
「
上
川
大
雪
酒
造
」
が
運
営
す

る
カ
フ
ェ
で
、
酒
粕
を
使
っ
た
軽
食
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
が
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
三
國
清
三

氏
が
手
掛
け
る
「
フ
ラ
テ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
ミ

ク
ニ
」
で
、
高
原
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
北
海
道
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
開
園
は
2
0
1
4
年
。
上
川
町
が
所
有
し

て
お
り
、
2
0
1
8
年
か
ら
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
に
管
理
運
営
が
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」
は
、

チ
ー
ム
ラ
ボ
に
よ
る
子
供
向
け
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
が
で
き
る
施
設
で

あ
る
。「
あ
そ
ぶ
！
天
才
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子

供
た
ち
が
紙
に
描
い
た
絵
を
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

と
し
て
取
り
込
み
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ

た
草
原
上
で
動
か
す
も
の
。
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
で
、
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ほ
か
の

〝
ピ
ー
プ
ル
〞
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
直

感
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
も
と
は
体
育
館
で
あ
っ
た
空

間
を
改
装
し
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
子

供
た
ち
が
体
を
動
か
し
な
が
ら
遊
べ
る
遊
具

や
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ほ
か
、
大
人
も

楽
し
め
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
併
設
し
て
い
る
。

　
施
設
は
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
装

し
て
2
0
1
9
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

上
川
町
が
整
備
を
行
い
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ

へ
管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

　　　　
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
事
業
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
現
在
は
事
業
化
の
準
備

を
し
て
い
る
段
階
だ
が
、
注
目
す
べ
き
取
り

組
み
が
あ
る
。

　
層
雲
峡
と
言
え
ば
温
泉
と
大
雪
山
・
黒
岳

が
有
名
だ
が
、
温
泉
か
ら
少
し
上
流
に
あ
る

層
雲
峡
渓
谷
も
観
光
資
源
と
し
て
の
大
き
な

魅
力
を
持
つ
。
そ
の
層
雲
峡
渓
谷
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
が
断
崖
絶
壁
の
大
函
・
小
函
エ
リ
ア
で

あ
る
が
、
1
9
8
7
年
の
層
雲
峡
崩
落
事
故

が
き
っ
か
け
で
、
川
沿
い
の
車
道
が
通
行
止

め
に
な
り
、
遊
歩
道
も
2
0
0
3
年
以
降
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
観
光
資
源

と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
陸
で
は
な
く
川

　
ま
た
、
層
雲
峡
温
泉
に
は
、
2
0
1
4
年

の
「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
開
業
、
2
0
1

7
年
北
海
道
で
戦
後
初
と
な
る
新
酒
造
「
緑

丘
蔵
」
開
業
、
2
0
1
8
年
「
カ
ム
イ
と
共

に
生
き
る
上
川
ア
イ
ヌ
〜
大
雪
山
の
ふ
と
こ

ろ
に
伝
承
さ
れ
る
神
々
の
世
界
〜
」
の
日
本

遺
産
認
定
、
2
0
1
9
年
廃
校
を
改
築
し
た

体
験
型
交
流
施
設
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク

モ
」
開
業
と
い
っ
た
、
上
川
町
の
自
然
、
歴

史
、
農
産
品
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
上
川
町
に
は
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
、

温
泉
観
光
事
業
組
合
、
商
工
会
、
J
A
、
行

政
の
メ
ン
バ
ー
が
年
に
2
回
、
定
期
的
に
集

ま
り
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

協
議
会
が
あ
る
。
こ
の
「
上
川
町
ま
ち
づ
く

り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
は
こ
れ

ま
で
10
年
間
、
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

上
川
町
に
と
っ
て
観
光
産
業
は
、
関
連
す
る

産
業
を
含
め
て
雇
用
や
税
収
の
大
き
な
割
合

を
占
め
、
ま
た
農
業
、
畜
産
業
と
の
連
携
に

よ
る
効
果
も
高
く
、
商
工
業
に
と
っ
て
も
収

入
に
直
結
す
る
重
要
な
産
業
、
と
の
共
通
認

識
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
の
協
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
層
雲

峡
温
泉
は
「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指

す
と
い
う
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
、
具
体
的
に
は
個
人
客
に
も
対
応
し
た

滞
在
型
観
光
地
と
し
て
必
要
な
施
設
や
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
運
営
を
誰
が
ど
の
よ

う
に
推
進
す
る
か
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
の

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
か
を
課
題

と
し
た
。

　
そ
こ
で
設
立
さ
れ
た
の
が
「
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
株
式
会
社
」
で
あ
る
。
層
雲
峡
観
光
協

会
を
中
心
に
上
川
町
、
商
工
会
、
J
A
、
温

泉
観
光
事
業
組
合
が
出
資
者
と
な
っ
た
。
人

材
は
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
派
遣
や
、
地

元
採
用
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
な
ど
に
よ
り
確
保
し
、
上
川
町
の
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
し
て
、
地
域
の
情

報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
担
う
ほ
か
、
収
益
事
業
と
し
て

観
光
施
設
の
運
営
や
体
験
型
ツ
ア
ー
の
造

成
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
営
し
て
い
る
観
光
施
設
は
「
大
雪
森
の

ガ
ー
デ
ン
」
と
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」

の
2
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
層
雲
峡
温
泉

点
も
重
要
で
あ
る
。「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
と

い
う
組
織
目
標
が
あ
る
点
は
、
外
部
か
ら
入

っ
た
人
材
に
と
っ
て
、
何
を
す
べ
き
か
に
つ

い
て
考
え
る
う
え
で
の
指
針
と
な
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
民
間
企
業
を
行
政
が
支
援
す
る
場

合
も
、
地
域
の
目
標
に
寄
与
し
て
い
る
か
否

か
と
い
っ
た
点
が
、
予
算
執
行
の
判
断
材
料

に
な
り
え
る
。

　
上
川
町
で
は
ほ
か
に
も
興
味
深
い
動
き
が

み
ら
れ
る
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶

房
」
を
運
営
す
る
「
上
川
大
雪
酒
造
」
は
、
北

海
道
で
戦
後
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
酒
蔵
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
酒
蔵
の
新
設
は
法
規
制

に
よ
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
三
重
県
に

存
在
し
た
酒
造
会
社
を
譲
り
受
け
、
北
海
道

上
川
町
の
地
に
引
越
し
を
し
て
立
ち
上
げ
た
。

2
0
1
7
年
よ
り
本
格
醸
造
を
開
始
し
た
ば

か
り
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本

酒
コ
ン
ク
ー
ル「K

ura 
M

aster

」2
0
1
9
で

純
米
酒
部
門
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ

ン
」
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
2
0
1
9
年
春
に
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ガ
イ
ド
経
験
の
あ
る
人
材
が
層
雲
峡
の
魅

力
に
惹
か
れ
て
移
住
し
て
き
た
。
す
で
に

「
ア
ル
パ
イ
ン
リ
バ
ー
ガ
イ
ド
」
社
を
立
ち

上
げ
、
層
雲
峡
渓
谷
に
お
い
て
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
、

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
商
品
の
造
成
を
行
う
う

え
で
大
き
な
強
み
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
設
立
間
も
な
い
組
織

で
あ
る
た
め
、
取
材
時
点
（
2
0
1
9
年
9

月
）
で
は
ま
だ
、
地
域
で
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
事
業
の
継
続
と
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る

事
業
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
必
ず
軌
道
に
乗
る
と
い
う
保
証

は
な
い
中
で
の
挑
戦
で
あ
る
が
、
地
域
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
新
し
い
動
き
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
べ

く
奮
闘
し
て
い
る
。

　
現
在
の
上
川
町
は
、
町
長
を
筆
頭
に
町
の

職
員
の
意
識
も
高
く
、
率
先
し
て
全
国
の
先

端
企
業
や
若
い
起
業
家
を
訪
問
し
、
上
川
町

と
の
連
携
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
う
し
た

行
政
の
姿
勢
は
、「
町
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
」
と
い
っ
た
住
民
の
意
識
に
も
つ
な
が
り
、

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
運
営
や
イ
ベ
ン

ト
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
駅
と
ガ
ー
デ
ン

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
へ
の
積

極
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
も
そ
う
し
た
住
民
の
活
動
の
場
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
。

　
上
川
町
の
行
政
、
住
民
の
一
体
と
な
っ
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
一
方
で
、「
現
状
に
甘
え

ず
、
早
く
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
と
い
う
事
業
者

と
し
て
地
域
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
、
社
長
の
西
野
目
氏
は
語
る
。

　
地
域
へ
の
貢
献
と
、
株
式
会
社
と
し
て
利

益
に
こ
だ
わ
っ
た
経
営
の
２
つ
の
柱
の
実
現

が
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
今
後
の
大
き
な
目

標
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部

副
主
任
研
究
員
　
川
村
竜
之
介

か
ら
小
函
エ
リ
ア
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法

と
し
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
た
。

　
陸
路
で
は
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
と
い

う
不
利
な
条
件
は
、
逆
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で

し
か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
秘
境
と
い

う
特
別
感
を
生
み
、
個
人
客
向
け
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
期
待
が
で
き
る
の
だ
。

　
現
在
は
地
質
調
査
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
試

走
を
進
め
て
お
り
、
今
後
実
施
体
制
を
整
え

た
う
え
で
、
2
0
2
0
年
か
ら
の
ツ
ア
ー
催

行
を
目
指
し
て
い
る
。

　
以
上
が
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
に
よ
る
事
業
で

あ
る
が
、
ど
の
事
業
も
単
独
で
採
算
性
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

こ
で
運
営
に
必
要
と
な
る
原
資
を
ど
う
賄
う

か
が
課
題
と
な
る
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
で
は
、
事
業
収
入
と
指

定
管
理
収
入
の
ほ
か
、
上
川
町
か
ら
の
補
助

金
で
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
補
助
金

の
原
資
は
、
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
分
で
あ
る
。

　
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
は
2
0
1
7
年
に
導

入
さ
れ
た
。
層
雲
峡
温
泉
の
5
つ
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
1
5
0
円
か
ら
2
5
0
円
へ
の
改

定
が
行
わ
れ
、
上
川
町
と
し
て
は
4
〜
5
千

万
円
程
度
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増

収
分
を
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
各
事
業
に
お

け
る
財
源
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
の
設
立
と
各
施
設
の
運
営
資
金

は
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
構
築
さ

れ
た
。
施
設
単
体
で
の
収
入
と
と
も
に
、
観

光
産
業
へ
の
波
及
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
へ

の
波
及
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
と
い
っ
た
、

売
り
上
げ
以
外
の
効
果
も
含
め
て
、
施
設
の

存
在
意
義
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

観
光
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
連
す

る
団
体
や
行
政
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
議
会
で
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

上
川
町
の
入
湯
税
か
さ
上
げ
は
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
必
要
な
原
資
を
賄
う
と
い
う
目

的
が
あ
り
、
温
泉
観
光
事
業
組
合
が
合
意
・

協
力
す
る
こ
と
で
実
現
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、

10
年
に
及
ぶ
地
域
の
協
議
会
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
。
観
光
産
業
が
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
産
業
で
あ
る
こ
と
の
共
通
認
識
が
基
盤
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
課
題
や
目
標
に

つ
い
て
関
係
者
間
で
共
有
が
な
さ
れ
て
お
り
、

入
湯
税
の
改
定
に
お
い
て
も
、
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
の
立
ち
上
げ
に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
民
間

組
織
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
産
業
界
と

の
連
携
や
行
政
を
中
心
と
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
確
立
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
体
制
は
人
材
確
保
の
点
で
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
組

織
で
あ
る
点
が
、
設
立
し
て
日
が
浅
い
株
式

会
社
で
あ
っ
て
も
大
き
な
信
用
力
に
つ
な
が

り
、
現
在
は
大
手
旅
行
会
社
か
ら
専
門
人
材

2
名
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
外
か
ら

の
連
携
・
協
力
体
制
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の

出
資
者
に
は
商
工
会
や
J
A
、
上
川
町
が
含

ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
観
光
に
直
接
関
係

の
あ
る
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

観
光
を
通
じ
た
様
々
な
波
及
効
果
に
期
待
を

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
観
光
客
数
や
滞
在

時
間
の
増
加
は
、
結
果
的
に
農
産
物
の
消
費

や
お
土
産
な
ど
の
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が

る
。

　
更
に
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
も
目
標
の
ひ

と
つ
で
、
地
域
の
若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
魅
力
的
な
職
を
用
意
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
目
指
す
は
、
地
元
高
校
の
就

職
希
望
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３
だ
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
個
別
の
事
業
で
利

益
を
上
げ
る
こ
と
は
、
設
立
間
も
な
い
現
段

階
で
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
。
し
か
し
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
と
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
管
理
す

る
施
設
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の
産

業
の
活
性
化
、
雇
用
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。

出
資
に
対
す
る
還
元
は
観
光
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
で
あ
り
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
地

域
か
ら
の
使
命
を
負
う
立
場
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る

●
北
海
道
上
川
町
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
間
延
入
込
客
数
…
…
…
…

年
間
延
宿
泊
客
数
…
…
…
…

年
間
延
外
国
人
宿
泊
客
数
…

※
出
典
：
平
成
30
年
度
北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書

3
5
8
1
人（
2
0
1
9
年
1
月
現
在
）

1
0
4
9
・
4
7

k㎡

1
7
1
万
人
※

59
万
人
泊
※

21
万
人
泊
※

●
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
の
概
要

会
社
名
…
…
…
…
…
…
…
…

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

資
本
金
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

事
業
内
容
…
…
…
…
…
…
…

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社

取
締
役
社
長 

西
野
目
信
雄

2
5
0
万
円

2
0
1
8
年
2
月
21
日

〒
0
7
8
|

1
7
4
1 

北
海
道
上
川
郡
上
川
町
中
央
6
0
5
番
地

観
光
施
設
の
運
営
、旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
、二
次
交
通
商
品
の
販
売

〈
取
材
協
力
〉
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
・
取
締
役
社
長 

西
野
目
信
雄
氏

ホ
テ
ル
大
雪
グ
ル
ー
プ
・
社
長 

西
野
目
智
弘
氏

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
・
事
務
局
長 

瀬
川
耕
一
氏

必
要
な
原
資
は

入
湯
税
で
賄
う

5
上
川
町
を
支
え
る

株
式
会
社
を

目
指
し
て

8

使
命
は「
継
続
」

6

広
が
る
新
し
い
動
き

7

事例にみる株式会社型DMO2
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道
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自
動
車
道
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富良野

★
上川町
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層
雲
峡
温
泉
は
、
北
海
道
大
雪
山
系
の
北

端
、
黒
岳
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
1
0
0
年

を
超
え
る
歴
史
を
有
す
る
、
北
海
道
の
中
で

も
有
数
の
温
泉
観
光
地
で
あ
る
。

　
旭
川
空
港
か
ら
車
で
約
1
時
間
半
、
5
件

の
大
型
旅
館
を
中
心
に
旅
館
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
、

カ
ナ
ダ
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
に
範
を
と
っ
て
つ

く
ら
れ
た
商
店
街
「
キ
ャ
ニ
オ
ン
モ
ー
ル
」

が
並
ぶ
温
泉
街
、
日
本
一
早
い
紅
葉
や
美
し

い
雲
海
、
約
1
0
0
種
類
の
高
山
植
物
が
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
で
有
名
な
大
雪
山
・
黒
岳
、

銀
河
・
流
星
の
滝
や
柱
状
節
理
の
渓
谷
美
を

有
す
る
層
雲
峡
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
氷
像
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
た
「
氷
瀑
ま
つ
り
（
１
〜
3
月
）」
や

秋
の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
「
奇
跡
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
ト
」
な
ど
、
夜
の
層
雲
峡
を
楽

し
む
催
し
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
層
雲
峡
温
泉
は
、
ピ
ー
ク
の
1
9
9
1
年

に
は
年
間
約
3
0
0
万
人
が
訪
れ
て
い
た
が
、

ほ
か
の
団
体
向
け
温
泉
観
光
地
と
同
様
に
客

足
は
低
迷
し
、
近
年
の
入
込
客
数
は
約
2
0

0
万
人
（
宿
泊
客
は
そ
の
う
ち
59
万
人
）
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
訪
日
外

国
人
の
増
加
が
続
い
て
お
り
、
現
在
で
は
宿

泊
客
の
う
ち
約
３
〜
４
割
を
東
ア
ジ
ア
か
ら

の
旅
行
者
が
占
め
、
観
光
客
層
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
。

写真5）層雲峡渓谷「大函」

周
辺
の
新
た
な
滞
在
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
。

ま
た
体
験
型
ツ
ア
ー
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
中
心
に
実
施
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い

る
段
階
だ
が
、
個
人
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば

す
新
た
な
魅
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　　　「
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
」
が
運
営
し

て
い
る
2
つ
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
こ
う
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
大
雪
山
系
で

最
も
美
し
い
と
さ
れ
る
旭
ヶ
丘
地
区
の
高
原

に
位
置
す
る
観
光
施
設
で
あ
る
。
庭
園
を
中

心
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
、

ヴ
ィ
ラ
を
併
設
し
て
お
り
、
約
8
0
0
品
種

の
草
花
が
植
栽
さ
れ
た
「
森
の
花
園
」エ
リ

ア
、
地
域
の
樹
木
や
草
花
を
活
か
し
た
「
森

の
迎
賓
館
」エ
リ
ア
、
テ
ラ
ス
や
ア
ー
ト
作

品
、
交
流
体
験
施
設
が
あ
る
「
遊
び
の
森
」

エ
リ
ア
の
３
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
る
。
5
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
色
と
り
ど
り
の
季
節
の

花
が
咲
き
、
「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
」
と

呼
ば
れ
る
8
つ
の
ガ
ー
デ
ン
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
。

　
併
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶
房
」
は

地
元
の
酒
造
「
上
川
大
雪
酒
造
」
が
運
営
す

る
カ
フ
ェ
で
、
酒
粕
を
使
っ
た
軽
食
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
が
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
三
國
清
三

氏
が
手
掛
け
る
「
フ
ラ
テ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
ミ

ク
ニ
」
で
、
高
原
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
北
海
道
料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
開
園
は
2
0
1
4
年
。
上
川
町
が
所
有
し

て
お
り
、
2
0
1
8
年
か
ら
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
に
管
理
運
営
が
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　
２
つ
目
の
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」
は
、

チ
ー
ム
ラ
ボ
に
よ
る
子
供
向
け
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
が
で
き
る
施
設
で

あ
る
。「
あ
そ
ぶ
！
天
才
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子

供
た
ち
が
紙
に
描
い
た
絵
を
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

と
し
て
取
り
込
み
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ

た
草
原
上
で
動
か
す
も
の
。
〝
ピ
ー
プ
ル
〞

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
で
、
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ほ
か
の

〝
ピ
ー
プ
ル
〞
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
直

感
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
も
と
は
体
育
館
で
あ
っ
た
空

間
を
改
装
し
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
子

供
た
ち
が
体
を
動
か
し
な
が
ら
遊
べ
る
遊
具

や
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
ほ
か
、
大
人
も

楽
し
め
る
カ
フ
ェ
な
ど
を
併
設
し
て
い
る
。

　
施
設
は
閉
校
し
た
小
学
校
の
校
舎
を
改
装

し
て
2
0
1
9
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

上
川
町
が
整
備
を
行
い
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ

へ
管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

　　　　
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
事
業
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
現
在
は
事
業
化
の
準
備

を
し
て
い
る
段
階
だ
が
、
注
目
す
べ
き
取
り

組
み
が
あ
る
。

　
層
雲
峡
と
言
え
ば
温
泉
と
大
雪
山
・
黒
岳

が
有
名
だ
が
、
温
泉
か
ら
少
し
上
流
に
あ
る

層
雲
峡
渓
谷
も
観
光
資
源
と
し
て
の
大
き
な

魅
力
を
持
つ
。
そ
の
層
雲
峡
渓
谷
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
が
断
崖
絶
壁
の
大
函
・
小
函
エ
リ
ア
で

あ
る
が
、
1
9
8
7
年
の
層
雲
峡
崩
落
事
故

が
き
っ
か
け
で
、
川
沿
い
の
車
道
が
通
行
止

め
に
な
り
、
遊
歩
道
も
2
0
0
3
年
以
降
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
観
光
資
源

と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
陸
で
は
な
く
川

　
ま
た
、
層
雲
峡
温
泉
に
は
、
2
0
1
4
年

の
「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
開
業
、
2
0
1

7
年
北
海
道
で
戦
後
初
と
な
る
新
酒
造
「
緑

丘
蔵
」
開
業
、
2
0
1
8
年
「
カ
ム
イ
と
共

に
生
き
る
上
川
ア
イ
ヌ
〜
大
雪
山
の
ふ
と
こ

ろ
に
伝
承
さ
れ
る
神
々
の
世
界
〜
」
の
日
本

遺
産
認
定
、
2
0
1
9
年
廃
校
を
改
築
し
た

体
験
型
交
流
施
設
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク

モ
」
開
業
と
い
っ
た
、
上
川
町
の
自
然
、
歴

史
、
農
産
品
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
上
川
町
に
は
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
、

温
泉
観
光
事
業
組
合
、
商
工
会
、
J
A
、
行

政
の
メ
ン
バ
ー
が
年
に
2
回
、
定
期
的
に
集

ま
り
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
す
る

協
議
会
が
あ
る
。
こ
の
「
上
川
町
ま
ち
づ
く

り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
は
こ
れ

ま
で
10
年
間
、
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

上
川
町
に
と
っ
て
観
光
産
業
は
、
関
連
す
る

産
業
を
含
め
て
雇
用
や
税
収
の
大
き
な
割
合

を
占
め
、
ま
た
農
業
、
畜
産
業
と
の
連
携
に

よ
る
効
果
も
高
く
、
商
工
業
に
と
っ
て
も
収

入
に
直
結
す
る
重
要
な
産
業
、
と
の
共
通
認

識
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
こ
の
協
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
層
雲

峡
温
泉
は
「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指

す
と
い
う
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
、
具
体
的
に
は
個
人
客
に
も
対
応
し
た

滞
在
型
観
光
地
と
し
て
必
要
な
施
設
や
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
・
運
営
を
誰
が
ど
の
よ

う
に
推
進
す
る
か
、
地
域
の
雇
用
や
経
済
の

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
か
を
課
題

と
し
た
。

　
そ
こ
で
設
立
さ
れ
た
の
が
「
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
株
式
会
社
」
で
あ
る
。
層
雲
峡
観
光
協

会
を
中
心
に
上
川
町
、
商
工
会
、
J
A
、
温

泉
観
光
事
業
組
合
が
出
資
者
と
な
っ
た
。
人

材
は
、
大
手
旅
行
会
社
か
ら
の
派
遣
や
、
地

元
採
用
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
な
ど
に
よ
り
確
保
し
、
上
川
町
の
地
域
づ

く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
し
て
、
地
域
の
情

報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
担
う
ほ
か
、
収
益
事
業
と
し
て

観
光
施
設
の
運
営
や
体
験
型
ツ
ア
ー
の
造

成
・
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
営
し
て
い
る
観
光
施
設
は
「
大
雪
森
の

ガ
ー
デ
ン
」
と
「
大
雪
か
み
か
わ
ヌ
ク
モ
」

の
2
施
設
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
層
雲
峡
温
泉

点
も
重
要
で
あ
る
。「
北
の
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
と

い
う
組
織
目
標
が
あ
る
点
は
、
外
部
か
ら
入

っ
た
人
材
に
と
っ
て
、
何
を
す
べ
き
か
に
つ

い
て
考
え
る
う
え
で
の
指
針
と
な
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
民
間
企
業
を
行
政
が
支
援
す
る
場

合
も
、
地
域
の
目
標
に
寄
与
し
て
い
る
か
否

か
と
い
っ
た
点
が
、
予
算
執
行
の
判
断
材
料

に
な
り
え
る
。

　
上
川
町
で
は
ほ
か
に
も
興
味
深
い
動
き
が

み
ら
れ
る
。

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
カ
フ
ェ
「
緑
丘
茶

房
」
を
運
営
す
る
「
上
川
大
雪
酒
造
」
は
、
北

海
道
で
戦
後
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た
酒
蔵
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
酒
蔵
の
新
設
は
法
規
制

に
よ
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
、
三
重
県
に

存
在
し
た
酒
造
会
社
を
譲
り
受
け
、
北
海
道

上
川
町
の
地
に
引
越
し
を
し
て
立
ち
上
げ
た
。

2
0
1
7
年
よ
り
本
格
醸
造
を
開
始
し
た
ば

か
り
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本

酒
コ
ン
ク
ー
ル「K

ura 
M

aster

」2
0
1
9
で

純
米
酒
部
門
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ

ン
」
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
2
0
1
9
年
春
に
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ガ
イ
ド
経
験
の
あ
る
人
材
が
層
雲
峡
の
魅

力
に
惹
か
れ
て
移
住
し
て
き
た
。
す
で
に

「
ア
ル
パ
イ
ン
リ
バ
ー
ガ
イ
ド
」
社
を
立
ち

上
げ
、
層
雲
峡
渓
谷
に
お
い
て
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
、

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
商
品
の
造
成
を
行
う
う

え
で
大
き
な
強
み
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
設
立
間
も
な
い
組
織

で
あ
る
た
め
、
取
材
時
点
（
2
0
1
9
年
9

月
）
で
は
ま
だ
、
地
域
で
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
事
業
の
継
続
と
、
こ
れ
か
ら
実
施
す
る

事
業
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
必
ず
軌
道
に
乗
る
と
い
う
保
証

は
な
い
中
で
の
挑
戦
で
あ
る
が
、
地
域
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
新
し
い
動
き
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
会
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
べ

く
奮
闘
し
て
い
る
。

　
現
在
の
上
川
町
は
、
町
長
を
筆
頭
に
町
の

職
員
の
意
識
も
高
く
、
率
先
し
て
全
国
の
先

端
企
業
や
若
い
起
業
家
を
訪
問
し
、
上
川
町

と
の
連
携
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
う
し
た

行
政
の
姿
勢
は
、「
町
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
」
と
い
っ
た
住
民
の
意
識
に
も
つ
な
が
り
、

「
大
雪
森
の
ガ
ー
デ
ン
」
の
運
営
や
イ
ベ
ン

ト
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
駅
と
ガ
ー
デ
ン

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
へ
の
積

極
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。
大
雪
山
ツ
ア
ー

ズ
も
そ
う
し
た
住
民
の
活
動
の
場
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
る
。

　
上
川
町
の
行
政
、
住
民
の
一
体
と
な
っ
た

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
一
方
で
、「
現
状
に
甘
え

ず
、
早
く
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
と
い
う
事
業
者

と
し
て
地
域
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
、
社
長
の
西
野
目
氏
は
語
る
。

　
地
域
へ
の
貢
献
と
、
株
式
会
社
と
し
て
利

益
に
こ
だ
わ
っ
た
経
営
の
２
つ
の
柱
の
実
現

が
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
今
後
の
大
き
な
目

標
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部

副
主
任
研
究
員
　
川
村
竜
之
介

か
ら
小
函
エ
リ
ア
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法

と
し
て
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
た
。

　
陸
路
で
は
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い
と
い

う
不
利
な
条
件
は
、
逆
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で

し
か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
秘
境
と
い

う
特
別
感
を
生
み
、
個
人
客
向
け
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
期
待
が
で
き
る
の
だ
。

　
現
在
は
地
質
調
査
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
試

走
を
進
め
て
お
り
、
今
後
実
施
体
制
を
整
え

た
う
え
で
、
2
0
2
0
年
か
ら
の
ツ
ア
ー
催

行
を
目
指
し
て
い
る
。

　
以
上
が
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
に
よ
る
事
業
で

あ
る
が
、
ど
の
事
業
も
単
独
で
採
算
性
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

こ
で
運
営
に
必
要
と
な
る
原
資
を
ど
う
賄
う

か
が
課
題
と
な
る
。

　
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
で
は
、
事
業
収
入
と
指

定
管
理
収
入
の
ほ
か
、
上
川
町
か
ら
の
補
助

金
で
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
補
助
金

の
原
資
は
、
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
分
で
あ
る
。

　
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
は
2
0
1
7
年
に
導

入
さ
れ
た
。
層
雲
峡
温
泉
の
5
つ
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
1
5
0
円
か
ら
2
5
0
円
へ
の
改

定
が
行
わ
れ
、
上
川
町
と
し
て
は
4
〜
5
千

万
円
程
度
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増

収
分
を
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の
各
事
業
に
お

け
る
財
源
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
の
設
立
と
各
施
設
の
運
営
資
金

は
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
構
築
さ

れ
た
。
施
設
単
体
で
の
収
入
と
と
も
に
、
観

光
産
業
へ
の
波
及
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
へ

の
波
及
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
と
い
っ
た
、

売
り
上
げ
以
外
の
効
果
も
含
め
て
、
施
設
の

存
在
意
義
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
入
湯
税
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

観
光
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
連
す

る
団
体
や
行
政
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
議
会
で
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

上
川
町
の
入
湯
税
か
さ
上
げ
は
、
地
域
活
性

化
の
た
め
に
必
要
な
原
資
を
賄
う
と
い
う
目

的
が
あ
り
、
温
泉
観
光
事
業
組
合
が
合
意
・

協
力
す
る
こ
と
で
実
現
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、

10
年
に
及
ぶ
地
域
の
協
議
会
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
。
観
光
産
業
が
地
域
に
と
っ
て
重
要

な
産
業
で
あ
る
こ
と
の
共
通
認
識
が
基
盤
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
課
題
や
目
標
に

つ
い
て
関
係
者
間
で
共
有
が
な
さ
れ
て
お
り
、

入
湯
税
の
改
定
に
お
い
て
も
、
大
雪
山
ツ
ア

ー
ズ
の
立
ち
上
げ
に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
民
間

組
織
で
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
産
業
界
と

の
連
携
や
行
政
を
中
心
と
し
た
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
確
立
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
体
制
は
人
材
確
保
の
点
で
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
組

織
で
あ
る
点
が
、
設
立
し
て
日
が
浅
い
株
式

会
社
で
あ
っ
て
も
大
き
な
信
用
力
に
つ
な
が

り
、
現
在
は
大
手
旅
行
会
社
か
ら
専
門
人
材

2
名
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
外
か
ら

の
連
携
・
協
力
体
制
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
の

出
資
者
に
は
商
工
会
や
J
A
、
上
川
町
が
含

ま
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
観
光
に
直
接
関
係

の
あ
る
組
織
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

観
光
を
通
じ
た
様
々
な
波
及
効
果
に
期
待
を

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
観
光
客
数
や
滞
在

時
間
の
増
加
は
、
結
果
的
に
農
産
物
の
消
費

や
お
土
産
な
ど
の
売
り
上
げ
増
加
に
つ
な
が

る
。

　
更
に
、
地
元
の
人
材
の
雇
用
も
目
標
の
ひ

と
つ
で
、
地
域
の
若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
魅
力
的
な
職
を
用
意
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
目
指
す
は
、
地
元
高
校
の
就

職
希
望
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３
だ
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
個
別
の
事
業
で
利

益
を
上
げ
る
こ
と
は
、
設
立
間
も
な
い
現
段

階
で
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
。
し
か
し
、
大
雪

山
ツ
ア
ー
ズ
と
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
が
管
理
す

る
施
設
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
の
産

業
の
活
性
化
、
雇
用
の
場
と
な
る
の
で
あ
る
。

出
資
に
対
す
る
還
元
は
観
光
を
通
じ
た
地
域

の
活
性
化
で
あ
り
、
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
は
地

域
か
ら
の
使
命
を
負
う
立
場
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る

●
北
海
道
上
川
町
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
間
延
入
込
客
数
…
…
…
…

年
間
延
宿
泊
客
数
…
…
…
…

年
間
延
外
国
人
宿
泊
客
数
…

※
出
典
：
平
成
30
年
度
北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書

3
5
8
1
人（
2
0
1
9
年
1
月
現
在
）

1
0
4
9
・
4
7

k㎡

1
7
1
万
人
※

59
万
人
泊
※

21
万
人
泊
※

●
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
の
概
要

会
社
名
…
…
…
…
…
…
…
…

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

資
本
金
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

事
業
内
容
…
…
…
…
…
…
…

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社

取
締
役
社
長 

西
野
目
信
雄

2
5
0
万
円

2
0
1
8
年
2
月
21
日

〒
0
7
8
|

1
7
4
1 

北
海
道
上
川
郡
上
川
町
中
央
6
0
5
番
地

観
光
施
設
の
運
営
、旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
、二
次
交
通
商
品
の
販
売

〈
取
材
協
力
〉
大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
・
取
締
役
社
長 

西
野
目
信
雄
氏

ホ
テ
ル
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グ
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ー
プ
・
社
長 

西
野
目
智
弘
氏

大
雪
山
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
・
事
務
局
長 

瀬
川
耕
一
氏

必
要
な
原
資
は

入
湯
税
で
賄
う

5
上
川
町
を
支
え
る

株
式
会
社
を

目
指
し
て

8

使
命
は「
継
続
」

6

広
が
る
新
し
い
動
き

7
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2
0
1
9
年
11
月
8
日
、
阪
急
う
め
だ
ホ

ー
ル
に
て
「
第
1
回
N
I
P
P
O
N
I
A
サ

ミ
ッ
ト
　
〜
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、

日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
〜
」
が
開
催
さ
れ

た
。
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
事
務
局
を
務

め
る
N
I
P
P
O
N
I
A
協
会
が
主
催
し
、

東
北
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
2
0
0
人

を
超
え
る
N
I
P
P
O
N
I
A
の
関
係
者
が

集
ま
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
は
、
歴
史
的
建

築
物
の
活
用
を
起
点
に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す

る
運
動
で
あ
る
。

　
歴
史
的
建
造
物
を
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
食
、
生
活

文
化
、
伝
統
的
な
産
業
ま
で
再
生
が
波
及
す

る
地
域
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
福
島
県
西
会
津
（
一
般

社
団
法
人
B
O
O
T
）、
山
梨
県
小
菅
（
株

式
会
社
E
D
G
E
）、
岐
阜
県
美
濃
（
み
の

ま
ち
や
株
式
会
社
）、
和
歌
山
県
串
本
（
株

式
会
社
一
樹
の
蔭
）、
熊
本
県
甲
佐
（
一
般

社
団
法
人
パ
レ
ッ
ト
／
株
式
会
社
P
A
L
E

T
T
E
）
の
５
つ
の
地
域
の
代
表
に
よ
る
現

在
進
行
形
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
想
い
や
悩
み
、
今

後
の
展
望
を
語
り
あ
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い

う
運
動
の
も
と
、
各
地
で
主
体

的
に
活
動
す
る
者
同
士
が
よ
り

絆
を
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

古
民
家
の
再
生
・
活
用
と
い
う

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
は
、
2
0
0
9
年

篠
山
市
（
現
：
丹
波
篠
山
市
）
の
丸
山
集
落

の
空
き
家
再
生
事
業
に
（
一
社
）
ノ
オ
ト

（
以
下
、
ノ
オ
ト
）
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
時
、
丸
山
集
落
は
12

軒
の
う
ち
7
軒
が
空
き
家
と
い
う
状
況
に
あ

っ
た
。
2
0
0
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ノ
オ
ト

が
丸
山
集
落
の
再
生
に
係
わ
り
、
3
棟
3
室

の
宿
泊
施
設
「
古
民
家
の
宿
集
落
丸
山
」
の

開
業
に
至
っ
た
。
当
時
、
ま
だ
珍
し
い
存
在

で
あ
っ
た
古
民
家
を
再
生
し
た
宿
泊
施
設
は

メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
現

在
で
も
安
定
的
に
3
割
の
稼
働
率
を
維
持
し
、

写真1）第1回 NIPPONIAサミット

写真2）NIPPONIA 小菅 源流の村

順
調
な
運
営
を
続
け
、
集
落
の
再
生
・
活
性

化
に
大
き
な
効
果
を
生
み
出
し
た
。

2
0
2
0
年
に
は
12
軒
全
て
の
再
生
が
完
了

す
る
計
画
だ
。

　
丸
山
集
落
以
降
も
、
2
0
1
3
年
「
竹
田

城
城
下
町
ホ
テ
ル
E
N
（
旧
木
村
酒
造
場
の

再
生
）」、
2
0
1
4
年
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
豊

岡
1
9
2
5
」
、
2
0
1
5
年
「
大
屋
大
杉

（
養
父
市
、
古
民
家
の
宿
）
」
と
古
民
家
再

生
に
よ
る
宿
泊
施
設
を
次
々
と
手
掛
け
た
。

（
一
社
）ノ
オ
ト
理
事
／（
株
）N
O
T
E
代

表
の
藤
原
岳
史
氏
は
「
当
時
を
振
り
返
る
と
、

一
つ
一
つ
、
丸
山
や
城
下
町
の
古
民
家
を
で

き
る
範
囲
で
少
し
ず
つ
直
し
て
い
た
。
ホ
テ

ル
と
い
う
概
念
よ
り
、
古
い
建
物
も
し
く
は

歴
史
的
資
源
を
観
光
資
源
に
変
え
る
と
い
う

こ
と
に
着
目
し
て
い
た
ス
テ
ー
ジ
」
と
語
る
。

　
一
方
、
篠
山
市
に
お
い
て
は
、
古
民
家
を
再
生

し
た
伝
統
工
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
フ
ェ「
篠
山
ギ

ャ
ラ
リ
ー
K
I
T
A‘
S
」
を
は
じ
め
5
店
舗
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
1
5
年
に
は
「
篠
山
城
下

町
ホ
テ
ル 

N
I
P
P
O
N
I
A
」
が
オ
ー
プ
ン
。

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
た
「
分
散
型

エ
リ
ア
開
発
」
と
し
て
、
町
の
中
に
点
在
す

る
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
な
が
ら
、
古
民
家
が
再

生
さ
れ
た
店
舗
や
町
並
み
を
楽
し
む
ス
タ
イ

ル
の
地
域
再
生
、
町
並
み
再
生
の
ま
ち
づ
く

り
が
生
ま
れ
た
。
分
散
型
ホ
テ
ル
を
起
点
と

し
た
町
全
体
に
広
が
っ
た
面
的
な
開
発
は
、

N
I
P
P
O
N
I
A
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。

古
民
家
再
生
・
活
用
の

事
業
ス
キ
ー
ム
づ
く
り

「
空
き
家
問
題
で
一
番
の
課
題
は
、
再
生
す

る
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
、
空
き
家
が
生
ま
れ
る

ス
ピ
ー
ド
の
方
が
早
い

点
に
あ
る
」
と
藤
原
氏

は
指
摘
す
る
。
ノ
オ
ト

は
空
き
家
再
生
・
活
用

に
取
り
組
む
う
ち
に
、

こ
う
し
た
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
。

　
現
在
、
日
本
に
は

1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴

史
的
な
古
民
家
、
戦
前

の
建
物
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
全
て
が
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
に
再
生
・
活
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、

仮
に
2
割
ほ
ど
が
活
用

で
き
る
と
す
る
と
、
30
万
棟
の
再
生
・
活
用

が
必
要
で
あ
り
、
空
き
家
に
な
っ
て
取
り
壊

さ
れ
る
前
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
ノ
オ
ト
は
兵

庫
県
内
で
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
な

展
開
を
模
索
し
は
じ
め
る
。

　
ノ
オ
ト
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
古
民
家

の
改
修
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
調
達
や
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
と
い
っ
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ェ
ア
す

る
。
そ
れ
を
基
に
様
々
な
地
域
で
そ
の
地
域

に
合
っ
た
事
業
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
る
。

　
つ
ま
り
古
民
家
再
生
の
全
国
的
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
30
万
棟

の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
進
め
よ
う
と
い

う
構
想
で
あ
る
。

基
本
的
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
人
、
金
、

モ
ノ
に
つ
い
て
の
ス
キ
ー
ム
の
構
築

　
人
の
面
で
は
プ
ロ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向

上
と
事
業
体
制
を
構
築
。
資
金
調
達
に
つ
い

て
は
フ
ァ
ン
ド
や
地
元
金
融
機
関
と
の
連
携
、

あ
る
い
は
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
す

る
等
の
雛
形
が
で
き
た
。
古
民
家
を
単
体
で

再
生
す
る
の
で
は
な
く
、
2
棟
、
3
棟
と
面

的
に
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
パ
ク

ト
を
高
め
、
か
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ス
ト
を

抑
え
る
手
法
も
生
み
出
し
た
。

を
冠
す
る
宿
泊
施
設
が
全
国
に
展
開
し
、
現

在
予
定
を
含
め
て
15
地
域
が
N
I
P
P
O
N

I
A
の
運
動
に
加
わ
っ
て
い
る
（
表
1
）
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い
う
運
動
は
、

「
1
泊
か
ら
一
生
ま
で
」
を
形
に
す
る
も

の
」
と
（
一
社
）
ノ
オ
ト
代
表
の
伊
藤
清
花

氏
は
語
る
。

　
古
民
家
の
再
生
と
い
う
「
点
」
を
複
数
の

再
生
に
よ
っ
て
「
線
、
面
」
と
し
て
開
発
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
事
業
ス
キ
ー

ム
化
す
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
地
域
の
暮

ら
し
、
文
化
を
し
っ
か
り
体
験
で
き
る
場
所

で
あ
り
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
人
が
、
客
室

を
気
に
入
り
、
地
域
を
気
に
入
っ
て
、
住
み

た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
形
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光

客
に
と
っ
て
も
、
付
加
価
値
の
高
い
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
と
い
う
。

　
現
在
、
古
民
家
再
生
の
事
業
は
拡
大
し
、

様
々
な
事
業
者
も
現
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

事
業
者
と
の
違
い
、「
N
I
P
P
O
N
I
A
」

の
価
値
を
、
伊
藤
氏
は
「
郷
に
い
る
こ
と
」

と
表
現
す
る
。

　
空
き
家
の
あ
る
ま
ち
・
集
落
と
い
う
現
場

（
郷
）に
立
ち
、
地
域
の
方
と
と
も
に
現
実
を

受
け
止
め
、
そ
の

現
場
で
思
考
し
、

そ
の
現
場
で
活
動

す
る
こ
と
が
、
N

I
P
P
O
N
I
A

な
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
姿
勢
を
よ

り
明
確
化
し
、
土

地
、
人
、
建
造
物
、

文
化
、
経
済
に
対

す
る
活
動
の
基
準

と
し
て
掲
げ
た
の

が
「
N
I
P
P
O

N
I
A
が
大
切
に
す
る
５
つ
の
約
束
」
で
あ

る
（
図
1
）。

　
株
式
会
社
N
O
T
E
／
一
般
社
団
法
人
ノ

オ
ト
は
、
こ
う
し
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

明
確
な
民
と
公
の
役
割
分
担
と
い
う
体
制
に

よ
っ
て
、
全
国
に
N
I
P
P
O
N
I
A
を
広

め
、
歴
史
的
な
資
源
に
あ
ら
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
中
野
文
彦

　
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を
全
国
に
展
開
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
増
え
続
け
る
空
き
家
の
ス

ピ
ー
ド
に
再
生
・
活
用
の
ス
ピ
ー
ド
が
追
い

つ
く
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

古
民
家
再
生
の
加
速
・
展
開

　
2
0
1
6
年
は
大
き
な
転
換
の
年
と
な
っ

た
。
政
府
に
よ
る「
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、「
文
化
財
を

「
保
存
優
先
」
か
ら
観
光
客
目
線
で
の
「
理

解
促
進
」、
そ
し
て
「
活
用
」へ
」
と
い
う
文

化
財
行
政
の
大
き
な
方
向
転
換
が
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

「
古
民
家
の
再
生
に
よ
っ
て
人
の
交
流
が
生

ま
れ
、
耕
作
放
棄
地
も
減
り
、
I
タ
ー
ン
U

タ
ー
ン
も
現
れ
た
。
様
々
な
社
会
課
題
が
一

つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
解
決
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
オ
ト
の
取
り
組

み
も
大
き
く
注
目
さ
れ
、
ノ
オ
ト
な
ど
民
間

事
業
者
を
含
め
た
「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し

た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が

組
成
さ
れ
、
国
の
政
策
と
し
て
古
民
家
の
再

生
・
活
用
の
動
き
が
全
国
的
に
大
き
く
広
が

り
は
じ
め
た
。
旅
館
業
法
の
改
正
に
よ
る
分

散
型
ホ
テ
ル
が
ど
の
地
域
で
も
可
能
と
な
り
、

文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
る
指
定
文
化
財

の
活
用
も
可
能
と
な
る
等
、
制
度
面
の
整
備

も
進
め
ら
れ
た
。

株
式
会
社
N
O
T
E
／
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト

営
利
、非
営
利
の
組
み
合
わ
せ
が
、

古
民
家
継
承
と
地
域
再
生
の

全
国
展
開
に
最
適
な
ス
キ
ーム

　
ノ
オ
ト
は
、
古
民
家
が
継
承
さ
れ
て
い
く

た
め
に
、
古
民
家
を
活
用
し
て
収
益
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
構
造
に
転
換
す
る
こ
と
、
そ

の
方
法
を
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
こ

と
に
、
非
営
利
法
人
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
「
公
益
」
と
し

て
捉
え
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
自

身
の
収
益
に
も
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
担
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
ノ
オ
ト
は
非
営
利
法
人
で
あ
り
、

公
益
性
の
高
い
事
業
に
制
約
さ
れ
る
。
ま
た
、

収
益
事
業
に
全
面
的
に
注
力
す
る
こ
と
、
全

第
1
回

N
I
P
P
O
N
I
A

サ
ミ
ッ
ト

1

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」

の
軌
跡

2

3

国
的
な
事
業
展
開
も
難
し
い
面
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ノ
オ
ト
は
、「
株
式
会
社
N
O
T

E
」
を
2
0
1
6
年
3
月
に
設
立
す
る
。
古

民
家
・
集
落
再
生
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
株
式

会
社
と
し
て
強
力
に
推
進
す
る
体
制
を
整
え

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
調
達
面
で
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
出
資
を
受
け
入
れ
る
フ
レ
ー
ム
を

構
築
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
逆
に
、「
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
」
は
、
調
査
研
究
や
普
及
、

人
材
育
成
等
の
非
営
利
的
な
活
動
に
注
力
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
、
非
営
利
法
人
と
営
利
法
人
を
組

み
合
わ
せ
た
体
制
は
、
金
融
機
関
か
ら
も

「
無
理
に
一
つ
の
法
人
に
D
M
O
の
公
的
な

面
と
民
的
な
面
を
詰
め
込
も
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
即
し
た
最
適

な
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
る 

」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
N
I
P
P
O
N
I
A
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2
0
1
9
年
11
月
8
日
、
阪
急
う
め
だ
ホ

ー
ル
に
て
「
第
1
回
N
I
P
P
O
N
I
A
サ

ミ
ッ
ト
　
〜
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、

日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
〜
」
が
開
催
さ
れ

た
。
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
事
務
局
を
務

め
る
N
I
P
P
O
N
I
A
協
会
が
主
催
し
、

東
北
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
2
0
0
人

を
超
え
る
N
I
P
P
O
N
I
A
の
関
係
者
が

集
ま
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
は
、
歴
史
的
建

築
物
の
活
用
を
起
点
に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す

る
運
動
で
あ
る
。

　
歴
史
的
建
造
物
を
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
食
、
生
活

文
化
、
伝
統
的
な
産
業
ま
で
再
生
が
波
及
す

る
地
域
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
福
島
県
西
会
津
（
一
般

社
団
法
人
B
O
O
T
）、
山
梨
県
小
菅
（
株

式
会
社
E
D
G
E
）、
岐
阜
県
美
濃
（
み
の

ま
ち
や
株
式
会
社
）、
和
歌
山
県
串
本
（
株

式
会
社
一
樹
の
蔭
）、
熊
本
県
甲
佐
（
一
般

社
団
法
人
パ
レ
ッ
ト
／
株
式
会
社
P
A
L
E

T
T
E
）
の
５
つ
の
地
域
の
代
表
に
よ
る
現

在
進
行
形
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
想
い
や
悩
み
、
今

後
の
展
望
を
語
り
あ
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い

う
運
動
の
も
と
、
各
地
で
主
体

的
に
活
動
す
る
者
同
士
が
よ
り

絆
を
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

古
民
家
の
再
生
・
活
用
と
い
う

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
は
、
2
0
0
9
年

篠
山
市
（
現
：
丹
波
篠
山
市
）
の
丸
山
集
落

の
空
き
家
再
生
事
業
に
（
一
社
）
ノ
オ
ト

（
以
下
、
ノ
オ
ト
）
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
時
、
丸
山
集
落
は
12

軒
の
う
ち
7
軒
が
空
き
家
と
い
う
状
況
に
あ

っ
た
。
2
0
0
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ノ
オ
ト

が
丸
山
集
落
の
再
生
に
係
わ
り
、
3
棟
3
室

の
宿
泊
施
設
「
古
民
家
の
宿
集
落
丸
山
」
の

開
業
に
至
っ
た
。
当
時
、
ま
だ
珍
し
い
存
在

で
あ
っ
た
古
民
家
を
再
生
し
た
宿
泊
施
設
は

メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
現

在
で
も
安
定
的
に
3
割
の
稼
働
率
を
維
持
し
、

写真1）第1回 NIPPONIAサミット

写真2）NIPPONIA 小菅 源流の村

順
調
な
運
営
を
続
け
、
集
落
の
再
生
・
活
性

化
に
大
き
な
効
果
を
生
み
出
し
た
。

2
0
2
0
年
に
は
12
軒
全
て
の
再
生
が
完
了

す
る
計
画
だ
。

　
丸
山
集
落
以
降
も
、
2
0
1
3
年
「
竹
田

城
城
下
町
ホ
テ
ル
E
N
（
旧
木
村
酒
造
場
の

再
生
）」、
2
0
1
4
年
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
豊

岡
1
9
2
5
」
、
2
0
1
5
年
「
大
屋
大
杉

（
養
父
市
、
古
民
家
の
宿
）
」
と
古
民
家
再

生
に
よ
る
宿
泊
施
設
を
次
々
と
手
掛
け
た
。

（
一
社
）ノ
オ
ト
理
事
／（
株
）N
O
T
E
代

表
の
藤
原
岳
史
氏
は
「
当
時
を
振
り
返
る
と
、

一
つ
一
つ
、
丸
山
や
城
下
町
の
古
民
家
を
で

き
る
範
囲
で
少
し
ず
つ
直
し
て
い
た
。
ホ
テ

ル
と
い
う
概
念
よ
り
、
古
い
建
物
も
し
く
は

歴
史
的
資
源
を
観
光
資
源
に
変
え
る
と
い
う

こ
と
に
着
目
し
て
い
た
ス
テ
ー
ジ
」
と
語
る
。

　
一
方
、
篠
山
市
に
お
い
て
は
、
古
民
家
を
再
生

し
た
伝
統
工
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
フ
ェ「
篠
山
ギ

ャ
ラ
リ
ー
K
I
T
A‘
S
」
を
は
じ
め
5
店
舗
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
1
5
年
に
は
「
篠
山
城
下

町
ホ
テ
ル 

N
I
P
P
O
N
I
A
」
が
オ
ー
プ
ン
。

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
た
「
分
散
型

エ
リ
ア
開
発
」
と
し
て
、
町
の
中
に
点
在
す

る
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
な
が
ら
、
古
民
家
が
再

生
さ
れ
た
店
舗
や
町
並
み
を
楽
し
む
ス
タ
イ

ル
の
地
域
再
生
、
町
並
み
再
生
の
ま
ち
づ
く

り
が
生
ま
れ
た
。
分
散
型
ホ
テ
ル
を
起
点
と

し
た
町
全
体
に
広
が
っ
た
面
的
な
開
発
は
、

N
I
P
P
O
N
I
A
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。

古
民
家
再
生
・
活
用
の

事
業
ス
キ
ー
ム
づ
く
り

「
空
き
家
問
題
で
一
番
の
課
題
は
、
再
生
す

る
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
、
空
き
家
が
生
ま
れ
る

ス
ピ
ー
ド
の
方
が
早
い

点
に
あ
る
」
と
藤
原
氏

は
指
摘
す
る
。
ノ
オ
ト

は
空
き
家
再
生
・
活
用

に
取
り
組
む
う
ち
に
、

こ
う
し
た
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
。

　
現
在
、
日
本
に
は

1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴

史
的
な
古
民
家
、
戦
前

の
建
物
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
全
て
が
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
に
再
生
・
活
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、

仮
に
2
割
ほ
ど
が
活
用

で
き
る
と
す
る
と
、
30
万
棟
の
再
生
・
活
用

が
必
要
で
あ
り
、
空
き
家
に
な
っ
て
取
り
壊

さ
れ
る
前
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
ノ
オ
ト
は
兵

庫
県
内
で
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
な

展
開
を
模
索
し
は
じ
め
る
。

　
ノ
オ
ト
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
古
民
家

の
改
修
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
調
達
や
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
と
い
っ
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ェ
ア
す

る
。
そ
れ
を
基
に
様
々
な
地
域
で
そ
の
地
域

に
合
っ
た
事
業
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
る
。

　
つ
ま
り
古
民
家
再
生
の
全
国
的
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
30
万
棟

の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
進
め
よ
う
と
い

う
構
想
で
あ
る
。

基
本
的
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
人
、
金
、

モ
ノ
に
つ
い
て
の
ス
キ
ー
ム
の
構
築

　
人
の
面
で
は
プ
ロ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向

上
と
事
業
体
制
を
構
築
。
資
金
調
達
に
つ
い

て
は
フ
ァ
ン
ド
や
地
元
金
融
機
関
と
の
連
携
、

あ
る
い
は
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
す

る
等
の
雛
形
が
で
き
た
。
古
民
家
を
単
体
で

再
生
す
る
の
で
は
な
く
、
2
棟
、
3
棟
と
面

的
に
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
パ
ク

ト
を
高
め
、
か
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ス
ト
を

抑
え
る
手
法
も
生
み
出
し
た
。

を
冠
す
る
宿
泊
施
設
が
全
国
に
展
開
し
、
現

在
予
定
を
含
め
て
15
地
域
が
N
I
P
P
O
N

I
A
の
運
動
に
加
わ
っ
て
い
る
（
表
1
）
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い
う
運
動
は
、

「
1
泊
か
ら
一
生
ま
で
」
を
形
に
す
る
も

の
」
と
（
一
社
）
ノ
オ
ト
代
表
の
伊
藤
清
花

氏
は
語
る
。

　
古
民
家
の
再
生
と
い
う
「
点
」
を
複
数
の

再
生
に
よ
っ
て
「
線
、
面
」
と
し
て
開
発
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
事
業
ス
キ
ー

ム
化
す
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
地
域
の
暮

ら
し
、
文
化
を
し
っ
か
り
体
験
で
き
る
場
所

で
あ
り
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
人
が
、
客
室

を
気
に
入
り
、
地
域
を
気
に
入
っ
て
、
住
み

た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
形
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光

客
に
と
っ
て
も
、
付
加
価
値
の
高
い
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
と
い
う
。

　
現
在
、
古
民
家
再
生
の
事
業
は
拡
大
し
、

様
々
な
事
業
者
も
現
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

事
業
者
と
の
違
い
、「
N
I
P
P
O
N
I
A
」

の
価
値
を
、
伊
藤
氏
は
「
郷
に
い
る
こ
と
」

と
表
現
す
る
。

　
空
き
家
の
あ
る
ま
ち
・
集
落
と
い
う
現
場

（
郷
）に
立
ち
、
地
域
の
方
と
と
も
に
現
実
を

受
け
止
め
、
そ
の

現
場
で
思
考
し
、

そ
の
現
場
で
活
動

す
る
こ
と
が
、
N

I
P
P
O
N
I
A

な
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
姿
勢
を
よ

り
明
確
化
し
、
土

地
、
人
、
建
造
物
、

文
化
、
経
済
に
対

す
る
活
動
の
基
準

と
し
て
掲
げ
た
の

が
「
N
I
P
P
O

N
I
A
が
大
切
に
す
る
５
つ
の
約
束
」
で
あ

る
（
図
1
）。

　
株
式
会
社
N
O
T
E
／
一
般
社
団
法
人
ノ

オ
ト
は
、
こ
う
し
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

明
確
な
民
と
公
の
役
割
分
担
と
い
う
体
制
に

よ
っ
て
、
全
国
に
N
I
P
P
O
N
I
A
を
広

め
、
歴
史
的
な
資
源
に
あ
ら
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
中
野
文
彦

　
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を
全
国
に
展
開
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
増
え
続
け
る
空
き
家
の
ス

ピ
ー
ド
に
再
生
・
活
用
の
ス
ピ
ー
ド
が
追
い

つ
く
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

古
民
家
再
生
の
加
速
・
展
開

　
2
0
1
6
年
は
大
き
な
転
換
の
年
と
な
っ

た
。
政
府
に
よ
る「
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、「
文
化
財
を

「
保
存
優
先
」
か
ら
観
光
客
目
線
で
の
「
理

解
促
進
」、
そ
し
て
「
活
用
」へ
」
と
い
う
文

化
財
行
政
の
大
き
な
方
向
転
換
が
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

「
古
民
家
の
再
生
に
よ
っ
て
人
の
交
流
が
生

ま
れ
、
耕
作
放
棄
地
も
減
り
、
I
タ
ー
ン
U

タ
ー
ン
も
現
れ
た
。
様
々
な
社
会
課
題
が
一

つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
解
決
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
オ
ト
の
取
り
組

み
も
大
き
く
注
目
さ
れ
、
ノ
オ
ト
な
ど
民
間

事
業
者
を
含
め
た
「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し

た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が

組
成
さ
れ
、
国
の
政
策
と
し
て
古
民
家
の
再

生
・
活
用
の
動
き
が
全
国
的
に
大
き
く
広
が

り
は
じ
め
た
。
旅
館
業
法
の
改
正
に
よ
る
分

散
型
ホ
テ
ル
が
ど
の
地
域
で
も
可
能
と
な
り
、

文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
る
指
定
文
化
財

の
活
用
も
可
能
と
な
る
等
、
制
度
面
の
整
備

も
進
め
ら
れ
た
。

株
式
会
社
N
O
T
E
／
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト

営
利
、非
営
利
の
組
み
合
わ
せ
が
、

古
民
家
継
承
と
地
域
再
生
の

全
国
展
開
に
最
適
な
ス
キ
ーム

　
ノ
オ
ト
は
、
古
民
家
が
継
承
さ
れ
て
い
く

た
め
に
、
古
民
家
を
活
用
し
て
収
益
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
構
造
に
転
換
す
る
こ
と
、
そ

の
方
法
を
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
こ

と
に
、
非
営
利
法
人
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
「
公
益
」
と
し

て
捉
え
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
自

身
の
収
益
に
も
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
担
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
ノ
オ
ト
は
非
営
利
法
人
で
あ
り
、

公
益
性
の
高
い
事
業
に
制
約
さ
れ
る
。
ま
た
、

収
益
事
業
に
全
面
的
に
注
力
す
る
こ
と
、
全

第
1
回

N
I
P
P
O
N
I
A

サ
ミ
ッ
ト

1

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」

の
軌
跡

2

3

国
的
な
事
業
展
開
も
難
し
い
面
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ノ
オ
ト
は
、「
株
式
会
社
N
O
T

E
」
を
2
0
1
6
年
3
月
に
設
立
す
る
。
古

民
家
・
集
落
再
生
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
株
式

会
社
と
し
て
強
力
に
推
進
す
る
体
制
を
整
え

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
調
達
面
で
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
出
資
を
受
け
入
れ
る
フ
レ
ー
ム
を

構
築
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
逆
に
、「
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
」
は
、
調
査
研
究
や
普
及
、

人
材
育
成
等
の
非
営
利
的
な
活
動
に
注
力
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
、
非
営
利
法
人
と
営
利
法
人
を
組

み
合
わ
せ
た
体
制
は
、
金
融
機
関
か
ら
も

「
無
理
に
一
つ
の
法
人
に
D
M
O
の
公
的
な

面
と
民
的
な
面
を
詰
め
込
も
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
即
し
た
最
適

な
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
る 

」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
N
I
P
P
O
N
I
A
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表 1 NIPPONIAの沿革

図 1 NIPPONIAが大切にする5つの約束 　
2
0
1
9
年
11
月
8
日
、
阪
急
う
め
だ
ホ

ー
ル
に
て
「
第
1
回
N
I
P
P
O
N
I
A
サ

ミ
ッ
ト
　
〜
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、

日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
〜
」
が
開
催
さ
れ

た
。
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
事
務
局
を
務

め
る
N
I
P
P
O
N
I
A
協
会
が
主
催
し
、

東
北
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
2
0
0
人

を
超
え
る
N
I
P
P
O
N
I
A
の
関
係
者
が

集
ま
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
は
、
歴
史
的
建

築
物
の
活
用
を
起
点
に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す

る
運
動
で
あ
る
。

　
歴
史
的
建
造
物
を
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
食
、
生
活

文
化
、
伝
統
的
な
産
業
ま
で
再
生
が
波
及
す

る
地
域
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
福
島
県
西
会
津
（
一
般

社
団
法
人
B
O
O
T
）、
山
梨
県
小
菅
（
株

式
会
社
E
D
G
E
）、
岐
阜
県
美
濃
（
み
の

ま
ち
や
株
式
会
社
）、
和
歌
山
県
串
本
（
株

式
会
社
一
樹
の
蔭
）、
熊
本
県
甲
佐
（
一
般

社
団
法
人
パ
レ
ッ
ト
／
株
式
会
社
P
A
L
E

T
T
E
）
の
５
つ
の
地
域
の
代
表
に
よ
る
現

在
進
行
形
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
想
い
や
悩
み
、
今

後
の
展
望
を
語
り
あ
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い

う
運
動
の
も
と
、
各
地
で
主
体

的
に
活
動
す
る
者
同
士
が
よ
り

絆
を
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

古
民
家
の
再
生
・
活
用
と
い
う

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
は
、
2
0
0
9
年

篠
山
市
（
現
：
丹
波
篠
山
市
）
の
丸
山
集
落

の
空
き
家
再
生
事
業
に
（
一
社
）
ノ
オ
ト

（
以
下
、
ノ
オ
ト
）
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
時
、
丸
山
集
落
は
12

軒
の
う
ち
7
軒
が
空
き
家
と
い
う
状
況
に
あ

っ
た
。
2
0
0
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ノ
オ
ト

が
丸
山
集
落
の
再
生
に
係
わ
り
、
3
棟
3
室

の
宿
泊
施
設
「
古
民
家
の
宿
集
落
丸
山
」
の

開
業
に
至
っ
た
。
当
時
、
ま
だ
珍
し
い
存
在

で
あ
っ
た
古
民
家
を
再
生
し
た
宿
泊
施
設
は

メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
現

在
で
も
安
定
的
に
3
割
の
稼
働
率
を
維
持
し
、

写真5）NIPPONIA 小菅 源流の村

順
調
な
運
営
を
続
け
、
集
落
の
再
生
・
活
性

化
に
大
き
な
効
果
を
生
み
出
し
た
。

2
0
2
0
年
に
は
12
軒
全
て
の
再
生
が
完
了

す
る
計
画
だ
。

　
丸
山
集
落
以
降
も
、
2
0
1
3
年
「
竹
田

城
城
下
町
ホ
テ
ル
E
N
（
旧
木
村
酒
造
場
の

再
生
）」、
2
0
1
4
年
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
豊

岡
1
9
2
5
」
、
2
0
1
5
年
「
大
屋
大
杉

（
養
父
市
、
古
民
家
の
宿
）
」
と
古
民
家
再

生
に
よ
る
宿
泊
施
設
を
次
々
と
手
掛
け
た
。

（
一
社
）ノ
オ
ト
理
事
／（
株
）N
O
T
E
代

表
の
藤
原
岳
史
氏
は
「
当
時
を
振
り
返
る
と
、

一
つ
一
つ
、
丸
山
や
城
下
町
の
古
民
家
を
で

き
る
範
囲
で
少
し
ず
つ
直
し
て
い
た
。
ホ
テ

ル
と
い
う
概
念
よ
り
、
古
い
建
物
も
し
く
は

歴
史
的
資
源
を
観
光
資
源
に
変
え
る
と
い
う

こ
と
に
着
目
し
て
い
た
ス
テ
ー
ジ
」
と
語
る
。

　
一
方
、
篠
山
市
に
お
い
て
は
、
古
民
家
を
再
生

し
た
伝
統
工
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
フ
ェ「
篠
山
ギ

ャ
ラ
リ
ー
K
I
T
A‘
S
」
を
は
じ
め
5
店
舗
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
1
5
年
に
は
「
篠
山
城
下

町
ホ
テ
ル 

N
I
P
P
O
N
I
A
」
が
オ
ー
プ
ン
。

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
た
「
分
散
型

エ
リ
ア
開
発
」
と
し
て
、
町
の
中
に
点
在
す

る
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
な
が
ら
、
古
民
家
が
再

生
さ
れ
た
店
舗
や
町
並
み
を
楽
し
む
ス
タ
イ

ル
の
地
域
再
生
、
町
並
み
再
生
の
ま
ち
づ
く

り
が
生
ま
れ
た
。
分
散
型
ホ
テ
ル
を
起
点
と

し
た
町
全
体
に
広
が
っ
た
面
的
な
開
発
は
、

N
I
P
P
O
N
I
A
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。

古
民
家
再
生
・
活
用
の

事
業
ス
キ
ー
ム
づ
く
り

「
空
き
家
問
題
で
一
番
の
課
題
は
、
再
生
す

る
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
、
空
き
家
が
生
ま
れ
る

ス
ピ
ー
ド
の
方
が
早
い

点
に
あ
る
」
と
藤
原
氏

は
指
摘
す
る
。
ノ
オ
ト

は
空
き
家
再
生
・
活
用

に
取
り
組
む
う
ち
に
、

こ
う
し
た
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
。

　
現
在
、
日
本
に
は

1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴

史
的
な
古
民
家
、
戦
前

の
建
物
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
全
て
が
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
に
再
生
・
活
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、

仮
に
2
割
ほ
ど
が
活
用

で
き
る
と
す
る
と
、
30
万
棟
の
再
生
・
活
用

が
必
要
で
あ
り
、
空
き
家
に
な
っ
て
取
り
壊

さ
れ
る
前
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
ノ
オ
ト
は
兵

庫
県
内
で
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
な

展
開
を
模
索
し
は
じ
め
る
。

　
ノ
オ
ト
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
古
民
家

の
改
修
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
調
達
や
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
と
い
っ
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ェ
ア
す

る
。
そ
れ
を
基
に
様
々
な
地
域
で
そ
の
地
域

に
合
っ
た
事
業
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
る
。

　
つ
ま
り
古
民
家
再
生
の
全
国
的
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
30
万
棟

の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
進
め
よ
う
と
い

う
構
想
で
あ
る
。

基
本
的
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
人
、
金
、

モ
ノ
に
つ
い
て
の
ス
キ
ー
ム
の
構
築

　
人
の
面
で
は
プ
ロ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向

上
と
事
業
体
制
を
構
築
。
資
金
調
達
に
つ
い

て
は
フ
ァ
ン
ド
や
地
元
金
融
機
関
と
の
連
携
、

あ
る
い
は
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
す

る
等
の
雛
形
が
で
き
た
。
古
民
家
を
単
体
で

再
生
す
る
の
で
は
な
く
、
2
棟
、
3
棟
と
面

的
に
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
パ
ク

ト
を
高
め
、
か
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ス
ト
を

抑
え
る
手
法
も
生
み
出
し
た
。

を
冠
す
る
宿
泊
施
設
が
全
国
に
展
開
し
、
現

在
予
定
を
含
め
て
15
地
域
が
N
I
P
P
O
N

I
A
の
運
動
に
加
わ
っ
て
い
る
（
表
1
）
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い
う
運
動
は
、

「
1
泊
か
ら
一
生
ま
で
」
を
形
に
す
る
も

の
」
と
（
一
社
）
ノ
オ
ト
代
表
の
伊
藤
清
花

氏
は
語
る
。

　
古
民
家
の
再
生
と
い
う
「
点
」
を
複
数
の

再
生
に
よ
っ
て
「
線
、
面
」
と
し
て
開
発
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
事
業
ス
キ
ー

ム
化
す
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
地
域
の
暮

ら
し
、
文
化
を
し
っ
か
り
体
験
で
き
る
場
所

で
あ
り
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
人
が
、
客
室

を
気
に
入
り
、
地
域
を
気
に
入
っ
て
、
住
み

た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
形
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光

客
に
と
っ
て
も
、
付
加
価
値
の
高
い
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
と
い
う
。

　
現
在
、
古
民
家
再
生
の
事
業
は
拡
大
し
、

様
々
な
事
業
者
も
現
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

事
業
者
と
の
違
い
、「
N
I
P
P
O
N
I
A
」

の
価
値
を
、
伊
藤
氏
は
「
郷
に
い
る
こ
と
」

と
表
現
す
る
。

　
空
き
家
の
あ
る
ま
ち
・
集
落
と
い
う
現
場

（
郷
）に
立
ち
、
地
域
の
方
と
と
も
に
現
実
を

受
け
止
め
、
そ
の

現
場
で
思
考
し
、

そ
の
現
場
で
活
動

す
る
こ
と
が
、
N

I
P
P
O
N
I
A

な
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
姿
勢
を
よ

り
明
確
化
し
、
土

地
、
人
、
建
造
物
、

文
化
、
経
済
に
対

す
る
活
動
の
基
準

と
し
て
掲
げ
た
の

が
「
N
I
P
P
O

N
I
A
が
大
切
に
す
る
５
つ
の
約
束
」
で
あ

る
（
図
1
）。

　
株
式
会
社
N
O
T
E
／
一
般
社
団
法
人
ノ

オ
ト
は
、
こ
う
し
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

明
確
な
民
と
公
の
役
割
分
担
と
い
う
体
制
に

よ
っ
て
、
全
国
に
N
I
P
P
O
N
I
A
を
広

め
、
歴
史
的
な
資
源
に
あ
ら
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
中
野
文
彦

　
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を
全
国
に
展
開
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
増
え
続
け
る
空
き
家
の
ス

ピ
ー
ド
に
再
生
・
活
用
の
ス
ピ
ー
ド
が
追
い

つ
く
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

古
民
家
再
生
の
加
速
・
展
開

　
2
0
1
6
年
は
大
き
な
転
換
の
年
と
な
っ

た
。
政
府
に
よ
る「
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、「
文
化
財
を

「
保
存
優
先
」
か
ら
観
光
客
目
線
で
の
「
理

解
促
進
」、
そ
し
て
「
活
用
」へ
」
と
い
う
文

化
財
行
政
の
大
き
な
方
向
転
換
が
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

「
古
民
家
の
再
生
に
よ
っ
て
人
の
交
流
が
生

ま
れ
、
耕
作
放
棄
地
も
減
り
、
I
タ
ー
ン
U

タ
ー
ン
も
現
れ
た
。
様
々
な
社
会
課
題
が
一

つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
解
決
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
オ
ト
の
取
り
組

み
も
大
き
く
注
目
さ
れ
、
ノ
オ
ト
な
ど
民
間

事
業
者
を
含
め
た
「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し

た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が

組
成
さ
れ
、
国
の
政
策
と
し
て
古
民
家
の
再

生
・
活
用
の
動
き
が
全
国
的
に
大
き
く
広
が

り
は
じ
め
た
。
旅
館
業
法
の
改
正
に
よ
る
分

散
型
ホ
テ
ル
が
ど
の
地
域
で
も
可
能
と
な
り
、

文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
る
指
定
文
化
財

の
活
用
も
可
能
と
な
る
等
、
制
度
面
の
整
備

も
進
め
ら
れ
た
。

●
兵
庫
県
豊
岡
市
、養
父
市
、朝
来
市
、丹
波
篠
山
市
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
間
延
入
込
客
数
…
…
…
…

年
間
延
宿
泊
客
数
…
…
…
…

※
出
典
：
平
成
29
年
度
兵
庫
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告
書

17
万
5
8
4
0
人（
2
0
1
9
年
1
月
現
在
）

1
9
0
1
k㎡

9
9
9
万
人

1
6
1
万
人
泊

●
株
式
会
社
N
O
T
E
の
概
要

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

資
本
金
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

代
表
取
締
役
社
長 

藤
原
岳
史

1
億
3
4
0
0
万（
資
本
準
備
金
含
む
）

2
0
1
6
年
5
月

〒
6
6
9
|

2
3
2
3 

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
立
町
1
9
0
|

6

〈
取
材
協
力
〉
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト 

代
表
理
事
・
伊
藤
清
花 

氏

株
式
会
社 

N
O
T
E 

代
表
取
締
役
・
藤
原
岳
史 

氏

一般社団法人ノオト 設立
集落丸山・ひわの蔵（丹波篠山市） オープン
篠山ギャラリーKITA’S（丹波篠山市） オープン
竹田城 城下町 ホテルEN（朝来市） オープン
オーベルジュ豊岡1925（豊岡市） オープン
大屋大杉（養父市） オープン
篠山城下町ホテル NIPPONIA（丹波篠山市） オープン
株式会社NOTE 設立
佐原商家町ホテル NIPPONIA（千葉県香取市）オープン
NIPPONIA大学 開校
福住宿場町ホテル NIPPONIA（丹波篠山市）オープン
NIPPONIA HOTEL 奈良 ならまち（奈良県奈良市）オープン
NIPPONIA HOTEL熊野海道串本（和歌山県串本町）オープン
NIPPONIA HOTEL 美濃商家町（岐阜県美濃市）オープン
NIPPONIA HOTEL 竹原 製塩町（広島県竹原市）オープン
NIPPONIA 楢山集落（福島県西会津町）オープン
NIPPONIA 小菅 源流の村（山梨県小菅村）オープン
NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道
Operated by KIRINJI（和歌山県九度山町）オープン
NIPPONIA 出雲平田 木綿街道オープン
NIPPONIA 甲佐（仮）（熊本県甲佐町）オープン予定

2009年

2010年
2013年
2014年
2015年

2016年
2018年

2019年

2020年

2月
10月
3月

11月
4月

10月
10月
3月
4月
9月

10月
11月
7月
7月
8月
9月
9月

11月

12月
7月

年月 内容

出典：NIPPONIAホームページ「ノオトの歩み」を基に一部筆者加筆

　
ノ
オ
ト
は
、
古
民
家
が
継
承
さ
れ
て
い
く

た
め
に
、
古
民
家
を
活
用
し
て
収
益
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
構
造
に
転
換
す
る
こ
と
、
そ

の
方
法
を
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
こ

と
に
、
非
営
利
法
人
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
「
公
益
」
と
し

て
捉
え
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
自

身
の
収
益
に
も
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
担
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
ノ
オ
ト
は
非
営
利
法
人
で
あ
り
、

公
益
性
の
高
い
事
業
に
制
約
さ
れ
る
。
ま
た
、

収
益
事
業
に
全
面
的
に
注
力
す
る
こ
と
、
全

社
団
法
人
と

株
式
会
社
の
役
割
分
担

3

N
I
P
P
O
N
I
A
の

理
念
を
全
国
に

4

※
ⅰ

出
典
：
観
光
D
M
O
の
設
計
・
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
（
2
0
1
7
年
、
政
策
投
資
銀
行
地
域
企
画
部
）

※
ⅰ 国

的
な
事
業
展
開
も
難
し
い
面
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ノ
オ
ト
は
、「
株
式
会
社
N
O
T

E
」
を
2
0
1
6
年
3
月
に
設
立
す
る
。
古

民
家
・
集
落
再
生
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
株
式

会
社
と
し
て
強
力
に
推
進
す
る
体
制
を
整
え

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
調
達
面
で
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
出
資
を
受
け
入
れ
る
フ
レ
ー
ム
を

構
築
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
逆
に
、「
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
」
は
、
調
査
研
究
や
普
及
、

人
材
育
成
等
の
非
営
利
的
な
活
動
に
注
力
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
、
非
営
利
法
人
と
営
利
法
人
を
組

み
合
わ
せ
た
体
制
は
、
金
融
機
関
か
ら
も

「
無
理
に
一
つ
の
法
人
に
D
M
O
の
公
的
な

面
と
民
的
な
面
を
詰
め
込
も
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
即
し
た
最
適

な
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
る 

」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
N
I
P
P
O
N
I
A

写真3）
NIPPONIA HOTEL
串本 熊野海道

事例にみる株式会社型DMO2

中国道

山陽道

大阪

★

★

★
★

養父市
豊岡市

朝来市

丹波篠山市

24



表 1 NIPPONIAの沿革

図 1 NIPPONIAが大切にする5つの約束 　
2
0
1
9
年
11
月
8
日
、
阪
急
う
め
だ
ホ

ー
ル
に
て
「
第
1
回
N
I
P
P
O
N
I
A
サ

ミ
ッ
ト
　
〜
な
つ
か
し
く
て
、
あ
た
ら
し
い
、

日
本
の
暮
ら
し
を
つ
く
る
〜
」
が
開
催
さ
れ

た
。
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
が
事
務
局
を
務

め
る
N
I
P
P
O
N
I
A
協
会
が
主
催
し
、

東
北
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
2
0
0
人

を
超
え
る
N
I
P
P
O
N
I
A
の
関
係
者
が

集
ま
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
は
、
歴
史
的
建

築
物
の
活
用
を
起
点
に
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
す

る
運
動
で
あ
る
。

　
歴
史
的
建
造
物
を
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
建
物
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
食
、
生
活

文
化
、
伝
統
的
な
産
業
ま
で
再
生
が
波
及
す

る
地
域
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
福
島
県
西
会
津
（
一
般

社
団
法
人
B
O
O
T
）、
山
梨
県
小
菅
（
株

式
会
社
E
D
G
E
）、
岐
阜
県
美
濃
（
み
の

ま
ち
や
株
式
会
社
）、
和
歌
山
県
串
本
（
株

式
会
社
一
樹
の
蔭
）、
熊
本
県
甲
佐
（
一
般

社
団
法
人
パ
レ
ッ
ト
／
株
式
会
社
P
A
L
E

T
T
E
）
の
５
つ
の
地
域
の
代
表
に
よ
る
現

在
進
行
形
の
取
り
組
み
の
紹
介
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
想
い
や
悩
み
、
今

後
の
展
望
を
語
り
あ
っ
た
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い

う
運
動
の
も
と
、
各
地
で
主
体

的
に
活
動
す
る
者
同
士
が
よ
り

絆
を
深
め
た
一
日
と
な
っ
た
。

古
民
家
の
再
生
・
活
用
と
い
う

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
は
、
2
0
0
9
年

篠
山
市
（
現
：
丹
波
篠
山
市
）
の
丸
山
集
落

の
空
き
家
再
生
事
業
に
（
一
社
）
ノ
オ
ト

（
以
下
、
ノ
オ
ト
）
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
時
、
丸
山
集
落
は
12

軒
の
う
ち
7
軒
が
空
き
家
と
い
う
状
況
に
あ

っ
た
。
2
0
0
9
年
に
設
立
さ
れ
た
ノ
オ
ト

が
丸
山
集
落
の
再
生
に
係
わ
り
、
3
棟
3
室

の
宿
泊
施
設
「
古
民
家
の
宿
集
落
丸
山
」
の

開
業
に
至
っ
た
。
当
時
、
ま
だ
珍
し
い
存
在

で
あ
っ
た
古
民
家
を
再
生
し
た
宿
泊
施
設
は

メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
現

在
で
も
安
定
的
に
3
割
の
稼
働
率
を
維
持
し
、

写真5）NIPPONIA 小菅 源流の村

順
調
な
運
営
を
続
け
、
集
落
の
再
生
・
活
性

化
に
大
き
な
効
果
を
生
み
出
し
た
。

2
0
2
0
年
に
は
12
軒
全
て
の
再
生
が
完
了

す
る
計
画
だ
。

　
丸
山
集
落
以
降
も
、
2
0
1
3
年
「
竹
田

城
城
下
町
ホ
テ
ル
E
N
（
旧
木
村
酒
造
場
の

再
生
）」、
2
0
1
4
年
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
豊

岡
1
9
2
5
」
、
2
0
1
5
年
「
大
屋
大
杉

（
養
父
市
、
古
民
家
の
宿
）
」
と
古
民
家
再

生
に
よ
る
宿
泊
施
設
を
次
々
と
手
掛
け
た
。

（
一
社
）ノ
オ
ト
理
事
／（
株
）N
O
T
E
代

表
の
藤
原
岳
史
氏
は
「
当
時
を
振
り
返
る
と
、

一
つ
一
つ
、
丸
山
や
城
下
町
の
古
民
家
を
で

き
る
範
囲
で
少
し
ず
つ
直
し
て
い
た
。
ホ
テ

ル
と
い
う
概
念
よ
り
、
古
い
建
物
も
し
く
は

歴
史
的
資
源
を
観
光
資
源
に
変
え
る
と
い
う

こ
と
に
着
目
し
て
い
た
ス
テ
ー
ジ
」
と
語
る
。

　
一
方
、
篠
山
市
に
お
い
て
は
、
古
民
家
を
再
生

し
た
伝
統
工
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
フ
ェ「
篠
山
ギ

ャ
ラ
リ
ー
K
I
T
A‘
S
」
を
は
じ
め
5
店
舗
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
1
5
年
に
は
「
篠
山
城
下

町
ホ
テ
ル 

N
I
P
P
O
N
I
A
」
が
オ
ー
プ
ン
。

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
た
「
分
散
型

エ
リ
ア
開
発
」
と
し
て
、
町
の
中
に
点
在
す

る
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
な
が
ら
、
古
民
家
が
再

生
さ
れ
た
店
舗
や
町
並
み
を
楽
し
む
ス
タ
イ

ル
の
地
域
再
生
、
町
並
み
再
生
の
ま
ち
づ
く

り
が
生
ま
れ
た
。
分
散
型
ホ
テ
ル
を
起
点
と

し
た
町
全
体
に
広
が
っ
た
面
的
な
開
発
は
、

N
I
P
P
O
N
I
A
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。

古
民
家
再
生
・
活
用
の

事
業
ス
キ
ー
ム
づ
く
り

「
空
き
家
問
題
で
一
番
の
課
題
は
、
再
生
す

る
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
、
空
き
家
が
生
ま
れ
る

ス
ピ
ー
ド
の
方
が
早
い

点
に
あ
る
」
と
藤
原
氏

は
指
摘
す
る
。
ノ
オ
ト

は
空
き
家
再
生
・
活
用

に
取
り
組
む
う
ち
に
、

こ
う
し
た
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
。

　
現
在
、
日
本
に
は

1
5
0
万
棟
ほ
ど
の
歴

史
的
な
古
民
家
、
戦
前

の
建
物
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
全
て
が
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
に
再
生
・
活
用
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、

仮
に
2
割
ほ
ど
が
活
用

で
き
る
と
す
る
と
、
30
万
棟
の
再
生
・
活
用

が
必
要
で
あ
り
、
空
き
家
に
な
っ
て
取
り
壊

さ
れ
る
前
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
ノ
オ
ト
は
兵

庫
県
内
で
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
な

展
開
を
模
索
し
は
じ
め
る
。

　
ノ
オ
ト
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
古
民
家

の
改
修
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
調
達
や
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
と
い
っ
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ェ
ア
す

る
。
そ
れ
を
基
に
様
々
な
地
域
で
そ
の
地
域

に
合
っ
た
事
業
ス
キ
ー
ム
を
つ
く
る
。

　
つ
ま
り
古
民
家
再
生
の
全
国
的
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
30
万
棟

の
古
民
家
の
再
生
・
活
用
を
進
め
よ
う
と
い

う
構
想
で
あ
る
。

基
本
的
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
人
、
金
、

モ
ノ
に
つ
い
て
の
ス
キ
ー
ム
の
構
築

　
人
の
面
で
は
プ
ロ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
向

上
と
事
業
体
制
を
構
築
。
資
金
調
達
に
つ
い

て
は
フ
ァ
ン
ド
や
地
元
金
融
機
関
と
の
連
携
、

あ
る
い
は
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
す

る
等
の
雛
形
が
で
き
た
。
古
民
家
を
単
体
で

再
生
す
る
の
で
は
な
く
、
2
棟
、
3
棟
と
面

的
に
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
パ
ク

ト
を
高
め
、
か
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ス
ト
を

抑
え
る
手
法
も
生
み
出
し
た
。

を
冠
す
る
宿
泊
施
設
が
全
国
に
展
開
し
、
現

在
予
定
を
含
め
て
15
地
域
が
N
I
P
P
O
N

I
A
の
運
動
に
加
わ
っ
て
い
る
（
表
1
）
。

「
N
I
P
P
O
N
I
A
」
と
い
う
運
動
は
、

「
1
泊
か
ら
一
生
ま
で
」
を
形
に
す
る
も

の
」
と
（
一
社
）
ノ
オ
ト
代
表
の
伊
藤
清
花

氏
は
語
る
。

　
古
民
家
の
再
生
と
い
う
「
点
」
を
複
数
の

再
生
に
よ
っ
て
「
線
、
面
」
と
し
て
開
発
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
事
業
ス
キ
ー

ム
化
す
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
地
域
の
暮

ら
し
、
文
化
を
し
っ
か
り
体
験
で
き
る
場
所

で
あ
り
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
人
が
、
客
室

を
気
に
入
り
、
地
域
を
気
に
入
っ
て
、
住
み

た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
形
を
広

げ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
に
と
っ
て
も
観
光

客
に
と
っ
て
も
、
付
加
価
値
の
高
い
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
と
い
う
。

　
現
在
、
古
民
家
再
生
の
事
業
は
拡
大
し
、

様
々
な
事
業
者
も
現
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

事
業
者
と
の
違
い
、「
N
I
P
P
O
N
I
A
」

の
価
値
を
、
伊
藤
氏
は
「
郷
に
い
る
こ
と
」

と
表
現
す
る
。

　
空
き
家
の
あ
る
ま
ち
・
集
落
と
い
う
現
場

（
郷
）に
立
ち
、
地
域
の
方
と
と
も
に
現
実
を

受
け
止
め
、
そ
の

現
場
で
思
考
し
、

そ
の
現
場
で
活
動

す
る
こ
と
が
、
N

I
P
P
O
N
I
A

な
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
姿
勢
を
よ

り
明
確
化
し
、
土

地
、
人
、
建
造
物
、

文
化
、
経
済
に
対

す
る
活
動
の
基
準

と
し
て
掲
げ
た
の

が
「
N
I
P
P
O

N
I
A
が
大
切
に
す
る
５
つ
の
約
束
」
で
あ

る
（
図
1
）。

　
株
式
会
社
N
O
T
E
／
一
般
社
団
法
人
ノ

オ
ト
は
、
こ
う
し
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

明
確
な
民
と
公
の
役
割
分
担
と
い
う
体
制
に

よ
っ
て
、
全
国
に
N
I
P
P
O
N
I
A
を
広

め
、
歴
史
的
な
資
源
に
あ
ら
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

取
材
・
文
：
中
野
文
彦

　
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
を
全
国
に
展
開
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
増
え
続
け
る
空
き
家
の
ス

ピ
ー
ド
に
再
生
・
活
用
の
ス
ピ
ー
ド
が
追
い

つ
く
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

古
民
家
再
生
の
加
速
・
展
開

　
2
0
1
6
年
は
大
き
な
転
換
の
年
と
な
っ

た
。
政
府
に
よ
る「
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、「
文
化
財
を

「
保
存
優
先
」
か
ら
観
光
客
目
線
で
の
「
理

解
促
進
」、
そ
し
て
「
活
用
」へ
」
と
い
う
文

化
財
行
政
の
大
き
な
方
向
転
換
が
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

「
古
民
家
の
再
生
に
よ
っ
て
人
の
交
流
が
生

ま
れ
、
耕
作
放
棄
地
も
減
り
、
I
タ
ー
ン
U

タ
ー
ン
も
現
れ
た
。
様
々
な
社
会
課
題
が
一

つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
解
決
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
オ
ト
の
取
り
組

み
も
大
き
く
注
目
さ
れ
、
ノ
オ
ト
な
ど
民
間

事
業
者
を
含
め
た
「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し

た
観
光
ま
ち
づ
く
り
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
が

組
成
さ
れ
、
国
の
政
策
と
し
て
古
民
家
の
再

生
・
活
用
の
動
き
が
全
国
的
に
大
き
く
広
が

り
は
じ
め
た
。
旅
館
業
法
の
改
正
に
よ
る
分

散
型
ホ
テ
ル
が
ど
の
地
域
で
も
可
能
と
な
り
、

文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
る
指
定
文
化
財

の
活
用
も
可
能
と
な
る
等
、
制
度
面
の
整
備

も
進
め
ら
れ
た
。

●
兵
庫
県
豊
岡
市
、養
父
市
、朝
来
市
、丹
波
篠
山
市
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
間
延
入
込
客
数
…
…
…
…

年
間
延
宿
泊
客
数
…
…
…
…

※
出
典
：
平
成
29
年
度
兵
庫
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告
書

17
万
5
8
4
0
人（
2
0
1
9
年
1
月
現
在
）

1
9
0
1
k㎡

9
9
9
万
人

1
6
1
万
人
泊

●
株
式
会
社
N
O
T
E
の
概
要

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

資
本
金
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

代
表
取
締
役
社
長 

藤
原
岳
史

1
億
3
4
0
0
万（
資
本
準
備
金
含
む
）

2
0
1
6
年
5
月

〒
6
6
9
|

2
3
2
3 

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
立
町
1
9
0
|

6

〈
取
材
協
力
〉
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト 

代
表
理
事
・
伊
藤
清
花 

氏

株
式
会
社 

N
O
T
E 
代
表
取
締
役
・
藤
原
岳
史 

氏

一般社団法人ノオト 設立
集落丸山・ひわの蔵（丹波篠山市） オープン
篠山ギャラリーKITA’S（丹波篠山市） オープン
竹田城 城下町 ホテルEN（朝来市） オープン
オーベルジュ豊岡1925（豊岡市） オープン
大屋大杉（養父市） オープン
篠山城下町ホテル NIPPONIA（丹波篠山市） オープン
株式会社NOTE 設立
佐原商家町ホテル NIPPONIA（千葉県香取市）オープン
NIPPONIA大学 開校
福住宿場町ホテル NIPPONIA（丹波篠山市）オープン
NIPPONIA HOTEL 奈良 ならまち（奈良県奈良市）オープン
NIPPONIA HOTEL熊野海道串本（和歌山県串本町）オープン
NIPPONIA HOTEL 美濃商家町（岐阜県美濃市）オープン
NIPPONIA HOTEL 竹原 製塩町（広島県竹原市）オープン
NIPPONIA 楢山集落（福島県西会津町）オープン
NIPPONIA 小菅 源流の村（山梨県小菅村）オープン
NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道
Operated by KIRINJI（和歌山県九度山町）オープン
NIPPONIA 出雲平田 木綿街道オープン
NIPPONIA 甲佐（仮）（熊本県甲佐町）オープン予定

2009年

2010年
2013年
2014年
2015年

2016年
2018年

2019年

2020年

2月
10月
3月

11月
4月

10月
10月
3月
4月
9月

10月
11月
7月
7月
8月
9月
9月

11月

12月
7月

年月 内容

出典：NIPPONIAホームページ「ノオトの歩み」を基に一部筆者加筆

　
ノ
オ
ト
は
、
古
民
家
が
継
承
さ
れ
て
い
く

た
め
に
、
古
民
家
を
活
用
し
て
収
益
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
構
造
に
転
換
す
る
こ
と
、
そ

の
方
法
を
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
る
こ

と
に
、
非
営
利
法
人
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
「
公
益
」
と
し

て
捉
え
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
自

身
の
収
益
に
も
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
担
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
ノ
オ
ト
は
非
営
利
法
人
で
あ
り
、

公
益
性
の
高
い
事
業
に
制
約
さ
れ
る
。
ま
た
、

収
益
事
業
に
全
面
的
に
注
力
す
る
こ
と
、
全

社
団
法
人
と

株
式
会
社
の
役
割
分
担

3

N
I
P
P
O
N
I
A
の

理
念
を
全
国
に

4

※
ⅰ

出
典
：
観
光
D
M
O
の
設
計
・
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
（
2
0
1
7
年
、
政
策
投
資
銀
行
地
域
企
画
部
）

※
ⅰ 国

的
な
事
業
展
開
も
難
し
い
面
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ノ
オ
ト
は
、「
株
式
会
社
N
O
T

E
」
を
2
0
1
6
年
3
月
に
設
立
す
る
。
古

民
家
・
集
落
再
生
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
株
式

会
社
と
し
て
強
力
に
推
進
す
る
体
制
を
整
え

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
調
達
面
で
フ
ァ
ン
ド

等
か
ら
の
出
資
を
受
け
入
れ
る
フ
レ
ー
ム
を

構
築
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
逆
に
、「
一
般

社
団
法
人
ノ
オ
ト
」
は
、
調
査
研
究
や
普
及
、

人
材
育
成
等
の
非
営
利
的
な
活
動
に
注
力
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
、
非
営
利
法
人
と
営
利
法
人
を
組

み
合
わ
せ
た
体
制
は
、
金
融
機
関
か
ら
も

「
無
理
に
一
つ
の
法
人
に
D
M
O
の
公
的
な

面
と
民
的
な
面
を
詰
め
込
も
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
即
し
た
最
適

な
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
る 

」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
N
I
P
P
O
N
I
A

写真3）
NIPPONIA HOTEL
串本 熊野海道

事例にみる株式会社型DMO2

図 1 NIPPONIAが大切にする5つの約束 再
生
に
よ
っ
て
「
線
、
面
」
と
し
て
開
発
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
事
業
ス
キ
ー

ム
化
す
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
地
域
の
暮

と
表
現
す
る
。

　
空
き
家
の
あ
る
ま
ち
・
集
落
と
い
う
現
場

（
郷
）に
立
ち
、
地
域
の
方
と
と
も
に
現
実
を

受
け
止
め
、
そ
の

現
場
で
思
考
し
、

そ
の
現
場
で
活
動

す
る
こ
と
が
、
N

I
P
P
O
N
I
A

な
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
姿
勢
を
よ

り
明
確
化
し
、
土

地
、
人
、
建
造
物
、

文
化
、
経
済
に
対

す
る
活
動
の
基
準

と
し
て
掲
げ
た
の

が
「
N
I
P
P
O

●
兵
庫
県
豊
岡
市
、養
父
市
、朝
来
市
、丹
波
篠
山
市
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
間
延
入
込
客
数
…
…
…
…

年
間
延
宿
泊
客
数
…
…
…
…

※
出
典
：
平

●
株
式
会
社
N
O
T
E
の
概
要

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

資
本
金
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
取
材
協
力
〉

※
ⅰ

事例にみる株式会社型DMO2

中国道

山陽道

大阪

★

★

★
★

養父市
豊岡市

朝来市

丹波篠山市
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「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
尾
道
水
道
沿
い
の
海
運
倉
庫
を

再
生
し
た
施
設
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
尾
道
駅
西

側
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
観
光
客
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ほ
か
、
地
元
客
の
利
用
も

多
い
。
こ
の
施
設
を
手
掛
け
た
の
が
、
株
式

会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち
（
以

下
D
L
せ
と
う
ち
）
で
あ
る
。
2
0
1
2
年

に
設
立
さ
れ
、
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」の
ほ
か
、「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

や
、「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
手
掛
け
て
き
た
。
2
0
1
9

年
3
月
に
事
業
再
編
を
行
い
、
現
在
は
宿

泊
・
飲
食
事
業
の
運
営
を
別
会
社
が
担
っ
て

い
る
。
観
光
庁
の
D
M
O
候
補
法
人
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
本
登
録
を
進
め
る
予
定
だ
。

　
尾
道
は
、
年
間
約
3
5
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
る
古
く
か
ら
の
観
光
地
で
、
数
々
の

日
本
映
画
の
舞
台
と
も
な

っ
て
い
る
。
特
に
山
手
地

区
が
美
し
く
、
千
光
寺
な

ど
の
寺
社
や
別
荘
、
狭
い

路
地
と
階
段
、
そ
こ
か
ら

眺
め
る
尾
道
の
街
や
瀬
戸

内
海
の
島
々
が
独
特
の
景

観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
水
運
や
造
船
を
中
心
に
栄
え
た
商

都
で
も
あ
り
、
1
キ
ロ
以
上
続
く
大
き
な
商

店
街
を
有
し
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
代
表
の
出
原
昌
直
氏
は
隣

の
福
山
市
出
身
で
、
商
社
に
勤
務
し
た
後
、

写真3）せとうち湊のやど「島居邸 洋館」の外観。
山手地区の坂の途中にある（photo:Tetsuya Ito）

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト

向
け
に
は
ほ
か
に
も
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー

「
G
I
A
N
T
」
の
シ
ョ
ッ
プ
や
、
自
転
車

に
乗
っ
た
ま
ま
コ
ー
ヒ
ー
が
買
え
る
サ
イ
ク

ル
ス
ル
ー
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
し
ま
な
み
海

道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
訪

日
外
国
人
に
よ
る
利
用
も
目
立
つ
。
一
方
で
、

カ
フ
ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は

地
元
客
も
多
い
。
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
観
光
客

向
け
に
セ
レ
ク
ト
し
た
瀬
戸
内
の
良
品
に
加

え
て
、
地
元
客
向
け
に
、
東
京
や
大
阪
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
商
品
も
揃
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し
な
が

ら
、
次
々
と
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
て
き

た
。
2
0
1
3
年
に
は
「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
備
後
地
方
で
作

ら
れ
た
デ
ニ
ム
を
、
尾
道
で
働
く
人
々
が
1

年
間
穿
き
こ
む
こ
と
で
ユ
ー
ズ
ド
デ
ニ
ム
に

仕
上
げ
る
も
の
で
、
農
家
や
漁
師
、
職
人
、

保
育
士
、
住
職
な
ど
様
々
な
職
業
の
方
が
穿

き
手
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
備
後
は
古
く

か
ら
藍
染
め
産
業
の
盛
ん
な
地
域
で
、
国
内

デ
ニ
ム
の
8
割
以
上
を
占
め
る
一
大
産
地
だ
。

こ
の
デ
ニ
ム
に
、
1
本
1
本
の
個
性
と
、
尾

道
で
育
て
た
プ
レ
ミ
ア
ム
感
と
い
う
新
た
な

付
加
価
値
を
つ
け
た
。
2
0
1
4
年
に
は
尾

道
本
通
り
商
店
街
に
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
開
業
し
て
い
る
。
県
外
や
海
外
か
ら
も
買

い
に
訪
れ
る
人
が
み
ら
れ
、
高
単
価
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
1
日

に
1
〜
2
本
が
売
れ
て

い
る
と
い
う
。
同
じ
く

2
0
1
3
年
に
は
、
鞆

の
浦
の
古
い
商
家
を
鯛

味
噌
屋
の
店
舗
と
し
て

蘇
ら
せ
た「
鞆
肥
後
屋
」

も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
に
は
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」を
オ
ー

プ
ン
。
O
N
O
M
I
C

H
I 

U
2
と
同
様
、

尾
道
水
道
沿
い
の
倉
庫

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
も
の
で
、
海
を
挟
ん

だ
向
島
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
広
々
と
し
た

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
特

徴
だ
。
倉
庫
は
、
市
所

有
の
資
料
保
管
庫
だ
っ

た
建
物
で
、
公
募
の
結

果
D
L
せ
と
う
ち
に
よ
る
提
案
に
決
ま
っ

た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
費
に
は
県

と
市
の
補
助
が
入
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
に
は
、
尾
道
市
内
の
工
房

で
組
み
立
て
と
塗
装
を
行
っ
て
い
る
〝
ち

ょ
っ
と
い
い
自
転
車
〞「
B
E
T
T
E
R 

B
I
C
Y
C
L
E
S
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
。
商
店
街
に
店
舗
を
構
え
、
自
転

車
の
販
売
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
2
0
1
8
年
に
は
、
山
手
地
区
の

ア
パ
ー
ト
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
複
合
宿

泊
施
設
「
L
O
G
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
イ

ン
ド
の
建
築
集
団
「
ス
タ
ジ
オ
・
ム
ン
バ

イ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
お
り
、
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
内
装
と

庭
が
特
徴
だ
。
宿
泊
機
能
の
ほ
か
、
散
策
客

が
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
や
シ
ョ

ッ
プ
を
備
え
る
。

　
2
0
1
9
年
に
は
尾
道
駅
の
新
駅
舎
が
開

地
元
で
繊
維
業
を
営
む
会
社
を
起
こ
し
た
。

U
タ
ー
ン
後
、
地
域
を
支
え
て
き
た
重
厚
長

大
型
産
業
の
雇
用
が
海
外
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
、
地
域
の
雇
用
を

守
る
た
め
の
新
た
な
事
業
を
起
こ
す
決
意
を

す
る
。
そ
し
て
2
0
1
2
年
6
月
に
、
地
元

の
有
志
と
「
5
年
間
で
1
0
0
0
人
の
雇
用

を
創
出
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ

て
D
L
せ
と
う
ち
を
設
立
し
た
。
尾
道
の
特

徴
で
あ
る
、
別
荘
や
古
民
家
の
あ
る
景
観
、

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
出
発
地
と

い
う
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

「
建
築
と
観
光
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
柱
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ず
手
掛
け
た
の
が
山
手
地
区
の
古
民
家

を
改
修
し
た
滞
在
施
設
「
せ
と
う
ち 

湊
の

や
ど
」
で
あ
っ
た
。
擬
洋
風
建
築
の
「
島
居

邸 

洋
館
」
と
日
本
家
屋
「
出
雲
屋
敷
」
の

2
軒
か
ら
成
る
。
山
手
地
区
の
狭
い
路
地
や

階
段
は
、
尾
道
ら
し
い
景
観
を
生
み
出
し
て

い
る
一
方
、
建
物
の
補
修
や
建
て
替
え
を
困

難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
生
活
を

す
る
上
で
の
不
便
さ
と
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
空
き
家
が
増
加
し
、
景
観
を
い
か
に
維
持

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

古
い
建
物
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
施
す
こ
と
で
「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

と
し
て
蘇
ら
せ
た
。
当
初
は
こ
う
し
た
古
民

家
の
改
修
事
業
を
5
〜
10
軒
ほ
ど
行
い
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
新
し
い
事
業
に
取
り
掛
か
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

　
し
か
し
古
民
家
2
軒
を
改
修
し
た
段
階
で

転
機
が
訪
れ
た
。
港
湾
エ
リ
ア
再
開
発
構
想

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
県
営
上
屋
２
号
」
活

用
案
の
公
募
が
始
ま
っ
た
。「
県
営
上
屋
２

号
」
は
築
70
年
に
達
す
る
広
島
県
所
有
の
海

運
倉
庫
で
、
改
修
案
と
し
て
「
建
築
と
観
光

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
併
せ
た
O
N
O
M
I

C
H
I 

U
2
を
提
案
す
る
こ
と
で
採
用
に

至
っ
た
。
事
業
費
は
、
民
間
企
業
や
民
都
機

構
か
ら
の
出
資
と
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
よ
り
確
保
し
た
。

　
2
0
1
4
年
の
オ
ー
プ
ン
以
降
活
況
が
続

い
て
い
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
宿
泊
施
設
「
H
O
T
E
L 

C
Y
C
L
E
」

は
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

全
室
で
愛
車
を
室
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
自
転
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で

組
織
形
態
と
し
て
株
式
会
社
を
選
択
し
た
。

　
会
社
の
設
立
か
ら
約
7
年
の
間
に
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
始
め
か
ら
事
業

計
画
や
採
算
性
の
見
通
し
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
地
域
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
の
都
度
展
開
し
て

き
た
。
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
、
古
民
家
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
事
業
の
方
針

か
ら
、
た
ま
た
ま
海
運
倉
庫
活
用
の
公
募
が

始
ま
っ
た
た
め
、
U
2
事
業
へ
と
方
針
転
換

を
図
っ
た
。
会
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
で
、
公
募
開
始
か
ら
た
っ
た
1
年
と

い
う
短
い
期
間
で
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

当
時
は
公
共
の
施
設
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
こ
と
や
、
自
転
車
と
組
み
合
わ
せ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
が
新
し
く
、
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。
更
に
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
O

N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
や
尾
道
駅

舎
事
業
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地
域
づ
く

り
と
い
え
ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
に
囚
わ
れ

過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
柔

軟
に
方
針
転
換
を
図
る
こ
と
や
、
機
敏
に
動

け
る
体
制
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
尾
道
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

も
「
い
い
も
の
が
で
き
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

当
初
は
、
D
L
せ
と
う
ち
の
理
念
や
目
的
に

つ
い
て
な
か
な
か
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
出
原
氏
を
は
じ
め
、
組
織
を
立

ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
は
隣
の
福
山
市
出
身
者

が
多
か
っ
た
た
め
、
尾
道
の
住
民
か
ら
は
、

儲
け
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
〝
よ
そ
者
〞
と

思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
が
完
成
し

て
か
ら
は
、
徐
々
に
地
域
の
人
か
ら
も
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
地
域
の

人
か
ら
も
〝
い
い
〞
と
思
っ
て
も
ら
え
る
場

を
つ
く
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
地
域
で
信
頼

を
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
実
績
の
積
み

重
ね
が
必
要
だ
。

　
出
原
氏
に
よ
る
と
、
観
光
客
目
当
て
で
作

っ
た
も
の
よ
り
も
、
地
域
向
け
に
作
っ
た
も

の
の
ほ
う
が
地
元
客
で
賑
わ
い
、
結
果
的
に

観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
言
う
。

例
え
ば
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
特
に
ラ
ン
チ
を
中
心
に
地

元
客
で
賑
わ
う
。
シ
ョ
ッ
プ
も
、
地
元
客
向

け
の
商
品
を
併
せ
て
取
り
揃
え
て
い
る
。
少

し
値
段
が
高
く
て
も
美
味
し
い
食
事
を
楽
し

め
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
地
方
に
少
な

い
。
む
し
ろ
大
都
市
に
し
か
な
い
よ
う
な
場

を
地
域
の
人
は
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
上
手
く

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
は
、「
建
築
と
観
光
と
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
、
地

域
の
雇
用
を
つ
く
り
な
が
ら
〝
自
分
た
ち
の

住
み
た
い
街
〞
に
す
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。

収
益
を
確
保
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
な

る
事
業
を
展
開
し
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
並

大
抵
の
難
し
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
出
原

氏
は
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
よ
」
と
語
っ
て
い
た
。
D
L

せ
と
う
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

取
材
・
文
：
川
村
竜
之
介

業
し
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
ド
ミ
ト
リ
ー
タ
イ

プ
の
宿
「
m
3 

H
O
S
T
E
L
」
や
「
カ

フ
ェ
&
グ
リ
ル 

N
E
O
」、
シ
ョ
ッ
プ
「
お

の
ま
る
商
店
」、「
食
堂
ミ
チ
」
が
入
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
特
に
宿
泊
・
飲
食
事
業
を
中

心
に
事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

株
式
会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち

〝
自
分
た
ち
の
住
み
た
い
街
〞を

つ
く
る
会
社

　
そ
こ
で
2
0
1
9
年
4
月
に
、
組
織
と
事

業
の
再
編
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
せ
と

う
ち 

湊
の
や
ど
」「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」「
L
O
G
」「
尾
道
駅
舎
事
業
」
を
別

O
N
O
M
I
C
H
I

U
2
の
誕
生

2

建
築
と
観
光
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
街
に

1会
社
に
引
継
ぎ
、
宿
泊
・
飲
食
事
業
の
運
営

管
理
体
制
を
一
本
化
し
た
。

　
そ
の
た
め
現
在
、
D
L
せ
と
う
ち
が
直
接

担
っ
て
い
る
事
業
は
、「
O
N
O
M
I
C
H

I 

S
H
A
R
E
」「
B
E
T
T
E
R 

B
I

C
Y
C
L
E
S
」「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
鞆 

肥
後
屋
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
う

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
出
原
氏
は
す
で
に
次
の
戦
略
を
立
て

て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
10
月
に
、
株
式
会
社
N
O
T

E
と
共
同
で
「
株
式
会
社h

ito
h
i

」
を
立
ち

上
げ
た
。
鞆
の
浦
を
中
心
に
古
民
家
を
再
生

し
、
宿
泊
事
業
を
手
掛
け
る
ほ
か
、
飲
食
や

物
販
な
ど
の
事
業
者
を
誘
致
す
る
。
第
1
弾

と
し
て
、
2
0
2
0
年
に
宿
泊
施
設
が
開
業

予
定
だ
。
目
的
は
古
民
家
の
再
生
と
活
用
に

よ
り
街
並
み
を
守
る
こ
と
と
、
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
機
能
を
街
に
組
み
込
む
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
古
民
家
再
生
と
事
業
誘
致

に
注
力
し
、
宿
泊
施
設
の
運
営
は
別
会
社
に

任
せ
る
方
針
だ
。

　
設
立
時
か
ら
、
組
織
の
目
標
は
地
域
の
た

め
に
雇
用
を
生
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
益
の

追
求
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
初
は
組
織
形
態
を
N
P
O
と
す
る
案
も
考

え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
地
域
が
良
く
な

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
自
分
た

ち
だ
け
で
で
き
る
範
囲
の
こ
と
で
は
な
く
、

金
融
機
関
か
ら
借
入
を
し
て
で
も
実
現
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
と
れ
る
よ
う
、

写真1）
千光寺からの尾道水道
と尾道の街並みの眺望

写真2）
「ONOMICHI U2」。旧倉
庫の建物は広島県の管理。
尾道水道に面したウッド
デッキや公園は尾道市、
尾道観光協会がイベント
等を催す交流の場にもな
り、ONOMICHI U2と一体
的な活用がなされている

写真4）「HOTEL CYCLE」の客室。
サイクルハンガーを備える（photo:Tetsuya Ito） 
写真5）「ONOMICHI U2」内の「GIANT STORE」

し
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い
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「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
尾
道
水
道
沿
い
の
海
運
倉
庫
を

再
生
し
た
施
設
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
尾
道
駅
西

側
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
観
光
客
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ほ
か
、
地
元
客
の
利
用
も

多
い
。
こ
の
施
設
を
手
掛
け
た
の
が
、
株
式

会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち
（
以

下
D
L
せ
と
う
ち
）
で
あ
る
。
2
0
1
2
年

に
設
立
さ
れ
、
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」の
ほ
か
、「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

や
、「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
手
掛
け
て
き
た
。
2
0
1
9

年
3
月
に
事
業
再
編
を
行
い
、
現
在
は
宿

泊
・
飲
食
事
業
の
運
営
を
別
会
社
が
担
っ
て

い
る
。
観
光
庁
の
D
M
O
候
補
法
人
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
本
登
録
を
進
め
る
予
定
だ
。

　
尾
道
は
、
年
間
約
3
5
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
る
古
く
か
ら
の
観
光
地
で
、
数
々
の

日
本
映
画
の
舞
台
と
も
な

っ
て
い
る
。
特
に
山
手
地

区
が
美
し
く
、
千
光
寺
な

ど
の
寺
社
や
別
荘
、
狭
い

路
地
と
階
段
、
そ
こ
か
ら

眺
め
る
尾
道
の
街
や
瀬
戸

内
海
の
島
々
が
独
特
の
景

観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
水
運
や
造
船
を
中
心
に
栄
え
た
商

都
で
も
あ
り
、
1
キ
ロ
以
上
続
く
大
き
な
商

店
街
を
有
し
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
代
表
の
出
原
昌
直
氏
は
隣

の
福
山
市
出
身
で
、
商
社
に
勤
務
し
た
後
、

写真3）せとうち湊のやど「島居邸 洋館」の外観。
山手地区の坂の途中にある（photo:Tetsuya Ito）

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト

向
け
に
は
ほ
か
に
も
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー

「
G
I
A
N
T
」
の
シ
ョ
ッ
プ
や
、
自
転
車

に
乗
っ
た
ま
ま
コ
ー
ヒ
ー
が
買
え
る
サ
イ
ク

ル
ス
ル
ー
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
し
ま
な
み
海

道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
訪

日
外
国
人
に
よ
る
利
用
も
目
立
つ
。
一
方
で
、

カ
フ
ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は

地
元
客
も
多
い
。
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
観
光
客

向
け
に
セ
レ
ク
ト
し
た
瀬
戸
内
の
良
品
に
加

え
て
、
地
元
客
向
け
に
、
東
京
や
大
阪
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
商
品
も
揃
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し
な
が

ら
、
次
々
と
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
て
き

た
。
2
0
1
3
年
に
は
「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
備
後
地
方
で
作

ら
れ
た
デ
ニ
ム
を
、
尾
道
で
働
く
人
々
が
1

年
間
穿
き
こ
む
こ
と
で
ユ
ー
ズ
ド
デ
ニ
ム
に

仕
上
げ
る
も
の
で
、
農
家
や
漁
師
、
職
人
、

保
育
士
、
住
職
な
ど
様
々
な
職
業
の
方
が
穿

き
手
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
備
後
は
古
く

か
ら
藍
染
め
産
業
の
盛
ん
な
地
域
で
、
国
内

デ
ニ
ム
の
8
割
以
上
を
占
め
る
一
大
産
地
だ
。

こ
の
デ
ニ
ム
に
、
1
本
1
本
の
個
性
と
、
尾

道
で
育
て
た
プ
レ
ミ
ア
ム
感
と
い
う
新
た
な

付
加
価
値
を
つ
け
た
。
2
0
1
4
年
に
は
尾

道
本
通
り
商
店
街
に
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
開
業
し
て
い
る
。
県
外
や
海
外
か
ら
も
買

い
に
訪
れ
る
人
が
み
ら
れ
、
高
単
価
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
1
日

に
1
〜
2
本
が
売
れ
て

い
る
と
い
う
。
同
じ
く

2
0
1
3
年
に
は
、
鞆

の
浦
の
古
い
商
家
を
鯛

味
噌
屋
の
店
舗
と
し
て

蘇
ら
せ
た「
鞆
肥
後
屋
」

も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
に
は
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」を
オ
ー

プ
ン
。
O
N
O
M
I
C

H
I 

U
2
と
同
様
、

尾
道
水
道
沿
い
の
倉
庫

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
も
の
で
、
海
を
挟
ん

だ
向
島
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
広
々
と
し
た

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
特

徴
だ
。
倉
庫
は
、
市
所

有
の
資
料
保
管
庫
だ
っ

た
建
物
で
、
公
募
の
結

果
D
L
せ
と
う
ち
に
よ
る
提
案
に
決
ま
っ

た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
費
に
は
県

と
市
の
補
助
が
入
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
に
は
、
尾
道
市
内
の
工
房

で
組
み
立
て
と
塗
装
を
行
っ
て
い
る
〝
ち

ょ
っ
と
い
い
自
転
車
〞「
B
E
T
T
E
R 

B
I
C
Y
C
L
E
S
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
。
商
店
街
に
店
舗
を
構
え
、
自
転

車
の
販
売
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
2
0
1
8
年
に
は
、
山
手
地
区
の

ア
パ
ー
ト
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
複
合
宿

泊
施
設
「
L
O
G
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
イ

ン
ド
の
建
築
集
団
「
ス
タ
ジ
オ
・
ム
ン
バ

イ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
お
り
、
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
内
装
と

庭
が
特
徴
だ
。
宿
泊
機
能
の
ほ
か
、
散
策
客

が
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
や
シ
ョ

ッ
プ
を
備
え
る
。

　
2
0
1
9
年
に
は
尾
道
駅
の
新
駅
舎
が
開

地
元
で
繊
維
業
を
営
む
会
社
を
起
こ
し
た
。

U
タ
ー
ン
後
、
地
域
を
支
え
て
き
た
重
厚
長

大
型
産
業
の
雇
用
が
海
外
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
、
地
域
の
雇
用
を

守
る
た
め
の
新
た
な
事
業
を
起
こ
す
決
意
を

す
る
。
そ
し
て
2
0
1
2
年
6
月
に
、
地
元

の
有
志
と
「
5
年
間
で
1
0
0
0
人
の
雇
用

を
創
出
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ

て
D
L
せ
と
う
ち
を
設
立
し
た
。
尾
道
の
特

徴
で
あ
る
、
別
荘
や
古
民
家
の
あ
る
景
観
、

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
出
発
地
と

い
う
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

「
建
築
と
観
光
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
柱
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ず
手
掛
け
た
の
が
山
手
地
区
の
古
民
家

を
改
修
し
た
滞
在
施
設
「
せ
と
う
ち 

湊
の

や
ど
」
で
あ
っ
た
。
擬
洋
風
建
築
の
「
島
居

邸 

洋
館
」
と
日
本
家
屋
「
出
雲
屋
敷
」
の

2
軒
か
ら
成
る
。
山
手
地
区
の
狭
い
路
地
や

階
段
は
、
尾
道
ら
し
い
景
観
を
生
み
出
し
て

い
る
一
方
、
建
物
の
補
修
や
建
て
替
え
を
困

難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
生
活
を

す
る
上
で
の
不
便
さ
と
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
空
き
家
が
増
加
し
、
景
観
を
い
か
に
維
持

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

古
い
建
物
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
施
す
こ
と
で
「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

と
し
て
蘇
ら
せ
た
。
当
初
は
こ
う
し
た
古
民

家
の
改
修
事
業
を
5
〜
10
軒
ほ
ど
行
い
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
新
し
い
事
業
に
取
り
掛
か
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

　
し
か
し
古
民
家
2
軒
を
改
修
し
た
段
階
で

転
機
が
訪
れ
た
。
港
湾
エ
リ
ア
再
開
発
構
想

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
県
営
上
屋
２
号
」
活

用
案
の
公
募
が
始
ま
っ
た
。「
県
営
上
屋
２

号
」
は
築
70
年
に
達
す
る
広
島
県
所
有
の
海

運
倉
庫
で
、
改
修
案
と
し
て
「
建
築
と
観
光

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
併
せ
た
O
N
O
M
I

C
H
I 

U
2
を
提
案
す
る
こ
と
で
採
用
に

至
っ
た
。
事
業
費
は
、
民
間
企
業
や
民
都
機

構
か
ら
の
出
資
と
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
よ
り
確
保
し
た
。

　
2
0
1
4
年
の
オ
ー
プ
ン
以
降
活
況
が
続

い
て
い
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
宿
泊
施
設
「
H
O
T
E
L 

C
Y
C
L
E
」

は
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

全
室
で
愛
車
を
室
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
自
転
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で

組
織
形
態
と
し
て
株
式
会
社
を
選
択
し
た
。

　
会
社
の
設
立
か
ら
約
7
年
の
間
に
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
始
め
か
ら
事
業

計
画
や
採
算
性
の
見
通
し
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
地
域
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
の
都
度
展
開
し
て

き
た
。
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
、
古
民
家
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
事
業
の
方
針

か
ら
、
た
ま
た
ま
海
運
倉
庫
活
用
の
公
募
が

始
ま
っ
た
た
め
、
U
2
事
業
へ
と
方
針
転
換

を
図
っ
た
。
会
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
で
、
公
募
開
始
か
ら
た
っ
た
1
年
と

い
う
短
い
期
間
で
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

当
時
は
公
共
の
施
設
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
こ
と
や
、
自
転
車
と
組
み
合
わ
せ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
が
新
し
く
、
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。
更
に
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
O

N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
や
尾
道
駅

舎
事
業
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地
域
づ
く

り
と
い
え
ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
に
囚
わ
れ

過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
柔

軟
に
方
針
転
換
を
図
る
こ
と
や
、
機
敏
に
動

け
る
体
制
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
尾
道
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

も
「
い
い
も
の
が
で
き
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

当
初
は
、
D
L
せ
と
う
ち
の
理
念
や
目
的
に

つ
い
て
な
か
な
か
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
出
原
氏
を
は
じ
め
、
組
織
を
立

ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
は
隣
の
福
山
市
出
身
者

が
多
か
っ
た
た
め
、
尾
道
の
住
民
か
ら
は
、

儲
け
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
〝
よ
そ
者
〞
と

思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
が
完
成
し

て
か
ら
は
、
徐
々
に
地
域
の
人
か
ら
も
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
地
域
の

人
か
ら
も
〝
い
い
〞
と
思
っ
て
も
ら
え
る
場

を
つ
く
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
地
域
で
信
頼

を
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
実
績
の
積
み

重
ね
が
必
要
だ
。

　
出
原
氏
に
よ
る
と
、
観
光
客
目
当
て
で
作

っ
た
も
の
よ
り
も
、
地
域
向
け
に
作
っ
た
も

の
の
ほ
う
が
地
元
客
で
賑
わ
い
、
結
果
的
に

観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
言
う
。

例
え
ば
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
特
に
ラ
ン
チ
を
中
心
に
地

元
客
で
賑
わ
う
。
シ
ョ
ッ
プ
も
、
地
元
客
向

け
の
商
品
を
併
せ
て
取
り
揃
え
て
い
る
。
少

し
値
段
が
高
く
て
も
美
味
し
い
食
事
を
楽
し

め
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
地
方
に
少
な

い
。
む
し
ろ
大
都
市
に
し
か
な
い
よ
う
な
場

を
地
域
の
人
は
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
上
手
く

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
は
、「
建
築
と
観
光
と
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
、
地

域
の
雇
用
を
つ
く
り
な
が
ら
〝
自
分
た
ち
の

住
み
た
い
街
〞
に
す
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。

収
益
を
確
保
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
な

る
事
業
を
展
開
し
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
並

大
抵
の
難
し
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
出
原

氏
は
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
よ
」
と
語
っ
て
い
た
。
D
L

せ
と
う
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

取
材
・
文
：
川
村
竜
之
介

業
し
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
ド
ミ
ト
リ
ー
タ
イ

プ
の
宿
「
m
3 

H
O
S
T
E
L
」
や
「
カ

フ
ェ
&
グ
リ
ル 

N
E
O
」、
シ
ョ
ッ
プ
「
お

の
ま
る
商
店
」、「
食
堂
ミ
チ
」
が
入
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
特
に
宿
泊
・
飲
食
事
業
を
中

心
に
事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

株
式
会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち

〝
自
分
た
ち
の
住
み
た
い
街
〞を

つ
く
る
会
社

　
そ
こ
で
2
0
1
9
年
4
月
に
、
組
織
と
事

業
の
再
編
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
せ
と

う
ち 

湊
の
や
ど
」「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」「
L
O
G
」「
尾
道
駅
舎
事
業
」
を
別

O
N
O
M
I
C
H
I

U
2
の
誕
生

2

建
築
と
観
光
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
街
に

1会
社
に
引
継
ぎ
、
宿
泊
・
飲
食
事
業
の
運
営

管
理
体
制
を
一
本
化
し
た
。

　
そ
の
た
め
現
在
、
D
L
せ
と
う
ち
が
直
接

担
っ
て
い
る
事
業
は
、「
O
N
O
M
I
C
H

I 

S
H
A
R
E
」「
B
E
T
T
E
R 

B
I

C
Y
C
L
E
S
」「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
鞆 

肥
後
屋
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
う

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
出
原
氏
は
す
で
に
次
の
戦
略
を
立
て

て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
10
月
に
、
株
式
会
社
N
O
T

E
と
共
同
で
「
株
式
会
社h

ito
h
i

」
を
立
ち

上
げ
た
。
鞆
の
浦
を
中
心
に
古
民
家
を
再
生

し
、
宿
泊
事
業
を
手
掛
け
る
ほ
か
、
飲
食
や

物
販
な
ど
の
事
業
者
を
誘
致
す
る
。
第
1
弾

と
し
て
、
2
0
2
0
年
に
宿
泊
施
設
が
開
業

予
定
だ
。
目
的
は
古
民
家
の
再
生
と
活
用
に

よ
り
街
並
み
を
守
る
こ
と
と
、
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
機
能
を
街
に
組
み
込
む
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
古
民
家
再
生
と
事
業
誘
致

に
注
力
し
、
宿
泊
施
設
の
運
営
は
別
会
社
に

任
せ
る
方
針
だ
。

　
設
立
時
か
ら
、
組
織
の
目
標
は
地
域
の
た

め
に
雇
用
を
生
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
益
の

追
求
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
初
は
組
織
形
態
を
N
P
O
と
す
る
案
も
考

え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
地
域
が
良
く
な

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
自
分
た

ち
だ
け
で
で
き
る
範
囲
の
こ
と
で
は
な
く
、

金
融
機
関
か
ら
借
入
を
し
て
で
も
実
現
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
と
れ
る
よ
う
、

写真1）
千光寺からの尾道水道
と尾道の街並みの眺望
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「ONOMICHI U2」。旧倉
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「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
尾
道
水
道
沿
い
の
海
運
倉
庫
を

再
生
し
た
施
設
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
尾
道
駅
西

側
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
観
光
客
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ほ
か
、
地
元
客
の
利
用
も

多
い
。
こ
の
施
設
を
手
掛
け
た
の
が
、
株
式

会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち
（
以

下
D
L
せ
と
う
ち
）
で
あ
る
。
2
0
1
2
年

に
設
立
さ
れ
、
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」の
ほ
か
、「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

や
、「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
手
掛
け
て
き
た
。
2
0
1
9

年
3
月
に
事
業
再
編
を
行
い
、
現
在
は
宿

泊
・
飲
食
事
業
の
運
営
を
別
会
社
が
担
っ
て

い
る
。
観
光
庁
の
D
M
O
候
補
法
人
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
本
登
録
を
進
め
る
予
定
だ
。

　
尾
道
は
、
年
間
約
3
5
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
る
古
く
か
ら
の
観
光
地
で
、
数
々
の

日
本
映
画
の
舞
台
と
も
な

っ
て
い
る
。
特
に
山
手
地

区
が
美
し
く
、
千
光
寺
な

ど
の
寺
社
や
別
荘
、
狭
い

路
地
と
階
段
、
そ
こ
か
ら

眺
め
る
尾
道
の
街
や
瀬
戸

内
海
の
島
々
が
独
特
の
景

観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
水
運
や
造
船
を
中
心
に
栄
え
た
商

都
で
も
あ
り
、
1
キ
ロ
以
上
続
く
大
き
な
商

店
街
を
有
し
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
代
表
の
出
原
昌
直
氏
は
隣

の
福
山
市
出
身
で
、
商
社
に
勤
務
し
た
後
、

図 1 DLせとうちの手掛けた事業

写真6）「尾道デニムプロジェクト」のコンセプトショップ

写真7）「ONOMICHI SHARE」のワークスペース

写真8）「ONOMICHI SHARE」から向島を望む

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト

向
け
に
は
ほ
か
に
も
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー

「
G
I
A
N
T
」
の
シ
ョ
ッ
プ
や
、
自
転
車

に
乗
っ
た
ま
ま
コ
ー
ヒ
ー
が
買
え
る
サ
イ
ク

ル
ス
ル
ー
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
し
ま
な
み
海

道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
訪

日
外
国
人
に
よ
る
利
用
も
目
立
つ
。
一
方
で
、

カ
フ
ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は

地
元
客
も
多
い
。
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
観
光
客

向
け
に
セ
レ
ク
ト
し
た
瀬
戸
内
の
良
品
に
加

え
て
、
地
元
客
向
け
に
、
東
京
や
大
阪
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
商
品
も
揃
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し
な
が

ら
、
次
々
と
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
て
き

た
。
2
0
1
3
年
に
は
「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
備
後
地
方
で
作

ら
れ
た
デ
ニ
ム
を
、
尾
道
で
働
く
人
々
が
1

年
間
穿
き
こ
む
こ
と
で
ユ
ー
ズ
ド
デ
ニ
ム
に

仕
上
げ
る
も
の
で
、
農
家
や
漁
師
、
職
人
、

保
育
士
、
住
職
な
ど
様
々
な
職
業
の
方
が
穿

き
手
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
備
後
は
古
く

か
ら
藍
染
め
産
業
の
盛
ん
な
地
域
で
、
国
内

デ
ニ
ム
の
8
割
以
上
を
占
め
る
一
大
産
地
だ
。

こ
の
デ
ニ
ム
に
、
1
本
1
本
の
個
性
と
、
尾

道
で
育
て
た
プ
レ
ミ
ア
ム
感
と
い
う
新
た
な

付
加
価
値
を
つ
け
た
。
2
0
1
4
年
に
は
尾

道
本
通
り
商
店
街
に
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
開
業
し
て
い
る
。
県
外
や
海
外
か
ら
も
買

い
に
訪
れ
る
人
が
み
ら
れ
、
高
単
価
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
1
日

に
1
〜
2
本
が
売
れ
て

い
る
と
い
う
。
同
じ
く

2
0
1
3
年
に
は
、
鞆

の
浦
の
古
い
商
家
を
鯛

味
噌
屋
の
店
舗
と
し
て

蘇
ら
せ
た「
鞆
肥
後
屋
」

も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
に
は
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」を
オ
ー

プ
ン
。
O
N
O
M
I
C

H
I 

U
2
と
同
様
、

尾
道
水
道
沿
い
の
倉
庫

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
も
の
で
、
海
を
挟
ん

だ
向
島
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
広
々
と
し
た

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
特

徴
だ
。
倉
庫
は
、
市
所

有
の
資
料
保
管
庫
だ
っ

た
建
物
で
、
公
募
の
結

果
D
L
せ
と
う
ち
に
よ
る
提
案
に
決
ま
っ

た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
費
に
は
県

と
市
の
補
助
が
入
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
に
は
、
尾
道
市
内
の
工
房

で
組
み
立
て
と
塗
装
を
行
っ
て
い
る
〝
ち

ょ
っ
と
い
い
自
転
車
〞「
B
E
T
T
E
R 

B
I
C
Y
C
L
E
S
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
。
商
店
街
に
店
舗
を
構
え
、
自
転

車
の
販
売
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
2
0
1
8
年
に
は
、
山
手
地
区
の

ア
パ
ー
ト
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
複
合
宿

泊
施
設
「
L
O
G
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
イ

ン
ド
の
建
築
集
団
「
ス
タ
ジ
オ
・
ム
ン
バ

イ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
お
り
、
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
内
装
と

庭
が
特
徴
だ
。
宿
泊
機
能
の
ほ
か
、
散
策
客

が
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
や
シ
ョ

ッ
プ
を
備
え
る
。

　
2
0
1
9
年
に
は
尾
道
駅
の
新
駅
舎
が
開

地
元
で
繊
維
業
を
営
む
会
社
を
起
こ
し
た
。

U
タ
ー
ン
後
、
地
域
を
支
え
て
き
た
重
厚
長

大
型
産
業
の
雇
用
が
海
外
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
、
地
域
の
雇
用
を

守
る
た
め
の
新
た
な
事
業
を
起
こ
す
決
意
を

す
る
。
そ
し
て
2
0
1
2
年
6
月
に
、
地
元

の
有
志
と
「
5
年
間
で
1
0
0
0
人
の
雇
用

を
創
出
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ

て
D
L
せ
と
う
ち
を
設
立
し
た
。
尾
道
の
特

徴
で
あ
る
、
別
荘
や
古
民
家
の
あ
る
景
観
、

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
出
発
地
と

い
う
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

「
建
築
と
観
光
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
柱
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ず
手
掛
け
た
の
が
山
手
地
区
の
古
民
家

を
改
修
し
た
滞
在
施
設
「
せ
と
う
ち 

湊
の

や
ど
」
で
あ
っ
た
。
擬
洋
風
建
築
の
「
島
居

邸 

洋
館
」
と
日
本
家
屋
「
出
雲
屋
敷
」
の

2
軒
か
ら
成
る
。
山
手
地
区
の
狭
い
路
地
や

階
段
は
、
尾
道
ら
し
い
景
観
を
生
み
出
し
て

い
る
一
方
、
建
物
の
補
修
や
建
て
替
え
を
困

難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
生
活
を

す
る
上
で
の
不
便
さ
と
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
空
き
家
が
増
加
し
、
景
観
を
い
か
に
維
持

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

古
い
建
物
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
施
す
こ
と
で
「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

と
し
て
蘇
ら
せ
た
。
当
初
は
こ
う
し
た
古
民

家
の
改
修
事
業
を
5
〜
10
軒
ほ
ど
行
い
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
新
し
い
事
業
に
取
り
掛
か
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

　
し
か
し
古
民
家
2
軒
を
改
修
し
た
段
階
で

転
機
が
訪
れ
た
。
港
湾
エ
リ
ア
再
開
発
構
想

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
県
営
上
屋
２
号
」
活

用
案
の
公
募
が
始
ま
っ
た
。「
県
営
上
屋
２

号
」
は
築
70
年
に
達
す
る
広
島
県
所
有
の
海

運
倉
庫
で
、
改
修
案
と
し
て
「
建
築
と
観
光

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
併
せ
た
O
N
O
M
I

C
H
I 

U
2
を
提
案
す
る
こ
と
で
採
用
に

至
っ
た
。
事
業
費
は
、
民
間
企
業
や
民
都
機

構
か
ら
の
出
資
と
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
よ
り
確
保
し
た
。

　
2
0
1
4
年
の
オ
ー
プ
ン
以
降
活
況
が
続

い
て
い
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
宿
泊
施
設
「
H
O
T
E
L 

C
Y
C
L
E
」

は
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

全
室
で
愛
車
を
室
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
自
転
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で

組
織
形
態
と
し
て
株
式
会
社
を
選
択
し
た
。

　
会
社
の
設
立
か
ら
約
7
年
の
間
に
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
始
め
か
ら
事
業

計
画
や
採
算
性
の
見
通
し
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
地
域
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
の
都
度
展
開
し
て

き
た
。
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
、
古
民
家
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
事
業
の
方
針

か
ら
、
た
ま
た
ま
海
運
倉
庫
活
用
の
公
募
が

始
ま
っ
た
た
め
、
U
2
事
業
へ
と
方
針
転
換

を
図
っ
た
。
会
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
で
、
公
募
開
始
か
ら
た
っ
た
1
年
と

い
う
短
い
期
間
で
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

当
時
は
公
共
の
施
設
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
こ
と
や
、
自
転
車
と
組
み
合
わ
せ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
が
新
し
く
、
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。
更
に
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
O

N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
や
尾
道
駅

舎
事
業
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地
域
づ
く

り
と
い
え
ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
に
囚
わ
れ

過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
柔

軟
に
方
針
転
換
を
図
る
こ
と
や
、
機
敏
に
動

け
る
体
制
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
尾
道
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

も
「
い
い
も
の
が
で
き
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

当
初
は
、
D
L
せ
と
う
ち
の
理
念
や
目
的
に

つ
い
て
な
か
な
か
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
出
原
氏
を
は
じ
め
、
組
織
を
立

ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
は
隣
の
福
山
市
出
身
者

が
多
か
っ
た
た
め
、
尾
道
の
住
民
か
ら
は
、

儲
け
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
〝
よ
そ
者
〞
と

思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
が
完
成
し

て
か
ら
は
、
徐
々
に
地
域
の
人
か
ら
も
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
地
域
の

人
か
ら
も
〝
い
い
〞
と
思
っ
て
も
ら
え
る
場

を
つ
く
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
地
域
で
信
頼

を
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
実
績
の
積
み

重
ね
が
必
要
だ
。

　
出
原
氏
に
よ
る
と
、
観
光
客
目
当
て
で
作

っ
た
も
の
よ
り
も
、
地
域
向
け
に
作
っ
た
も

の
の
ほ
う
が
地
元
客
で
賑
わ
い
、
結
果
的
に

観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
言
う
。

例
え
ば
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
特
に
ラ
ン
チ
を
中
心
に
地

元
客
で
賑
わ
う
。
シ
ョ
ッ
プ
も
、
地
元
客
向

け
の
商
品
を
併
せ
て
取
り
揃
え
て
い
る
。
少

し
値
段
が
高
く
て
も
美
味
し
い
食
事
を
楽
し

め
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
地
方
に
少
な

い
。
む
し
ろ
大
都
市
に
し
か
な
い
よ
う
な
場

を
地
域
の
人
は
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
上
手
く

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
は
、「
建
築
と
観
光
と
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
、
地

域
の
雇
用
を
つ
く
り
な
が
ら
〝
自
分
た
ち
の

住
み
た
い
街
〞
に
す
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。

収
益
を
確
保
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
な

る
事
業
を
展
開
し
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
並

大
抵
の
難
し
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
出
原

氏
は
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
よ
」
と
語
っ
て
い
た
。
D
L

せ
と
う
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

取
材
・
文
：
川
村
竜
之
介

業
し
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
ド
ミ
ト
リ
ー
タ
イ

プ
の
宿
「
m
3 

H
O
S
T
E
L
」
や
「
カ

フ
ェ
&
グ
リ
ル 

N
E
O
」、
シ
ョ
ッ
プ
「
お

の
ま
る
商
店
」、「
食
堂
ミ
チ
」
が
入
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
特
に
宿
泊
・
飲
食
事
業
を
中

心
に
事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
そ
こ
で
2
0
1
9
年
4
月
に
、
組
織
と
事

業
の
再
編
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
せ
と

う
ち 

湊
の
や
ど
」「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」「
L
O
G
」「
尾
道
駅
舎
事
業
」
を
別

次
々
と
事
業
を

立
ち
上
げ

3

事
業
の
再
編
と

新
し
い
ス
タ
ー
ト

4

柔
軟
に
、

機
敏
に
動
け
る
体
制

5

会
社
に
引
継
ぎ
、
宿
泊
・
飲
食
事
業
の
運
営

管
理
体
制
を
一
本
化
し
た
。

　
そ
の
た
め
現
在
、
D
L
せ
と
う
ち
が
直
接

担
っ
て
い
る
事
業
は
、「
O
N
O
M
I
C
H

I 

S
H
A
R
E
」「
B
E
T
T
E
R 

B
I

C
Y
C
L
E
S
」「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
鞆 

肥
後
屋
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
う

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
出
原
氏
は
す
で
に
次
の
戦
略
を
立
て

て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
10
月
に
、
株
式
会
社
N
O
T

E
と
共
同
で
「
株
式
会
社h

ito
h
i

」
を
立
ち

上
げ
た
。
鞆
の
浦
を
中
心
に
古
民
家
を
再
生

し
、
宿
泊
事
業
を
手
掛
け
る
ほ
か
、
飲
食
や

物
販
な
ど
の
事
業
者
を
誘
致
す
る
。
第
1
弾

と
し
て
、
2
0
2
0
年
に
宿
泊
施
設
が
開
業

予
定
だ
。
目
的
は
古
民
家
の
再
生
と
活
用
に

よ
り
街
並
み
を
守
る
こ
と
と
、
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
機
能
を
街
に
組
み
込
む
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
古
民
家
再
生
と
事
業
誘
致

に
注
力
し
、
宿
泊
施
設
の
運
営
は
別
会
社
に

任
せ
る
方
針
だ
。

　
設
立
時
か
ら
、
組
織
の
目
標
は
地
域
の
た

め
に
雇
用
を
生
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
益
の

追
求
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
初
は
組
織
形
態
を
N
P
O
と
す
る
案
も
考

え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
地
域
が
良
く
な

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
自
分
た

ち
だ
け
で
で
き
る
範
囲
の
こ
と
で
は
な
く
、

金
融
機
関
か
ら
借
入
を
し
て
で
も
実
現
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
と
れ
る
よ
う
、
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「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
尾
道
水
道
沿
い
の
海
運
倉
庫
を

再
生
し
た
施
設
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
尾
道
駅
西

側
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
観
光
客
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ほ
か
、
地
元
客
の
利
用
も

多
い
。
こ
の
施
設
を
手
掛
け
た
の
が
、
株
式

会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち
（
以

下
D
L
せ
と
う
ち
）
で
あ
る
。
2
0
1
2
年

に
設
立
さ
れ
、
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」の
ほ
か
、「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

や
、「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
手
掛
け
て
き
た
。
2
0
1
9

年
3
月
に
事
業
再
編
を
行
い
、
現
在
は
宿

泊
・
飲
食
事
業
の
運
営
を
別
会
社
が
担
っ
て

い
る
。
観
光
庁
の
D
M
O
候
補
法
人
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
本
登
録
を
進
め
る
予
定
だ
。

　
尾
道
は
、
年
間
約
3
5
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
る
古
く
か
ら
の
観
光
地
で
、
数
々
の

日
本
映
画
の
舞
台
と
も
な

っ
て
い
る
。
特
に
山
手
地

区
が
美
し
く
、
千
光
寺
な

ど
の
寺
社
や
別
荘
、
狭
い

路
地
と
階
段
、
そ
こ
か
ら

眺
め
る
尾
道
の
街
や
瀬
戸

内
海
の
島
々
が
独
特
の
景

観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
水
運
や
造
船
を
中
心
に
栄
え
た
商

都
で
も
あ
り
、
1
キ
ロ
以
上
続
く
大
き
な
商

店
街
を
有
し
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
代
表
の
出
原
昌
直
氏
は
隣

の
福
山
市
出
身
で
、
商
社
に
勤
務
し
た
後
、

図 1 DLせとうちの手掛けた事業

写真6）「尾道デニムプロジェクト」のコンセプトショップ

写真7）「ONOMICHI SHARE」のワークスペース

写真8）「ONOMICHI SHARE」から向島を望む

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト

向
け
に
は
ほ
か
に
も
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー

「
G
I
A
N
T
」
の
シ
ョ
ッ
プ
や
、
自
転
車

に
乗
っ
た
ま
ま
コ
ー
ヒ
ー
が
買
え
る
サ
イ
ク

ル
ス
ル
ー
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
し
ま
な
み
海

道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
訪

日
外
国
人
に
よ
る
利
用
も
目
立
つ
。
一
方
で
、

カ
フ
ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は

地
元
客
も
多
い
。
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
観
光
客

向
け
に
セ
レ
ク
ト
し
た
瀬
戸
内
の
良
品
に
加

え
て
、
地
元
客
向
け
に
、
東
京
や
大
阪
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
商
品
も
揃
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し
な
が

ら
、
次
々
と
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
て
き

た
。
2
0
1
3
年
に
は
「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
備
後
地
方
で
作

ら
れ
た
デ
ニ
ム
を
、
尾
道
で
働
く
人
々
が
1

年
間
穿
き
こ
む
こ
と
で
ユ
ー
ズ
ド
デ
ニ
ム
に

仕
上
げ
る
も
の
で
、
農
家
や
漁
師
、
職
人
、

保
育
士
、
住
職
な
ど
様
々
な
職
業
の
方
が
穿

き
手
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
備
後
は
古
く

か
ら
藍
染
め
産
業
の
盛
ん
な
地
域
で
、
国
内

デ
ニ
ム
の
8
割
以
上
を
占
め
る
一
大
産
地
だ
。

こ
の
デ
ニ
ム
に
、
1
本
1
本
の
個
性
と
、
尾

道
で
育
て
た
プ
レ
ミ
ア
ム
感
と
い
う
新
た
な

付
加
価
値
を
つ
け
た
。
2
0
1
4
年
に
は
尾

道
本
通
り
商
店
街
に
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
開
業
し
て
い
る
。
県
外
や
海
外
か
ら
も
買

い
に
訪
れ
る
人
が
み
ら
れ
、
高
単
価
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
1
日

に
1
〜
2
本
が
売
れ
て

い
る
と
い
う
。
同
じ
く

2
0
1
3
年
に
は
、
鞆

の
浦
の
古
い
商
家
を
鯛

味
噌
屋
の
店
舗
と
し
て

蘇
ら
せ
た「
鞆
肥
後
屋
」

も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
に
は
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」を
オ
ー

プ
ン
。
O
N
O
M
I
C

H
I 

U
2
と
同
様
、

尾
道
水
道
沿
い
の
倉
庫

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
も
の
で
、
海
を
挟
ん

だ
向
島
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
広
々
と
し
た

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
特

徴
だ
。
倉
庫
は
、
市
所

有
の
資
料
保
管
庫
だ
っ

た
建
物
で
、
公
募
の
結

果
D
L
せ
と
う
ち
に
よ
る
提
案
に
決
ま
っ

た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
費
に
は
県

と
市
の
補
助
が
入
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
に
は
、
尾
道
市
内
の
工
房

で
組
み
立
て
と
塗
装
を
行
っ
て
い
る
〝
ち

ょ
っ
と
い
い
自
転
車
〞「
B
E
T
T
E
R 

B
I
C
Y
C
L
E
S
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
。
商
店
街
に
店
舗
を
構
え
、
自
転

車
の
販
売
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
2
0
1
8
年
に
は
、
山
手
地
区
の

ア
パ
ー
ト
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
複
合
宿

泊
施
設
「
L
O
G
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
イ

ン
ド
の
建
築
集
団
「
ス
タ
ジ
オ
・
ム
ン
バ

イ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
お
り
、
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
内
装
と

庭
が
特
徴
だ
。
宿
泊
機
能
の
ほ
か
、
散
策
客

が
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
や
シ
ョ

ッ
プ
を
備
え
る
。

　
2
0
1
9
年
に
は
尾
道
駅
の
新
駅
舎
が
開

地
元
で
繊
維
業
を
営
む
会
社
を
起
こ
し
た
。

U
タ
ー
ン
後
、
地
域
を
支
え
て
き
た
重
厚
長

大
型
産
業
の
雇
用
が
海
外
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
、
地
域
の
雇
用
を

守
る
た
め
の
新
た
な
事
業
を
起
こ
す
決
意
を

す
る
。
そ
し
て
2
0
1
2
年
6
月
に
、
地
元

の
有
志
と
「
5
年
間
で
1
0
0
0
人
の
雇
用

を
創
出
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ

て
D
L
せ
と
う
ち
を
設
立
し
た
。
尾
道
の
特

徴
で
あ
る
、
別
荘
や
古
民
家
の
あ
る
景
観
、

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
出
発
地
と

い
う
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

「
建
築
と
観
光
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
柱
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ず
手
掛
け
た
の
が
山
手
地
区
の
古
民
家

を
改
修
し
た
滞
在
施
設
「
せ
と
う
ち 

湊
の

や
ど
」
で
あ
っ
た
。
擬
洋
風
建
築
の
「
島
居

邸 

洋
館
」
と
日
本
家
屋
「
出
雲
屋
敷
」
の

2
軒
か
ら
成
る
。
山
手
地
区
の
狭
い
路
地
や

階
段
は
、
尾
道
ら
し
い
景
観
を
生
み
出
し
て

い
る
一
方
、
建
物
の
補
修
や
建
て
替
え
を
困

難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
生
活
を

す
る
上
で
の
不
便
さ
と
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
空
き
家
が
増
加
し
、
景
観
を
い
か
に
維
持

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

古
い
建
物
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
施
す
こ
と
で
「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

と
し
て
蘇
ら
せ
た
。
当
初
は
こ
う
し
た
古
民

家
の
改
修
事
業
を
5
〜
10
軒
ほ
ど
行
い
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
新
し
い
事
業
に
取
り
掛
か
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

　
し
か
し
古
民
家
2
軒
を
改
修
し
た
段
階
で

転
機
が
訪
れ
た
。
港
湾
エ
リ
ア
再
開
発
構
想

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
県
営
上
屋
２
号
」
活

用
案
の
公
募
が
始
ま
っ
た
。「
県
営
上
屋
２

号
」
は
築
70
年
に
達
す
る
広
島
県
所
有
の
海

運
倉
庫
で
、
改
修
案
と
し
て
「
建
築
と
観
光

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
併
せ
た
O
N
O
M
I

C
H
I 

U
2
を
提
案
す
る
こ
と
で
採
用
に

至
っ
た
。
事
業
費
は
、
民
間
企
業
や
民
都
機

構
か
ら
の
出
資
と
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
よ
り
確
保
し
た
。

　
2
0
1
4
年
の
オ
ー
プ
ン
以
降
活
況
が
続

い
て
い
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
宿
泊
施
設
「
H
O
T
E
L 

C
Y
C
L
E
」

は
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

全
室
で
愛
車
を
室
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
自
転
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で

組
織
形
態
と
し
て
株
式
会
社
を
選
択
し
た
。

　
会
社
の
設
立
か
ら
約
7
年
の
間
に
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
始
め
か
ら
事
業

計
画
や
採
算
性
の
見
通
し
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
地
域
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
の
都
度
展
開
し
て

き
た
。
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
、
古
民
家
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
事
業
の
方
針

か
ら
、
た
ま
た
ま
海
運
倉
庫
活
用
の
公
募
が

始
ま
っ
た
た
め
、
U
2
事
業
へ
と
方
針
転
換

を
図
っ
た
。
会
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
で
、
公
募
開
始
か
ら
た
っ
た
1
年
と

い
う
短
い
期
間
で
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

当
時
は
公
共
の
施
設
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
こ
と
や
、
自
転
車
と
組
み
合
わ
せ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
が
新
し
く
、
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。
更
に
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
O

N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
や
尾
道
駅

舎
事
業
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地
域
づ
く

り
と
い
え
ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
に
囚
わ
れ

過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
柔

軟
に
方
針
転
換
を
図
る
こ
と
や
、
機
敏
に
動

け
る
体
制
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
尾
道
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

も
「
い
い
も
の
が
で
き
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

当
初
は
、
D
L
せ
と
う
ち
の
理
念
や
目
的
に

つ
い
て
な
か
な
か
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
出
原
氏
を
は
じ
め
、
組
織
を
立

ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
は
隣
の
福
山
市
出
身
者

が
多
か
っ
た
た
め
、
尾
道
の
住
民
か
ら
は
、

儲
け
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
〝
よ
そ
者
〞
と

思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
が
完
成
し

て
か
ら
は
、
徐
々
に
地
域
の
人
か
ら
も
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
地
域
の

人
か
ら
も
〝
い
い
〞
と
思
っ
て
も
ら
え
る
場

を
つ
く
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
地
域
で
信
頼

を
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
実
績
の
積
み

重
ね
が
必
要
だ
。

　
出
原
氏
に
よ
る
と
、
観
光
客
目
当
て
で
作

っ
た
も
の
よ
り
も
、
地
域
向
け
に
作
っ
た
も

の
の
ほ
う
が
地
元
客
で
賑
わ
い
、
結
果
的
に

観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
言
う
。

例
え
ば
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
特
に
ラ
ン
チ
を
中
心
に
地

元
客
で
賑
わ
う
。
シ
ョ
ッ
プ
も
、
地
元
客
向

け
の
商
品
を
併
せ
て
取
り
揃
え
て
い
る
。
少

し
値
段
が
高
く
て
も
美
味
し
い
食
事
を
楽
し

め
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
地
方
に
少
な

い
。
む
し
ろ
大
都
市
に
し
か
な
い
よ
う
な
場

を
地
域
の
人
は
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
上
手
く

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
は
、「
建
築
と
観
光
と
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
、
地

域
の
雇
用
を
つ
く
り
な
が
ら
〝
自
分
た
ち
の

住
み
た
い
街
〞
に
す
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。

収
益
を
確
保
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
な

る
事
業
を
展
開
し
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
並

大
抵
の
難
し
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
出
原

氏
は
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
よ
」
と
語
っ
て
い
た
。
D
L

せ
と
う
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

取
材
・
文
：
川
村
竜
之
介

業
し
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
ド
ミ
ト
リ
ー
タ
イ

プ
の
宿
「
m
3 

H
O
S
T
E
L
」
や
「
カ

フ
ェ
&
グ
リ
ル 

N
E
O
」、
シ
ョ
ッ
プ
「
お

の
ま
る
商
店
」、「
食
堂
ミ
チ
」
が
入
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
特
に
宿
泊
・
飲
食
事
業
を
中

心
に
事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
そ
こ
で
2
0
1
9
年
4
月
に
、
組
織
と
事

業
の
再
編
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
せ
と

う
ち 

湊
の
や
ど
」「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」「
L
O
G
」「
尾
道
駅
舎
事
業
」
を
別

次
々
と
事
業
を

立
ち
上
げ

3

事
業
の
再
編
と

新
し
い
ス
タ
ー
ト

4

柔
軟
に
、

機
敏
に
動
け
る
体
制

5

会
社
に
引
継
ぎ
、
宿
泊
・
飲
食
事
業
の
運
営

管
理
体
制
を
一
本
化
し
た
。

　
そ
の
た
め
現
在
、
D
L
せ
と
う
ち
が
直
接

担
っ
て
い
る
事
業
は
、「
O
N
O
M
I
C
H

I 

S
H
A
R
E
」「
B
E
T
T
E
R 

B
I

C
Y
C
L
E
S
」「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
鞆 

肥
後
屋
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
う

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
出
原
氏
は
す
で
に
次
の
戦
略
を
立
て

て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
10
月
に
、
株
式
会
社
N
O
T

E
と
共
同
で
「
株
式
会
社h

ito
h
i

」
を
立
ち

上
げ
た
。
鞆
の
浦
を
中
心
に
古
民
家
を
再
生

し
、
宿
泊
事
業
を
手
掛
け
る
ほ
か
、
飲
食
や

物
販
な
ど
の
事
業
者
を
誘
致
す
る
。
第
1
弾

と
し
て
、
2
0
2
0
年
に
宿
泊
施
設
が
開
業

予
定
だ
。
目
的
は
古
民
家
の
再
生
と
活
用
に

よ
り
街
並
み
を
守
る
こ
と
と
、
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
機
能
を
街
に
組
み
込
む
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
古
民
家
再
生
と
事
業
誘
致

に
注
力
し
、
宿
泊
施
設
の
運
営
は
別
会
社
に

任
せ
る
方
針
だ
。

　
設
立
時
か
ら
、
組
織
の
目
標
は
地
域
の
た

め
に
雇
用
を
生
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
益
の

追
求
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
初
は
組
織
形
態
を
N
P
O
と
す
る
案
も
考

え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
地
域
が
良
く
な

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
自
分
た

ち
だ
け
で
で
き
る
範
囲
の
こ
と
で
は
な
く
、

金
融
機
関
か
ら
借
入
を
し
て
で
も
実
現
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
と
れ
る
よ
う
、
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「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
尾
道
水
道
沿
い
の
海
運
倉
庫
を

再
生
し
た
施
設
で
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
尾
道
駅
西

側
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
観
光
客
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ほ
か
、
地
元
客
の
利
用
も

多
い
。
こ
の
施
設
を
手
掛
け
た
の
が
、
株
式

会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち
（
以

下
D
L
せ
と
う
ち
）
で
あ
る
。
2
0
1
2
年

に
設
立
さ
れ
、
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」の
ほ
か
、「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

や
、「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
手
掛
け
て
き
た
。
2
0
1
9

年
3
月
に
事
業
再
編
を
行
い
、
現
在
は
宿

泊
・
飲
食
事
業
の
運
営
を
別
会
社
が
担
っ
て

い
る
。
観
光
庁
の
D
M
O
候
補
法
人
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
本
登
録
を
進
め
る
予
定
だ
。

　
尾
道
は
、
年
間
約
3
5
0
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
る
古
く
か
ら
の
観
光
地
で
、
数
々
の

日
本
映
画
の
舞
台
と
も
な

っ
て
い
る
。
特
に
山
手
地

区
が
美
し
く
、
千
光
寺
な

ど
の
寺
社
や
別
荘
、
狭
い

路
地
と
階
段
、
そ
こ
か
ら

眺
め
る
尾
道
の
街
や
瀬
戸

内
海
の
島
々
が
独
特
の
景

観
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
水
運
や
造
船
を
中
心
に
栄
え
た
商

都
で
も
あ
り
、
1
キ
ロ
以
上
続
く
大
き
な
商

店
街
を
有
し
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
代
表
の
出
原
昌
直
氏
は
隣

の
福
山
市
出
身
で
、
商
社
に
勤
務
し
た
後
、

き
る
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト

向
け
に
は
ほ
か
に
も
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー

「
G
I
A
N
T
」
の
シ
ョ
ッ
プ
や
、
自
転
車

に
乗
っ
た
ま
ま
コ
ー
ヒ
ー
が
買
え
る
サ
イ
ク

ル
ス
ル
ー
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
し
ま
な
み
海

道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
訪

日
外
国
人
に
よ
る
利
用
も
目
立
つ
。
一
方
で
、

カ
フ
ェ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は

地
元
客
も
多
い
。
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
観
光
客

向
け
に
セ
レ
ク
ト
し
た
瀬
戸
内
の
良
品
に
加

え
て
、
地
元
客
向
け
に
、
東
京
や
大
阪
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
商
品
も
揃
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し
な
が

ら
、
次
々
と
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
て
き

た
。
2
0
1
3
年
に
は
「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
。
備
後
地
方
で
作

ら
れ
た
デ
ニ
ム
を
、
尾
道
で
働
く
人
々
が
1

年
間
穿
き
こ
む
こ
と
で
ユ
ー
ズ
ド
デ
ニ
ム
に

仕
上
げ
る
も
の
で
、
農
家
や
漁
師
、
職
人
、

保
育
士
、
住
職
な
ど
様
々
な
職
業
の
方
が
穿

き
手
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
備
後
は
古
く

か
ら
藍
染
め
産
業
の
盛
ん
な
地
域
で
、
国
内

デ
ニ
ム
の
8
割
以
上
を
占
め
る
一
大
産
地
だ
。

こ
の
デ
ニ
ム
に
、
1
本
1
本
の
個
性
と
、
尾

道
で
育
て
た
プ
レ
ミ
ア
ム
感
と
い
う
新
た
な

付
加
価
値
を
つ
け
た
。
2
0
1
4
年
に
は
尾

道
本
通
り
商
店
街
に
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
開
業
し
て
い
る
。
県
外
や
海
外
か
ら
も
買

い
に
訪
れ
る
人
が
み
ら
れ
、
高
単
価
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
1
日

に
1
〜
2
本
が
売
れ
て

い
る
と
い
う
。
同
じ
く

2
0
1
3
年
に
は
、
鞆

の
浦
の
古
い
商
家
を
鯛

味
噌
屋
の
店
舗
と
し
て

蘇
ら
せ
た「
鞆
肥
後
屋
」

も
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
に
は
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

「
O
N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
」を
オ
ー

プ
ン
。
O
N
O
M
I
C

H
I 

U
2
と
同
様
、

尾
道
水
道
沿
い
の
倉
庫

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
も
の
で
、
海
を
挟
ん

だ
向
島
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
広
々
と
し
た

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
特

徴
だ
。
倉
庫
は
、
市
所

有
の
資
料
保
管
庫
だ
っ

た
建
物
で
、
公
募
の
結

果
D
L
せ
と
う
ち
に
よ
る
提
案
に
決
ま
っ

た
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
費
に
は
県

と
市
の
補
助
が
入
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
に
は
、
尾
道
市
内
の
工
房

で
組
み
立
て
と
塗
装
を
行
っ
て
い
る
〝
ち

ょ
っ
と
い
い
自
転
車
〞「
B
E
T
T
E
R 

B
I
C
Y
C
L
E
S
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
。
商
店
街
に
店
舗
を
構
え
、
自
転

車
の
販
売
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
2
0
1
8
年
に
は
、
山
手
地
区
の

ア
パ
ー
ト
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
複
合
宿

泊
施
設
「
L
O
G
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
イ

ン
ド
の
建
築
集
団
「
ス
タ
ジ
オ
・
ム
ン
バ

イ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

て
お
り
、
柔
ら
か
な
印
象
を
与
え
る
内
装
と

庭
が
特
徴
だ
。
宿
泊
機
能
の
ほ
か
、
散
策
客

が
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
や
シ
ョ

ッ
プ
を
備
え
る
。

　
2
0
1
9
年
に
は
尾
道
駅
の
新
駅
舎
が
開

地
元
で
繊
維
業
を
営
む
会
社
を
起
こ
し
た
。

U
タ
ー
ン
後
、
地
域
を
支
え
て
き
た
重
厚
長

大
型
産
業
の
雇
用
が
海
外
へ
シ
フ
ト
し
て
い

く
現
状
に
危
機
感
を
抱
き
、
地
域
の
雇
用
を

守
る
た
め
の
新
た
な
事
業
を
起
こ
す
決
意
を

す
る
。
そ
し
て
2
0
1
2
年
6
月
に
、
地
元

の
有
志
と
「
5
年
間
で
1
0
0
0
人
の
雇
用

を
創
出
す
る
」
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ

て
D
L
せ
と
う
ち
を
設
立
し
た
。
尾
道
の
特

徴
で
あ
る
、
別
荘
や
古
民
家
の
あ
る
景
観
、

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
出
発
地
と

い
う
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
着
目
し
、

「
建
築
と
観
光
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
柱
に

事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ず
手
掛
け
た
の
が
山
手
地
区
の
古
民
家

を
改
修
し
た
滞
在
施
設
「
せ
と
う
ち 

湊
の

や
ど
」
で
あ
っ
た
。
擬
洋
風
建
築
の
「
島
居

邸 

洋
館
」
と
日
本
家
屋
「
出
雲
屋
敷
」
の

2
軒
か
ら
成
る
。
山
手
地
区
の
狭
い
路
地
や

階
段
は
、
尾
道
ら
し
い
景
観
を
生
み
出
し
て

い
る
一
方
、
建
物
の
補
修
や
建
て
替
え
を
困

難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
生
活
を

す
る
上
で
の
不
便
さ
と
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
空
き
家
が
増
加
し
、
景
観
を
い
か
に
維
持

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

古
い
建
物
を
買
い
取
り
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
施
す
こ
と
で
「
せ
と
う
ち 

湊
の
や
ど
」

と
し
て
蘇
ら
せ
た
。
当
初
は
こ
う
し
た
古
民

家
の
改
修
事
業
を
5
〜
10
軒
ほ
ど
行
い
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
新
し
い
事
業
に
取
り
掛
か
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。

　
し
か
し
古
民
家
2
軒
を
改
修
し
た
段
階
で

転
機
が
訪
れ
た
。
港
湾
エ
リ
ア
再
開
発
構
想

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
県
営
上
屋
２
号
」
活

用
案
の
公
募
が
始
ま
っ
た
。「
県
営
上
屋
２

号
」
は
築
70
年
に
達
す
る
広
島
県
所
有
の
海

運
倉
庫
で
、
改
修
案
と
し
て
「
建
築
と
観
光

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
併
せ
た
O
N
O
M
I

C
H
I 

U
2
を
提
案
す
る
こ
と
で
採
用
に

至
っ
た
。
事
業
費
は
、
民
間
企
業
や
民
都
機

構
か
ら
の
出
資
と
、
地
元
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
よ
り
確
保
し
た
。

　
2
0
1
4
年
の
オ
ー
プ
ン
以
降
活
況
が
続

い
て
い
る
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
宿
泊
施
設
「
H
O
T
E
L 

C
Y
C
L
E
」

は
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

全
室
で
愛
車
を
室
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
自
転
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
で

組
織
形
態
と
し
て
株
式
会
社
を
選
択
し
た
。

　
会
社
の
設
立
か
ら
約
7
年
の
間
に
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
始
め
か
ら
事
業

計
画
や
採
算
性
の
見
通
し
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
地
域
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
の
都
度
展
開
し
て

き
た
。
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
、
古
民
家
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
事
業
の
方
針

か
ら
、
た
ま
た
ま
海
運
倉
庫
活
用
の
公
募
が

始
ま
っ
た
た
め
、
U
2
事
業
へ
と
方
針
転
換

を
図
っ
た
。
会
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
で
、
公
募
開
始
か
ら
た
っ
た
1
年
と

い
う
短
い
期
間
で
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

当
時
は
公
共
の
施
設
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
こ
と
や
、
自
転
車
と
組
み
合
わ
せ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
が
新
し
く
、
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。
更
に
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
O

N
O
M
I
C
H
I 

S
H
A
R
E
や
尾
道
駅

舎
事
業
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
地
域
づ
く

り
と
い
え
ど
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
計
画
に
囚
わ
れ

過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
柔

軟
に
方
針
転
換
を
図
る
こ
と
や
、
機
敏
に
動

け
る
体
制
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
尾
道
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

も
「
い
い
も
の
が
で
き
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

当
初
は
、
D
L
せ
と
う
ち
の
理
念
や
目
的
に

つ
い
て
な
か
な
か
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
出
原
氏
を
は
じ
め
、
組
織
を
立

ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
は
隣
の
福
山
市
出
身
者

が
多
か
っ
た
た
め
、
尾
道
の
住
民
か
ら
は
、

儲
け
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
〝
よ
そ
者
〞
と

思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

「
O
N
O
M
I
C
H
I 
U
2
」
が
完
成
し

て
か
ら
は
、
徐
々
に
地
域
の
人
か
ら
も
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
、
地
域
の

人
か
ら
も
〝
い
い
〞
と
思
っ
て
も
ら
え
る
場

を
つ
く
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
地
域
で
信
頼

を
得
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
実
績
の
積
み

重
ね
が
必
要
だ
。

　
出
原
氏
に
よ
る
と
、
観
光
客
目
当
て
で
作

っ
た
も
の
よ
り
も
、
地
域
向
け
に
作
っ
た
も

の
の
ほ
う
が
地
元
客
で
賑
わ
い
、
結
果
的
に

観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
言
う
。

例
え
ば
「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
特
に
ラ
ン
チ
を
中
心
に
地

元
客
で
賑
わ
う
。
シ
ョ
ッ
プ
も
、
地
元
客
向

け
の
商
品
を
併
せ
て
取
り
揃
え
て
い
る
。
少

し
値
段
が
高
く
て
も
美
味
し
い
食
事
を
楽
し

め
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
地
方
に
少
な

い
。
む
し
ろ
大
都
市
に
し
か
な
い
よ
う
な
場

を
地
域
の
人
は
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
上
手
く

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　
D
L
せ
と
う
ち
は
、「
建
築
と
観
光
と
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
を
軸
に
事
業
を
展
開
し
、
地

域
の
雇
用
を
つ
く
り
な
が
ら
〝
自
分
た
ち
の

住
み
た
い
街
〞
に
す
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
。

収
益
を
確
保
し
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
な

る
事
業
を
展
開
し
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
並

大
抵
の
難
し
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
出
原

氏
は
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
よ
」
と
語
っ
て
い
た
。
D
L

せ
と
う
ち
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

取
材
・
文
：
川
村
竜
之
介

業
し
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
ド
ミ
ト
リ
ー
タ
イ

プ
の
宿
「
m
3 

H
O
S
T
E
L
」
や
「
カ

フ
ェ
&
グ
リ
ル 

N
E
O
」、
シ
ョ
ッ
プ
「
お

の
ま
る
商
店
」、「
食
堂
ミ
チ
」
が
入
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
特
に
宿
泊
・
飲
食
事
業
を
中

心
に
事
業
規
模
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

●
広
島
県
尾
道
市
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

年
間
延
入
込
客
数（
尾
道
地
区
）…

年
間
延
外
国
人
観
光
客
数
…

※
出
典
：
平
成
30
年
尾
道
市
観
光
客
統
計
報
道
発
表
資
料

1
3
6
2
6
5
人（
2
0
1
8
年
10
月
現
在
）

2
8
5
・
1
1

k㎡

3
5
8
万
人（
2
0
1
8
年
）

33
万
人（
2
0
1
7
年
）

●
株
式
会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち
の
概
要（
2
0
1
9
年
10
月
現
在
）

会
社
名
…
…
…
…
…
…
…
…

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

資
本
金
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

事
業
内
容
…
…
…
…
…
…
…

株
式
会
社
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
リ
ン
ク
せ
と
う
ち

代
表
取
締
役 

出
原
昌
直

3
0
0
万
円

2
0
1
2
年
6
月

〒
7
2
2
|

0
0
3
5 

広
島
県
尾
道
市
土
堂
2
丁
目
10
番
24
号

施
設
運
営
、食
料
品
・
日
用
雑
貨
等
の
製
造
・
販
売
等

　
そ
こ
で
2
0
1
9
年
4
月
に
、
組
織
と
事

業
の
再
編
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
せ
と

う
ち 

湊
の
や
ど
」「
O
N
O
M
I
C
H
I 

U
2
」「
L
O
G
」「
尾
道
駅
舎
事
業
」
を
別

自
分
た
ち
の

住
み
た
い
街
に

7

地
域
の
人
に

〝
い
い
〞と
思
っ
て

も
ら
え
る
事
業

6

会
社
に
引
継
ぎ
、
宿
泊
・
飲
食
事
業
の
運
営

管
理
体
制
を
一
本
化
し
た
。

　
そ
の
た
め
現
在
、
D
L
せ
と
う
ち
が
直
接

担
っ
て
い
る
事
業
は
、「
O
N
O
M
I
C
H

I 

S
H
A
R
E
」「
B
E
T
T
E
R 

B
I

C
Y
C
L
E
S
」「
尾
道
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」「
鞆 

肥
後
屋
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
う

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
出
原
氏
は
す
で
に
次
の
戦
略
を
立
て

て
い
る
。

　
2
0
1
9
年
10
月
に
、
株
式
会
社
N
O
T

E
と
共
同
で
「
株
式
会
社h

ito
h
i

」
を
立
ち

上
げ
た
。
鞆
の
浦
を
中
心
に
古
民
家
を
再
生

し
、
宿
泊
事
業
を
手
掛
け
る
ほ
か
、
飲
食
や

物
販
な
ど
の
事
業
者
を
誘
致
す
る
。
第
1
弾

と
し
て
、
2
0
2
0
年
に
宿
泊
施
設
が
開
業

予
定
だ
。
目
的
は
古
民
家
の
再
生
と
活
用
に

よ
り
街
並
み
を
守
る
こ
と
と
、
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
機
能
を
街
に
組
み
込
む
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
古
民
家
再
生
と
事
業
誘
致

に
注
力
し
、
宿
泊
施
設
の
運
営
は
別
会
社
に

任
せ
る
方
針
だ
。

　
設
立
時
か
ら
、
組
織
の
目
標
は
地
域
の
た

め
に
雇
用
を
生
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
益
の

追
求
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

当
初
は
組
織
形
態
を
N
P
O
と
す
る
案
も
考

え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
地
域
が
良
く
な

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
自
分
た

ち
だ
け
で
で
き
る
範
囲
の
こ
と
で
は
な
く
、

金
融
機
関
か
ら
借
入
を
し
て
で
も
実
現
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
と
れ
る
よ
う
、

倉敷

中国道

しまなみ海道

山陽道

高松道

★
尾道市
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高
知
県
南
国
市
と
香
南
市
、
香
美
市
は
3

市
を
合
わ
せ
て
物
部
川
地
域
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
徳
島
県
と
の
県
境
付
近
に
あ
る
源
流
か

ら
、
山
間
の
渓
谷
地
帯
を
経
て
土
佐
湾
に
至

る
物
部
川
の
流
域
エ
リ
ア
だ
。

　
こ
の
地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
。
2
0

1
6
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
も

の
べ
み
ら
い
」
で
あ
る
。
主
に
観
光
や
農
業

関
連
の
事
業
を
担
う
ほ
か
、
物
部
川
D
M
O

協
議
会
と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
物
部
川
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン

や
ニ
ラ
、
ゆ
ず
、
桃
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、

シ
シ
ト
ウ
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド

作
物
を
有
し
て
い
る
。
米
も
主
力
作
物
で
、

7
月
に
収
穫
が
始
ま
る
超
早
場
米
が
有
名
だ
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

作
者
の
ゆ
か
り
の
地
に
立
つ
「
香
美
市
立
や

な
せ
た
か
し
記
念
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」、
日
本
三
大
鍾
乳
洞
で
あ
る
「
龍

河
洞
」、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
日

本
の
動
物
園
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
9
」
で
一

位
に
輝
い
た
「
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公

園
」、
一
年
中
メ
ロ
ン
を
楽
し
め
る
観
光
農

園
「
西
島
園
芸
団
地
」
な
ど
が
あ
る
。
高
知

龍
馬
空
港
も
当
エ
リ
ア
に
立
地
し
て
お
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
空
港
か
ら
車
で
20
分
か
ら

40
分
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
課
題
も
多
い
。
農

業
は
地
域
の
基
幹
産
業
だ
が
、

他
の
地
域
と
同
様
、
人
手
不

足
や
不
安
定
な
所
得
に
悩
ん

で
い
る
。
観
光
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
も
の
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
に
は
老

朽
化
や
客
足
の
落
ち
込
み
、
地
域
と
し
て
の

面
的
な
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
訴
求
す
る
魅
力
の
連

携
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
と
な
っ
た
地

域
の
魅
力
を
構
築
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
も
の
べ
み
ら
い
は

宿
泊
や
飲
食
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
物

販
、
そ
し
て
農
業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
も
の
べ
み
ら
い
の
関

連
会
社
（
以
下
グ
ル
ー
プ
会
社
）
が
担
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
は
「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら

い
」、「
龍
河
洞
み
ら
い
」、「
ヤ
・
シ
ィ
」、

「
山
北
み
ら
い
」
の
4
社
で
あ
る
。
収
益
事

業
は
基
本
的
に
グ
ル
ー
プ
会
社
が
事
業
経
営

を
担
い
、
も
の
べ
み
ら
い
は
持
ち
株
会
社
と

康
セ
ン
タ
ー
と
、
高
知
県
立
の
青
少
年
の
家

を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
を
所
有
し
て
い
る

の
は
香
美
市
や
高
知
県
で
、
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
は
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
あ
た

る
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

っ
て
い
る
の
が
宿
泊
施
設「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ

イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー

ト
」（
以
下
「6th D

iary

」）
で
あ
る
。
同
施

設
は
以
前
ま
で
、
官
民
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
公
社
」
が
運

営
を
担
っ
て
い
た
が
、
客
足
の
低
迷
に
よ
り

閉
館
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
が
保
有
す
る
公
社
の
株
式
の
大
部
分
を
も

の
べ
み
ら
い
へ
売
却
す
る
こ
と
で
民
営
化
し
、

「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
と
し
て
再
出
発

を
果
た
し
た
。

「6
th 

D
iary

」
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念

館
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
子
供
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

内
部
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
や
な
せ
た
か
し

氏
の
作
品
世
界
を
表
現

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、

角
の
な
い
テ
ー
ブ
ル
や

子
供
向
け
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
小
さ
な

子
供
が
い
て
も
安
心
で

き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
家
族
に
や
さ

し
い
季
節
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
香
北
ふ
る
さ
と
み

ら
い
は
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
も
中
枢
を
担
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ゲ
ス
ト
の
イ
ン

サ
イ
ト
（
潜
在
的
欲
求
）
を
い
か
に
し
て
叶

え
る
か
と
い
う
視
点
を
常
に
意
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
「
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
の
設

計
を
行
い
、
次
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

し
て
届
け
る
か
と
い
う
視
点
で
ハ
ー
ド
（
建

物
や
備
品
）
と
商
品
を
設
計
す
る
。
こ
う
し

た
手
法
に
基
づ
き「6th D

iary

」
で
は
、
季

節
毎
の
消
費
者
の
志
向
に
合
わ
せ
た
そ
の
時

期
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
開
業
か
ら
1
年
時
点
で
、

O
T
A
サ
イ
ト
等
で
も
高
評
価
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル

ー
プ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
日
ノ
御
子
河
川
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
」
と
「
香
北
青
少
年
の
家
」
の
運
営

も
担
っ
て
い
る
。「6th D

iary

」
と
合
わ
せ

て
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
の
利
用
も
可
能
な

施
設
と
し
て
、
物
部
川
地
域
の
重
要
な
感
動

体
験
提
供
型
の
観
光
・
宿
泊
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

②

 観覧
型
か
ら
体
験
型
へ
の
転
換
を

　

  

目
指
す
「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」
は
、
龍
河
洞

し
て
の
投
資
・
経
営
管
理
と
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
指
令
塔
と
な
る
。

　
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
小
さ
な
子
連
れ

家
族
（
パ
パ
・
マ
マ
・
キ
ッ
ズ
）
を
設
定
し

た
。
物
部
川
地
域
に
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
観
光
農
園
、
動
物
園
な
ど
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
観
光
資
源
が
多
い
。
こ
れ

ら
を
活
か
し
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に

地
域
全
体
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
体
験
型
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
、
滞
在
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
宿

泊
や
飲
食
、
買
い
物
）
の
運
営
を
行
う
。
更

に
農
業
等
の
一
次
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め

る
6
次
産
業
化
分
野
の
商
品
の
開
発
・
提
供

な
ど
を
行
い
、「
地
域
独
自
の
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
体
験
価
値
化
す
る
こ
と
で
マ
ネ
タ
イ

ズ
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

　
も
の
べ
み
ら
い
は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
あ

る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下

R
E
V
I
C
）
と
四
国
銀
行
が
立
ち
上
げ
た

「
高
知
県
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」（
3
億
円
）

に
よ
る
資
金
を
ベ
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
人
的
支
援
と
し
て
、

R
E
V
I
C
と
四
国
銀
行
か
ら
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
専
門
家
人
材
を
も
の
べ
み

ら
い
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
一
人
が
代

表
取
締
役
社
長
の
古
川
陽
一
郎
氏
で
あ
る
。

古
川
氏
は
R
E
V
I
C
か
ら
も
の
べ
み
ら
い

へ
派
遣
さ
れ
た
経
営
陣
の
ひ
と
り
だ
。
元
は

商
社
マ
ン
で
あ
っ
た
が
、
地
域
や
日
本
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

2
0
1
6
年
に
R
E
V
I
C
へ
入
社
。
同
時

に
物
部
川
地
域
へ
派
遣
さ
れ
た
。
古
川
氏
の

ほ
か
、
経
営
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
6
次
産
業
化
な

ど
を
進
め
る
専
門
家
人
材

と
し
て
、
現
在
、
R
E
V

I
C
か
ら
3
名
と
四
国
銀

行
か
ら
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
を

中
枢
と
し
な
が
ら
、

2
0
1
6
年
6
月
に
物
部

川
D
M
O
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
協
議

会
の
場
で
地
域
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
同
年
8
月
に
株

式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
を

設
立
。
そ
こ
か
ら
3
年
ほ

ど
の
間
に
様
々
な
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
2
0
1
6
年
11
月
に
株
式
会
社
香
北

ふ
る
さ
と
み
ら
い
へ
の
出
資
を
行
い
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
い
た
感
動
体
験
提

供
拠
点
の
整
備
を
開
始
し
た
。
続
い
て
17
年

10
月
に
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
を
立
ち
上

げ
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
拠

点
と
し
て
龍
河
洞
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
着
手
。
18
年
5
月
に
は
、
株
式
会
社
ヤ
・

シ
ィ
に
投
融
資
を
行
い
、
食
事
や
買
い
物
の

拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
を
有
す
る
海
浜
公
園

「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
」
の
運
営
支
援
を
開
始

し
た
。
18
年
７
月
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
グ

ル
ー
プ
の
中
核
事
業
と
し
て
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
が
運
営
す
る
体
験
型
宿
泊
施
設

「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ

ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
。
1
9

年
7
月
に
は
、
洞
窟
内
で
の
新
た
な
演
出
を

加
え
て
、
龍
河
洞
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
に
お
け
る
担

い
手
課
題
の
解
決
と
地
域
商
社
事
業
等
を
展

開
す
る
組
織
と
し
て
、
1
9
年
6
月
に
株
式

会
社
山
北
み
ら
い
を
設
立
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
で
の
協
議
か
ら
合
意
形

成
、
組
織
の
設
立
、
事
業
の
立
ち
上
げ
ま
で

を
順
番
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
れ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

①

 最初
の
一
歩

　「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
は
、

香
美
市
立
の
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
健

農
者
は
、
山
北
み
ら
い
で
管
理
委
託
を
受
け

た
休
耕
地
で
の
ミ
カ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
が
、

ミ
カ
ン
栽
培
の
農
閑
期
に
は
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ブ
ド
ウ
圃
場
や
ト
マ
ト
な
ど
の
他
品
種

農
家
に
も
出
向
く
。
就
農
者
へ
の
技
術
的
な

指
導
は
J
A
等
の
生
産
者
が
行
い
、
最
終
的

に
は
独
立
し
た
生
産
者
と
し
て
地
域
に
就
農

す
る
流
れ
だ
。

　
山
北
み
ら
い
が
生
産
に
お
け
る
課
題
解
決

を
担
う
一
方
、
流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題

解
決
は
も
の
べ
み
ら
い
と
連
携
し
て
行
う
。

流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題
に
直
結
す
る
の

が
、
農
家
の
所
得
向
上
と
安
定
化
で
あ
る
。

従
来
型
の
市
場
を
通
し
た
流
通
構
造
で
は
中

間
マ
ー
ジ
ン
の
幅
が
厚
く
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
農
家
の
所
得
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
生
産
者
と
消
費
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
の
が
、
地
方
の
小
売
店
に

直
接
卸
す
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
to
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

（
地
域
か
ら
地
域
へ
）
の
取
引
で
、
青
森
県

や
和
歌
山
県
の
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や

地
域
商
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
農
業
の
取
り
組
み
を
メ
イ
ン
と

し
な
が
ら
、
今
後
は
果
物
の
収
穫
や
ジ
ュ
ー

ス
づ
く
り
な
ど
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
に

も
着
手
す
る
こ
と
で
6
次
化
商
品
の
提
供
を

目
指
す
。

　
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
官
民
に

よ
る
農
業
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

流
通
が
絡
む
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
関
係
者
の
参
画
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
も
の
べ
み
ら
い
と

生
産
者
（
J
A
高
知
県 

露
地
み
か
ん
部
会
・

果
樹
女
性
部
会
）
に
よ
る
出
資
で
山
北
み
ら

い
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
香
南
市
や

J
A
高
知
県
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
井
上
石

灰
工
業
株
式
会
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
も
の
べ
み
ら
い
は
様
々
な

事
業
を
通
じ
て
、
観
光
と
農
業
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
地
域
側
の
理
解
や
協
力
、
支
援

が
な
け
れ
ば
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
観
光
地
全
体
と
し
て
目
標
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
地
域
を
つ
な
げ
る
接
着
剤
の

よ
う
な
役
割
で
と
り
ま
と
め
て
い
る
の
が

「
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
」
で
あ
る
。
協
議

会
は
自
治
体
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、
教
育

機
関
の
ほ
か
、
観
光
施
設
や
エ
ア
ラ
イ
ン
な

ど
の
民
間
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
任
意
団

体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
旅
行
業
の
着
手
と

観
光
庁
の
日
本
版
D
M
O
法
人
登
録
を
睨
ん

で
2
0
1
9
年
3
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し

た
。
協
議
会
自
身
が
、
D
M
O
と
し
て
地
域

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信
や
旅
行
商

品
造
成
・
セ
ー
ル
ス
事
業
を
担
う
（
旅
行
商

品
事
業
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
須
の
取
り
組

み
で
あ
る
も
の
の
、
収
益
事
業
と
し
て
自
立

的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

公
益
事
業
と
位
置
付
け
て
い
る
）。
こ
の
よ

う
に
、
公
益
事
業
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
、
収
益

事
業
を
も
の
べ
み
ら
い
が
担
う
と
い
う
形
で
、

両
輪
が
駆
動
す
る
こ
と
で
物
部
川
地
域
の
観

光
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
も
の
べ
み
ら
い
は
参
謀
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。
観
光
と
農
業
を
活
か
し
た
地

域
経
済
活
性
化
と
い
う
戦
略
や
、
子
連
れ
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
提
供
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
も
の
べ
み

ら
い
の
設
立
以
前
か
ら
、
四
国
銀
行
と
R
E

V
I
C
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協

議
を
し
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

戦
略
の
構
築
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
ま

と
め
る
役
割
を
、
も
の
べ
み
ら
い
が
引
き
継

い
で
い
る
。

　
協
議
会
で
は
現
在
、
会
員
各
組
織
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
地
域
で
作
り
上

げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
や
観
光
協
会
、
各
事
業
者
も
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
財
源
確

保
の
方
法
や
各
組
織
の
事
業
計
画
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
が
必
要
と
な
る
。
協
議
会
で

の
こ
う
し
た
議
論
に
も
、
も
の
べ
み
ら
い
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
・
実
績
が
影
響
し
て
い
る
。

も
の
べ
み
ら
い
が
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
思

い
を
具
現
化
し
て
き
た
事
実
と
プ
ロ
セ
ス
が
、

　
役
割
は
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
で
、
龍
河
洞
を
体
験
型
ス
ポ
ッ
ト

に
転
換
す
べ
く
、
洞
窟
内
で
龍
河
洞
が
有
す

る
世
界
観
を
「
心
の
深
い
と
こ
ろ
」
へ
の
冒

険
体
験
に
誘
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
来
訪
者
の
世
界
観
へ
の
没
入
を
手
助

け
す
る
照
明
・
音
響
に
よ
る
演
出
、
洞
窟
内

を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
探
検
す
る
コ
ー
ス
の
拡

充
、
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
実
習
学
生

が
主
体
と
な
る
休
憩
所
カ
フ
ェ
の
企
画
・
運

営
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
「
龍
河
洞

協
議
会
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
前
向
き

な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
以
上
の
取
り
組
み
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

す
る
。

　
1
点
目
は
、
地
域
の
協
力
体
制
に
お
け
る

事
業
会
社
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
龍

河
洞
の
取
り
組
み
は
、
龍
河
洞
を
管
理
す
る

龍
河
洞
保
存
会
と
、
商
店
街
、
地
域
住
民
、

そ
し
て
財
源
を
持
つ
行
政
が
参
画
す
る
龍
河

洞
エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
利
害
関
係
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
既
存
の
組
織
が
推
進
役
と
な
る
の

で
は
な
く
、「
龍
河
洞
み
ら
い
」
と
い
う
新

た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
業
務
を
新
組
織
に
対
し
て
委
託
す
る
と

い
う
形
を
構
築
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

あ
く
ま
で
地
域
の
組
織
と
同
じ
目
線
で
提
案

を
行
い
、
実
行
役
を
担
う
立
場
で
あ
り
、
地

域
側
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
山
北
み
ら
い
の
取
り
組
み
も
生
産
者

側
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

も
の
べ
み
ら
い
と
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資

に
よ
り
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
生
産
者
側
か

ら
新
会
社
に
参
画
す
る
経
営
陣
も
代
表
権
を

有
す
る
体
制
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
の

べ
み
ら
い
と
生
産
者
が
共
同
で
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
こ
の
よ
う
な
体

制
に
至
る
ま
で
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
と
地

域
側
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
地
道

な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
2
点
目
が
、
地
域
の
金
融
機
関
に
よ
る
協

力
で
あ
る
。
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル
ー
プ
各
社

の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
フ
ァ
ン
ド
に
参
画

し
て
い
る
四
国
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
地

域
経
済
の
活
性
化
に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
挑
も

う
と
す
る
地
域
の
金
融
機
関
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
R
E
V
I
C
に
よ
る
資
金
や
人
材
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、

地
域
の
金
融
機
関
が
取
り
組
み
に
参
画
し
て

い
る
事
実
は
、
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る

う
え
で
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
も
の
べ

み
ら
い
と
い
う
全
く
新
し
い
組
織
で
も
、
金

融
機
関
が
入
っ
て
い
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
短
期
間
で
協
力
体
制
を
構
築
で
き

た
。

　
3
点
目
が
、
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。

取
り
組
み
が
地
域
で
根
付
く
た
め
に
は
、
地

域
を
経
営
す
る
と
い
う
俯
瞰
的
視
野
で
多
様

な
地
域
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観
光
事
業
に
関
わ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
、
そ
れ
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
構
築
と
実
践
、
ま
た
財
務
や
管

理
を
担
え
る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
を
地
域
で
確
保
す

る
こ
と
は
難
易
度
が
高
い
。
そ
の
点
で
も
期

待
で
き
る
の
が
、
地
域
の
金
融
機
関
か
、
県

庁
・
市
役
所
な
ど
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
組
織
か
ら
人
材
面
を
含
め
主

体
的
協
力
を
得
る
関
係
性
を
確
立
で
き
れ
ば
、

長
期
的
に
取
り
組
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
現
在
の
も
の
べ
み
ら
い
は
、
R
E
V
I
C

や
四
国
銀
行
を
は
じ
め
、
地
域
外
か
ら
集
結

し
た
人
材
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
方
で
古
川
氏
は
「
地
域
に
志
を
持
ち
、
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
行
動
す
る
方
々

が
い
た
か
ら
こ
そ
前
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
う
。
地
域
経
済
活
性
化
の
主
役
は

あ
く
ま
で
そ
の
地
域
を
背
負
っ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
り
、
そ
う
し
た
志
の
あ
る
地
域
の
人

材
が
「
地
方
に
い
て
も
都
会
と
平
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
会
社
に

し
た
い
。
地
域
の
た
め
に
人
生
を
か
け
て
頑

張
っ
て
い
る
人
が
輝
け
る
よ
う
な
舞
台
に
し

た
い
。」
と
想
い
を
語
っ
て
い
た
。
も
の
べ

み
ら
い
は
、
志
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
己
実
現
を
し
て
い
く
未
来
の
姿
を

描
い
て
い
る
。（
か
わ
む
ら 

り
ゅ
う
の
す
け
）

株
式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
／
一
般
社
団
法
人
物
部
川
D
M
O
協
議
会

活
性
化
に
必
要
な
3つ
の
要
素
、事
業
会
社
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
、

地
域
金
融
機
関
の
協
力
、人
材
の
確
保
と
育
成
。

エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
」
で
は
老
朽
化
し
た

博
物
館
や
商
店
街
な
ど
を
一
体
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
企
画
も
検
討
さ
れ
る
等
、
龍
河

洞
を
中
心
と
し
た
周
辺
集
落
全
体
の
活
性
化

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
（
2
0
1

9
年
10
月
時
点
）。

③

 海の
観
光
拠
点
へ

　「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」

「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」
は
、
官
民
の
出
資

に
よ
っ
て
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織

で
、
香
南
市
の
海
浜
公
園
「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
」
と
「
道
の
駅
や
す
」
の
運
営
を
担
っ
て

い
る
会
社
で
あ
る
。

　
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
内
に
は
、
海
水
浴
場
や

多
目
的
広
場
、
B
B
Q
サ
イ
ト
、
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
と
、
道
の
駅
や
す
が
立
地
し
て
い

る
。
年
間
30
万
人
以
上
の
来
場
者
が
い
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
を
十
分
な
消
費
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
海
水
浴
離

れ
の
ト
レ
ン
ド
も
あ
り
、
近
年
は
経
営
に
苦

労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
立
て
直
し
を
図
る
べ

く
、
も
の
べ
み
ら
い
か
ら
の
投
融
資
と
経
営

者
の
派
遣
を
受
け
た
。

　
2
0
1
8
年
に
は
直
営
店
舗
で
あ
る
ア
イ

ス
バ
ー
専
門
店
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
化
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
で
収
益
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
は

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

地
域
経
済
の
活
性
化

1
5

キ
ャ
ン
プ
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
の
新
た
な
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
海
の
観
光
拠
点
化
を
目
指
す
。

④

 農業
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む

　「
株
式
会
社
山
北
み
ら
い
」

　
こ
こ
ま
で
が
主
に
観
光
事
業
を
担
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
が
、「
株
式
会

社
山
北
み
ら
い
」
は
農
業
を
メ
イ
ン
と
し
た

事
業
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
「
地
域
就
農
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
人
手
不
足
と

所
得
の
安
定
化
と
い
う
農
業
の
課
題
に
対
し

て
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む
ア
イ
デ
ィ
ア
で
事

業
を
展
開
す
る
。

　
物
部
川
流
域
3
市
の
一
つ
の
香
南
市
は
、

山
北
地
区
の
ミ
カ
ン
栽
培
な
ど
を
中
心
に
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
人
手
不
足
等
の
理

由
か
ら
休
耕
地
が
市
全
体
で
1
0
0
ha
近
く

に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
ミ
カ
ン
は
収
穫
期

の
約
1
か
月
間
が
最
も
忙
し
く
、
集
中
的
に

人
手
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
人

手
を
確
保
で
き
な
い
農
家
は
生
産
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
ま
す
ま
す

後
継
者
不
足
に
拍
車
を
掛
け
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
た
。
し
か
し
問
題
の
本
質
は

単
な
る
人
手
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
の

融
通
が
利
か
な
い
点
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

ミ
カ
ン
の
収
穫
期
は
秋
、
ト
マ
ト
は
夏
で
あ

り
、
品
目
に
よ
っ
て
人
手
が
必
要
と
な
る
時

期
は
異
な
っ
て
い
る
。
異
な
る
品
目
を
扱
う

農
家
同
士
で
人
材
の
や
り
繰
り
が
で
き
れ
ば
、

人
手
不
足
を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
地
域
就
農
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
こ

う
し
た
課
題
を
逆
手
に
取
る
こ
と
で
、
地
元

香
南
市
と
の
議
論
の
末
に
生
ま
れ
た
。
新
規

就
農
者
に
、
特
定
品
種
の
農
家
で
は
な
く
地

域
そ
の
も
の
に
就
農
し
て
も
ら
う
モ
デ
ル
だ
。

　
ま
ず
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
。
就

ザ・シックスダイアリーかほくホテルアンドリゾート

土佐湾を望むヤ・シィパークのレストラン
mana・mana（マナマナ）

を
、
従
来
の
観
覧
型
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
体
験
型

ス
ポ
ッ
ト
に
転
換
す
べ
く
、
龍
河
洞
の
運
営

支
援
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
。

龍
河
洞
は
国
の
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
1
億
7
5
0
0
万
年
前
の
鍾

乳
洞
で
、
博
物
館
や
珍
鳥
セ
ン
タ
ー
、
土
産

店
な
ど
の
商
店
街
を
有
す
る
複
合
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
だ
。
1
9
7
0
年
代
に
は
年
間
約

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
高
知
県
の

一
大
観
光
地
で
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
客
足
が
落
ち
込
み
、
近
年
で
は
年

間
約
10
万
人
程
度
の
入
込
と
な
っ
て
い
た
。

 

　
2
0
1
6
年
か
ら
関
係
者
や
地
域
住
民
、

県
、
市
な
ど
に
よ
る
「
龍
河
洞
エ
リ
ア
活
性

化
協
議
会
（
旧
龍
河
洞
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）
」
を
立
ち
上
げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
と
し
て
、

龍
河
洞
の
保
存
・
管
理
を
行
う
「
公
益
財
団

法
人
龍
河
洞
保
存
会
」
と
も
の
べ
み
ら
い
の

出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
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図 2 株式会社香北ふるさとみらいの出資関係 　
高
知
県
南
国
市
と
香
南
市
、
香
美
市
は
3

市
を
合
わ
せ
て
物
部
川
地
域
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
徳
島
県
と
の
県
境
付
近
に
あ
る
源
流
か

ら
、
山
間
の
渓
谷
地
帯
を
経
て
土
佐
湾
に
至

る
物
部
川
の
流
域
エ
リ
ア
だ
。

　
こ
の
地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
。
2
0

1
6
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
も

の
べ
み
ら
い
」
で
あ
る
。
主
に
観
光
や
農
業

関
連
の
事
業
を
担
う
ほ
か
、
物
部
川
D
M
O

協
議
会
と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
物
部
川
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン

や
ニ
ラ
、
ゆ
ず
、
桃
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、

シ
シ
ト
ウ
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド

作
物
を
有
し
て
い
る
。
米
も
主
力
作
物
で
、

7
月
に
収
穫
が
始
ま
る
超
早
場
米
が
有
名
だ
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

作
者
の
ゆ
か
り
の
地
に
立
つ
「
香
美
市
立
や

な
せ
た
か
し
記
念
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」、
日
本
三
大
鍾
乳
洞
で
あ
る
「
龍

河
洞
」、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
日

本
の
動
物
園
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
9
」
で
一

位
に
輝
い
た
「
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公

園
」、
一
年
中
メ
ロ
ン
を
楽
し
め
る
観
光
農

園
「
西
島
園
芸
団
地
」
な
ど
が
あ
る
。
高
知

龍
馬
空
港
も
当
エ
リ
ア
に
立
地
し
て
お
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
空
港
か
ら
車
で
20
分
か
ら

40
分
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
課
題
も
多
い
。
農

業
は
地
域
の
基
幹
産
業
だ
が
、

他
の
地
域
と
同
様
、
人
手
不

足
や
不
安
定
な
所
得
に
悩
ん

で
い
る
。
観
光
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
も
の
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
に
は
老

朽
化
や
客
足
の
落
ち
込
み
、
地
域
と
し
て
の

面
的
な
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
訴
求
す
る
魅
力
の
連

携
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
と
な
っ
た
地

域
の
魅
力
を
構
築
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
も
の
べ
み
ら
い
は

宿
泊
や
飲
食
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
物

販
、
そ
し
て
農
業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
も
の
べ
み
ら
い
の
関

連
会
社
（
以
下
グ
ル
ー
プ
会
社
）
が
担
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
は
「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら

い
」、「
龍
河
洞
み
ら
い
」、「
ヤ
・
シ
ィ
」、

「
山
北
み
ら
い
」
の
4
社
で
あ
る
。
収
益
事

業
は
基
本
的
に
グ
ル
ー
プ
会
社
が
事
業
経
営

を
担
い
、
も
の
べ
み
ら
い
は
持
ち
株
会
社
と

康
セ
ン
タ
ー
と
、
高
知
県
立
の
青
少
年
の
家

を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
を
所
有
し
て
い
る

の
は
香
美
市
や
高
知
県
で
、
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
は
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
あ
た

る
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

っ
て
い
る
の
が
宿
泊
施
設「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ

イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー

ト
」（
以
下
「6th D

iary

」）
で
あ
る
。
同
施

設
は
以
前
ま
で
、
官
民
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
公
社
」
が
運

営
を
担
っ
て
い
た
が
、
客
足
の
低
迷
に
よ
り

閉
館
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
が
保
有
す
る
公
社
の
株
式
の
大
部
分
を
も

の
べ
み
ら
い
へ
売
却
す
る
こ
と
で
民
営
化
し
、

「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
と
し
て
再
出
発

を
果
た
し
た
。

「6
th 

D
iary

」
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念

館
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
子
供
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

内
部
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
や
な
せ
た
か
し

氏
の
作
品
世
界
を
表
現

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、

角
の
な
い
テ
ー
ブ
ル
や

子
供
向
け
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
小
さ
な

子
供
が
い
て
も
安
心
で

き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
家
族
に
や
さ

し
い
季
節
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
香
北
ふ
る
さ
と
み

ら
い
は
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
も
中
枢
を
担
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ゲ
ス
ト
の
イ
ン

サ
イ
ト
（
潜
在
的
欲
求
）
を
い
か
に
し
て
叶

え
る
か
と
い
う
視
点
を
常
に
意
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
「
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
の
設

計
を
行
い
、
次
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

し
て
届
け
る
か
と
い
う
視
点
で
ハ
ー
ド
（
建

物
や
備
品
）
と
商
品
を
設
計
す
る
。
こ
う
し

た
手
法
に
基
づ
き「6th D

iary

」
で
は
、
季

節
毎
の
消
費
者
の
志
向
に
合
わ
せ
た
そ
の
時

期
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
開
業
か
ら
1
年
時
点
で
、

O
T
A
サ
イ
ト
等
で
も
高
評
価
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル

ー
プ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
日
ノ
御
子
河
川
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
」
と
「
香
北
青
少
年
の
家
」
の
運
営

も
担
っ
て
い
る
。「6th D

iary

」
と
合
わ
せ

て
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
の
利
用
も
可
能
な

施
設
と
し
て
、
物
部
川
地
域
の
重
要
な
感
動

体
験
提
供
型
の
観
光
・
宿
泊
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

②

 観覧
型
か
ら
体
験
型
へ
の
転
換
を

　

  

目
指
す
「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」
は
、
龍
河
洞

し
て
の
投
資
・
経
営
管
理
と
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
指
令
塔
と
な
る
。

　
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
小
さ
な
子
連
れ

家
族
（
パ
パ
・
マ
マ
・
キ
ッ
ズ
）
を
設
定
し

た
。
物
部
川
地
域
に
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
観
光
農
園
、
動
物
園
な
ど
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
観
光
資
源
が
多
い
。
こ
れ

ら
を
活
か
し
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に

地
域
全
体
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
体
験
型
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
、
滞
在
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
宿

泊
や
飲
食
、
買
い
物
）
の
運
営
を
行
う
。
更

に
農
業
等
の
一
次
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め

る
6
次
産
業
化
分
野
の
商
品
の
開
発
・
提
供

な
ど
を
行
い
、「
地
域
独
自
の
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
体
験
価
値
化
す
る
こ
と
で
マ
ネ
タ
イ

ズ
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

　
も
の
べ
み
ら
い
は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
あ

る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下

R
E
V
I
C
）
と
四
国
銀
行
が
立
ち
上
げ
た

「
高
知
県
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」（
3
億
円
）

に
よ
る
資
金
を
ベ
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
人
的
支
援
と
し
て
、

R
E
V
I
C
と
四
国
銀
行
か
ら
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
専
門
家
人
材
を
も
の
べ
み

ら
い
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
一
人
が
代

表
取
締
役
社
長
の
古
川
陽
一
郎
氏
で
あ
る
。

古
川
氏
は
R
E
V
I
C
か
ら
も
の
べ
み
ら
い

へ
派
遣
さ
れ
た
経
営
陣
の
ひ
と
り
だ
。
元
は

商
社
マ
ン
で
あ
っ
た
が
、
地
域
や
日
本
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

2
0
1
6
年
に
R
E
V
I
C
へ
入
社
。
同
時

に
物
部
川
地
域
へ
派
遣
さ
れ
た
。
古
川
氏
の

ほ
か
、
経
営
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
6
次
産
業
化
な

ど
を
進
め
る
専
門
家
人
材

と
し
て
、
現
在
、
R
E
V

I
C
か
ら
3
名
と
四
国
銀

行
か
ら
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
を

中
枢
と
し
な
が
ら
、

2
0
1
6
年
6
月
に
物
部

川
D
M
O
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
協
議

会
の
場
で
地
域
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
同
年
8
月
に
株

式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
を

設
立
。
そ
こ
か
ら
3
年
ほ

ど
の
間
に
様
々
な
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
2
0
1
6
年
11
月
に
株
式
会
社
香
北

ふ
る
さ
と
み
ら
い
へ
の
出
資
を
行
い
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
い
た
感
動
体
験
提

供
拠
点
の
整
備
を
開
始
し
た
。
続
い
て
17
年

10
月
に
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
を
立
ち
上

げ
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
拠

点
と
し
て
龍
河
洞
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
着
手
。
18
年
5
月
に
は
、
株
式
会
社
ヤ
・

シ
ィ
に
投
融
資
を
行
い
、
食
事
や
買
い
物
の

拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
を
有
す
る
海
浜
公
園

「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
」
の
運
営
支
援
を
開
始

し
た
。
18
年
７
月
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
グ

ル
ー
プ
の
中
核
事
業
と
し
て
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
が
運
営
す
る
体
験
型
宿
泊
施
設

「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ

ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
。
1
9

年
7
月
に
は
、
洞
窟
内
で
の
新
た
な
演
出
を

加
え
て
、
龍
河
洞
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
に
お
け
る
担

い
手
課
題
の
解
決
と
地
域
商
社
事
業
等
を
展

開
す
る
組
織
と
し
て
、
1
9
年
6
月
に
株
式

会
社
山
北
み
ら
い
を
設
立
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
で
の
協
議
か
ら
合
意
形

成
、
組
織
の
設
立
、
事
業
の
立
ち
上
げ
ま
で

を
順
番
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
れ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

①

 最初
の
一
歩

　「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
は
、

香
美
市
立
の
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
健

農
者
は
、
山
北
み
ら
い
で
管
理
委
託
を
受
け

た
休
耕
地
で
の
ミ
カ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
が
、

ミ
カ
ン
栽
培
の
農
閑
期
に
は
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ブ
ド
ウ
圃
場
や
ト
マ
ト
な
ど
の
他
品
種

農
家
に
も
出
向
く
。
就
農
者
へ
の
技
術
的
な

指
導
は
J
A
等
の
生
産
者
が
行
い
、
最
終
的

に
は
独
立
し
た
生
産
者
と
し
て
地
域
に
就
農

す
る
流
れ
だ
。

　
山
北
み
ら
い
が
生
産
に
お
け
る
課
題
解
決

を
担
う
一
方
、
流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題

解
決
は
も
の
べ
み
ら
い
と
連
携
し
て
行
う
。

流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題
に
直
結
す
る
の

が
、
農
家
の
所
得
向
上
と
安
定
化
で
あ
る
。

従
来
型
の
市
場
を
通
し
た
流
通
構
造
で
は
中

間
マ
ー
ジ
ン
の
幅
が
厚
く
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
農
家
の
所
得
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
生
産
者
と
消
費
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
の
が
、
地
方
の
小
売
店
に

直
接
卸
す
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
to
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

（
地
域
か
ら
地
域
へ
）
の
取
引
で
、
青
森
県

や
和
歌
山
県
の
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や

地
域
商
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
農
業
の
取
り
組
み
を
メ
イ
ン
と

し
な
が
ら
、
今
後
は
果
物
の
収
穫
や
ジ
ュ
ー

ス
づ
く
り
な
ど
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
に

も
着
手
す
る
こ
と
で
6
次
化
商
品
の
提
供
を

目
指
す
。

　
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
官
民
に

よ
る
農
業
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

流
通
が
絡
む
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
関
係
者
の
参
画
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
も
の
べ
み
ら
い
と

生
産
者
（
J
A
高
知
県 

露
地
み
か
ん
部
会
・

果
樹
女
性
部
会
）
に
よ
る
出
資
で
山
北
み
ら

い
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
香
南
市
や

J
A
高
知
県
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
井
上
石

灰
工
業
株
式
会
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
も
の
べ
み
ら
い
は
様
々
な

事
業
を
通
じ
て
、
観
光
と
農
業
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
地
域
側
の
理
解
や
協
力
、
支
援

が
な
け
れ
ば
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
観
光
地
全
体
と
し
て
目
標
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
地
域
を
つ
な
げ
る
接
着
剤
の

よ
う
な
役
割
で
と
り
ま
と
め
て
い
る
の
が

「
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
」
で
あ
る
。
協
議

会
は
自
治
体
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、
教
育

機
関
の
ほ
か
、
観
光
施
設
や
エ
ア
ラ
イ
ン
な

ど
の
民
間
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
任
意
団

体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
旅
行
業
の
着
手
と

観
光
庁
の
日
本
版
D
M
O
法
人
登
録
を
睨
ん

で
2
0
1
9
年
3
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し

た
。
協
議
会
自
身
が
、
D
M
O
と
し
て
地
域

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信
や
旅
行
商

品
造
成
・
セ
ー
ル
ス
事
業
を
担
う
（
旅
行
商

品
事
業
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
須
の
取
り
組

み
で
あ
る
も
の
の
、
収
益
事
業
と
し
て
自
立

的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

公
益
事
業
と
位
置
付
け
て
い
る
）。
こ
の
よ

う
に
、
公
益
事
業
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
、
収
益

事
業
を
も
の
べ
み
ら
い
が
担
う
と
い
う
形
で
、

両
輪
が
駆
動
す
る
こ
と
で
物
部
川
地
域
の
観

光
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
も
の
べ
み
ら
い
は
参
謀
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。
観
光
と
農
業
を
活
か
し
た
地

域
経
済
活
性
化
と
い
う
戦
略
や
、
子
連
れ
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
提
供
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
も
の
べ
み

ら
い
の
設
立
以
前
か
ら
、
四
国
銀
行
と
R
E

V
I
C
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協

議
を
し
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

戦
略
の
構
築
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
ま

と
め
る
役
割
を
、
も
の
べ
み
ら
い
が
引
き
継

い
で
い
る
。

　
協
議
会
で
は
現
在
、
会
員
各
組
織
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
地
域
で
作
り
上

げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
や
観
光
協
会
、
各
事
業
者
も
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
財
源
確

保
の
方
法
や
各
組
織
の
事
業
計
画
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
が
必
要
と
な
る
。
協
議
会
で

の
こ
う
し
た
議
論
に
も
、
も
の
べ
み
ら
い
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
・
実
績
が
影
響
し
て
い
る
。

も
の
べ
み
ら
い
が
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
思

い
を
具
現
化
し
て
き
た
事
実
と
プ
ロ
セ
ス
が
、

　
役
割
は
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
で
、
龍
河
洞
を
体
験
型
ス
ポ
ッ
ト

に
転
換
す
べ
く
、
洞
窟
内
で
龍
河
洞
が
有
す

る
世
界
観
を
「
心
の
深
い
と
こ
ろ
」
へ
の
冒

険
体
験
に
誘
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
来
訪
者
の
世
界
観
へ
の
没
入
を
手
助

け
す
る
照
明
・
音
響
に
よ
る
演
出
、
洞
窟
内

を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
探
検
す
る
コ
ー
ス
の
拡

充
、
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
実
習
学
生

が
主
体
と
な
る
休
憩
所
カ
フ
ェ
の
企
画
・
運

営
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
「
龍
河
洞

協
議
会
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
前
向
き

な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
以
上
の
取
り
組
み
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

す
る
。

　
1
点
目
は
、
地
域
の
協
力
体
制
に
お
け
る

事
業
会
社
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
龍

河
洞
の
取
り
組
み
は
、
龍
河
洞
を
管
理
す
る

龍
河
洞
保
存
会
と
、
商
店
街
、
地
域
住
民
、

そ
し
て
財
源
を
持
つ
行
政
が
参
画
す
る
龍
河

洞
エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
利
害
関
係
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
既
存
の
組
織
が
推
進
役
と
な
る
の

で
は
な
く
、「
龍
河
洞
み
ら
い
」
と
い
う
新

た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
業
務
を
新
組
織
に
対
し
て
委
託
す
る
と

い
う
形
を
構
築
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

あ
く
ま
で
地
域
の
組
織
と
同
じ
目
線
で
提
案

を
行
い
、
実
行
役
を
担
う
立
場
で
あ
り
、
地

域
側
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
山
北
み
ら
い
の
取
り
組
み
も
生
産
者

側
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

も
の
べ
み
ら
い
と
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資

に
よ
り
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
生
産
者
側
か

ら
新
会
社
に
参
画
す
る
経
営
陣
も
代
表
権
を

有
す
る
体
制
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
の

べ
み
ら
い
と
生
産
者
が
共
同
で
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
こ
の
よ
う
な
体

制
に
至
る
ま
で
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
と
地

域
側
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
地
道

な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
2
点
目
が
、
地
域
の
金
融
機
関
に
よ
る
協

力
で
あ
る
。
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル
ー
プ
各
社

の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
フ
ァ
ン
ド
に
参
画

し
て
い
る
四
国
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
地

域
経
済
の
活
性
化
に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
挑
も

う
と
す
る
地
域
の
金
融
機
関
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
R
E
V
I
C
に
よ
る
資
金
や
人
材
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、

地
域
の
金
融
機
関
が
取
り
組
み
に
参
画
し
て

い
る
事
実
は
、
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る

う
え
で
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
も
の
べ

み
ら
い
と
い
う
全
く
新
し
い
組
織
で
も
、
金

融
機
関
が
入
っ
て
い
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
短
期
間
で
協
力
体
制
を
構
築
で
き

た
。

　
3
点
目
が
、
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。

取
り
組
み
が
地
域
で
根
付
く
た
め
に
は
、
地

域
を
経
営
す
る
と
い
う
俯
瞰
的
視
野
で
多
様

な
地
域
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観
光
事
業
に
関
わ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
、
そ
れ
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
構
築
と
実
践
、
ま
た
財
務
や
管

理
を
担
え
る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
を
地
域
で
確
保
す

る
こ
と
は
難
易
度
が
高
い
。
そ
の
点
で
も
期

待
で
き
る
の
が
、
地
域
の
金
融
機
関
か
、
県

庁
・
市
役
所
な
ど
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
組
織
か
ら
人
材
面
を
含
め
主

体
的
協
力
を
得
る
関
係
性
を
確
立
で
き
れ
ば
、

長
期
的
に
取
り
組
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
現
在
の
も
の
べ
み
ら
い
は
、
R
E
V
I
C

や
四
国
銀
行
を
は
じ
め
、
地
域
外
か
ら
集
結

し
た
人
材
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
方
で
古
川
氏
は
「
地
域
に
志
を
持
ち
、
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
行
動
す
る
方
々

が
い
た
か
ら
こ
そ
前
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
う
。
地
域
経
済
活
性
化
の
主
役
は

あ
く
ま
で
そ
の
地
域
を
背
負
っ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
り
、
そ
う
し
た
志
の
あ
る
地
域
の
人

材
が
「
地
方
に
い
て
も
都
会
と
平
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
会
社
に

し
た
い
。
地
域
の
た
め
に
人
生
を
か
け
て
頑

張
っ
て
い
る
人
が
輝
け
る
よ
う
な
舞
台
に
し

た
い
。」
と
想
い
を
語
っ
て
い
た
。
も
の
べ

み
ら
い
は
、
志
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
己
実
現
を
し
て
い
く
未
来
の
姿
を

描
い
て
い
る
。（
か
わ
む
ら 

り
ゅ
う
の
す
け
）

2019年10月時点

2019年10月時点

エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
」
で
は
老
朽
化
し
た

博
物
館
や
商
店
街
な
ど
を
一
体
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
企
画
も
検
討
さ
れ
る
等
、
龍
河

洞
を
中
心
と
し
た
周
辺
集
落
全
体
の
活
性
化

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
（
2
0
1

9
年
10
月
時
点
）。

③

 海の
観
光
拠
点
へ

　「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」

「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」
は
、
官
民
の
出
資

に
よ
っ
て
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織

で
、
香
南
市
の
海
浜
公
園
「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
」
と
「
道
の
駅
や
す
」
の
運
営
を
担
っ
て

い
る
会
社
で
あ
る
。

　
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
内
に
は
、
海
水
浴
場
や

多
目
的
広
場
、
B
B
Q
サ
イ
ト
、
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
と
、
道
の
駅
や
す
が
立
地
し
て
い

る
。
年
間
30
万
人
以
上
の
来
場
者
が
い
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
を
十
分
な
消
費
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
海
水
浴
離

れ
の
ト
レ
ン
ド
も
あ
り
、
近
年
は
経
営
に
苦

労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
立
て
直
し
を
図
る
べ

く
、
も
の
べ
み
ら
い
か
ら
の
投
融
資
と
経
営

者
の
派
遣
を
受
け
た
。

　
2
0
1
8
年
に
は
直
営
店
舗
で
あ
る
ア
イ

ス
バ
ー
専
門
店
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
化
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
で
収
益
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
は

３
年
で
５
つ
の

事
業
を
立
ち
上
げ

2

も
の
べ
み
ら
い

グ
ル
ー
プ
各
社
の

取
り
組
み

3

キ
ャ
ン
プ
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
の
新
た
な
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
海
の
観
光
拠
点
化
を
目
指
す
。

④

 農業
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む

　「
株
式
会
社
山
北
み
ら
い
」

　
こ
こ
ま
で
が
主
に
観
光
事
業
を
担
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
が
、「
株
式
会

社
山
北
み
ら
い
」
は
農
業
を
メ
イ
ン
と
し
た

事
業
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
「
地
域
就
農
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
人
手
不
足
と

所
得
の
安
定
化
と
い
う
農
業
の
課
題
に
対
し

て
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む
ア
イ
デ
ィ
ア
で
事

業
を
展
開
す
る
。

　
物
部
川
流
域
3
市
の
一
つ
の
香
南
市
は
、

山
北
地
区
の
ミ
カ
ン
栽
培
な
ど
を
中
心
に
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
人
手
不
足
等
の
理

由
か
ら
休
耕
地
が
市
全
体
で
1
0
0
ha
近
く

に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
ミ
カ
ン
は
収
穫
期

の
約
1
か
月
間
が
最
も
忙
し
く
、
集
中
的
に

人
手
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
人

手
を
確
保
で
き
な
い
農
家
は
生
産
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
ま
す
ま
す

後
継
者
不
足
に
拍
車
を
掛
け
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
た
。
し
か
し
問
題
の
本
質
は

単
な
る
人
手
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
の

融
通
が
利
か
な
い
点
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

ミ
カ
ン
の
収
穫
期
は
秋
、
ト
マ
ト
は
夏
で
あ

り
、
品
目
に
よ
っ
て
人
手
が
必
要
と
な
る
時

期
は
異
な
っ
て
い
る
。
異
な
る
品
目
を
扱
う

農
家
同
士
で
人
材
の
や
り
繰
り
が
で
き
れ
ば
、

人
手
不
足
を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
地
域
就
農
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
こ

う
し
た
課
題
を
逆
手
に
取
る
こ
と
で
、
地
元

香
南
市
と
の
議
論
の
末
に
生
ま
れ
た
。
新
規

就
農
者
に
、
特
定
品
種
の
農
家
で
は
な
く
地

域
そ
の
も
の
に
就
農
し
て
も
ら
う
モ
デ
ル
だ
。

　
ま
ず
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
。
就

を
、
従
来
の
観
覧
型
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
体
験
型

ス
ポ
ッ
ト
に
転
換
す
べ
く
、
龍
河
洞
の
運
営

支
援
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
。

龍
河
洞
は
国
の
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
1
億
7
5
0
0
万
年
前
の
鍾

乳
洞
で
、
博
物
館
や
珍
鳥
セ
ン
タ
ー
、
土
産

店
な
ど
の
商
店
街
を
有
す
る
複
合
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
だ
。
1
9
7
0
年
代
に
は
年
間
約

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
高
知
県
の

一
大
観
光
地
で
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
客
足
が
落
ち
込
み
、
近
年
で
は
年

間
約
10
万
人
程
度
の
入
込
と
な
っ
て
い
た
。

 

　
2
0
1
6
年
か
ら
関
係
者
や
地
域
住
民
、

県
、
市
な
ど
に
よ
る
「
龍
河
洞
エ
リ
ア
活
性

化
協
議
会
（
旧
龍
河
洞
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）
」
を
立
ち
上
げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
と
し
て
、

龍
河
洞
の
保
存
・
管
理
を
行
う
「
公
益
財
団

法
人
龍
河
洞
保
存
会
」
と
も
の
べ
み
ら
い
の

出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

心の中の冒険体験をコン
セプトに2019年7月に生
まれ変わった「新・龍河洞」

事例にみる株式会社型DMO2
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株式会社
香北ふるさとみらい

感動体験
マーケティング会社

株式会社山北みらい
（農業支援・地域商社）

株式会社ものべみらい

株式会社
香北ふるさとみらい

株式会社
龍河洞みらい

（龍河洞運営支援）
株式会社ヤ・シィ

（道の駅等運営支援）

高知県観光活性化ファンド 公財）龍河洞保存会香美市

高知県

香美市

香南市

REVIC

物部川
DMO協議会

ものべみらいグループ

投融資

管理・運営所有 指定管理

指定管理

所有

投融資

出資
91.6%

出資
2.8%出資

2.8%

出資
2.8%

出資
84.3%

出資
12.7%

出資
3%

健康センターセレネ

日ノ御子河川公園キャンプ場

ザ・シックスダイアリー
かほくホテルアンドリゾート

県立香北青少年の家

株式会社
ものべみらい法人・個人株主

図 1 株式会社ものべみらいとグループ会社の出資関係

図 2 株式会社香北ふるさとみらいの出資関係 　
高
知
県
南
国
市
と
香
南
市
、
香
美
市
は
3

市
を
合
わ
せ
て
物
部
川
地
域
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
徳
島
県
と
の
県
境
付
近
に
あ
る
源
流
か

ら
、
山
間
の
渓
谷
地
帯
を
経
て
土
佐
湾
に
至

る
物
部
川
の
流
域
エ
リ
ア
だ
。

　
こ
の
地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
。
2
0

1
6
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
も

の
べ
み
ら
い
」
で
あ
る
。
主
に
観
光
や
農
業

関
連
の
事
業
を
担
う
ほ
か
、
物
部
川
D
M
O

協
議
会
と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
物
部
川
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン

や
ニ
ラ
、
ゆ
ず
、
桃
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、

シ
シ
ト
ウ
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド

作
物
を
有
し
て
い
る
。
米
も
主
力
作
物
で
、

7
月
に
収
穫
が
始
ま
る
超
早
場
米
が
有
名
だ
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

作
者
の
ゆ
か
り
の
地
に
立
つ
「
香
美
市
立
や

な
せ
た
か
し
記
念
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」、
日
本
三
大
鍾
乳
洞
で
あ
る
「
龍

河
洞
」、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
日

本
の
動
物
園
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
9
」
で
一

位
に
輝
い
た
「
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公

園
」、
一
年
中
メ
ロ
ン
を
楽
し
め
る
観
光
農

園
「
西
島
園
芸
団
地
」
な
ど
が
あ
る
。
高
知

龍
馬
空
港
も
当
エ
リ
ア
に
立
地
し
て
お
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
空
港
か
ら
車
で
20
分
か
ら

40
分
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
課
題
も
多
い
。
農

業
は
地
域
の
基
幹
産
業
だ
が
、

他
の
地
域
と
同
様
、
人
手
不

足
や
不
安
定
な
所
得
に
悩
ん

で
い
る
。
観
光
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
も
の
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
に
は
老

朽
化
や
客
足
の
落
ち
込
み
、
地
域
と
し
て
の

面
的
な
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
訴
求
す
る
魅
力
の
連

携
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
と
な
っ
た
地

域
の
魅
力
を
構
築
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
も
の
べ
み
ら
い
は

宿
泊
や
飲
食
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
物

販
、
そ
し
て
農
業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
も
の
べ
み
ら
い
の
関

連
会
社
（
以
下
グ
ル
ー
プ
会
社
）
が
担
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
は
「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら

い
」、「
龍
河
洞
み
ら
い
」、「
ヤ
・
シ
ィ
」、

「
山
北
み
ら
い
」
の
4
社
で
あ
る
。
収
益
事

業
は
基
本
的
に
グ
ル
ー
プ
会
社
が
事
業
経
営

を
担
い
、
も
の
べ
み
ら
い
は
持
ち
株
会
社
と

康
セ
ン
タ
ー
と
、
高
知
県
立
の
青
少
年
の
家

を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
を
所
有
し
て
い
る

の
は
香
美
市
や
高
知
県
で
、
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
は
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
あ
た

る
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

っ
て
い
る
の
が
宿
泊
施
設「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ

イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー

ト
」（
以
下
「6th D

iary

」）
で
あ
る
。
同
施

設
は
以
前
ま
で
、
官
民
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
公
社
」
が
運

営
を
担
っ
て
い
た
が
、
客
足
の
低
迷
に
よ
り

閉
館
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
が
保
有
す
る
公
社
の
株
式
の
大
部
分
を
も

の
べ
み
ら
い
へ
売
却
す
る
こ
と
で
民
営
化
し
、

「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
と
し
て
再
出
発

を
果
た
し
た
。

「6
th 

D
iary

」
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念

館
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
子
供
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

内
部
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
や
な
せ
た
か
し

氏
の
作
品
世
界
を
表
現

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、

角
の
な
い
テ
ー
ブ
ル
や

子
供
向
け
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
小
さ
な

子
供
が
い
て
も
安
心
で

き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
家
族
に
や
さ

し
い
季
節
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
香
北
ふ
る
さ
と
み

ら
い
は
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
も
中
枢
を
担
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ゲ
ス
ト
の
イ
ン

サ
イ
ト
（
潜
在
的
欲
求
）
を
い
か
に
し
て
叶

え
る
か
と
い
う
視
点
を
常
に
意
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
「
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
の
設

計
を
行
い
、
次
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

し
て
届
け
る
か
と
い
う
視
点
で
ハ
ー
ド
（
建

物
や
備
品
）
と
商
品
を
設
計
す
る
。
こ
う
し

た
手
法
に
基
づ
き「6th D

iary

」
で
は
、
季

節
毎
の
消
費
者
の
志
向
に
合
わ
せ
た
そ
の
時

期
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
開
業
か
ら
1
年
時
点
で
、

O
T
A
サ
イ
ト
等
で
も
高
評
価
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル

ー
プ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
日
ノ
御
子
河
川
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
」
と
「
香
北
青
少
年
の
家
」
の
運
営

も
担
っ
て
い
る
。「6th D

iary

」
と
合
わ
せ

て
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
の
利
用
も
可
能
な

施
設
と
し
て
、
物
部
川
地
域
の
重
要
な
感
動

体
験
提
供
型
の
観
光
・
宿
泊
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

②

 観覧
型
か
ら
体
験
型
へ
の
転
換
を

　

  

目
指
す
「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」
は
、
龍
河
洞

し
て
の
投
資
・
経
営
管
理
と
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
指
令
塔
と
な
る
。

　
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
小
さ
な
子
連
れ

家
族
（
パ
パ
・
マ
マ
・
キ
ッ
ズ
）
を
設
定
し

た
。
物
部
川
地
域
に
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
観
光
農
園
、
動
物
園
な
ど
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
観
光
資
源
が
多
い
。
こ
れ

ら
を
活
か
し
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に

地
域
全
体
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
体
験
型
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
、
滞
在
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
宿

泊
や
飲
食
、
買
い
物
）
の
運
営
を
行
う
。
更

に
農
業
等
の
一
次
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め

る
6
次
産
業
化
分
野
の
商
品
の
開
発
・
提
供

な
ど
を
行
い
、「
地
域
独
自
の
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
体
験
価
値
化
す
る
こ
と
で
マ
ネ
タ
イ

ズ
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

　
も
の
べ
み
ら
い
は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
あ

る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下

R
E
V
I
C
）
と
四
国
銀
行
が
立
ち
上
げ
た

「
高
知
県
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」（
3
億
円
）

に
よ
る
資
金
を
ベ
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
人
的
支
援
と
し
て
、

R
E
V
I
C
と
四
国
銀
行
か
ら
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
専
門
家
人
材
を
も
の
べ
み

ら
い
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
一
人
が
代

表
取
締
役
社
長
の
古
川
陽
一
郎
氏
で
あ
る
。

古
川
氏
は
R
E
V
I
C
か
ら
も
の
べ
み
ら
い

へ
派
遣
さ
れ
た
経
営
陣
の
ひ
と
り
だ
。
元
は

商
社
マ
ン
で
あ
っ
た
が
、
地
域
や
日
本
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

2
0
1
6
年
に
R
E
V
I
C
へ
入
社
。
同
時

に
物
部
川
地
域
へ
派
遣
さ
れ
た
。
古
川
氏
の

ほ
か
、
経
営
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
6
次
産
業
化
な

ど
を
進
め
る
専
門
家
人
材

と
し
て
、
現
在
、
R
E
V

I
C
か
ら
3
名
と
四
国
銀

行
か
ら
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
を

中
枢
と
し
な
が
ら
、

2
0
1
6
年
6
月
に
物
部

川
D
M
O
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
協
議

会
の
場
で
地
域
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
同
年
8
月
に
株

式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
を

設
立
。
そ
こ
か
ら
3
年
ほ

ど
の
間
に
様
々
な
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
2
0
1
6
年
11
月
に
株
式
会
社
香
北

ふ
る
さ
と
み
ら
い
へ
の
出
資
を
行
い
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
い
た
感
動
体
験
提

供
拠
点
の
整
備
を
開
始
し
た
。
続
い
て
17
年

10
月
に
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
を
立
ち
上

げ
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
拠

点
と
し
て
龍
河
洞
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
着
手
。
18
年
5
月
に
は
、
株
式
会
社
ヤ
・

シ
ィ
に
投
融
資
を
行
い
、
食
事
や
買
い
物
の

拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
を
有
す
る
海
浜
公
園

「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
」
の
運
営
支
援
を
開
始

し
た
。
18
年
７
月
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
グ

ル
ー
プ
の
中
核
事
業
と
し
て
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
が
運
営
す
る
体
験
型
宿
泊
施
設

「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ

ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
。
1
9

年
7
月
に
は
、
洞
窟
内
で
の
新
た
な
演
出
を

加
え
て
、
龍
河
洞
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
に
お
け
る
担

い
手
課
題
の
解
決
と
地
域
商
社
事
業
等
を
展

開
す
る
組
織
と
し
て
、
1
9
年
6
月
に
株
式

会
社
山
北
み
ら
い
を
設
立
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
で
の
協
議
か
ら
合
意
形

成
、
組
織
の
設
立
、
事
業
の
立
ち
上
げ
ま
で

を
順
番
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
れ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

①

 最初
の
一
歩

　「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
は
、

香
美
市
立
の
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
健

農
者
は
、
山
北
み
ら
い
で
管
理
委
託
を
受
け

た
休
耕
地
で
の
ミ
カ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
が
、

ミ
カ
ン
栽
培
の
農
閑
期
に
は
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ブ
ド
ウ
圃
場
や
ト
マ
ト
な
ど
の
他
品
種

農
家
に
も
出
向
く
。
就
農
者
へ
の
技
術
的
な

指
導
は
J
A
等
の
生
産
者
が
行
い
、
最
終
的

に
は
独
立
し
た
生
産
者
と
し
て
地
域
に
就
農

す
る
流
れ
だ
。

　
山
北
み
ら
い
が
生
産
に
お
け
る
課
題
解
決

を
担
う
一
方
、
流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題

解
決
は
も
の
べ
み
ら
い
と
連
携
し
て
行
う
。

流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題
に
直
結
す
る
の

が
、
農
家
の
所
得
向
上
と
安
定
化
で
あ
る
。

従
来
型
の
市
場
を
通
し
た
流
通
構
造
で
は
中

間
マ
ー
ジ
ン
の
幅
が
厚
く
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
農
家
の
所
得
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
生
産
者
と
消
費
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
の
が
、
地
方
の
小
売
店
に

直
接
卸
す
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
to
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

（
地
域
か
ら
地
域
へ
）
の
取
引
で
、
青
森
県

や
和
歌
山
県
の
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や

地
域
商
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
農
業
の
取
り
組
み
を
メ
イ
ン
と

し
な
が
ら
、
今
後
は
果
物
の
収
穫
や
ジ
ュ
ー

ス
づ
く
り
な
ど
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
に

も
着
手
す
る
こ
と
で
6
次
化
商
品
の
提
供
を

目
指
す
。

　
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
官
民
に

よ
る
農
業
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

流
通
が
絡
む
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
関
係
者
の
参
画
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
も
の
べ
み
ら
い
と

生
産
者
（
J
A
高
知
県 

露
地
み
か
ん
部
会
・

果
樹
女
性
部
会
）
に
よ
る
出
資
で
山
北
み
ら

い
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
香
南
市
や

J
A
高
知
県
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
井
上
石

灰
工
業
株
式
会
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
も
の
べ
み
ら
い
は
様
々
な

事
業
を
通
じ
て
、
観
光
と
農
業
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
地
域
側
の
理
解
や
協
力
、
支
援

が
な
け
れ
ば
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
観
光
地
全
体
と
し
て
目
標
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
地
域
を
つ
な
げ
る
接
着
剤
の

よ
う
な
役
割
で
と
り
ま
と
め
て
い
る
の
が

「
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
」
で
あ
る
。
協
議

会
は
自
治
体
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、
教
育

機
関
の
ほ
か
、
観
光
施
設
や
エ
ア
ラ
イ
ン
な

ど
の
民
間
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
任
意
団

体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
旅
行
業
の
着
手
と

観
光
庁
の
日
本
版
D
M
O
法
人
登
録
を
睨
ん

で
2
0
1
9
年
3
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し

た
。
協
議
会
自
身
が
、
D
M
O
と
し
て
地
域

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信
や
旅
行
商

品
造
成
・
セ
ー
ル
ス
事
業
を
担
う
（
旅
行
商

品
事
業
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
須
の
取
り
組

み
で
あ
る
も
の
の
、
収
益
事
業
と
し
て
自
立

的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

公
益
事
業
と
位
置
付
け
て
い
る
）。
こ
の
よ

う
に
、
公
益
事
業
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
、
収
益

事
業
を
も
の
べ
み
ら
い
が
担
う
と
い
う
形
で
、

両
輪
が
駆
動
す
る
こ
と
で
物
部
川
地
域
の
観

光
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
も
の
べ
み
ら
い
は
参
謀
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。
観
光
と
農
業
を
活
か
し
た
地

域
経
済
活
性
化
と
い
う
戦
略
や
、
子
連
れ
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
提
供
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
も
の
べ
み

ら
い
の
設
立
以
前
か
ら
、
四
国
銀
行
と
R
E

V
I
C
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協

議
を
し
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

戦
略
の
構
築
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
ま

と
め
る
役
割
を
、
も
の
べ
み
ら
い
が
引
き
継

い
で
い
る
。

　
協
議
会
で
は
現
在
、
会
員
各
組
織
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
地
域
で
作
り
上

げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
や
観
光
協
会
、
各
事
業
者
も
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
財
源
確

保
の
方
法
や
各
組
織
の
事
業
計
画
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
が
必
要
と
な
る
。
協
議
会
で

の
こ
う
し
た
議
論
に
も
、
も
の
べ
み
ら
い
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
・
実
績
が
影
響
し
て
い
る
。

も
の
べ
み
ら
い
が
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
思

い
を
具
現
化
し
て
き
た
事
実
と
プ
ロ
セ
ス
が
、

　
役
割
は
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
で
、
龍
河
洞
を
体
験
型
ス
ポ
ッ
ト

に
転
換
す
べ
く
、
洞
窟
内
で
龍
河
洞
が
有
す

る
世
界
観
を
「
心
の
深
い
と
こ
ろ
」
へ
の
冒

険
体
験
に
誘
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
来
訪
者
の
世
界
観
へ
の
没
入
を
手
助

け
す
る
照
明
・
音
響
に
よ
る
演
出
、
洞
窟
内

を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
探
検
す
る
コ
ー
ス
の
拡

充
、
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
実
習
学
生

が
主
体
と
な
る
休
憩
所
カ
フ
ェ
の
企
画
・
運

営
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
「
龍
河
洞

協
議
会
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
前
向
き

な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
以
上
の
取
り
組
み
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

す
る
。

　
1
点
目
は
、
地
域
の
協
力
体
制
に
お
け
る

事
業
会
社
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
龍

河
洞
の
取
り
組
み
は
、
龍
河
洞
を
管
理
す
る

龍
河
洞
保
存
会
と
、
商
店
街
、
地
域
住
民
、

そ
し
て
財
源
を
持
つ
行
政
が
参
画
す
る
龍
河

洞
エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
利
害
関
係
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
既
存
の
組
織
が
推
進
役
と
な
る
の

で
は
な
く
、「
龍
河
洞
み
ら
い
」
と
い
う
新

た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
業
務
を
新
組
織
に
対
し
て
委
託
す
る
と

い
う
形
を
構
築
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

あ
く
ま
で
地
域
の
組
織
と
同
じ
目
線
で
提
案

を
行
い
、
実
行
役
を
担
う
立
場
で
あ
り
、
地

域
側
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
山
北
み
ら
い
の
取
り
組
み
も
生
産
者

側
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

も
の
べ
み
ら
い
と
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資

に
よ
り
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
生
産
者
側
か

ら
新
会
社
に
参
画
す
る
経
営
陣
も
代
表
権
を

有
す
る
体
制
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
の

べ
み
ら
い
と
生
産
者
が
共
同
で
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
こ
の
よ
う
な
体

制
に
至
る
ま
で
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
と
地

域
側
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
地
道

な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
2
点
目
が
、
地
域
の
金
融
機
関
に
よ
る
協

力
で
あ
る
。
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル
ー
プ
各
社

の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
フ
ァ
ン
ド
に
参
画

し
て
い
る
四
国
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
地

域
経
済
の
活
性
化
に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
挑
も

う
と
す
る
地
域
の
金
融
機
関
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
R
E
V
I
C
に
よ
る
資
金
や
人
材
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、

地
域
の
金
融
機
関
が
取
り
組
み
に
参
画
し
て

い
る
事
実
は
、
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る

う
え
で
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
も
の
べ

み
ら
い
と
い
う
全
く
新
し
い
組
織
で
も
、
金

融
機
関
が
入
っ
て
い
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
短
期
間
で
協
力
体
制
を
構
築
で
き

た
。

　
3
点
目
が
、
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。

取
り
組
み
が
地
域
で
根
付
く
た
め
に
は
、
地

域
を
経
営
す
る
と
い
う
俯
瞰
的
視
野
で
多
様

な
地
域
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観
光
事
業
に
関
わ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
、
そ
れ
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
構
築
と
実
践
、
ま
た
財
務
や
管

理
を
担
え
る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
を
地
域
で
確
保
す

る
こ
と
は
難
易
度
が
高
い
。
そ
の
点
で
も
期

待
で
き
る
の
が
、
地
域
の
金
融
機
関
か
、
県

庁
・
市
役
所
な
ど
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
組
織
か
ら
人
材
面
を
含
め
主

体
的
協
力
を
得
る
関
係
性
を
確
立
で
き
れ
ば
、

長
期
的
に
取
り
組
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
現
在
の
も
の
べ
み
ら
い
は
、
R
E
V
I
C

や
四
国
銀
行
を
は
じ
め
、
地
域
外
か
ら
集
結

し
た
人
材
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
方
で
古
川
氏
は
「
地
域
に
志
を
持
ち
、
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
行
動
す
る
方
々

が
い
た
か
ら
こ
そ
前
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
う
。
地
域
経
済
活
性
化
の
主
役
は

あ
く
ま
で
そ
の
地
域
を
背
負
っ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
り
、
そ
う
し
た
志
の
あ
る
地
域
の
人

材
が
「
地
方
に
い
て
も
都
会
と
平
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
会
社
に

し
た
い
。
地
域
の
た
め
に
人
生
を
か
け
て
頑

張
っ
て
い
る
人
が
輝
け
る
よ
う
な
舞
台
に
し

た
い
。」
と
想
い
を
語
っ
て
い
た
。
も
の
べ

み
ら
い
は
、
志
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
己
実
現
を
し
て
い
く
未
来
の
姿
を

描
い
て
い
る
。（
か
わ
む
ら 

り
ゅ
う
の
す
け
）

2019年10月時点

2019年10月時点

エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
」
で
は
老
朽
化
し
た

博
物
館
や
商
店
街
な
ど
を
一
体
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
企
画
も
検
討
さ
れ
る
等
、
龍
河

洞
を
中
心
と
し
た
周
辺
集
落
全
体
の
活
性
化

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
（
2
0
1

9
年
10
月
時
点
）。

③

 海の
観
光
拠
点
へ

　「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」

「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」
は
、
官
民
の
出
資

に
よ
っ
て
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織

で
、
香
南
市
の
海
浜
公
園
「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
」
と
「
道
の
駅
や
す
」
の
運
営
を
担
っ
て

い
る
会
社
で
あ
る
。

　
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
内
に
は
、
海
水
浴
場
や

多
目
的
広
場
、
B
B
Q
サ
イ
ト
、
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
と
、
道
の
駅
や
す
が
立
地
し
て
い

る
。
年
間
30
万
人
以
上
の
来
場
者
が
い
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
を
十
分
な
消
費
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
海
水
浴
離

れ
の
ト
レ
ン
ド
も
あ
り
、
近
年
は
経
営
に
苦

労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
立
て
直
し
を
図
る
べ

く
、
も
の
べ
み
ら
い
か
ら
の
投
融
資
と
経
営

者
の
派
遣
を
受
け
た
。

　
2
0
1
8
年
に
は
直
営
店
舗
で
あ
る
ア
イ

ス
バ
ー
専
門
店
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
化
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
で
収
益
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
は

３
年
で
５
つ
の

事
業
を
立
ち
上
げ

2

も
の
べ
み
ら
い

グ
ル
ー
プ
各
社
の

取
り
組
み

3

キ
ャ
ン
プ
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
の
新
た
な
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
海
の
観
光
拠
点
化
を
目
指
す
。

④

 農業
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む

　「
株
式
会
社
山
北
み
ら
い
」

　
こ
こ
ま
で
が
主
に
観
光
事
業
を
担
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
が
、「
株
式
会

社
山
北
み
ら
い
」
は
農
業
を
メ
イ
ン
と
し
た

事
業
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
「
地
域
就
農
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
人
手
不
足
と

所
得
の
安
定
化
と
い
う
農
業
の
課
題
に
対
し

て
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む
ア
イ
デ
ィ
ア
で
事

業
を
展
開
す
る
。

　
物
部
川
流
域
3
市
の
一
つ
の
香
南
市
は
、

山
北
地
区
の
ミ
カ
ン
栽
培
な
ど
を
中
心
に
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
人
手
不
足
等
の
理

由
か
ら
休
耕
地
が
市
全
体
で
1
0
0
ha
近
く

に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
ミ
カ
ン
は
収
穫
期

の
約
1
か
月
間
が
最
も
忙
し
く
、
集
中
的
に

人
手
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
人

手
を
確
保
で
き
な
い
農
家
は
生
産
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
ま
す
ま
す

後
継
者
不
足
に
拍
車
を
掛
け
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
た
。
し
か
し
問
題
の
本
質
は

単
な
る
人
手
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
の

融
通
が
利
か
な
い
点
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

ミ
カ
ン
の
収
穫
期
は
秋
、
ト
マ
ト
は
夏
で
あ

り
、
品
目
に
よ
っ
て
人
手
が
必
要
と
な
る
時

期
は
異
な
っ
て
い
る
。
異
な
る
品
目
を
扱
う

農
家
同
士
で
人
材
の
や
り
繰
り
が
で
き
れ
ば
、

人
手
不
足
を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
地
域
就
農
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
こ

う
し
た
課
題
を
逆
手
に
取
る
こ
と
で
、
地
元

香
南
市
と
の
議
論
の
末
に
生
ま
れ
た
。
新
規

就
農
者
に
、
特
定
品
種
の
農
家
で
は
な
く
地

域
そ
の
も
の
に
就
農
し
て
も
ら
う
モ
デ
ル
だ
。

　
ま
ず
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
。
就

を
、
従
来
の
観
覧
型
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
体
験
型

ス
ポ
ッ
ト
に
転
換
す
べ
く
、
龍
河
洞
の
運
営

支
援
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
。

龍
河
洞
は
国
の
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
1
億
7
5
0
0
万
年
前
の
鍾

乳
洞
で
、
博
物
館
や
珍
鳥
セ
ン
タ
ー
、
土
産

店
な
ど
の
商
店
街
を
有
す
る
複
合
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
だ
。
1
9
7
0
年
代
に
は
年
間
約

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
高
知
県
の

一
大
観
光
地
で
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
客
足
が
落
ち
込
み
、
近
年
で
は
年

間
約
10
万
人
程
度
の
入
込
と
な
っ
て
い
た
。

 

　
2
0
1
6
年
か
ら
関
係
者
や
地
域
住
民
、

県
、
市
な
ど
に
よ
る
「
龍
河
洞
エ
リ
ア
活
性

化
協
議
会
（
旧
龍
河
洞
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）
」
を
立
ち
上
げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
と
し
て
、

龍
河
洞
の
保
存
・
管
理
を
行
う
「
公
益
財
団

法
人
龍
河
洞
保
存
会
」
と
も
の
べ
み
ら
い
の

出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

心の中の冒険体験をコン
セプトに2019年7月に生
まれ変わった「新・龍河洞」
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株式会社
ヤ・シィ

株式会社山北みらい

株式会社
龍河洞みらい龍河洞

高知県

香南市 井上石灰工業 JA高知県

香南市
出資

出資 投融資

委託

管理委託

連携協定 売買契約

委託

所有

所有

活用

管理

補助
運営支援

マーケ
ティング

出資
31.9%

出資
25%

出資
75%

出資
90.9%

業務
委託

管理・運営 所有

ヤ・シィパーク 道の駅やす

株式会社
ものべみらい

株式会社
ものべみらい JA高知県

露地みかん部会・果樹女性部会

株式会社
ものべみらい公財）龍河洞保存会

法人・個人株主

生産者

休耕地

高知県

香南市

　
高
知
県
南
国
市
と
香
南
市
、
香
美
市
は
3

市
を
合
わ
せ
て
物
部
川
地
域
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
徳
島
県
と
の
県
境
付
近
に
あ
る
源
流
か

ら
、
山
間
の
渓
谷
地
帯
を
経
て
土
佐
湾
に
至

る
物
部
川
の
流
域
エ
リ
ア
だ
。

　
こ
の
地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
。
2
0

1
6
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
も

の
べ
み
ら
い
」
で
あ
る
。
主
に
観
光
や
農
業

関
連
の
事
業
を
担
う
ほ
か
、
物
部
川
D
M
O

協
議
会
と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
物
部
川
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン

や
ニ
ラ
、
ゆ
ず
、
桃
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、

シ
シ
ト
ウ
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド

作
物
を
有
し
て
い
る
。
米
も
主
力
作
物
で
、

7
月
に
収
穫
が
始
ま
る
超
早
場
米
が
有
名
だ
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

作
者
の
ゆ
か
り
の
地
に
立
つ
「
香
美
市
立
や

な
せ
た
か
し
記
念
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」、
日
本
三
大
鍾
乳
洞
で
あ
る
「
龍

河
洞
」、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
日

本
の
動
物
園
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
9
」
で
一

位
に
輝
い
た
「
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公

園
」、
一
年
中
メ
ロ
ン
を
楽
し
め
る
観
光
農

園
「
西
島
園
芸
団
地
」
な
ど
が
あ
る
。
高
知

龍
馬
空
港
も
当
エ
リ
ア
に
立
地
し
て
お
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
空
港
か
ら
車
で
20
分
か
ら

40
分
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
課
題
も
多
い
。
農

業
は
地
域
の
基
幹
産
業
だ
が
、

他
の
地
域
と
同
様
、
人
手
不

足
や
不
安
定
な
所
得
に
悩
ん

で
い
る
。
観
光
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
も
の
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
に
は
老

朽
化
や
客
足
の
落
ち
込
み
、
地
域
と
し
て
の

面
的
な
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
訴
求
す
る
魅
力
の
連

携
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
と
な
っ
た
地

域
の
魅
力
を
構
築
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
も
の
べ
み
ら
い
は

宿
泊
や
飲
食
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
物

販
、
そ
し
て
農
業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
も
の
べ
み
ら
い
の
関

連
会
社
（
以
下
グ
ル
ー
プ
会
社
）
が
担
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
は
「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら

い
」、「
龍
河
洞
み
ら
い
」、「
ヤ
・
シ
ィ
」、

「
山
北
み
ら
い
」
の
4
社
で
あ
る
。
収
益
事

業
は
基
本
的
に
グ
ル
ー
プ
会
社
が
事
業
経
営

を
担
い
、
も
の
べ
み
ら
い
は
持
ち
株
会
社
と

図 3 株式会社龍河洞みらいの出資関係

図 4 株式会社ヤ・シィの出資関係

図 5 株式会社山北みらいの出資関係

康
セ
ン
タ
ー
と
、
高
知
県
立
の
青
少
年
の
家

を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
を
所
有
し
て
い
る

の
は
香
美
市
や
高
知
県
で
、
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
は
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
あ
た

る
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

っ
て
い
る
の
が
宿
泊
施
設「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ

イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー

ト
」（
以
下
「6th D

iary

」）
で
あ
る
。
同
施

設
は
以
前
ま
で
、
官
民
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
公
社
」
が
運

営
を
担
っ
て
い
た
が
、
客
足
の
低
迷
に
よ
り

閉
館
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
が
保
有
す
る
公
社
の
株
式
の
大
部
分
を
も

の
べ
み
ら
い
へ
売
却
す
る
こ
と
で
民
営
化
し
、

「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
と
し
て
再
出
発

を
果
た
し
た
。

「6
th 

D
iary

」
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念

館
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
子
供
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

内
部
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
や
な
せ
た
か
し

氏
の
作
品
世
界
を
表
現

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、

角
の
な
い
テ
ー
ブ
ル
や

子
供
向
け
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
小
さ
な

子
供
が
い
て
も
安
心
で

き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
家
族
に
や
さ

し
い
季
節
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
香
北
ふ
る
さ
と
み

ら
い
は
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
も
中
枢
を
担
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ゲ
ス
ト
の
イ
ン

サ
イ
ト
（
潜
在
的
欲
求
）
を
い
か
に
し
て
叶

え
る
か
と
い
う
視
点
を
常
に
意
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
「
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
の
設

計
を
行
い
、
次
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

し
て
届
け
る
か
と
い
う
視
点
で
ハ
ー
ド
（
建

物
や
備
品
）
と
商
品
を
設
計
す
る
。
こ
う
し

た
手
法
に
基
づ
き「6th D

iary

」
で
は
、
季

節
毎
の
消
費
者
の
志
向
に
合
わ
せ
た
そ
の
時

期
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
開
業
か
ら
1
年
時
点
で
、

O
T
A
サ
イ
ト
等
で
も
高
評
価
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル

ー
プ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
日
ノ
御
子
河
川
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
」
と
「
香
北
青
少
年
の
家
」
の
運
営

も
担
っ
て
い
る
。「6th D

iary

」
と
合
わ
せ

て
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
の
利
用
も
可
能
な

施
設
と
し
て
、
物
部
川
地
域
の
重
要
な
感
動

体
験
提
供
型
の
観
光
・
宿
泊
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

②

 観覧
型
か
ら
体
験
型
へ
の
転
換
を

　

  

目
指
す
「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」
は
、
龍
河
洞

し
て
の
投
資
・
経
営
管
理
と
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
指
令
塔
と
な
る
。

　
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
小
さ
な
子
連
れ

家
族
（
パ
パ
・
マ
マ
・
キ
ッ
ズ
）
を
設
定
し

た
。
物
部
川
地
域
に
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
観
光
農
園
、
動
物
園
な
ど
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
観
光
資
源
が
多
い
。
こ
れ

ら
を
活
か
し
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に

地
域
全
体
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
体
験
型
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
、
滞
在
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
宿

泊
や
飲
食
、
買
い
物
）
の
運
営
を
行
う
。
更

に
農
業
等
の
一
次
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め

る
6
次
産
業
化
分
野
の
商
品
の
開
発
・
提
供

な
ど
を
行
い
、「
地
域
独
自
の
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
体
験
価
値
化
す
る
こ
と
で
マ
ネ
タ
イ

ズ
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

　
も
の
べ
み
ら
い
は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
あ

る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下

R
E
V
I
C
）
と
四
国
銀
行
が
立
ち
上
げ
た

「
高
知
県
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」（
3
億
円
）

に
よ
る
資
金
を
ベ
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
人
的
支
援
と
し
て
、

R
E
V
I
C
と
四
国
銀
行
か
ら
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
専
門
家
人
材
を
も
の
べ
み

ら
い
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
一
人
が
代

表
取
締
役
社
長
の
古
川
陽
一
郎
氏
で
あ
る
。

古
川
氏
は
R
E
V
I
C
か
ら
も
の
べ
み
ら
い

へ
派
遣
さ
れ
た
経
営
陣
の
ひ
と
り
だ
。
元
は

商
社
マ
ン
で
あ
っ
た
が
、
地
域
や
日
本
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

2
0
1
6
年
に
R
E
V
I
C
へ
入
社
。
同
時

に
物
部
川
地
域
へ
派
遣
さ
れ
た
。
古
川
氏
の

ほ
か
、
経
営
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
6
次
産
業
化
な

ど
を
進
め
る
専
門
家
人
材

と
し
て
、
現
在
、
R
E
V

I
C
か
ら
3
名
と
四
国
銀

行
か
ら
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
を

中
枢
と
し
な
が
ら
、

2
0
1
6
年
6
月
に
物
部

川
D
M
O
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
協
議

会
の
場
で
地
域
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
同
年
8
月
に
株

式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
を

設
立
。
そ
こ
か
ら
3
年
ほ

ど
の
間
に
様
々
な
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
2
0
1
6
年
11
月
に
株
式
会
社
香
北

ふ
る
さ
と
み
ら
い
へ
の
出
資
を
行
い
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
い
た
感
動
体
験
提

供
拠
点
の
整
備
を
開
始
し
た
。
続
い
て
17
年

10
月
に
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
を
立
ち
上

げ
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
拠

点
と
し
て
龍
河
洞
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
着
手
。
18
年
5
月
に
は
、
株
式
会
社
ヤ
・

シ
ィ
に
投
融
資
を
行
い
、
食
事
や
買
い
物
の

拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
を
有
す
る
海
浜
公
園

「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
」
の
運
営
支
援
を
開
始

し
た
。
18
年
７
月
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
グ

ル
ー
プ
の
中
核
事
業
と
し
て
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
が
運
営
す
る
体
験
型
宿
泊
施
設

「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ

ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
。
1
9

年
7
月
に
は
、
洞
窟
内
で
の
新
た
な
演
出
を

加
え
て
、
龍
河
洞
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
に
お
け
る
担

い
手
課
題
の
解
決
と
地
域
商
社
事
業
等
を
展

開
す
る
組
織
と
し
て
、
1
9
年
6
月
に
株
式

会
社
山
北
み
ら
い
を
設
立
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
で
の
協
議
か
ら
合
意
形

成
、
組
織
の
設
立
、
事
業
の
立
ち
上
げ
ま
で

を
順
番
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
れ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

①

 最初
の
一
歩

　「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
は
、

香
美
市
立
の
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
健

農
者
は
、
山
北
み
ら
い
で
管
理
委
託
を
受
け

た
休
耕
地
で
の
ミ
カ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
が
、

ミ
カ
ン
栽
培
の
農
閑
期
に
は
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ブ
ド
ウ
圃
場
や
ト
マ
ト
な
ど
の
他
品
種

農
家
に
も
出
向
く
。
就
農
者
へ
の
技
術
的
な

指
導
は
J
A
等
の
生
産
者
が
行
い
、
最
終
的

に
は
独
立
し
た
生
産
者
と
し
て
地
域
に
就
農

す
る
流
れ
だ
。

　
山
北
み
ら
い
が
生
産
に
お
け
る
課
題
解
決

を
担
う
一
方
、
流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題

解
決
は
も
の
べ
み
ら
い
と
連
携
し
て
行
う
。

流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題
に
直
結
す
る
の

が
、
農
家
の
所
得
向
上
と
安
定
化
で
あ
る
。

従
来
型
の
市
場
を
通
し
た
流
通
構
造
で
は
中

間
マ
ー
ジ
ン
の
幅
が
厚
く
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
農
家
の
所
得
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
生
産
者
と
消
費
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
の
が
、
地
方
の
小
売
店
に

直
接
卸
す
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
to
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

（
地
域
か
ら
地
域
へ
）
の
取
引
で
、
青
森
県

や
和
歌
山
県
の
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や

地
域
商
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
農
業
の
取
り
組
み
を
メ
イ
ン
と

し
な
が
ら
、
今
後
は
果
物
の
収
穫
や
ジ
ュ
ー

ス
づ
く
り
な
ど
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
に

も
着
手
す
る
こ
と
で
6
次
化
商
品
の
提
供
を

目
指
す
。

　
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
官
民
に

よ
る
農
業
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

流
通
が
絡
む
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
関
係
者
の
参
画
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
も
の
べ
み
ら
い
と

生
産
者
（
J
A
高
知
県 

露
地
み
か
ん
部
会
・

果
樹
女
性
部
会
）
に
よ
る
出
資
で
山
北
み
ら

い
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
香
南
市
や

J
A
高
知
県
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
井
上
石

灰
工
業
株
式
会
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
も
の
べ
み
ら
い
は
様
々
な

事
業
を
通
じ
て
、
観
光
と
農
業
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
地
域
側
の
理
解
や
協
力
、
支
援

が
な
け
れ
ば
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
観
光
地
全
体
と
し
て
目
標
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
地
域
を
つ
な
げ
る
接
着
剤
の

よ
う
な
役
割
で
と
り
ま
と
め
て
い
る
の
が

「
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
」
で
あ
る
。
協
議

会
は
自
治
体
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、
教
育

機
関
の
ほ
か
、
観
光
施
設
や
エ
ア
ラ
イ
ン
な

ど
の
民
間
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
任
意
団

体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
旅
行
業
の
着
手
と

観
光
庁
の
日
本
版
D
M
O
法
人
登
録
を
睨
ん

で
2
0
1
9
年
3
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し

た
。
協
議
会
自
身
が
、
D
M
O
と
し
て
地
域

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信
や
旅
行
商

品
造
成
・
セ
ー
ル
ス
事
業
を
担
う
（
旅
行
商

品
事
業
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
須
の
取
り
組

み
で
あ
る
も
の
の
、
収
益
事
業
と
し
て
自
立

的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

公
益
事
業
と
位
置
付
け
て
い
る
）。
こ
の
よ

う
に
、
公
益
事
業
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
、
収
益

事
業
を
も
の
べ
み
ら
い
が
担
う
と
い
う
形
で
、

両
輪
が
駆
動
す
る
こ
と
で
物
部
川
地
域
の
観

光
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
も
の
べ
み
ら
い
は
参
謀
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。
観
光
と
農
業
を
活
か
し
た
地

域
経
済
活
性
化
と
い
う
戦
略
や
、
子
連
れ
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
提
供
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
も
の
べ
み

ら
い
の
設
立
以
前
か
ら
、
四
国
銀
行
と
R
E

V
I
C
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協

議
を
し
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

戦
略
の
構
築
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
ま

と
め
る
役
割
を
、
も
の
べ
み
ら
い
が
引
き
継

い
で
い
る
。

　
協
議
会
で
は
現
在
、
会
員
各
組
織
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
地
域
で
作
り
上

げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
や
観
光
協
会
、
各
事
業
者
も
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
財
源
確

保
の
方
法
や
各
組
織
の
事
業
計
画
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
が
必
要
と
な
る
。
協
議
会
で

の
こ
う
し
た
議
論
に
も
、
も
の
べ
み
ら
い
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
・
実
績
が
影
響
し
て
い
る
。

も
の
べ
み
ら
い
が
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
思

い
を
具
現
化
し
て
き
た
事
実
と
プ
ロ
セ
ス
が
、

　
役
割
は
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
で
、
龍
河
洞
を
体
験
型
ス
ポ
ッ
ト

に
転
換
す
べ
く
、
洞
窟
内
で
龍
河
洞
が
有
す

る
世
界
観
を
「
心
の
深
い
と
こ
ろ
」
へ
の
冒

険
体
験
に
誘
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
来
訪
者
の
世
界
観
へ
の
没
入
を
手
助

け
す
る
照
明
・
音
響
に
よ
る
演
出
、
洞
窟
内

を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
探
検
す
る
コ
ー
ス
の
拡

充
、
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
実
習
学
生

が
主
体
と
な
る
休
憩
所
カ
フ
ェ
の
企
画
・
運

営
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
「
龍
河
洞

協
議
会
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
前
向
き

な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
以
上
の
取
り
組
み
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

す
る
。

　
1
点
目
は
、
地
域
の
協
力
体
制
に
お
け
る

事
業
会
社
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
龍

河
洞
の
取
り
組
み
は
、
龍
河
洞
を
管
理
す
る

龍
河
洞
保
存
会
と
、
商
店
街
、
地
域
住
民
、

そ
し
て
財
源
を
持
つ
行
政
が
参
画
す
る
龍
河

洞
エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
利
害
関
係
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
既
存
の
組
織
が
推
進
役
と
な
る
の

で
は
な
く
、「
龍
河
洞
み
ら
い
」
と
い
う
新

た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
業
務
を
新
組
織
に
対
し
て
委
託
す
る
と

い
う
形
を
構
築
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

あ
く
ま
で
地
域
の
組
織
と
同
じ
目
線
で
提
案

を
行
い
、
実
行
役
を
担
う
立
場
で
あ
り
、
地

域
側
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
山
北
み
ら
い
の
取
り
組
み
も
生
産
者

側
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

も
の
べ
み
ら
い
と
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資

に
よ
り
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
生
産
者
側
か

ら
新
会
社
に
参
画
す
る
経
営
陣
も
代
表
権
を

有
す
る
体
制
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
の

べ
み
ら
い
と
生
産
者
が
共
同
で
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
こ
の
よ
う
な
体

制
に
至
る
ま
で
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
と
地

域
側
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
地
道

な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
2
点
目
が
、
地
域
の
金
融
機
関
に
よ
る
協

力
で
あ
る
。
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル
ー
プ
各
社

の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
フ
ァ
ン
ド
に
参
画

し
て
い
る
四
国
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
地

域
経
済
の
活
性
化
に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
挑
も

う
と
す
る
地
域
の
金
融
機
関
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
R
E
V
I
C
に
よ
る
資
金
や
人
材
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、

地
域
の
金
融
機
関
が
取
り
組
み
に
参
画
し
て

い
る
事
実
は
、
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る

う
え
で
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
も
の
べ

み
ら
い
と
い
う
全
く
新
し
い
組
織
で
も
、
金

融
機
関
が
入
っ
て
い
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
短
期
間
で
協
力
体
制
を
構
築
で
き

た
。

　
3
点
目
が
、
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。

取
り
組
み
が
地
域
で
根
付
く
た
め
に
は
、
地

域
を
経
営
す
る
と
い
う
俯
瞰
的
視
野
で
多
様

な
地
域
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観
光
事
業
に
関
わ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
、
そ
れ
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
構
築
と
実
践
、
ま
た
財
務
や
管

理
を
担
え
る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
を
地
域
で
確
保
す

る
こ
と
は
難
易
度
が
高
い
。
そ
の
点
で
も
期

待
で
き
る
の
が
、
地
域
の
金
融
機
関
か
、
県

庁
・
市
役
所
な
ど
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
組
織
か
ら
人
材
面
を
含
め
主

体
的
協
力
を
得
る
関
係
性
を
確
立
で
き
れ
ば
、

長
期
的
に
取
り
組
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
現
在
の
も
の
べ
み
ら
い
は
、
R
E
V
I
C

や
四
国
銀
行
を
は
じ
め
、
地
域
外
か
ら
集
結

し
た
人
材
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
方
で
古
川
氏
は
「
地
域
に
志
を
持
ち
、
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
行
動
す
る
方
々

が
い
た
か
ら
こ
そ
前
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
う
。
地
域
経
済
活
性
化
の
主
役
は

あ
く
ま
で
そ
の
地
域
を
背
負
っ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
り
、
そ
う
し
た
志
の
あ
る
地
域
の
人

材
が
「
地
方
に
い
て
も
都
会
と
平
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
会
社
に

し
た
い
。
地
域
の
た
め
に
人
生
を
か
け
て
頑

張
っ
て
い
る
人
が
輝
け
る
よ
う
な
舞
台
に
し

た
い
。」
と
想
い
を
語
っ
て
い
た
。
も
の
べ

み
ら
い
は
、
志
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
己
実
現
を
し
て
い
く
未
来
の
姿
を

描
い
て
い
る
。（
か
わ
む
ら 

り
ゅ
う
の
す
け
）

2019年10月時点

2019年10月時点

2019年10月時点

エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
」
で
は
老
朽
化
し
た

博
物
館
や
商
店
街
な
ど
を
一
体
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
企
画
も
検
討
さ
れ
る
等
、
龍
河

洞
を
中
心
と
し
た
周
辺
集
落
全
体
の
活
性
化

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
（
2
0
1

9
年
10
月
時
点
）。

③

 海の
観
光
拠
点
へ

　「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」

「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」
は
、
官
民
の
出
資

に
よ
っ
て
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織

で
、
香
南
市
の
海
浜
公
園
「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
」
と
「
道
の
駅
や
す
」
の
運
営
を
担
っ
て

い
る
会
社
で
あ
る
。

　
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
内
に
は
、
海
水
浴
場
や

多
目
的
広
場
、
B
B
Q
サ
イ
ト
、
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
と
、
道
の
駅
や
す
が
立
地
し
て
い

る
。
年
間
30
万
人
以
上
の
来
場
者
が
い
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
を
十
分
な
消
費
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
海
水
浴
離

れ
の
ト
レ
ン
ド
も
あ
り
、
近
年
は
経
営
に
苦

労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
立
て
直
し
を
図
る
べ

く
、
も
の
べ
み
ら
い
か
ら
の
投
融
資
と
経
営

者
の
派
遣
を
受
け
た
。

　
2
0
1
8
年
に
は
直
営
店
舗
で
あ
る
ア
イ

ス
バ
ー
専
門
店
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
化
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
で
収
益
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
は

地
域
と
も
の
べ
み
ら
い

4 キ
ャ
ン
プ
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
の
新
た
な
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
海
の
観
光
拠
点
化
を
目
指
す
。

④

 農業
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む

　「
株
式
会
社
山
北
み
ら
い
」

　
こ
こ
ま
で
が
主
に
観
光
事
業
を
担
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
が
、「
株
式
会

社
山
北
み
ら
い
」
は
農
業
を
メ
イ
ン
と
し
た

事
業
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
「
地
域
就
農
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
人
手
不
足
と

所
得
の
安
定
化
と
い
う
農
業
の
課
題
に
対
し

て
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む
ア
イ
デ
ィ
ア
で
事

業
を
展
開
す
る
。

　
物
部
川
流
域
3
市
の
一
つ
の
香
南
市
は
、

山
北
地
区
の
ミ
カ
ン
栽
培
な
ど
を
中
心
に
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
人
手
不
足
等
の
理

由
か
ら
休
耕
地
が
市
全
体
で
1
0
0
ha
近
く

に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
ミ
カ
ン
は
収
穫
期

の
約
1
か
月
間
が
最
も
忙
し
く
、
集
中
的
に

人
手
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
人

手
を
確
保
で
き
な
い
農
家
は
生
産
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
ま
す
ま
す

後
継
者
不
足
に
拍
車
を
掛
け
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
た
。
し
か
し
問
題
の
本
質
は

単
な
る
人
手
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
の

融
通
が
利
か
な
い
点
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

ミ
カ
ン
の
収
穫
期
は
秋
、
ト
マ
ト
は
夏
で
あ

り
、
品
目
に
よ
っ
て
人
手
が
必
要
と
な
る
時

期
は
異
な
っ
て
い
る
。
異
な
る
品
目
を
扱
う

農
家
同
士
で
人
材
の
や
り
繰
り
が
で
き
れ
ば
、

人
手
不
足
を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
地
域
就
農
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
こ

う
し
た
課
題
を
逆
手
に
取
る
こ
と
で
、
地
元

香
南
市
と
の
議
論
の
末
に
生
ま
れ
た
。
新
規

就
農
者
に
、
特
定
品
種
の
農
家
で
は
な
く
地

域
そ
の
も
の
に
就
農
し
て
も
ら
う
モ
デ
ル
だ
。

　
ま
ず
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
。
就

を
、
従
来
の
観
覧
型
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
体
験
型

ス
ポ
ッ
ト
に
転
換
す
べ
く
、
龍
河
洞
の
運
営

支
援
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
。

龍
河
洞
は
国
の
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
1
億
7
5
0
0
万
年
前
の
鍾

乳
洞
で
、
博
物
館
や
珍
鳥
セ
ン
タ
ー
、
土
産

店
な
ど
の
商
店
街
を
有
す
る
複
合
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
だ
。
1
9
7
0
年
代
に
は
年
間
約

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
高
知
県
の

一
大
観
光
地
で
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
客
足
が
落
ち
込
み
、
近
年
で
は
年

間
約
10
万
人
程
度
の
入
込
と
な
っ
て
い
た
。

 

　
2
0
1
6
年
か
ら
関
係
者
や
地
域
住
民
、

県
、
市
な
ど
に
よ
る
「
龍
河
洞
エ
リ
ア
活
性

化
協
議
会
（
旧
龍
河
洞
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）
」
を
立
ち
上
げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
と
し
て
、

龍
河
洞
の
保
存
・
管
理
を
行
う
「
公
益
財
団

法
人
龍
河
洞
保
存
会
」
と
も
の
べ
み
ら
い
の

出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

事例にみる株式会社型DMO2
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株式会社
ヤ・シィ

株式会社山北みらい

株式会社
龍河洞みらい龍河洞

高知県

香南市 井上石灰工業 JA高知県

香南市
出資

出資 投融資

委託

管理委託

連携協定 売買契約

委託

所有

所有

活用

管理

補助
運営支援

マーケ
ティング

出資
31.9%

出資
25%

出資
75%

出資
90.9%

業務
委託

管理・運営 所有

ヤ・シィパーク 道の駅やす

株式会社
ものべみらい

株式会社
ものべみらい JA高知県

露地みかん部会・果樹女性部会

株式会社
ものべみらい公財）龍河洞保存会

法人・個人株主

生産者

休耕地

高知県

香南市

　
高
知
県
南
国
市
と
香
南
市
、
香
美
市
は
3

市
を
合
わ
せ
て
物
部
川
地
域
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
徳
島
県
と
の
県
境
付
近
に
あ
る
源
流
か

ら
、
山
間
の
渓
谷
地
帯
を
経
て
土
佐
湾
に
至

る
物
部
川
の
流
域
エ
リ
ア
だ
。

　
こ
の
地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
。
2
0

1
6
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
も

の
べ
み
ら
い
」
で
あ
る
。
主
に
観
光
や
農
業

関
連
の
事
業
を
担
う
ほ
か
、
物
部
川
D
M
O

協
議
会
と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
物
部
川
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン

や
ニ
ラ
、
ゆ
ず
、
桃
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、

シ
シ
ト
ウ
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド

作
物
を
有
し
て
い
る
。
米
も
主
力
作
物
で
、

7
月
に
収
穫
が
始
ま
る
超
早
場
米
が
有
名
だ
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

作
者
の
ゆ
か
り
の
地
に
立
つ
「
香
美
市
立
や

な
せ
た
か
し
記
念
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」、
日
本
三
大
鍾
乳
洞
で
あ
る
「
龍

河
洞
」、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
日

本
の
動
物
園
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
9
」
で
一

位
に
輝
い
た
「
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公

園
」、
一
年
中
メ
ロ
ン
を
楽
し
め
る
観
光
農

園
「
西
島
園
芸
団
地
」
な
ど
が
あ
る
。
高
知

龍
馬
空
港
も
当
エ
リ
ア
に
立
地
し
て
お
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
空
港
か
ら
車
で
20
分
か
ら

40
分
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
課
題
も
多
い
。
農

業
は
地
域
の
基
幹
産
業
だ
が
、

他
の
地
域
と
同
様
、
人
手
不

足
や
不
安
定
な
所
得
に
悩
ん

で
い
る
。
観
光
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
も
の
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
に
は
老

朽
化
や
客
足
の
落
ち
込
み
、
地
域
と
し
て
の

面
的
な
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
訴
求
す
る
魅
力
の
連

携
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
と
な
っ
た
地

域
の
魅
力
を
構
築
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
も
の
べ
み
ら
い
は

宿
泊
や
飲
食
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
物

販
、
そ
し
て
農
業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
も
の
べ
み
ら
い
の
関

連
会
社
（
以
下
グ
ル
ー
プ
会
社
）
が
担
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
は
「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら

い
」、「
龍
河
洞
み
ら
い
」、「
ヤ
・
シ
ィ
」、

「
山
北
み
ら
い
」
の
4
社
で
あ
る
。
収
益
事

業
は
基
本
的
に
グ
ル
ー
プ
会
社
が
事
業
経
営

を
担
い
、
も
の
べ
み
ら
い
は
持
ち
株
会
社
と

図 3 株式会社龍河洞みらいの出資関係

図 4 株式会社ヤ・シィの出資関係

図 5 株式会社山北みらいの出資関係

康
セ
ン
タ
ー
と
、
高
知
県
立
の
青
少
年
の
家

を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
を
所
有
し
て
い
る

の
は
香
美
市
や
高
知
県
で
、
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
は
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
あ
た

る
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

っ
て
い
る
の
が
宿
泊
施
設「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ

イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー

ト
」（
以
下
「6th D

iary

」）
で
あ
る
。
同
施

設
は
以
前
ま
で
、
官
民
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
公
社
」
が
運

営
を
担
っ
て
い
た
が
、
客
足
の
低
迷
に
よ
り

閉
館
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
が
保
有
す
る
公
社
の
株
式
の
大
部
分
を
も

の
べ
み
ら
い
へ
売
却
す
る
こ
と
で
民
営
化
し
、

「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
と
し
て
再
出
発

を
果
た
し
た
。

「6
th 

D
iary

」
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念

館
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
子
供
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

内
部
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
や
な
せ
た
か
し

氏
の
作
品
世
界
を
表
現

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、

角
の
な
い
テ
ー
ブ
ル
や

子
供
向
け
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
小
さ
な

子
供
が
い
て
も
安
心
で

き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
家
族
に
や
さ

し
い
季
節
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
香
北
ふ
る
さ
と
み

ら
い
は
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
も
中
枢
を
担
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ゲ
ス
ト
の
イ
ン

サ
イ
ト
（
潜
在
的
欲
求
）
を
い
か
に
し
て
叶

え
る
か
と
い
う
視
点
を
常
に
意
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
「
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
の
設

計
を
行
い
、
次
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

し
て
届
け
る
か
と
い
う
視
点
で
ハ
ー
ド
（
建

物
や
備
品
）
と
商
品
を
設
計
す
る
。
こ
う
し

た
手
法
に
基
づ
き「6th D

iary

」
で
は
、
季

節
毎
の
消
費
者
の
志
向
に
合
わ
せ
た
そ
の
時

期
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
開
業
か
ら
1
年
時
点
で
、

O
T
A
サ
イ
ト
等
で
も
高
評
価
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル

ー
プ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
日
ノ
御
子
河
川
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
」
と
「
香
北
青
少
年
の
家
」
の
運
営

も
担
っ
て
い
る
。「6th D

iary

」
と
合
わ
せ

て
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
の
利
用
も
可
能
な

施
設
と
し
て
、
物
部
川
地
域
の
重
要
な
感
動

体
験
提
供
型
の
観
光
・
宿
泊
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

②

 観覧
型
か
ら
体
験
型
へ
の
転
換
を

　

  

目
指
す
「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」
は
、
龍
河
洞

し
て
の
投
資
・
経
営
管
理
と
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
指
令
塔
と
な
る
。

　
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
小
さ
な
子
連
れ

家
族
（
パ
パ
・
マ
マ
・
キ
ッ
ズ
）
を
設
定
し

た
。
物
部
川
地
域
に
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
観
光
農
園
、
動
物
園
な
ど
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
観
光
資
源
が
多
い
。
こ
れ

ら
を
活
か
し
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に

地
域
全
体
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
体
験
型
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
、
滞
在
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
宿

泊
や
飲
食
、
買
い
物
）
の
運
営
を
行
う
。
更

に
農
業
等
の
一
次
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め

る
6
次
産
業
化
分
野
の
商
品
の
開
発
・
提
供

な
ど
を
行
い
、「
地
域
独
自
の
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
体
験
価
値
化
す
る
こ
と
で
マ
ネ
タ
イ

ズ
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

　
も
の
べ
み
ら
い
は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
あ

る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下

R
E
V
I
C
）
と
四
国
銀
行
が
立
ち
上
げ
た

「
高
知
県
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」（
3
億
円
）

に
よ
る
資
金
を
ベ
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
人
的
支
援
と
し
て
、

R
E
V
I
C
と
四
国
銀
行
か
ら
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
専
門
家
人
材
を
も
の
べ
み

ら
い
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
一
人
が
代

表
取
締
役
社
長
の
古
川
陽
一
郎
氏
で
あ
る
。

古
川
氏
は
R
E
V
I
C
か
ら
も
の
べ
み
ら
い

へ
派
遣
さ
れ
た
経
営
陣
の
ひ
と
り
だ
。
元
は

商
社
マ
ン
で
あ
っ
た
が
、
地
域
や
日
本
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

2
0
1
6
年
に
R
E
V
I
C
へ
入
社
。
同
時

に
物
部
川
地
域
へ
派
遣
さ
れ
た
。
古
川
氏
の

ほ
か
、
経
営
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
6
次
産
業
化
な

ど
を
進
め
る
専
門
家
人
材

と
し
て
、
現
在
、
R
E
V

I
C
か
ら
3
名
と
四
国
銀

行
か
ら
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
を

中
枢
と
し
な
が
ら
、

2
0
1
6
年
6
月
に
物
部

川
D
M
O
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
協
議

会
の
場
で
地
域
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
同
年
8
月
に
株

式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
を

設
立
。
そ
こ
か
ら
3
年
ほ

ど
の
間
に
様
々
な
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
2
0
1
6
年
11
月
に
株
式
会
社
香
北

ふ
る
さ
と
み
ら
い
へ
の
出
資
を
行
い
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
い
た
感
動
体
験
提

供
拠
点
の
整
備
を
開
始
し
た
。
続
い
て
17
年

10
月
に
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
を
立
ち
上

げ
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
拠

点
と
し
て
龍
河
洞
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
着
手
。
18
年
5
月
に
は
、
株
式
会
社
ヤ
・

シ
ィ
に
投
融
資
を
行
い
、
食
事
や
買
い
物
の

拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
を
有
す
る
海
浜
公
園

「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
」
の
運
営
支
援
を
開
始

し
た
。
18
年
７
月
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
グ

ル
ー
プ
の
中
核
事
業
と
し
て
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
が
運
営
す
る
体
験
型
宿
泊
施
設

「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ

ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
。
1
9

年
7
月
に
は
、
洞
窟
内
で
の
新
た
な
演
出
を

加
え
て
、
龍
河
洞
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
に
お
け
る
担

い
手
課
題
の
解
決
と
地
域
商
社
事
業
等
を
展

開
す
る
組
織
と
し
て
、
1
9
年
6
月
に
株
式

会
社
山
北
み
ら
い
を
設
立
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
で
の
協
議
か
ら
合
意
形

成
、
組
織
の
設
立
、
事
業
の
立
ち
上
げ
ま
で

を
順
番
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
れ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

①

 最初
の
一
歩

　「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
は
、

香
美
市
立
の
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
健

農
者
は
、
山
北
み
ら
い
で
管
理
委
託
を
受
け

た
休
耕
地
で
の
ミ
カ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
が
、

ミ
カ
ン
栽
培
の
農
閑
期
に
は
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ブ
ド
ウ
圃
場
や
ト
マ
ト
な
ど
の
他
品
種

農
家
に
も
出
向
く
。
就
農
者
へ
の
技
術
的
な

指
導
は
J
A
等
の
生
産
者
が
行
い
、
最
終
的

に
は
独
立
し
た
生
産
者
と
し
て
地
域
に
就
農

す
る
流
れ
だ
。

　
山
北
み
ら
い
が
生
産
に
お
け
る
課
題
解
決

を
担
う
一
方
、
流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題

解
決
は
も
の
べ
み
ら
い
と
連
携
し
て
行
う
。

流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題
に
直
結
す
る
の

が
、
農
家
の
所
得
向
上
と
安
定
化
で
あ
る
。

従
来
型
の
市
場
を
通
し
た
流
通
構
造
で
は
中

間
マ
ー
ジ
ン
の
幅
が
厚
く
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
農
家
の
所
得
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
生
産
者
と
消
費
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
の
が
、
地
方
の
小
売
店
に

直
接
卸
す
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
to
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

（
地
域
か
ら
地
域
へ
）
の
取
引
で
、
青
森
県

や
和
歌
山
県
の
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や

地
域
商
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
農
業
の
取
り
組
み
を
メ
イ
ン
と

し
な
が
ら
、
今
後
は
果
物
の
収
穫
や
ジ
ュ
ー

ス
づ
く
り
な
ど
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
に

も
着
手
す
る
こ
と
で
6
次
化
商
品
の
提
供
を

目
指
す
。

　
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
官
民
に

よ
る
農
業
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

流
通
が
絡
む
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
関
係
者
の
参
画
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
も
の
べ
み
ら
い
と

生
産
者
（
J
A
高
知
県 

露
地
み
か
ん
部
会
・

果
樹
女
性
部
会
）
に
よ
る
出
資
で
山
北
み
ら

い
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
香
南
市
や

J
A
高
知
県
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
井
上
石

灰
工
業
株
式
会
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
も
の
べ
み
ら
い
は
様
々
な

事
業
を
通
じ
て
、
観
光
と
農
業
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
地
域
側
の
理
解
や
協
力
、
支
援

が
な
け
れ
ば
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
観
光
地
全
体
と
し
て
目
標
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
地
域
を
つ
な
げ
る
接
着
剤
の

よ
う
な
役
割
で
と
り
ま
と
め
て
い
る
の
が

「
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
」
で
あ
る
。
協
議

会
は
自
治
体
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、
教
育

機
関
の
ほ
か
、
観
光
施
設
や
エ
ア
ラ
イ
ン
な

ど
の
民
間
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
任
意
団

体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
旅
行
業
の
着
手
と

観
光
庁
の
日
本
版
D
M
O
法
人
登
録
を
睨
ん

で
2
0
1
9
年
3
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し

た
。
協
議
会
自
身
が
、
D
M
O
と
し
て
地
域

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信
や
旅
行
商

品
造
成
・
セ
ー
ル
ス
事
業
を
担
う
（
旅
行
商

品
事
業
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
須
の
取
り
組

み
で
あ
る
も
の
の
、
収
益
事
業
と
し
て
自
立

的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

公
益
事
業
と
位
置
付
け
て
い
る
）。
こ
の
よ

う
に
、
公
益
事
業
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
、
収
益

事
業
を
も
の
べ
み
ら
い
が
担
う
と
い
う
形
で
、

両
輪
が
駆
動
す
る
こ
と
で
物
部
川
地
域
の
観

光
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
も
の
べ
み
ら
い
は
参
謀
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。
観
光
と
農
業
を
活
か
し
た
地

域
経
済
活
性
化
と
い
う
戦
略
や
、
子
連
れ
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
提
供
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
も
の
べ
み

ら
い
の
設
立
以
前
か
ら
、
四
国
銀
行
と
R
E

V
I
C
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協

議
を
し
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

戦
略
の
構
築
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
ま

と
め
る
役
割
を
、
も
の
べ
み
ら
い
が
引
き
継

い
で
い
る
。

　
協
議
会
で
は
現
在
、
会
員
各
組
織
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
地
域
で
作
り
上

げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
や
観
光
協
会
、
各
事
業
者
も
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
財
源
確

保
の
方
法
や
各
組
織
の
事
業
計
画
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
が
必
要
と
な
る
。
協
議
会
で

の
こ
う
し
た
議
論
に
も
、
も
の
べ
み
ら
い
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
・
実
績
が
影
響
し
て
い
る
。

も
の
べ
み
ら
い
が
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
思

い
を
具
現
化
し
て
き
た
事
実
と
プ
ロ
セ
ス
が
、

　
役
割
は
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
で
、
龍
河
洞
を
体
験
型
ス
ポ
ッ
ト

に
転
換
す
べ
く
、
洞
窟
内
で
龍
河
洞
が
有
す

る
世
界
観
を
「
心
の
深
い
と
こ
ろ
」
へ
の
冒

険
体
験
に
誘
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
来
訪
者
の
世
界
観
へ
の
没
入
を
手
助

け
す
る
照
明
・
音
響
に
よ
る
演
出
、
洞
窟
内

を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
探
検
す
る
コ
ー
ス
の
拡

充
、
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
実
習
学
生

が
主
体
と
な
る
休
憩
所
カ
フ
ェ
の
企
画
・
運

営
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
「
龍
河
洞

協
議
会
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
前
向
き

な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
以
上
の
取
り
組
み
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

す
る
。

　
1
点
目
は
、
地
域
の
協
力
体
制
に
お
け
る

事
業
会
社
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
龍

河
洞
の
取
り
組
み
は
、
龍
河
洞
を
管
理
す
る

龍
河
洞
保
存
会
と
、
商
店
街
、
地
域
住
民
、

そ
し
て
財
源
を
持
つ
行
政
が
参
画
す
る
龍
河

洞
エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
利
害
関
係
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
既
存
の
組
織
が
推
進
役
と
な
る
の

で
は
な
く
、「
龍
河
洞
み
ら
い
」
と
い
う
新

た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
業
務
を
新
組
織
に
対
し
て
委
託
す
る
と

い
う
形
を
構
築
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

あ
く
ま
で
地
域
の
組
織
と
同
じ
目
線
で
提
案

を
行
い
、
実
行
役
を
担
う
立
場
で
あ
り
、
地

域
側
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
山
北
み
ら
い
の
取
り
組
み
も
生
産
者

側
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

も
の
べ
み
ら
い
と
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資

に
よ
り
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
生
産
者
側
か

ら
新
会
社
に
参
画
す
る
経
営
陣
も
代
表
権
を

有
す
る
体
制
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
の

べ
み
ら
い
と
生
産
者
が
共
同
で
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
こ
の
よ
う
な
体

制
に
至
る
ま
で
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
と
地

域
側
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
地
道

な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
2
点
目
が
、
地
域
の
金
融
機
関
に
よ
る
協

力
で
あ
る
。
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル
ー
プ
各
社

の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
フ
ァ
ン
ド
に
参
画

し
て
い
る
四
国
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
地

域
経
済
の
活
性
化
に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
挑
も

う
と
す
る
地
域
の
金
融
機
関
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
R
E
V
I
C
に
よ
る
資
金
や
人
材
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、

地
域
の
金
融
機
関
が
取
り
組
み
に
参
画
し
て

い
る
事
実
は
、
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る

う
え
で
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
も
の
べ

み
ら
い
と
い
う
全
く
新
し
い
組
織
で
も
、
金

融
機
関
が
入
っ
て
い
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
短
期
間
で
協
力
体
制
を
構
築
で
き

た
。

　
3
点
目
が
、
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。

取
り
組
み
が
地
域
で
根
付
く
た
め
に
は
、
地

域
を
経
営
す
る
と
い
う
俯
瞰
的
視
野
で
多
様

な
地
域
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観
光
事
業
に
関
わ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
、
そ
れ
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
構
築
と
実
践
、
ま
た
財
務
や
管

理
を
担
え
る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
を
地
域
で
確
保
す

る
こ
と
は
難
易
度
が
高
い
。
そ
の
点
で
も
期

待
で
き
る
の
が
、
地
域
の
金
融
機
関
か
、
県

庁
・
市
役
所
な
ど
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
組
織
か
ら
人
材
面
を
含
め
主

体
的
協
力
を
得
る
関
係
性
を
確
立
で
き
れ
ば
、

長
期
的
に
取
り
組
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
現
在
の
も
の
べ
み
ら
い
は
、
R
E
V
I
C

や
四
国
銀
行
を
は
じ
め
、
地
域
外
か
ら
集
結

し
た
人
材
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
方
で
古
川
氏
は
「
地
域
に
志
を
持
ち
、
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
行
動
す
る
方
々

が
い
た
か
ら
こ
そ
前
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
う
。
地
域
経
済
活
性
化
の
主
役
は

あ
く
ま
で
そ
の
地
域
を
背
負
っ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
り
、
そ
う
し
た
志
の
あ
る
地
域
の
人

材
が
「
地
方
に
い
て
も
都
会
と
平
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
会
社
に

し
た
い
。
地
域
の
た
め
に
人
生
を
か
け
て
頑

張
っ
て
い
る
人
が
輝
け
る
よ
う
な
舞
台
に
し

た
い
。」
と
想
い
を
語
っ
て
い
た
。
も
の
べ

み
ら
い
は
、
志
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
己
実
現
を
し
て
い
く
未
来
の
姿
を

描
い
て
い
る
。（
か
わ
む
ら 

り
ゅ
う
の
す
け
）

2019年10月時点

2019年10月時点

2019年10月時点

エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
」
で
は
老
朽
化
し
た

博
物
館
や
商
店
街
な
ど
を
一
体
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
企
画
も
検
討
さ
れ
る
等
、
龍
河

洞
を
中
心
と
し
た
周
辺
集
落
全
体
の
活
性
化

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
（
2
0
1

9
年
10
月
時
点
）。

③

 海の
観
光
拠
点
へ

　「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」

「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」
は
、
官
民
の
出
資

に
よ
っ
て
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織

で
、
香
南
市
の
海
浜
公
園
「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
」
と
「
道
の
駅
や
す
」
の
運
営
を
担
っ
て

い
る
会
社
で
あ
る
。

　
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
内
に
は
、
海
水
浴
場
や

多
目
的
広
場
、
B
B
Q
サ
イ
ト
、
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
と
、
道
の
駅
や
す
が
立
地
し
て
い

る
。
年
間
30
万
人
以
上
の
来
場
者
が
い
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
を
十
分
な
消
費
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
海
水
浴
離

れ
の
ト
レ
ン
ド
も
あ
り
、
近
年
は
経
営
に
苦

労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
立
て
直
し
を
図
る
べ

く
、
も
の
べ
み
ら
い
か
ら
の
投
融
資
と
経
営

者
の
派
遣
を
受
け
た
。

　
2
0
1
8
年
に
は
直
営
店
舗
で
あ
る
ア
イ

ス
バ
ー
専
門
店
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
化
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
で
収
益
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
は

地
域
と
も
の
べ
み
ら
い

4 キ
ャ
ン
プ
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
の
新
た
な
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
海
の
観
光
拠
点
化
を
目
指
す
。

④

 農業
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む

　「
株
式
会
社
山
北
み
ら
い
」

　
こ
こ
ま
で
が
主
に
観
光
事
業
を
担
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
が
、「
株
式
会

社
山
北
み
ら
い
」
は
農
業
を
メ
イ
ン
と
し
た

事
業
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
「
地
域
就
農
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
人
手
不
足
と

所
得
の
安
定
化
と
い
う
農
業
の
課
題
に
対
し

て
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む
ア
イ
デ
ィ
ア
で
事

業
を
展
開
す
る
。

　
物
部
川
流
域
3
市
の
一
つ
の
香
南
市
は
、

山
北
地
区
の
ミ
カ
ン
栽
培
な
ど
を
中
心
に
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
人
手
不
足
等
の
理

由
か
ら
休
耕
地
が
市
全
体
で
1
0
0
ha
近
く

に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
ミ
カ
ン
は
収
穫
期

の
約
1
か
月
間
が
最
も
忙
し
く
、
集
中
的
に

人
手
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
人

手
を
確
保
で
き
な
い
農
家
は
生
産
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
ま
す
ま
す

後
継
者
不
足
に
拍
車
を
掛
け
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
た
。
し
か
し
問
題
の
本
質
は

単
な
る
人
手
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
の

融
通
が
利
か
な
い
点
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

ミ
カ
ン
の
収
穫
期
は
秋
、
ト
マ
ト
は
夏
で
あ

り
、
品
目
に
よ
っ
て
人
手
が
必
要
と
な
る
時

期
は
異
な
っ
て
い
る
。
異
な
る
品
目
を
扱
う

農
家
同
士
で
人
材
の
や
り
繰
り
が
で
き
れ
ば
、

人
手
不
足
を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
地
域
就
農
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
こ

う
し
た
課
題
を
逆
手
に
取
る
こ
と
で
、
地
元

香
南
市
と
の
議
論
の
末
に
生
ま
れ
た
。
新
規

就
農
者
に
、
特
定
品
種
の
農
家
で
は
な
く
地

域
そ
の
も
の
に
就
農
し
て
も
ら
う
モ
デ
ル
だ
。

　
ま
ず
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
。
就

を
、
従
来
の
観
覧
型
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
体
験
型

ス
ポ
ッ
ト
に
転
換
す
べ
く
、
龍
河
洞
の
運
営

支
援
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
。

龍
河
洞
は
国
の
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
1
億
7
5
0
0
万
年
前
の
鍾

乳
洞
で
、
博
物
館
や
珍
鳥
セ
ン
タ
ー
、
土
産

店
な
ど
の
商
店
街
を
有
す
る
複
合
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
だ
。
1
9
7
0
年
代
に
は
年
間
約

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
高
知
県
の

一
大
観
光
地
で
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
客
足
が
落
ち
込
み
、
近
年
で
は
年

間
約
10
万
人
程
度
の
入
込
と
な
っ
て
い
た
。

 

　
2
0
1
6
年
か
ら
関
係
者
や
地
域
住
民
、

県
、
市
な
ど
に
よ
る
「
龍
河
洞
エ
リ
ア
活
性

化
協
議
会
（
旧
龍
河
洞
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）
」
を
立
ち
上
げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
と
し
て
、

龍
河
洞
の
保
存
・
管
理
を
行
う
「
公
益
財
団

法
人
龍
河
洞
保
存
会
」
と
も
の
べ
み
ら
い
の

出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
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高
知
県
南
国
市
と
香
南
市
、
香
美
市
は
3

市
を
合
わ
せ
て
物
部
川
地
域
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
徳
島
県
と
の
県
境
付
近
に
あ
る
源
流
か

ら
、
山
間
の
渓
谷
地
帯
を
経
て
土
佐
湾
に
至

る
物
部
川
の
流
域
エ
リ
ア
だ
。

　
こ
の
地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
を
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
。
2
0

1
6
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
「
株
式
会
社
も

の
べ
み
ら
い
」
で
あ
る
。
主
に
観
光
や
農
業

関
連
の
事
業
を
担
う
ほ
か
、
物
部
川
D
M
O

協
議
会
と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。 

　
物
部
川
地
域
は
農
業
が
盛
ん
で
、
ミ
カ
ン

や
ニ
ラ
、
ゆ
ず
、
桃
、
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、

シ
シ
ト
ウ
な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド

作
物
を
有
し
て
い
る
。
米
も
主
力
作
物
で
、

7
月
に
収
穫
が
始
ま
る
超
早
場
米
が
有
名
だ
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

作
者
の
ゆ
か
り
の
地
に
立
つ
「
香
美
市
立
や

な
せ
た
か
し
記
念
館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」、
日
本
三
大
鍾
乳
洞
で
あ
る
「
龍

河
洞
」、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
「
日

本
の
動
物
園
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
9
」
で
一

位
に
輝
い
た
「
高
知
県
立
の
い
ち
動
物
公

園
」、
一
年
中
メ
ロ
ン
を
楽
し
め
る
観
光
農

園
「
西
島
園
芸
団
地
」
な
ど
が
あ
る
。
高
知

龍
馬
空
港
も
当
エ
リ
ア
に
立
地
し
て
お
り
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
空
港
か
ら
車
で
20
分
か
ら

40
分
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
課
題
も
多
い
。
農

業
は
地
域
の
基
幹
産
業
だ
が
、

他
の
地
域
と
同
様
、
人
手
不

足
や
不
安
定
な
所
得
に
悩
ん

で
い
る
。
観
光
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て

い
る
も
の
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
に
は
老

朽
化
や
客
足
の
落
ち
込
み
、
地
域
と
し
て
の

面
的
な
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
更
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
訴
求
す
る
魅
力
の
連

携
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
と
な
っ
た
地

域
の
魅
力
を
構
築
で
き
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
も
の
べ
み
ら
い
は

宿
泊
や
飲
食
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
物

販
、
そ
し
て
農
業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
な

が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
も
の
べ
み
ら
い
の
関

連
会
社
（
以
下
グ
ル
ー
プ
会
社
）
が
担
う
。

グ
ル
ー
プ
会
社
は
「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら

い
」、「
龍
河
洞
み
ら
い
」、「
ヤ
・
シ
ィ
」、

「
山
北
み
ら
い
」
の
4
社
で
あ
る
。
収
益
事

業
は
基
本
的
に
グ
ル
ー
プ
会
社
が
事
業
経
営

を
担
い
、
も
の
べ
み
ら
い
は
持
ち
株
会
社
と

康
セ
ン
タ
ー
と
、
高
知
県
立
の
青
少
年
の
家

を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
を
所
有
し
て
い
る

の
は
香
美
市
や
高
知
県
で
、
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
は
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
あ
た

る
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

っ
て
い
る
の
が
宿
泊
施
設「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ

イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー

ト
」（
以
下
「6th D

iary

」）
で
あ
る
。
同
施

設
は
以
前
ま
で
、
官
民
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
公
社
」
が
運

営
を
担
っ
て
い
た
が
、
客
足
の
低
迷
に
よ
り

閉
館
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
が
保
有
す
る
公
社
の
株
式
の
大
部
分
を
も

の
べ
み
ら
い
へ
売
却
す
る
こ
と
で
民
営
化
し
、

「
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
と
し
て
再
出
発

を
果
た
し
た
。

「6
th 

D
iary

」
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し
記
念

館
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
子
供
連
れ
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

内
部
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
や
な
せ
た
か
し

氏
の
作
品
世
界
を
表
現

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
、

角
の
な
い
テ
ー
ブ
ル
や

子
供
向
け
の
ア
メ
ニ
テ

ィ
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
、
小
さ
な

子
供
が
い
て
も
安
心
で

き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
家
族
に
や
さ

し
い
季
節
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
香
北
ふ
る
さ
と
み

ら
い
は
、
グ
ル
ー
プ
の

中
で
も
中
枢
を
担
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
ゲ
ス
ト
の
イ
ン

サ
イ
ト
（
潜
在
的
欲
求
）
を
い
か
に
し
て
叶

え
る
か
と
い
う
視
点
を
常
に
意
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
「
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
か
」
と
い
う
視
点
で
サ
ー
ビ
ス
の
設

計
を
行
い
、
次
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に

し
て
届
け
る
か
と
い
う
視
点
で
ハ
ー
ド
（
建

物
や
備
品
）
と
商
品
を
設
計
す
る
。
こ
う
し

た
手
法
に
基
づ
き「6th D

iary

」
で
は
、
季

節
毎
の
消
費
者
の
志
向
に
合
わ
せ
た
そ
の
時

期
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
開
業
か
ら
1
年
時
点
で
、

O
T
A
サ
イ
ト
等
で
も
高
評
価
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル

ー
プ
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、「
日
ノ
御
子
河
川
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
」
と
「
香
北
青
少
年
の
家
」
の
運
営

も
担
っ
て
い
る
。「6th D

iary

」
と
合
わ
せ

て
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
で
の
利
用
も
可
能
な

施
設
と
し
て
、
物
部
川
地
域
の
重
要
な
感
動

体
験
提
供
型
の
観
光
・
宿
泊
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

②

 観覧
型
か
ら
体
験
型
へ
の
転
換
を

　

  

目
指
す
「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
」
は
、
龍
河
洞

し
て
の
投
資
・
経
営
管
理
と
、
観
光
地
域
づ

く
り
の
指
令
塔
と
な
る
。

　
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
小
さ
な
子
連
れ

家
族
（
パ
パ
・
マ
マ
・
キ
ッ
ズ
）
を
設
定
し

た
。
物
部
川
地
域
に
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
観
光
農
園
、
動
物
園
な
ど
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
観
光
資
源
が
多
い
。
こ
れ

ら
を
活
か
し
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
向
け
に

地
域
全
体
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
体
験
型
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
、
滞
在
型
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
宿

泊
や
飲
食
、
買
い
物
）
の
運
営
を
行
う
。
更

に
農
業
等
の
一
次
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め

る
6
次
産
業
化
分
野
の
商
品
の
開
発
・
提
供

な
ど
を
行
い
、「
地
域
独
自
の
ス
ト
ー
リ

ー
」
を
体
験
価
値
化
す
る
こ
と
で
マ
ネ
タ
イ

ズ
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

　
も
の
べ
み
ら
い
は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
で
あ

る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下

R
E
V
I
C
）
と
四
国
銀
行
が
立
ち
上
げ
た

「
高
知
県
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」（
3
億
円
）

に
よ
る
資
金
を
ベ
ー
ス
に
設
立
さ
れ
た
。
加

え
て
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
人
的
支
援
と
し
て
、

R
E
V
I
C
と
四
国
銀
行
か
ら
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
専
門
家
人
材
を
も
の
べ
み

ら
い
へ
派
遣
し
て
い
る
。

　
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
一
人
が
代

表
取
締
役
社
長
の
古
川
陽
一
郎
氏
で
あ
る
。

古
川
氏
は
R
E
V
I
C
か
ら
も
の
べ
み
ら
い

へ
派
遣
さ
れ
た
経
営
陣
の
ひ
と
り
だ
。
元
は

商
社
マ
ン
で
あ
っ
た
が
、
地
域
や
日
本
の
た

め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

2
0
1
6
年
に
R
E
V
I
C
へ
入
社
。
同
時

に
物
部
川
地
域
へ
派
遣
さ
れ
た
。
古
川
氏
の

ほ
か
、
経
営
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
6
次
産
業
化
な

ど
を
進
め
る
専
門
家
人
材

と
し
て
、
現
在
、
R
E
V

I
C
か
ら
3
名
と
四
国
銀

行
か
ら
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
を

中
枢
と
し
な
が
ら
、

2
0
1
6
年
6
月
に
物
部

川
D
M
O
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
協
議

会
の
場
で
地
域
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
同
年
8
月
に
株

式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
を

設
立
。
そ
こ
か
ら
3
年
ほ

ど
の
間
に
様
々
な
事
業
へ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
ず
2
0
1
6
年
11
月
に
株
式
会
社
香
北

ふ
る
さ
と
み
ら
い
へ
の
出
資
を
行
い
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
い
た
感
動
体
験
提

供
拠
点
の
整
備
を
開
始
し
た
。
続
い
て
17
年

10
月
に
株
式
会
社
龍
河
洞
み
ら
い
を
立
ち
上

げ
、
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
供
す
る
拠

点
と
し
て
龍
河
洞
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
着
手
。
18
年
5
月
に
は
、
株
式
会
社
ヤ
・

シ
ィ
に
投
融
資
を
行
い
、
食
事
や
買
い
物
の

拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
を
有
す
る
海
浜
公
園

「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
」
の
運
営
支
援
を
開
始

し
た
。
18
年
７
月
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
グ

ル
ー
プ
の
中
核
事
業
と
し
て
香
北
ふ
る
さ
と

み
ら
い
が
運
営
す
る
体
験
型
宿
泊
施
設

「
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
か
ほ
く
ホ
テ

ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
。
1
9

年
7
月
に
は
、
洞
窟
内
で
の
新
た
な
演
出
を

加
え
て
、
龍
河
洞
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
を
果

た
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
農
業
に
お
け
る
担

い
手
課
題
の
解
決
と
地
域
商
社
事
業
等
を
展

開
す
る
組
織
と
し
て
、
1
9
年
6
月
に
株
式

会
社
山
北
み
ら
い
を
設
立
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
で
の
協
議
か
ら
合
意
形

成
、
組
織
の
設
立
、
事
業
の
立
ち
上
げ
ま
で

を
順
番
に
進
め
て
き
た
。

　
そ
れ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

①

 最初
の
一
歩

　「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」

「
株
式
会
社
香
北
ふ
る
さ
と
み
ら
い
」
は
、

香
美
市
立
の
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
健

農
者
は
、
山
北
み
ら
い
で
管
理
委
託
を
受
け

た
休
耕
地
で
の
ミ
カ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
が
、

ミ
カ
ン
栽
培
の
農
閑
期
に
は
地
元
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ブ
ド
ウ
圃
場
や
ト
マ
ト
な
ど
の
他
品
種

農
家
に
も
出
向
く
。
就
農
者
へ
の
技
術
的
な

指
導
は
J
A
等
の
生
産
者
が
行
い
、
最
終
的

に
は
独
立
し
た
生
産
者
と
し
て
地
域
に
就
農

す
る
流
れ
だ
。

　
山
北
み
ら
い
が
生
産
に
お
け
る
課
題
解
決

を
担
う
一
方
、
流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題

解
決
は
も
の
べ
み
ら
い
と
連
携
し
て
行
う
。

流
通
・
販
売
に
お
け
る
課
題
に
直
結
す
る
の

が
、
農
家
の
所
得
向
上
と
安
定
化
で
あ
る
。

従
来
型
の
市
場
を
通
し
た
流
通
構
造
で
は
中

間
マ
ー
ジ
ン
の
幅
が
厚
く
、
ど
ん
な
に
頑
張

っ
て
も
農
家
の
所
得
向
上
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
生
産
者
と
消
費
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
の
が
、
地
方
の
小
売
店
に

直
接
卸
す
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
to
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

（
地
域
か
ら
地
域
へ
）
の
取
引
で
、
青
森
県

や
和
歌
山
県
の
大
手
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
や

地
域
商
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
農
業
の
取
り
組
み
を
メ
イ
ン
と

し
な
が
ら
、
今
後
は
果
物
の
収
穫
や
ジ
ュ
ー

ス
づ
く
り
な
ど
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
構
築
に

も
着
手
す
る
こ
と
で
6
次
化
商
品
の
提
供
を

目
指
す
。

　
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
る
の
が
、
官
民
に

よ
る
農
業
活
性
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

流
通
が
絡
む
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、
多
く

の
関
係
者
の
参
画
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
も
の
べ
み
ら
い
と

生
産
者
（
J
A
高
知
県 

露
地
み
か
ん
部
会
・

果
樹
女
性
部
会
）
に
よ
る
出
資
で
山
北
み
ら

い
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
香
南
市
や

J
A
高
知
県
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
営
む
井
上
石

灰
工
業
株
式
会
社
と
連
携
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
も
の
べ
み
ら
い
は
様
々
な

事
業
を
通
じ
て
、
観
光
と
農
業
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
地
域
側
の
理
解
や
協
力
、
支
援

が
な
け
れ
ば
う
ま
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
、
そ
れ

ぞ
れ
が
観
光
地
全
体
と
し
て
目
標
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
地
域
を
つ
な
げ
る
接
着
剤
の

よ
う
な
役
割
で
と
り
ま
と
め
て
い
る
の
が

「
物
部
川
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
」
で
あ
る
。
協
議

会
は
自
治
体
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、
教
育

機
関
の
ほ
か
、
観
光
施
設
や
エ
ア
ラ
イ
ン
な

ど
の
民
間
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
任
意
団

体
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
旅
行
業
の
着
手
と

観
光
庁
の
日
本
版
D
M
O
法
人
登
録
を
睨
ん

で
2
0
1
9
年
3
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し

た
。
協
議
会
自
身
が
、
D
M
O
と
し
て
地
域

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
発
信
や
旅
行
商

品
造
成
・
セ
ー
ル
ス
事
業
を
担
う
（
旅
行
商

品
事
業
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
須
の
取
り
組

み
で
あ
る
も
の
の
、
収
益
事
業
と
し
て
自
立

的
に
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

公
益
事
業
と
位
置
付
け
て
い
る
）。
こ
の
よ

う
に
、
公
益
事
業
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
、
収
益

事
業
を
も
の
べ
み
ら
い
が
担
う
と
い
う
形
で
、

両
輪
が
駆
動
す
る
こ
と
で
物
部
川
地
域
の
観

光
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
も
の
べ
み
ら
い
は
参
謀
と
し
て
の

役
割
も
担
う
。
観
光
と
農
業
を
活
か
し
た
地

域
経
済
活
性
化
と
い
う
戦
略
や
、
子
連
れ
家

族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
提
供
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
も
の
べ
み

ら
い
の
設
立
以
前
か
ら
、
四
国
銀
行
と
R
E

V
I
C
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協

議
を
し
な
が
ら
構
築
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

戦
略
の
構
築
や
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
ま

と
め
る
役
割
を
、
も
の
べ
み
ら
い
が
引
き
継

い
で
い
る
。

　
協
議
会
で
は
現
在
、
会
員
各
組
織
に
よ
る

観
光
地
域
づ
く
り
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
か

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。
地
域
で
作
り
上

げ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
や
観
光
協
会
、
各
事
業
者
も
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
、
財
源
確

保
の
方
法
や
各
組
織
の
事
業
計
画
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
議
論
が
必
要
と
な
る
。
協
議
会
で

の
こ
う
し
た
議
論
に
も
、
も
の
べ
み
ら
い
の

こ
れ
ま
で
の
活
動
・
実
績
が
影
響
し
て
い
る
。

も
の
べ
み
ら
い
が
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
思

い
を
具
現
化
し
て
き
た
事
実
と
プ
ロ
セ
ス
が
、

　
役
割
は
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
で
、
龍
河
洞
を
体
験
型
ス
ポ
ッ
ト

に
転
換
す
べ
く
、
洞
窟
内
で
龍
河
洞
が
有
す

る
世
界
観
を
「
心
の
深
い
と
こ
ろ
」
へ
の
冒

険
体
験
に
誘
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
、
来
訪
者
の
世
界
観
へ
の
没
入
を
手
助

け
す
る
照
明
・
音
響
に
よ
る
演
出
、
洞
窟
内

を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
探
検
す
る
コ
ー
ス
の
拡

充
、
高
知
大
学
地
域
協
働
学
部
の
実
習
学
生

が
主
体
と
な
る
休
憩
所
カ
フ
ェ
の
企
画
・
運

営
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
「
龍
河
洞

協
議
会
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
前
向
き

な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

　
以
上
の
取
り
組
み
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

す
る
。

　
1
点
目
は
、
地
域
の
協
力
体
制
に
お
け
る

事
業
会
社
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
龍

河
洞
の
取
り
組
み
は
、
龍
河
洞
を
管
理
す
る

龍
河
洞
保
存
会
と
、
商
店
街
、
地
域
住
民
、

そ
し
て
財
源
を
持
つ
行
政
が
参
画
す
る
龍
河

洞
エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
が
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
お
り
、
様
々
な
利
害
関
係
も
存
在
す
る
。

そ
こ
で
、
既
存
の
組
織
が
推
進
役
と
な
る
の

で
は
な
く
、「
龍
河
洞
み
ら
い
」
と
い
う
新

た
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
業
務
を
新
組
織
に
対
し
て
委
託
す
る
と

い
う
形
を
構
築
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

あ
く
ま
で
地
域
の
組
織
と
同
じ
目
線
で
提
案

を
行
い
、
実
行
役
を
担
う
立
場
で
あ
り
、
地

域
側
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推

進
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
山
北
み
ら
い
の
取
り
組
み
も
生
産
者

側
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

も
の
べ
み
ら
い
と
生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
資

に
よ
り
新
会
社
を
立
ち
上
げ
、
生
産
者
側
か

ら
新
会
社
に
参
画
す
る
経
営
陣
も
代
表
権
を

有
す
る
体
制
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
も
の

べ
み
ら
い
と
生
産
者
が
共
同
で
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
こ
の
よ
う
な
体

制
に
至
る
ま
で
に
は
、
も
の
べ
み
ら
い
と
地

域
側
で
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
地
道

な
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
2
点
目
が
、
地
域
の
金
融
機
関
に
よ
る
協

力
で
あ
る
。
も
の
べ
み
ら
い
グ
ル
ー
プ
各
社

の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
資
金
が
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
フ
ァ
ン
ド
に
参
画

し
て
い
る
四
国
銀
行
の
存
在
で
あ
っ
た
。
地

域
経
済
の
活
性
化
に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
挑
も

う
と
す
る
地
域
の
金
融
機
関
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
R
E
V
I
C
に
よ
る
資
金
や
人
材
を
呼

び
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、

地
域
の
金
融
機
関
が
取
り
組
み
に
参
画
し
て

い
る
事
実
は
、
事
業
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る

う
え
で
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
も
の
べ

み
ら
い
と
い
う
全
く
新
し
い
組
織
で
も
、
金

融
機
関
が
入
っ
て
い
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
短
期
間
で
協
力
体
制
を
構
築
で
き

た
。

　
3
点
目
が
、
人
材
の
確
保
と
育
成
で
あ
る
。

取
り
組
み
が
地
域
で
根
付
く
た
め
に
は
、
地

域
を
経
営
す
る
と
い
う
俯
瞰
的
視
野
で
多
様

な
地
域
経
営
資
源
（
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観
光
事
業
に
関
わ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
、
そ
れ
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
構
築
と
実
践
、
ま
た
財
務
や
管

理
を
担
え
る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
を
地
域
で
確
保
す

る
こ
と
は
難
易
度
が
高
い
。
そ
の
点
で
も
期

待
で
き
る
の
が
、
地
域
の
金
融
機
関
か
、
県

庁
・
市
役
所
な
ど
の
行
政
組
織
で
あ
る
と
い

う
。
こ
う
し
た
組
織
か
ら
人
材
面
を
含
め
主

体
的
協
力
を
得
る
関
係
性
を
確
立
で
き
れ
ば
、

長
期
的
に
取
り
組
み
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
現
在
の
も
の
べ
み
ら
い
は
、
R
E
V
I
C

や
四
国
銀
行
を
は
じ
め
、
地
域
外
か
ら
集
結

し
た
人
材
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

一
方
で
古
川
氏
は
「
地
域
に
志
を
持
ち
、
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
行
動
す
る
方
々

が
い
た
か
ら
こ
そ
前
進
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
言
う
。
地
域
経
済
活
性
化
の
主
役
は

あ
く
ま
で
そ
の
地
域
を
背
負
っ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
り
、
そ
う
し
た
志
の
あ
る
地
域
の
人

材
が
「
地
方
に
い
て
も
都
会
と
平
等
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
る
会
社
に

し
た
い
。
地
域
の
た
め
に
人
生
を
か
け
て
頑

張
っ
て
い
る
人
が
輝
け
る
よ
う
な
舞
台
に
し

た
い
。」
と
想
い
を
語
っ
て
い
た
。
も
の
べ

み
ら
い
は
、
志
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
が
、

地
域
で
自
己
実
現
を
し
て
い
く
未
来
の
姿
を

描
い
て
い
る
。（
か
わ
む
ら 

り
ゅ
う
の
す
け
）

●
高
知
県
物
部
川
地
域（
南
国
市
、香
南
市
、香
美
市
）プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…

面
積
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
市
合
計
1
0
6
6
6
7
人

（
2
0
1
9
年
10
月
現
在
）

3
市
合
計
7
9
0
・
0
3
k
㎡

●
株
式
会
社
も
の
べ
み
ら
い
の
概
要

会
社
名
…
…
…
…
…
…
…
…

代
表
者
…
…
…
…
…
…
…
…

設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…

所
在
地
…
…
…
…
…
…
…
…

事
業
内
容
…
…
…
…
…
…
…

株
主
…
…
…
…
…
…
…
…
…

株
式
会
社
も
の
べ
み
ら
い

代
表
取
締
役
社
長 

古
川
陽
一
郎

2
0
1
6
年
8
月

〒
7
8
3
|

0
0
0
4 

高
知
県
南
国
市
大
ソ
ネ
甲
1
7
0
5
|

5

桜
ビ
ル
２
階

投
資
事
業
、経
営
支
援
事
業
、農
産
物
卸
売
・
加
工
事
業
等

高
知
県
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
、香
美
市
、香
南
市
、

公
益
財
団
法
人
龍
河
洞
保
存
会

エ
リ
ア
活
性
化
協
議
会
」
で
は
老
朽
化
し
た

博
物
館
や
商
店
街
な
ど
を
一
体
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
企
画
も
検
討
さ
れ
る
等
、
龍
河

洞
を
中
心
と
し
た
周
辺
集
落
全
体
の
活
性
化

に
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
（
2
0
1

9
年
10
月
時
点
）。

③

 海の
観
光
拠
点
へ

　「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」

「
株
式
会
社
ヤ
・
シ
ィ
」
は
、
官
民
の
出
資

に
よ
っ
て
2
0
0
1
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織

で
、
香
南
市
の
海
浜
公
園
「
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー

ク
」
と
「
道
の
駅
や
す
」
の
運
営
を
担
っ
て

い
る
会
社
で
あ
る
。

　
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
内
に
は
、
海
水
浴
場
や

多
目
的
広
場
、
B
B
Q
サ
イ
ト
、
観
光
情
報

セ
ン
タ
ー
と
、
道
の
駅
や
す
が
立
地
し
て
い

る
。
年
間
30
万
人
以
上
の
来
場
者
が
い
る
も

の
の
、
そ
れ
ら
を
十
分
な
消
費
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
昨
今
の
海
水
浴
離

れ
の
ト
レ
ン
ド
も
あ
り
、
近
年
は
経
営
に
苦

労
し
て
い
た
。
そ
こ
で
立
て
直
し
を
図
る
べ

く
、
も
の
べ
み
ら
い
か
ら
の
投
融
資
と
経
営

者
の
派
遣
を
受
け
た
。

　
2
0
1
8
年
に
は
直
営
店
舗
で
あ
る
ア
イ

ス
バ
ー
専
門
店
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
化
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
た
経
営
改
善
を

図
る
こ
と
で
収
益
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
は

地
域
に
志
の
あ
る
人
が

い
る
か
ら
こ
そ

5

キ
ャ
ン
プ
を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
の
新
た
な
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
海
の
観
光
拠
点
化
を
目
指
す
。

④

 農業
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む

　「
株
式
会
社
山
北
み
ら
い
」

　
こ
こ
ま
で
が
主
に
観
光
事
業
を
担
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
っ
た
が
、「
株
式
会

社
山
北
み
ら
い
」
は
農
業
を
メ
イ
ン
と
し
た

事
業
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
「
地
域
就
農
」

と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
人
手
不
足
と

所
得
の
安
定
化
と
い
う
農
業
の
課
題
に
対
し

て
真
正
面
か
ら
斬
り
込
む
ア
イ
デ
ィ
ア
で
事

業
を
展
開
す
る
。

　
物
部
川
流
域
3
市
の
一
つ
の
香
南
市
は
、

山
北
地
区
の
ミ
カ
ン
栽
培
な
ど
を
中
心
に
農

業
が
盛
ん
な
地
域
だ
が
、
人
手
不
足
等
の
理

由
か
ら
休
耕
地
が
市
全
体
で
1
0
0
ha
近
く

に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
ミ
カ
ン
は
収
穫
期

の
約
1
か
月
間
が
最
も
忙
し
く
、
集
中
的
に

人
手
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
人

手
を
確
保
で
き
な
い
農
家
は
生
産
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
が
ま
す
ま
す

後
継
者
不
足
に
拍
車
を
掛
け
る
と
い
う
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
た
。
し
か
し
問
題
の
本
質
は

単
な
る
人
手
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
の

融
通
が
利
か
な
い
点
に
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

ミ
カ
ン
の
収
穫
期
は
秋
、
ト
マ
ト
は
夏
で
あ

り
、
品
目
に
よ
っ
て
人
手
が
必
要
と
な
る
時

期
は
異
な
っ
て
い
る
。
異
な
る
品
目
を
扱
う

農
家
同
士
で
人
材
の
や
り
繰
り
が
で
き
れ
ば
、

人
手
不
足
を
解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
地
域
就
農
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
こ

う
し
た
課
題
を
逆
手
に
取
る
こ
と
で
、
地
元

香
南
市
と
の
議
論
の
末
に
生
ま
れ
た
。
新
規

就
農
者
に
、
特
定
品
種
の
農
家
で
は
な
く
地

域
そ
の
も
の
に
就
農
し
て
も
ら
う
モ
デ
ル
だ
。

　
ま
ず
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
新
規
就
農
者
を
募
集
す
る
。
就

を
、
従
来
の
観
覧
型
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
体
験
型

ス
ポ
ッ
ト
に
転
換
す
べ
く
、
龍
河
洞
の
運
営

支
援
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
。

龍
河
洞
は
国
の
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
1
億
7
5
0
0
万
年
前
の
鍾

乳
洞
で
、
博
物
館
や
珍
鳥
セ
ン
タ
ー
、
土
産

店
な
ど
の
商
店
街
を
有
す
る
複
合
的
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
だ
。
1
9
7
0
年
代
に
は
年
間
約

1
0
0
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
高
知
県
の

一
大
観
光
地
で
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
客
足
が
落
ち
込
み
、
近
年
で
は
年

間
約
10
万
人
程
度
の
入
込
と
な
っ
て
い
た
。

 

　
2
0
1
6
年
か
ら
関
係
者
や
地
域
住
民
、

県
、
市
な
ど
に
よ
る
「
龍
河
洞
エ
リ
ア
活
性

化
協
議
会
（
旧
龍
河
洞
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）
」
を
立
ち
上
げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
た
。
龍
河
洞
み
ら
い
は
、

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
と
し
て
、

龍
河
洞
の
保
存
・
管
理
を
行
う
「
公
益
財
団

法
人
龍
河
洞
保
存
会
」
と
も
の
べ
み
ら
い
の

出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

高
知
道

徳島道

松山道

香美市

香南市
南国市 ★

★★
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佐
賀
県
有
田
町
は
、陶
磁
器
の
原
材
料
と

な
る
「
陶
石
」
が
こ
の
地
で
見
つ
か
っ
た
1

6
1
6
年
以
来
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
「
李
参
平
」
が
そ
の
礎
を
築
い
た
「
有

田
焼
」
を
あ
ま
た
の
職
人
が
受
け
継
ぎ
、
世

界
ブ
ラ
ン
ド
の
陶
磁
器
と
し
て
発
展
さ
せ
て

き
た
ま
ち
で
あ
る
。

　
4
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
、
生
活
の
文
化

は
、
職
人
に
よ
る
手
作
業
が
行
わ
れ
る
工
房

や
ト
ン
バ
イ
塀
、
石
畳
と
い
っ
た
街
並
み
に

溶
け
込
み
、
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

（
1
9
9
1
年
）
さ
れ
て
い
る
内
山
地
区
の
通

り
を
歩
け
ば
、
窯
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
窯
元
や
卸
問
屋
が
有
田
焼
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
の
よ
う
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
有
田
町
の
観
光
は
、
や
は
り
有
田
焼
が
町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
代
表

例
と
も
い
え
る
の
が
毎
年
春
の
「
有
田
陶
器

市
」
と
、「
秋
の
陶
磁
器
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

　
有
田
町
の
年
間
観
光
客
数
約
2
5
0
万
人

の
う
ち
、
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
る
4
・
5
・
11

月
の
合
計
が
年
間
の
7
割
超
を
占
め
る
（
2

0
1
7
年
）。
有
田
焼
は
今
で
も
高
い
ブ
ラ

ン
ド
力
を
誇
る
一
方
、
町
の
観
光
は
特
定
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
一
時
的
な
誘
客
に

頼
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
有
田
町
は
、
窯
業
で
発
展
し
た
他

の
ま
ち
と
同
様
に
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
窯

業
が
近
年
で
は
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

有
田
焼
は
高
級
飲
食
店
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
へ
の
直
販
を
主
軸
に
取
引
額
を
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
る
大
口
需
要
の
減
少
や
海
外
か
ら
の

安
価
な
商
品
の
流
入
に
よ
っ
て
、
窯
業
は
低

迷
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
不
足

や
事
業
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
有
田
が
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
や
文
化
が
継
承
さ
れ
な
い

危
機
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

化
学
変
化
、
民
間
の
意
識
と
目
線
で
の
取
り

組
み
、
日
本
百
選
が
12
も
あ
る
よ
う
な
足
元

の
宝
さ
が
し
と
磨
き
上
げ
、
お
隣
の
波
佐
見

町
と
の
交
流
に
よ
る
学
び
」
と
語
る
。

株
式
会
社
は

自
己
判
断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
は
、

観
光
協
会
な
ど
の
看
板
替
え
に
よ
る
非
営
利

の
法
人
格
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
（
特
集

1
）。
一
方
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
株

式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
展
開

を
進
め
る
中
で
高
田
氏
が
気
づ
い
た
の
は
、

公
的
組
織
に
よ
る
観
光
事
業
の
限
界
で
あ
っ

た
と
い
う
。
「
公
的
資
金
の
入
っ
た
組
織
で

は
公
平
性
の
担
保
が
先
立
っ
て
し
ま
い
利
益

が
追
及
で
き
な
い
。
し
か
し
、
競
争
と
利
益

の
追
及
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
と
い

う
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。」
と
高
田
氏
は

語
る
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
分
野
に
お
け
る
公

共
性
と
事
業
性
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
で
き
る

力
や
、
競
争
・
利
益
の
追
求
と
い
う
「
推
進

力
」
が
、
株
式
会
社
に
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
、
行

政
の
計
画
や
補
助
金
等
に
基
づ
く
大
上
段
に

構
え
た
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
「
人
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
原
点
に
は
、
有
田
の
隣

町
で
あ
る
長
崎
県
波
佐
見
町
の
存
在
が
あ
る
。

有
田
町
と
同
じ
く
陶
磁
器
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

波
佐
見
町
で
は
、
地
場
の
窯
業
経
営
者
が
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
や
る
気
と
実
行
力
の
あ

る
若
者
の
様
々
な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
 
西
海
陶
器
株
式

会
社
が
運
営
す
る
「
西
の
原
」
で
あ
る
。
西

の
原
は
か
つ
て
窯
業
を
営
ん
で
い
た
福
幸
製

陶
所
跡
地
で
、
現
在
は
国
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
敷
地
内
に
工

房
・
蔵
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
、

ス
ペ
ー
ス
を
保
存
し
つ
つ
低
賃
料
で
貸
し
出

し
、
波
佐
見
町
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
若
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
等
が
生
ま
れ
、
現
在
で
は
波
佐
見
町
を

代
表
す
る
観
光
客
や
地
元
住
民
が
集
う
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、
成
功
す
る
か
ど
う

か
の
保
証
が
な
い
経
験
も
実
績
も
少
な
い
若

者
の
新
規
出
店
を
支
援
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

と
も
い
え
る
。
し
か
し
波
佐
見
町
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
田
氏
は
「
若
い
人

を
受
け
入
れ
、
自
由
に
さ
せ
、
リ
ス
ク
を
小

さ
な
投
資
で
徐
々
に
始
め
る
こ
と
で
抑
え
る

よ
う
な
、
寛
容
さ
を
持
つ
タ
ニ
マ
チ
の
当
事

者
が
い
る
こ
と
が
、
人
を
ひ
き
つ
け
、
波
佐

見
町
が
地
域
活
性
化
の
成
功
例
と
し
て
全
国

的
に
も
有
名
に
な
っ
た
要
因
で
あ
り
、
有
田

町
に
も
寛
容
で
リ
ス
ク
を
負
う
タ
ニ
マ
チ
が

必
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
波
佐
見
町
か
ら
の
こ
う
し
た
学
び
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
立
脚
す
る
「
自
己
判

断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク
」
の
原
則
に

も
表
れ
て
い
る
。

外
部
資
金
の
獲
得
と
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
有
田
商
工
会
議

所
を
株
主
と
す
る
1
0
0
万
円
の
資
本
金
で

ス
タ
ー
ト
し
、
2
回
の
増
資
を
経
て
現
在
の
資

本
金
額
は
1
3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
図

1
）。
最
大
の
割
合
を
占
め
る
の
は
佐
賀
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
あ
る
。
佐
賀

観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
R
E
V
I
C
や

佐
賀
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
佐
賀
県
内
全
金

融
機
関
が
出
資
し
て
総
額
5
億
円
の
フ
ァ
ン

ド
と
し
て
2
0
1
5
年
7
月
に
設
立
。
有
田
ま

　
こ
う
し
た
観
光
面
の
課
題
と
産
業
界
の
危

機
感
を
背
景
に
、「
器
の
ま
ち
有
田
を
人
々

の
受
け
皿
へ
と
変
革
さ
せ
る
」
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
た
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く

り
公
社
が
設
立
さ
れ
る
。

 移
住
者
が
町
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

有
田
の
変
革
に
挑
む

　
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
以
下
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）
は
2
0
1
5
年
4

月
に
設
立
さ
れ
た
（
表
1
）。
設
立
に
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
現
取
締
役
会
長 

で
あ
る
高
田
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高

田
氏
は
大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
で
長
年
財

務
を
担
当
し
、
米
国
勤
務
中
に
は
国
際
開
発

や
国
際
投
資
と
い
っ
た
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
転
職
後
に
は
、
10
社
の
中
小
企
業
再
生

を
担
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
財
務
や
事
業
再
生

の
分
野
に
お
け
る
造
詣
が
深
い
。

　
2
0
1
1
年
、
高
田
氏
は
退
職
後
、
妻
が

陶
芸
を
す
る
有
田
町
に
移
住
し
た
後
、
世
界

的
に
も
有
名
な
老
舗
窯
元
「
香
蘭
社
」
の
社

長
で
有
田
商
工
会
議
所
の
深
川
祐
次
会
頭
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
2
0
1
3
年

に
は
商
工
会
議
所
の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
。

　
商
工
会
議
所
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の

現
状
を
直
接
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
、
高

田
氏
は
有
田
町
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
商

工
会
議
所
等
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
有
田
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
再
生

の
必
要
性
に
対
す
る
意
識
を
強
め
て
い
っ
た
。

2
0
1
4
年
、
陶
器
市
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

の
た
め
上
京
し
た
際
に
「
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
（
以
下
、R
E
V
C
）」と
出
会
っ

た
こ
と
か
ら
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

動
き
が
急
速
に
加
速
し
、
会
社
設
立
に
至
る
。

　
現
在
も
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
観
光
協
会

副
会
頭
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
取
締
役
会

長
と
、
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
地
域
団
体
の
中
心
に
い
る
高
田
氏
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
取
り
組
み
を
「
よ

そ
者
・
ば
か
者
・
若
者
の
混
入
と
地
域
と
の

　
有
田
商
工
会
議
所
と
佐
賀
観
光
活
性
化
フ

ァ
ン
ド
が
共
同
で
策
定
し
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
戦
略
の
目
標
は
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち

づ
く
り
公
社
を
実
施
主
体
と
し
て
、
有
田
町

の
交
通
機
関
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い

る
有
田
駅
前
、
上
有
田
駅
前
等
に
、
人
々
が

立
ち
寄
っ
て
有
田
の
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な

が
ら
、
有
田
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
拠
点
施
設
を
立
ち
上
げ
、
収
益
を
あ
げ
な

が
ら
継
続
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
中
を
観
光
客
が
回
遊
す
る
流
れ
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
2
0
1
6
年
10
月
に
は
有
田
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
J
R
有
田
駅

前
に
観
光
拠
点
施
設
「
K
I
L
N
（
キ
ル

ン
）
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
有
田
ま
ち
づ

く
り
公
社
は
K
I
L
N
内
の
カ
フ
ェ
運
営
を

担
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
で
は
開
業
資
金
と

し
て
内
閣
府
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
と
銀
行
か
ら

の
借
入
金
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
・
周
遊
拠
点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
8
年
4
月
に
は
事
務
所
の
1
階
に
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ「
b
o
w
l（
ボ
ウ
ル
）」が

開
業
。
こ
の
店
舗
で
は
観
光
客
向
け
の
有
田

焼
関
連
商
品
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
ず
、
生
活
用

品
や
服
飾
品
を
数
多
く
取
り
扱
う
こ
と
で
、

競
合
も
せ
ず
地
元
客
の
取
り
込
み
に
も
成
功

し
て
い
る
。
b
o
w
l
は
基
本
的
に
借
入
に

よ
る
事
業
で
あ
る
が
、
2
0
1
7
年
に
資
金

の
一
部
を
全
国
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
募
り
、
目
標
の
2
0
0
万
円
を
超
え

る
約
2
2
5
万
円
の
支
援
を
受
け
た
。

町
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
事
業

　
最
近
は
独
自
の
観
光
商
品
や
着
地
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
8
年
3
月
に
は
社
内
メ
ン
バ
ー
で
取

材
・
編
集
を
行
い
有
田
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
器
旅
m
a
p
」
を
発
行
し
た
。
器
旅

m
a
p
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
そ
の
歴
史
や
魅
力
と
と
も
に
丹
念
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
4
月
に
は

第
二
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
2
0
1
9
年
10
月

か
ら
は
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
者
が
町
の

み
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
販
売

を
開
始
し
、
同
年
11
〜
12
月
に
合
計
3
回
の

催
行
が
予
定
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
今
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
外
国
人
旅

行
者
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
専
門
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
町
の
魅
力
を
案
内
す
る
少
人
数
制

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ツ
ア
ー

で
は
有
田
焼
の
み
な
ら
ず
町
の
歴
史
・
自

然
・
食
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

こ
れ
ま
で
観
光
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た
陶

磁
器
職
人
や
農
業
者
な
ど
地
域
の
様
々
な
主

体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
必
要

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
特
筆
す
べ
き
点

は
外
部
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
・
自

走
す
る
組
織
運
営
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
先

に
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
で
あ

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
株
式
会
社

と
し
て
自
立
・
自
走
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
原
資
を
確
保
で
き
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
高
田
氏
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
原
資
を
確
保
し
て
人
を
雇
え
る
こ
と

が
重
要
と
強
調
す
る
。
補
助
金
や
資
本
金
が

ち
づ
く
り
公
社
は
同
フ
ァ
ン
ド

の
第
1
号
案
件
と
し
て

2
0
1
5
年
10
月
に
1
0
0
0

万
円
の
出
資
を
受
け
た
。

　
設
立
後
、
有
田
ま
ち
づ
く
り

あ
っ
て
も
、
事
業
収
益
で
人
件
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

　
人
材
の
確
保
に
は
R
E
V
I
C
と
佐
賀
銀

行
か
ら
の
人
的
支
援
が
経
済
的
支
援
以
上
に

恩
恵
が
大
き
い
と
い
う
。
R
E
V
I
C
で
は

専
門
人
材
を
投
資
先
の
企
業
に
派
遣
し
て
お

り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
社
長
に
緒

方
氏
、
常
務
に
中
村
氏
、
社
外
取
締
役
に
井

出
氏
な
ど
を
迎
え
て
い
る
。
一
般
的
に
企
業

経
営
や
地
域
経
済
に
精
通
し
た
専
門
人
材
を

地
域
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
有
田
ま

ち
づ
く
り
公
社
で
は
地
域
外
か
ら
必
要
な
人

材
を
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

に
お
い
て
は
、
特
定
企
業
の
み
な
ら
ず
地
域

に
お
け
る
複
数
の
主
体
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
つ

な
が
り
」
を
生
み
出
す
場
と
し
て
、
高
田
氏

は
波
佐
見
町
で
の
取
り
組
み
を
手
本
に
、

「
朝
飯
会
」
と
い
う
自
主
的
な
集
会
を
有
田

町
で
開
い
て
い
る
。
朝
飯
会
に
は
商
社
や
窯

元
を
経
営
す
る
企
業
人
か
ら
農
家
や
自
営
業

な
ど
老
若
男
女
ま
で
が
参
加
し
て
お
り
、
誰

で
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
風
通
し
の
良
さ
か
ら
、
朝
飯
会
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
意
見
・
情
報
交
換
の
場
と

し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
の
様
々
な
主
体

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
が
共
有
さ
れ
る
機

会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
自
立
的
な
事
業

展
開
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
設
立
初

期
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
よ
っ
て
雇
用
を
支

え
る
原
資
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

「
人
を
雇
え
て
は
じ
め
て
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
」
と
い
う
高
田
氏
の
言
葉
の
と
お
り
、

原
資
や
人
材
と
い
っ
た
組
織
基
盤
を
整
え
ら

れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
出
資
・
融
資
に
つ

な
が
り
、
K
I
L
N
や
b
o
w
l
と
い
っ
た

具
体
的
な
個
別
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
実
現
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
み
な
ら
ず
、
有
田
町

の
様
々
な
主
体
で
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
窯

元
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
で
や
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
陶
芸
家

が
考
案
し
た
、
陶
芸
や
古
い
器
の
山
か
ら
宝

探
し
を
す
る
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が

年
間
を
通
し
て
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
朝
飯
会
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
地
域
主
体
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

様
々
な
活
動
を
連
鎖
的
に
引
き
起
こ
し
、
地

域
全
体
の
活
性
化
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
研
究
員

　
武
智
玖
海
人

株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社

利
益
の
追
求
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
。

町
に
は
判
断
、負
担
、リ
ス
ク
を
負
う
当
事
者
が
必
要
だ
。

有
田
町
で
は
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
通
年
観

光
化
に
向
け
て
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
通
称
：
あ
り
フ
ェ
ス
）」
の
計
画

が
進
ん
で
お
り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
を

実
施
主
体
と
し
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

あ
り
フ
ェ
ス
で
は
ろ
く
ろ
・
絵
付
け
体
験
や

窯
元
の
見
学
と
い
っ
た
複
数
の
着
地
型
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
課
題
で

あ
っ
た
陶
器
市
な
ど
特
定
イ
ベ
ン
ト
時
の
観

光
客
集
中
の
解
決
に
向
け
、
2
0
1
8
年
か

ら
は
通
年
で
の
開
催
・
予
約
・
参
加
可
能
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　
あ
り
フ
ェ
ス
に
続
き
2
0
1
5
年
8
月
に

開
始
し
た
事
業
が
、
有
田
町
よ
り
商
工
会
議

所
経
由
で
受
託
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
管

理
業
務
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
有
田
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
運
営
や
返
礼
品
の

仕
入
れ
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
業

を
開
始
し
て
か
ら
7
ヵ
月
後
に
は
3
億
3
2

0
0
万
円
の
寄
付
を
獲
得
し
、
2
0
1
6
年

度
に
は
7
億
3
0
0
0
万
円
、
2
0
1
7
年

度
に
は
8
億
2
0
0
0
万
円
の
寄
付
を
集
め

る
な
ど
事
業
は
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
の
受

託
事
業
の
成
功
に
よ
り
、
株
式
会
社
と
し
て

安
定
的
な
収
益
源
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
観

光
事
業
に
取
り
組
む
重
要
な
原
資
と
な
っ
た
。

町
の
回
遊
を
生
み
出
す
事
業

器（
う
つ
わ
）の
ま
ち
、

有
田
の

観
光
ま
ち
づ
く
り

1

※
ⅰ

有田焼の工房（上）
トンバイ塀と石畳の通り（下）
※（公財）日本交通公社 撮影

公
社
は
初
事
業
と
し
て
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
4
0
0

年
祭
の
前
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
観
光
の

事
業
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
「
有
田

陶
器
市
」
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、
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表 1（株）有田まちづくり公社の設立経緯と事業展開 　
佐
賀
県
有
田
町
は
、陶
磁
器
の
原
材
料
と

な
る
「
陶
石
」
が
こ
の
地
で
見
つ
か
っ
た
1

6
1
6
年
以
来
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
「
李
参
平
」
が
そ
の
礎
を
築
い
た
「
有

田
焼
」
を
あ
ま
た
の
職
人
が
受
け
継
ぎ
、
世

界
ブ
ラ
ン
ド
の
陶
磁
器
と
し
て
発
展
さ
せ
て

き
た
ま
ち
で
あ
る
。

　
4
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
、
生
活
の
文
化

は
、
職
人
に
よ
る
手
作
業
が
行
わ
れ
る
工
房

や
ト
ン
バ
イ
塀
、
石
畳
と
い
っ
た
街
並
み
に

溶
け
込
み
、
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

（
1
9
9
1
年
）
さ
れ
て
い
る
内
山
地
区
の
通

り
を
歩
け
ば
、
窯
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
窯
元
や
卸
問
屋
が
有
田
焼
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
の
よ
う
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
有
田
町
の
観
光
は
、
や
は
り
有
田
焼
が
町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
代
表

例
と
も
い
え
る
の
が
毎
年
春
の
「
有
田
陶
器

市
」
と
、「
秋
の
陶
磁
器
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

　
有
田
町
の
年
間
観
光
客
数
約
2
5
0
万
人

の
う
ち
、
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
る
4
・
5
・
11

月
の
合
計
が
年
間
の
7
割
超
を
占
め
る
（
2

0
1
7
年
）。
有
田
焼
は
今
で
も
高
い
ブ
ラ

ン
ド
力
を
誇
る
一
方
、
町
の
観
光
は
特
定
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
一
時
的
な
誘
客
に

頼
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
有
田
町
は
、
窯
業
で
発
展
し
た
他

の
ま
ち
と
同
様
に
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
窯

業
が
近
年
で
は
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

有
田
焼
は
高
級
飲
食
店
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
へ
の
直
販
を
主
軸
に
取
引
額
を
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
る
大
口
需
要
の
減
少
や
海
外
か
ら
の

安
価
な
商
品
の
流
入
に
よ
っ
て
、
窯
業
は
低

迷
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
不
足

や
事
業
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
有
田
が
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
や
文
化
が
継
承
さ
れ
な
い

危
機
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

波佐見町「西の原」※（公財）日本交通公社 撮影

化
学
変
化
、
民
間
の
意
識
と
目
線
で
の
取
り

組
み
、
日
本
百
選
が
12
も
あ
る
よ
う
な
足
元

の
宝
さ
が
し
と
磨
き
上
げ
、
お
隣
の
波
佐
見

町
と
の
交
流
に
よ
る
学
び
」
と
語
る
。

株
式
会
社
は

自
己
判
断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
は
、

観
光
協
会
な
ど
の
看
板
替
え
に
よ
る
非
営
利

の
法
人
格
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
（
特
集

1
）。
一
方
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
株

式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
展
開

を
進
め
る
中
で
高
田
氏
が
気
づ
い
た
の
は
、

公
的
組
織
に
よ
る
観
光
事
業
の
限
界
で
あ
っ

た
と
い
う
。
「
公
的
資
金
の
入
っ
た
組
織
で

は
公
平
性
の
担
保
が
先
立
っ
て
し
ま
い
利
益

が
追
及
で
き
な
い
。
し
か
し
、
競
争
と
利
益

の
追
及
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
と
い

う
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。」
と
高
田
氏
は

語
る
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
分
野
に
お
け
る
公

共
性
と
事
業
性
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
で
き
る

力
や
、
競
争
・
利
益
の
追
求
と
い
う
「
推
進

力
」
が
、
株
式
会
社
に
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
、
行

政
の
計
画
や
補
助
金
等
に
基
づ
く
大
上
段
に

構
え
た
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
「
人
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
原
点
に
は
、
有
田
の
隣

町
で
あ
る
長
崎
県
波
佐
見
町
の
存
在
が
あ
る
。

有
田
町
と
同
じ
く
陶
磁
器
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

波
佐
見
町
で
は
、
地
場
の
窯
業
経
営
者
が
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
や
る
気
と
実
行
力
の
あ

る
若
者
の
様
々
な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
 
西
海
陶
器
株
式

会
社
が
運
営
す
る
「
西
の
原
」
で
あ
る
。
西

の
原
は
か
つ
て
窯
業
を
営
ん
で
い
た
福
幸
製

陶
所
跡
地
で
、
現
在
は
国
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
敷
地
内
に
工

房
・
蔵
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
、

ス
ペ
ー
ス
を
保
存
し
つ
つ
低
賃
料
で
貸
し
出

し
、
波
佐
見
町
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
若
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
等
が
生
ま
れ
、
現
在
で
は
波
佐
見
町
を

代
表
す
る
観
光
客
や
地
元
住
民
が
集
う
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、
成
功
す
る
か
ど
う

か
の
保
証
が
な
い
経
験
も
実
績
も
少
な
い
若

者
の
新
規
出
店
を
支
援
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

と
も
い
え
る
。
し
か
し
波
佐
見
町
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
田
氏
は
「
若
い
人

を
受
け
入
れ
、
自
由
に
さ
せ
、
リ
ス
ク
を
小

さ
な
投
資
で
徐
々
に
始
め
る
こ
と
で
抑
え
る

よ
う
な
、
寛
容
さ
を
持
つ
タ
ニ
マ
チ
の
当
事

者
が
い
る
こ
と
が
、
人
を
ひ
き
つ
け
、
波
佐

見
町
が
地
域
活
性
化
の
成
功
例
と
し
て
全
国

的
に
も
有
名
に
な
っ
た
要
因
で
あ
り
、
有
田

町
に
も
寛
容
で
リ
ス
ク
を
負
う
タ
ニ
マ
チ
が

必
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
波
佐
見
町
か
ら
の
こ
う
し
た
学
び
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
立
脚
す
る
「
自
己
判

断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク
」
の
原
則
に

も
表
れ
て
い
る
。

外
部
資
金
の
獲
得
と
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
有
田
商
工
会
議

所
を
株
主
と
す
る
1
0
0
万
円
の
資
本
金
で

ス
タ
ー
ト
し
、
2
回
の
増
資
を
経
て
現
在
の
資

本
金
額
は
1
3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
図

1
）。
最
大
の
割
合
を
占
め
る
の
は
佐
賀
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
あ
る
。
佐
賀

観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
R
E
V
I
C
や

佐
賀
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
佐
賀
県
内
全
金

融
機
関
が
出
資
し
て
総
額
5
億
円
の
フ
ァ
ン

ド
と
し
て
2
0
1
5
年
7
月
に
設
立
。
有
田
ま

　
こ
う
し
た
観
光
面
の
課
題
と
産
業
界
の
危

機
感
を
背
景
に
、「
器
の
ま
ち
有
田
を
人
々

の
受
け
皿
へ
と
変
革
さ
せ
る
」
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
た
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く

り
公
社
が
設
立
さ
れ
る
。

 移
住
者
が
町
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

有
田
の
変
革
に
挑
む

　
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
以
下
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）
は
2
0
1
5
年
4

月
に
設
立
さ
れ
た
（
表
1
）。
設
立
に
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
現
取
締
役
会
長 

で
あ
る
高
田
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高

田
氏
は
大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
で
長
年
財

務
を
担
当
し
、
米
国
勤
務
中
に
は
国
際
開
発

や
国
際
投
資
と
い
っ
た
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
転
職
後
に
は
、
10
社
の
中
小
企
業
再
生

を
担
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
財
務
や
事
業
再
生

の
分
野
に
お
け
る
造
詣
が
深
い
。

　
2
0
1
1
年
、
高
田
氏
は
退
職
後
、
妻
が

陶
芸
を
す
る
有
田
町
に
移
住
し
た
後
、
世
界

的
に
も
有
名
な
老
舗
窯
元
「
香
蘭
社
」
の
社

長
で
有
田
商
工
会
議
所
の
深
川
祐
次
会
頭
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
2
0
1
3
年

に
は
商
工
会
議
所
の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
。

　
商
工
会
議
所
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の

現
状
を
直
接
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
、
高

田
氏
は
有
田
町
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
商

工
会
議
所
等
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
有
田
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
再
生

の
必
要
性
に
対
す
る
意
識
を
強
め
て
い
っ
た
。

2
0
1
4
年
、
陶
器
市
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

の
た
め
上
京
し
た
際
に
「
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
（
以
下
、R
E
V
C
）」と
出
会
っ

た
こ
と
か
ら
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

動
き
が
急
速
に
加
速
し
、
会
社
設
立
に
至
る
。

　
現
在
も
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
観
光
協
会

副
会
頭
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
取
締
役
会

長
と
、
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
地
域
団
体
の
中
心
に
い
る
高
田
氏
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
取
り
組
み
を
「
よ

そ
者
・
ば
か
者
・
若
者
の
混
入
と
地
域
と
の

　
有
田
商
工
会
議
所
と
佐
賀
観
光
活
性
化
フ

ァ
ン
ド
が
共
同
で
策
定
し
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
戦
略
の
目
標
は
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち

づ
く
り
公
社
を
実
施
主
体
と
し
て
、
有
田
町

の
交
通
機
関
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い

る
有
田
駅
前
、
上
有
田
駅
前
等
に
、
人
々
が

立
ち
寄
っ
て
有
田
の
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な

が
ら
、
有
田
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
拠
点
施
設
を
立
ち
上
げ
、
収
益
を
あ
げ
な

が
ら
継
続
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
中
を
観
光
客
が
回
遊
す
る
流
れ
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
2
0
1
6
年
10
月
に
は
有
田
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
J
R
有
田
駅

前
に
観
光
拠
点
施
設
「
K
I
L
N
（
キ
ル

ン
）
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
有
田
ま
ち
づ

く
り
公
社
は
K
I
L
N
内
の
カ
フ
ェ
運
営
を

担
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
で
は
開
業
資
金
と

し
て
内
閣
府
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
と
銀
行
か
ら

の
借
入
金
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
・
周
遊
拠
点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
8
年
4
月
に
は
事
務
所
の
1
階
に
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ「
b
o
w
l（
ボ
ウ
ル
）」が

開
業
。
こ
の
店
舗
で
は
観
光
客
向
け
の
有
田

焼
関
連
商
品
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
ず
、
生
活
用

品
や
服
飾
品
を
数
多
く
取
り
扱
う
こ
と
で
、

競
合
も
せ
ず
地
元
客
の
取
り
込
み
に
も
成
功

し
て
い
る
。
b
o
w
l
は
基
本
的
に
借
入
に

よ
る
事
業
で
あ
る
が
、
2
0
1
7
年
に
資
金

の
一
部
を
全
国
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
募
り
、
目
標
の
2
0
0
万
円
を
超
え

る
約
2
2
5
万
円
の
支
援
を
受
け
た
。

町
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
事
業

　
最
近
は
独
自
の
観
光
商
品
や
着
地
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
8
年
3
月
に
は
社
内
メ
ン
バ
ー
で
取

材
・
編
集
を
行
い
有
田
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
器
旅
m
a
p
」
を
発
行
し
た
。
器
旅

m
a
p
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
そ
の
歴
史
や
魅
力
と
と
も
に
丹
念
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
4
月
に
は

第
二
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
2
0
1
9
年
10
月

か
ら
は
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
者
が
町
の

み
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
販
売

を
開
始
し
、
同
年
11
〜
12
月
に
合
計
3
回
の

催
行
が
予
定
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
今
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
外
国
人
旅

行
者
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
専
門
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
町
の
魅
力
を
案
内
す
る
少
人
数
制

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ツ
ア
ー

で
は
有
田
焼
の
み
な
ら
ず
町
の
歴
史
・
自

然
・
食
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

こ
れ
ま
で
観
光
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た
陶

磁
器
職
人
や
農
業
者
な
ど
地
域
の
様
々
な
主

体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
必
要

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
特
筆
す
べ
き
点

は
外
部
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
・
自

走
す
る
組
織
運
営
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
先

に
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
で
あ

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
株
式
会
社

と
し
て
自
立
・
自
走
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
原
資
を
確
保
で
き
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
高
田
氏
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
原
資
を
確
保
し
て
人
を
雇
え
る
こ
と

が
重
要
と
強
調
す
る
。
補
助
金
や
資
本
金
が

ち
づ
く
り
公
社
は
同
フ
ァ
ン
ド

の
第
1
号
案
件
と
し
て

2
0
1
5
年
10
月
に
1
0
0
0

万
円
の
出
資
を
受
け
た
。

　
設
立
後
、
有
田
ま
ち
づ
く
り

あ
っ
て
も
、
事
業
収
益
で
人
件
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

　
人
材
の
確
保
に
は
R
E
V
I
C
と
佐
賀
銀

行
か
ら
の
人
的
支
援
が
経
済
的
支
援
以
上
に

恩
恵
が
大
き
い
と
い
う
。
R
E
V
I
C
で
は

専
門
人
材
を
投
資
先
の
企
業
に
派
遣
し
て
お

り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
社
長
に
緒

方
氏
、
常
務
に
中
村
氏
、
社
外
取
締
役
に
井

出
氏
な
ど
を
迎
え
て
い
る
。
一
般
的
に
企
業

経
営
や
地
域
経
済
に
精
通
し
た
専
門
人
材
を

地
域
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
有
田
ま

ち
づ
く
り
公
社
で
は
地
域
外
か
ら
必
要
な
人

材
を
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

に
お
い
て
は
、
特
定
企
業
の
み
な
ら
ず
地
域

に
お
け
る
複
数
の
主
体
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
つ

な
が
り
」
を
生
み
出
す
場
と
し
て
、
高
田
氏

は
波
佐
見
町
で
の
取
り
組
み
を
手
本
に
、

「
朝
飯
会
」
と
い
う
自
主
的
な
集
会
を
有
田

町
で
開
い
て
い
る
。
朝
飯
会
に
は
商
社
や
窯

元
を
経
営
す
る
企
業
人
か
ら
農
家
や
自
営
業

な
ど
老
若
男
女
ま
で
が
参
加
し
て
お
り
、
誰

で
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
風
通
し
の
良
さ
か
ら
、
朝
飯
会
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
意
見
・
情
報
交
換
の
場
と

し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
の
様
々
な
主
体

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
が
共
有
さ
れ
る
機

会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
自
立
的
な
事
業

展
開
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
設
立
初

期
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
よ
っ
て
雇
用
を
支

え
る
原
資
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

「
人
を
雇
え
て
は
じ
め
て
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
」
と
い
う
高
田
氏
の
言
葉
の
と
お
り
、

原
資
や
人
材
と
い
っ
た
組
織
基
盤
を
整
え
ら

れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
出
資
・
融
資
に
つ

な
が
り
、
K
I
L
N
や
b
o
w
l
と
い
っ
た

具
体
的
な
個
別
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
実
現
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
み
な
ら
ず
、
有
田
町

の
様
々
な
主
体
で
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
窯

元
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
で
や
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
陶
芸
家

が
考
案
し
た
、
陶
芸
や
古
い
器
の
山
か
ら
宝

探
し
を
す
る
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が

年
間
を
通
し
て
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
朝
飯
会
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
地
域
主
体
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

様
々
な
活
動
を
連
鎖
的
に
引
き
起
こ
し
、
地

域
全
体
の
活
性
化
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
研
究
員

　
武
智
玖
海
人

高田氏が東京での前職を終え、有田で陶芸をする妻に合流して、有田へ移住。
高田氏が学童保育に空手を教えに行き、
商工会議所会頭に就任したばかりの深川会頭に出会い、同専務理事に就任。
高田氏が陶器市のスポンサー探しで上京。
知人の紹介により地域経済活性化支援機構（REVIC）と出会い、
観光まちづくりの計画策定協議を開始。
波佐見町の朝飯会に参加し、同年3月有田でも朝飯会をスタート。
有田商工会議所より百万円の出資を受け、株式会社有田まちづくり公社を設立。
有田商工会議所と有田町ふるさと納税事業に取り組む。
REVICと佐賀の全金融機関により、佐賀観光活性化ファンドが立ち上がる。
有田町ふるさと納税をふるさとチョイスにてスタート。
オフィスを有田商工会議所3階の会議室に構える。
佐賀観光活性化ファンドより1千万円の出資を受ける。
日本磁器誕生・有田焼創業400年祭のプレイベントとして、
第1回有田まちなかフェスティバルを町より受託し、約40のイベントがスタート。
日本磁器誕生・有田焼創業400年祭がスタート。
有田町ふるさと納税寄付額332百万円を達成。
町内有志や社員より2百万円の出資を受ける。
事務所を本町の築100年の古民家に移転。
第2回有田まちなかフェスティバルをスタート。2か月間で約80のイベントを実施。
有田駅前の観光拠点としてKILN ARITA（キルンアリタ）を竣工。
観光案内所、レンタカー店、直営のCafé hestiaがオープン。
銀座レカン・料理長 高良シェフを招いての器の旅ツアーを実施。
有田町ふるさと納税720百万円を達成。
佐賀出身の古賀シェフ・マッキー牧元氏と巡る有田美食の旅を実施。
有田観光協会主催の有田ウィンドウディスプレイ甲子園へ協賛。"
国交省の観光庁よりDMO候補法人として登録。
日用雑貨店bowlの企画が本格始動。
クラウドファンディングにて協力を募り、目標2百万円を達成。
有田まちなかフェスティバル開催。
町内から集まった67個のプログラムを載せたパンフレットの作製およびPRを担当。
有田町ふるさと納税動画の企画・制作。
経済産業省より地域未来牽引企業として認定される。
有田朝飯会が開始から36回・3周年を達成。
テーブルウェアフェスティバルにおいて有田の観光を広報する冊子「アリタビ」を発行・配布。
有田町ふるさと納税昨年対比超えの8億2000万円を達成。
有田専用のガイドブック「器旅map」の販売開始。
セレクトショップ「bowl」がグランドオープン。
駅前観光施設KILN ARITA内にあるCafe hestaをKILN CAFE（キルンカフェ）として
リニューアル。

2011年 10月
2013年 12月

2014年 3月

2015年 1月
4月
7月

8月
9月

10月
11月

2016年 1月
3月
4月
9月

10月

2017年 3月

7月

8月
10月

11月

12月
2018年 2月

3月

4月
10月

年月 内容

出典：（株）有田まちづくり公社ウェブサイトおよびヒアリングにより作成

有
田
町
で
は
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
通
年
観

光
化
に
向
け
て
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
通
称
：
あ
り
フ
ェ
ス
）」
の
計
画

が
進
ん
で
お
り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
を

実
施
主
体
と
し
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

あ
り
フ
ェ
ス
で
は
ろ
く
ろ
・
絵
付
け
体
験
や

窯
元
の
見
学
と
い
っ
た
複
数
の
着
地
型
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
課
題
で

あ
っ
た
陶
器
市
な
ど
特
定
イ
ベ
ン
ト
時
の
観

光
客
集
中
の
解
決
に
向
け
、
2
0
1
8
年
か

ら
は
通
年
で
の
開
催
・
予
約
・
参
加
可
能
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　
あ
り
フ
ェ
ス
に
続
き
2
0
1
5
年
8
月
に

開
始
し
た
事
業
が
、
有
田
町
よ
り
商
工
会
議

所
経
由
で
受
託
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
管

理
業
務
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
有
田
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
運
営
や
返
礼
品
の

仕
入
れ
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
業

を
開
始
し
て
か
ら
7
ヵ
月
後
に
は
3
億
3
2

0
0
万
円
の
寄
付
を
獲
得
し
、
2
0
1
6
年

度
に
は
7
億
3
0
0
0
万
円
、
2
0
1
7
年

度
に
は
8
億
2
0
0
0
万
円
の
寄
付
を
集
め

る
な
ど
事
業
は
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
の
受

託
事
業
の
成
功
に
よ
り
、
株
式
会
社
と
し
て

安
定
的
な
収
益
源
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
観

光
事
業
に
取
り
組
む
重
要
な
原
資
と
な
っ
た
。

町
の
回
遊
を
生
み
出
す
事
業

株
式
会
社

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社

の
設
立

2

株
式
会
社

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社

に
よ
る
事
業
展
開

3

※
ⅱ

※
ⅲ

公
社
は
初
事
業
と
し
て
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
4
0
0

年
祭
の
前
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
観
光
の

事
業
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
「
有
田

陶
器
市
」
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、

事例にみる株式会社型DMO2
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表 1（株）有田まちづくり公社の設立経緯と事業展開 　
佐
賀
県
有
田
町
は
、陶
磁
器
の
原
材
料
と

な
る
「
陶
石
」
が
こ
の
地
で
見
つ
か
っ
た
1

6
1
6
年
以
来
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
「
李
参
平
」
が
そ
の
礎
を
築
い
た
「
有

田
焼
」
を
あ
ま
た
の
職
人
が
受
け
継
ぎ
、
世

界
ブ
ラ
ン
ド
の
陶
磁
器
と
し
て
発
展
さ
せ
て

き
た
ま
ち
で
あ
る
。

　
4
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
、
生
活
の
文
化

は
、
職
人
に
よ
る
手
作
業
が
行
わ
れ
る
工
房

や
ト
ン
バ
イ
塀
、
石
畳
と
い
っ
た
街
並
み
に

溶
け
込
み
、
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

（
1
9
9
1
年
）
さ
れ
て
い
る
内
山
地
区
の
通

り
を
歩
け
ば
、
窯
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
窯
元
や
卸
問
屋
が
有
田
焼
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
の
よ
う
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
有
田
町
の
観
光
は
、
や
は
り
有
田
焼
が
町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
代
表

例
と
も
い
え
る
の
が
毎
年
春
の
「
有
田
陶
器

市
」
と
、「
秋
の
陶
磁
器
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

　
有
田
町
の
年
間
観
光
客
数
約
2
5
0
万
人

の
う
ち
、
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
る
4
・
5
・
11

月
の
合
計
が
年
間
の
7
割
超
を
占
め
る
（
2

0
1
7
年
）。
有
田
焼
は
今
で
も
高
い
ブ
ラ

ン
ド
力
を
誇
る
一
方
、
町
の
観
光
は
特
定
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
一
時
的
な
誘
客
に

頼
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
有
田
町
は
、
窯
業
で
発
展
し
た
他

の
ま
ち
と
同
様
に
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
窯

業
が
近
年
で
は
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

有
田
焼
は
高
級
飲
食
店
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
へ
の
直
販
を
主
軸
に
取
引
額
を
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
る
大
口
需
要
の
減
少
や
海
外
か
ら
の

安
価
な
商
品
の
流
入
に
よ
っ
て
、
窯
業
は
低

迷
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
不
足

や
事
業
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
有
田
が
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
や
文
化
が
継
承
さ
れ
な
い

危
機
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

波佐見町「西の原」※（公財）日本交通公社 撮影

化
学
変
化
、
民
間
の
意
識
と
目
線
で
の
取
り

組
み
、
日
本
百
選
が
12
も
あ
る
よ
う
な
足
元

の
宝
さ
が
し
と
磨
き
上
げ
、
お
隣
の
波
佐
見

町
と
の
交
流
に
よ
る
学
び
」
と
語
る
。

株
式
会
社
は

自
己
判
断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
は
、

観
光
協
会
な
ど
の
看
板
替
え
に
よ
る
非
営
利

の
法
人
格
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
（
特
集

1
）。
一
方
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
株

式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
展
開

を
進
め
る
中
で
高
田
氏
が
気
づ
い
た
の
は
、

公
的
組
織
に
よ
る
観
光
事
業
の
限
界
で
あ
っ

た
と
い
う
。
「
公
的
資
金
の
入
っ
た
組
織
で

は
公
平
性
の
担
保
が
先
立
っ
て
し
ま
い
利
益

が
追
及
で
き
な
い
。
し
か
し
、
競
争
と
利
益

の
追
及
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
と
い

う
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。」
と
高
田
氏
は

語
る
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
分
野
に
お
け
る
公

共
性
と
事
業
性
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
で
き
る

力
や
、
競
争
・
利
益
の
追
求
と
い
う
「
推
進

力
」
が
、
株
式
会
社
に
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
、
行

政
の
計
画
や
補
助
金
等
に
基
づ
く
大
上
段
に

構
え
た
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
「
人
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
原
点
に
は
、
有
田
の
隣

町
で
あ
る
長
崎
県
波
佐
見
町
の
存
在
が
あ
る
。

有
田
町
と
同
じ
く
陶
磁
器
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

波
佐
見
町
で
は
、
地
場
の
窯
業
経
営
者
が
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
や
る
気
と
実
行
力
の
あ

る
若
者
の
様
々
な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
 
西
海
陶
器
株
式

会
社
が
運
営
す
る
「
西
の
原
」
で
あ
る
。
西

の
原
は
か
つ
て
窯
業
を
営
ん
で
い
た
福
幸
製

陶
所
跡
地
で
、
現
在
は
国
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
敷
地
内
に
工

房
・
蔵
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
、

ス
ペ
ー
ス
を
保
存
し
つ
つ
低
賃
料
で
貸
し
出

し
、
波
佐
見
町
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
若
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
等
が
生
ま
れ
、
現
在
で
は
波
佐
見
町
を

代
表
す
る
観
光
客
や
地
元
住
民
が
集
う
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、
成
功
す
る
か
ど
う

か
の
保
証
が
な
い
経
験
も
実
績
も
少
な
い
若

者
の
新
規
出
店
を
支
援
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

と
も
い
え
る
。
し
か
し
波
佐
見
町
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
田
氏
は
「
若
い
人

を
受
け
入
れ
、
自
由
に
さ
せ
、
リ
ス
ク
を
小

さ
な
投
資
で
徐
々
に
始
め
る
こ
と
で
抑
え
る

よ
う
な
、
寛
容
さ
を
持
つ
タ
ニ
マ
チ
の
当
事

者
が
い
る
こ
と
が
、
人
を
ひ
き
つ
け
、
波
佐

見
町
が
地
域
活
性
化
の
成
功
例
と
し
て
全
国

的
に
も
有
名
に
な
っ
た
要
因
で
あ
り
、
有
田

町
に
も
寛
容
で
リ
ス
ク
を
負
う
タ
ニ
マ
チ
が

必
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
波
佐
見
町
か
ら
の
こ
う
し
た
学
び
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
立
脚
す
る
「
自
己
判

断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク
」
の
原
則
に

も
表
れ
て
い
る
。

外
部
資
金
の
獲
得
と
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
有
田
商
工
会
議

所
を
株
主
と
す
る
1
0
0
万
円
の
資
本
金
で

ス
タ
ー
ト
し
、
2
回
の
増
資
を
経
て
現
在
の
資

本
金
額
は
1
3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
図

1
）。
最
大
の
割
合
を
占
め
る
の
は
佐
賀
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
あ
る
。
佐
賀

観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
R
E
V
I
C
や

佐
賀
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
佐
賀
県
内
全
金

融
機
関
が
出
資
し
て
総
額
5
億
円
の
フ
ァ
ン

ド
と
し
て
2
0
1
5
年
7
月
に
設
立
。
有
田
ま

　
こ
う
し
た
観
光
面
の
課
題
と
産
業
界
の
危

機
感
を
背
景
に
、「
器
の
ま
ち
有
田
を
人
々

の
受
け
皿
へ
と
変
革
さ
せ
る
」
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
た
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く

り
公
社
が
設
立
さ
れ
る
。

 移
住
者
が
町
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

有
田
の
変
革
に
挑
む

　
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
以
下
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）
は
2
0
1
5
年
4

月
に
設
立
さ
れ
た
（
表
1
）。
設
立
に
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
現
取
締
役
会
長 

で
あ
る
高
田
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高

田
氏
は
大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
で
長
年
財

務
を
担
当
し
、
米
国
勤
務
中
に
は
国
際
開
発

や
国
際
投
資
と
い
っ
た
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
転
職
後
に
は
、
10
社
の
中
小
企
業
再
生

を
担
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
財
務
や
事
業
再
生

の
分
野
に
お
け
る
造
詣
が
深
い
。

　
2
0
1
1
年
、
高
田
氏
は
退
職
後
、
妻
が

陶
芸
を
す
る
有
田
町
に
移
住
し
た
後
、
世
界

的
に
も
有
名
な
老
舗
窯
元
「
香
蘭
社
」
の
社

長
で
有
田
商
工
会
議
所
の
深
川
祐
次
会
頭
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
2
0
1
3
年

に
は
商
工
会
議
所
の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
。

　
商
工
会
議
所
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の

現
状
を
直
接
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
、
高

田
氏
は
有
田
町
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
商

工
会
議
所
等
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
有
田
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
再
生

の
必
要
性
に
対
す
る
意
識
を
強
め
て
い
っ
た
。

2
0
1
4
年
、
陶
器
市
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

の
た
め
上
京
し
た
際
に
「
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
（
以
下
、R
E
V
C
）」と
出
会
っ

た
こ
と
か
ら
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

動
き
が
急
速
に
加
速
し
、
会
社
設
立
に
至
る
。

　
現
在
も
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
観
光
協
会

副
会
頭
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
取
締
役
会

長
と
、
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
地
域
団
体
の
中
心
に
い
る
高
田
氏
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
取
り
組
み
を
「
よ

そ
者
・
ば
か
者
・
若
者
の
混
入
と
地
域
と
の

　
有
田
商
工
会
議
所
と
佐
賀
観
光
活
性
化
フ

ァ
ン
ド
が
共
同
で
策
定
し
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
戦
略
の
目
標
は
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち

づ
く
り
公
社
を
実
施
主
体
と
し
て
、
有
田
町

の
交
通
機
関
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い

る
有
田
駅
前
、
上
有
田
駅
前
等
に
、
人
々
が

立
ち
寄
っ
て
有
田
の
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な

が
ら
、
有
田
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
拠
点
施
設
を
立
ち
上
げ
、
収
益
を
あ
げ
な

が
ら
継
続
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
中
を
観
光
客
が
回
遊
す
る
流
れ
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
2
0
1
6
年
10
月
に
は
有
田
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
J
R
有
田
駅

前
に
観
光
拠
点
施
設
「
K
I
L
N
（
キ
ル

ン
）
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
有
田
ま
ち
づ

く
り
公
社
は
K
I
L
N
内
の
カ
フ
ェ
運
営
を

担
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
で
は
開
業
資
金
と

し
て
内
閣
府
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
と
銀
行
か
ら

の
借
入
金
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
・
周
遊
拠
点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
8
年
4
月
に
は
事
務
所
の
1
階
に
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ「
b
o
w
l（
ボ
ウ
ル
）」が

開
業
。
こ
の
店
舗
で
は
観
光
客
向
け
の
有
田

焼
関
連
商
品
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
ず
、
生
活
用

品
や
服
飾
品
を
数
多
く
取
り
扱
う
こ
と
で
、

競
合
も
せ
ず
地
元
客
の
取
り
込
み
に
も
成
功

し
て
い
る
。
b
o
w
l
は
基
本
的
に
借
入
に

よ
る
事
業
で
あ
る
が
、
2
0
1
7
年
に
資
金

の
一
部
を
全
国
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
募
り
、
目
標
の
2
0
0
万
円
を
超
え

る
約
2
2
5
万
円
の
支
援
を
受
け
た
。

町
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
事
業

　
最
近
は
独
自
の
観
光
商
品
や
着
地
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
8
年
3
月
に
は
社
内
メ
ン
バ
ー
で
取

材
・
編
集
を
行
い
有
田
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
器
旅
m
a
p
」
を
発
行
し
た
。
器
旅

m
a
p
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
そ
の
歴
史
や
魅
力
と
と
も
に
丹
念
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
4
月
に
は

第
二
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
2
0
1
9
年
10
月

か
ら
は
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
者
が
町
の

み
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
販
売

を
開
始
し
、
同
年
11
〜
12
月
に
合
計
3
回
の

催
行
が
予
定
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
今
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
外
国
人
旅

行
者
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
専
門
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
町
の
魅
力
を
案
内
す
る
少
人
数
制

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ツ
ア
ー

で
は
有
田
焼
の
み
な
ら
ず
町
の
歴
史
・
自

然
・
食
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

こ
れ
ま
で
観
光
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た
陶

磁
器
職
人
や
農
業
者
な
ど
地
域
の
様
々
な
主

体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
必
要

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
特
筆
す
べ
き
点

は
外
部
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
・
自

走
す
る
組
織
運
営
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
先

に
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
で
あ

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
株
式
会
社

と
し
て
自
立
・
自
走
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
原
資
を
確
保
で
き
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
高
田
氏
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
原
資
を
確
保
し
て
人
を
雇
え
る
こ
と

が
重
要
と
強
調
す
る
。
補
助
金
や
資
本
金
が

ち
づ
く
り
公
社
は
同
フ
ァ
ン
ド

の
第
1
号
案
件
と
し
て

2
0
1
5
年
10
月
に
1
0
0
0

万
円
の
出
資
を
受
け
た
。

　
設
立
後
、
有
田
ま
ち
づ
く
り

あ
っ
て
も
、
事
業
収
益
で
人
件
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

　
人
材
の
確
保
に
は
R
E
V
I
C
と
佐
賀
銀

行
か
ら
の
人
的
支
援
が
経
済
的
支
援
以
上
に

恩
恵
が
大
き
い
と
い
う
。
R
E
V
I
C
で
は

専
門
人
材
を
投
資
先
の
企
業
に
派
遣
し
て
お

り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
社
長
に
緒

方
氏
、
常
務
に
中
村
氏
、
社
外
取
締
役
に
井

出
氏
な
ど
を
迎
え
て
い
る
。
一
般
的
に
企
業

経
営
や
地
域
経
済
に
精
通
し
た
専
門
人
材
を

地
域
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
有
田
ま

ち
づ
く
り
公
社
で
は
地
域
外
か
ら
必
要
な
人

材
を
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

に
お
い
て
は
、
特
定
企
業
の
み
な
ら
ず
地
域

に
お
け
る
複
数
の
主
体
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
つ

な
が
り
」
を
生
み
出
す
場
と
し
て
、
高
田
氏

は
波
佐
見
町
で
の
取
り
組
み
を
手
本
に
、

「
朝
飯
会
」
と
い
う
自
主
的
な
集
会
を
有
田

町
で
開
い
て
い
る
。
朝
飯
会
に
は
商
社
や
窯

元
を
経
営
す
る
企
業
人
か
ら
農
家
や
自
営
業

な
ど
老
若
男
女
ま
で
が
参
加
し
て
お
り
、
誰

で
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
風
通
し
の
良
さ
か
ら
、
朝
飯
会
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
意
見
・
情
報
交
換
の
場
と

し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
の
様
々
な
主
体

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
が
共
有
さ
れ
る
機

会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
自
立
的
な
事
業

展
開
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
設
立
初

期
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
よ
っ
て
雇
用
を
支

え
る
原
資
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

「
人
を
雇
え
て
は
じ
め
て
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
」
と
い
う
高
田
氏
の
言
葉
の
と
お
り
、

原
資
や
人
材
と
い
っ
た
組
織
基
盤
を
整
え
ら

れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
出
資
・
融
資
に
つ

な
が
り
、
K
I
L
N
や
b
o
w
l
と
い
っ
た

具
体
的
な
個
別
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
実
現
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
み
な
ら
ず
、
有
田
町

の
様
々
な
主
体
で
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
窯

元
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
で
や
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
陶
芸
家

が
考
案
し
た
、
陶
芸
や
古
い
器
の
山
か
ら
宝

探
し
を
す
る
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が

年
間
を
通
し
て
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
朝
飯
会
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
地
域
主
体
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

様
々
な
活
動
を
連
鎖
的
に
引
き
起
こ
し
、
地

域
全
体
の
活
性
化
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
研
究
員

　
武
智
玖
海
人

高田氏が東京での前職を終え、有田で陶芸をする妻に合流して、有田へ移住。
高田氏が学童保育に空手を教えに行き、
商工会議所会頭に就任したばかりの深川会頭に出会い、同専務理事に就任。
高田氏が陶器市のスポンサー探しで上京。
知人の紹介により地域経済活性化支援機構（REVIC）と出会い、
観光まちづくりの計画策定協議を開始。
波佐見町の朝飯会に参加し、同年3月有田でも朝飯会をスタート。
有田商工会議所より百万円の出資を受け、株式会社有田まちづくり公社を設立。
有田商工会議所と有田町ふるさと納税事業に取り組む。
REVICと佐賀の全金融機関により、佐賀観光活性化ファンドが立ち上がる。
有田町ふるさと納税をふるさとチョイスにてスタート。
オフィスを有田商工会議所3階の会議室に構える。
佐賀観光活性化ファンドより1千万円の出資を受ける。
日本磁器誕生・有田焼創業400年祭のプレイベントとして、
第1回有田まちなかフェスティバルを町より受託し、約40のイベントがスタート。
日本磁器誕生・有田焼創業400年祭がスタート。
有田町ふるさと納税寄付額332百万円を達成。
町内有志や社員より2百万円の出資を受ける。
事務所を本町の築100年の古民家に移転。
第2回有田まちなかフェスティバルをスタート。2か月間で約80のイベントを実施。
有田駅前の観光拠点としてKILN ARITA（キルンアリタ）を竣工。
観光案内所、レンタカー店、直営のCafé hestiaがオープン。
銀座レカン・料理長 高良シェフを招いての器の旅ツアーを実施。
有田町ふるさと納税720百万円を達成。
佐賀出身の古賀シェフ・マッキー牧元氏と巡る有田美食の旅を実施。
有田観光協会主催の有田ウィンドウディスプレイ甲子園へ協賛。"
国交省の観光庁よりDMO候補法人として登録。
日用雑貨店bowlの企画が本格始動。
クラウドファンディングにて協力を募り、目標2百万円を達成。
有田まちなかフェスティバル開催。
町内から集まった67個のプログラムを載せたパンフレットの作製およびPRを担当。
有田町ふるさと納税動画の企画・制作。
経済産業省より地域未来牽引企業として認定される。
有田朝飯会が開始から36回・3周年を達成。
テーブルウェアフェスティバルにおいて有田の観光を広報する冊子「アリタビ」を発行・配布。
有田町ふるさと納税昨年対比超えの8億2000万円を達成。
有田専用のガイドブック「器旅map」の販売開始。
セレクトショップ「bowl」がグランドオープン。
駅前観光施設KILN ARITA内にあるCafe hestaをKILN CAFE（キルンカフェ）として
リニューアル。

2011年 10月
2013年 12月

2014年 3月

2015年 1月
4月
7月

8月
9月

10月
11月

2016年 1月
3月
4月
9月

10月

2017年 3月

7月

8月
10月

11月

12月
2018年 2月

3月

4月
10月

年月 内容

出典：（株）有田まちづくり公社ウェブサイトおよびヒアリングにより作成

有
田
町
で
は
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
通
年
観

光
化
に
向
け
て
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
通
称
：
あ
り
フ
ェ
ス
）」
の
計
画

が
進
ん
で
お
り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
を

実
施
主
体
と
し
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

あ
り
フ
ェ
ス
で
は
ろ
く
ろ
・
絵
付
け
体
験
や

窯
元
の
見
学
と
い
っ
た
複
数
の
着
地
型
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
課
題
で

あ
っ
た
陶
器
市
な
ど
特
定
イ
ベ
ン
ト
時
の
観

光
客
集
中
の
解
決
に
向
け
、
2
0
1
8
年
か

ら
は
通
年
で
の
開
催
・
予
約
・
参
加
可
能
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　
あ
り
フ
ェ
ス
に
続
き
2
0
1
5
年
8
月
に

開
始
し
た
事
業
が
、
有
田
町
よ
り
商
工
会
議

所
経
由
で
受
託
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
管

理
業
務
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
有
田
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
運
営
や
返
礼
品
の

仕
入
れ
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
業

を
開
始
し
て
か
ら
7
ヵ
月
後
に
は
3
億
3
2

0
0
万
円
の
寄
付
を
獲
得
し
、
2
0
1
6
年

度
に
は
7
億
3
0
0
0
万
円
、
2
0
1
7
年

度
に
は
8
億
2
0
0
0
万
円
の
寄
付
を
集
め

る
な
ど
事
業
は
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
の
受

託
事
業
の
成
功
に
よ
り
、
株
式
会
社
と
し
て

安
定
的
な
収
益
源
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
観

光
事
業
に
取
り
組
む
重
要
な
原
資
と
な
っ
た
。

町
の
回
遊
を
生
み
出
す
事
業

株
式
会
社

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社

の
設
立

2

株
式
会
社

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社

に
よ
る
事
業
展
開

3

※
ⅱ

※
ⅲ

公
社
は
初
事
業
と
し
て
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
4
0
0

年
祭
の
前
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
観
光
の

事
業
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
「
有
田

陶
器
市
」
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、

事例にみる株式会社型DMO2
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事業者
農業・宿泊業・飲食業・

窯業・卸売業等

有田町
佐賀県
観光庁

一般社団法人 
有田観光協会

出典：（株）有田まちづくり公社・REVIC資料およびヒアリングにより作成

　
佐
賀
県
有
田
町
は
、陶
磁
器
の
原
材
料
と

な
る
「
陶
石
」
が
こ
の
地
で
見
つ
か
っ
た
1

6
1
6
年
以
来
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
「
李
参
平
」
が
そ
の
礎
を
築
い
た
「
有

田
焼
」
を
あ
ま
た
の
職
人
が
受
け
継
ぎ
、
世

界
ブ
ラ
ン
ド
の
陶
磁
器
と
し
て
発
展
さ
せ
て

き
た
ま
ち
で
あ
る
。

　
4
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
、
生
活
の
文
化

は
、
職
人
に
よ
る
手
作
業
が
行
わ
れ
る
工
房

や
ト
ン
バ
イ
塀
、
石
畳
と
い
っ
た
街
並
み
に

溶
け
込
み
、
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

（
1
9
9
1
年
）
さ
れ
て
い
る
内
山
地
区
の
通

り
を
歩
け
ば
、
窯
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
窯
元
や
卸
問
屋
が
有
田
焼
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
の
よ
う
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
有
田
町
の
観
光
は
、
や
は
り
有
田
焼
が
町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
代
表

例
と
も
い
え
る
の
が
毎
年
春
の
「
有
田
陶
器

市
」
と
、「
秋
の
陶
磁
器
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

　
有
田
町
の
年
間
観
光
客
数
約
2
5
0
万
人

の
う
ち
、
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
る
4
・
5
・
11

月
の
合
計
が
年
間
の
7
割
超
を
占
め
る
（
2

0
1
7
年
）。
有
田
焼
は
今
で
も
高
い
ブ
ラ

ン
ド
力
を
誇
る
一
方
、
町
の
観
光
は
特
定
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
一
時
的
な
誘
客
に

頼
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
有
田
町
は
、
窯
業
で
発
展
し
た
他

の
ま
ち
と
同
様
に
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
窯

業
が
近
年
で
は
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

有
田
焼
は
高
級
飲
食
店
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
へ
の
直
販
を
主
軸
に
取
引
額
を
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
る
大
口
需
要
の
減
少
や
海
外
か
ら
の

安
価
な
商
品
の
流
入
に
よ
っ
て
、
窯
業
は
低

迷
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
不
足

や
事
業
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
有
田
が
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
や
文
化
が
継
承
さ
れ
な
い

危
機
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

図 1（株）有田まちづくり公社の事業構造

図 2 有田町の周遊観光戦略

観光拠点施設KILN（上）と
セレクトショップbowl（下）
※出典：（公財）日本交通公社 撮影

器旅map うつわたびマップ 第二版
（2019年4月24日発行）

バスツアー「器旅tour」のチラシ

化
学
変
化
、
民
間
の
意
識
と
目
線
で
の
取
り

組
み
、
日
本
百
選
が
12
も
あ
る
よ
う
な
足
元

の
宝
さ
が
し
と
磨
き
上
げ
、
お
隣
の
波
佐
見

町
と
の
交
流
に
よ
る
学
び
」
と
語
る
。

株
式
会
社
は

自
己
判
断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
は
、

観
光
協
会
な
ど
の
看
板
替
え
に
よ
る
非
営
利

の
法
人
格
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
（
特
集

1
）。
一
方
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
株

式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
展
開

を
進
め
る
中
で
高
田
氏
が
気
づ
い
た
の
は
、

公
的
組
織
に
よ
る
観
光
事
業
の
限
界
で
あ
っ

た
と
い
う
。
「
公
的
資
金
の
入
っ
た
組
織
で

は
公
平
性
の
担
保
が
先
立
っ
て
し
ま
い
利
益

が
追
及
で
き
な
い
。
し
か
し
、
競
争
と
利
益

の
追
及
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
と
い

う
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。」
と
高
田
氏
は

語
る
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
分
野
に
お
け
る
公

共
性
と
事
業
性
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
で
き
る

力
や
、
競
争
・
利
益
の
追
求
と
い
う
「
推
進

力
」
が
、
株
式
会
社
に
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
、
行

政
の
計
画
や
補
助
金
等
に
基
づ
く
大
上
段
に

構
え
た
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
「
人
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
原
点
に
は
、
有
田
の
隣

町
で
あ
る
長
崎
県
波
佐
見
町
の
存
在
が
あ
る
。

有
田
町
と
同
じ
く
陶
磁
器
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

波
佐
見
町
で
は
、
地
場
の
窯
業
経
営
者
が
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
や
る
気
と
実
行
力
の
あ

る
若
者
の
様
々
な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
 
西
海
陶
器
株
式

会
社
が
運
営
す
る
「
西
の
原
」
で
あ
る
。
西

の
原
は
か
つ
て
窯
業
を
営
ん
で
い
た
福
幸
製

陶
所
跡
地
で
、
現
在
は
国
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
敷
地
内
に
工

房
・
蔵
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
、

ス
ペ
ー
ス
を
保
存
し
つ
つ
低
賃
料
で
貸
し
出

し
、
波
佐
見
町
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
若
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
等
が
生
ま
れ
、
現
在
で
は
波
佐
見
町
を

代
表
す
る
観
光
客
や
地
元
住
民
が
集
う
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、
成
功
す
る
か
ど
う

か
の
保
証
が
な
い
経
験
も
実
績
も
少
な
い
若

者
の
新
規
出
店
を
支
援
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

と
も
い
え
る
。
し
か
し
波
佐
見
町
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
田
氏
は
「
若
い
人

を
受
け
入
れ
、
自
由
に
さ
せ
、
リ
ス
ク
を
小

さ
な
投
資
で
徐
々
に
始
め
る
こ
と
で
抑
え
る

よ
う
な
、
寛
容
さ
を
持
つ
タ
ニ
マ
チ
の
当
事

者
が
い
る
こ
と
が
、
人
を
ひ
き
つ
け
、
波
佐

見
町
が
地
域
活
性
化
の
成
功
例
と
し
て
全
国

的
に
も
有
名
に
な
っ
た
要
因
で
あ
り
、
有
田

町
に
も
寛
容
で
リ
ス
ク
を
負
う
タ
ニ
マ
チ
が

必
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
波
佐
見
町
か
ら
の
こ
う
し
た
学
び
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
立
脚
す
る
「
自
己
判

断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク
」
の
原
則
に

も
表
れ
て
い
る
。

外
部
資
金
の
獲
得
と
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
有
田
商
工
会
議

所
を
株
主
と
す
る
1
0
0
万
円
の
資
本
金
で

ス
タ
ー
ト
し
、
2
回
の
増
資
を
経
て
現
在
の
資

本
金
額
は
1
3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
図

1
）。
最
大
の
割
合
を
占
め
る
の
は
佐
賀
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
あ
る
。
佐
賀

観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
R
E
V
I
C
や

佐
賀
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
佐
賀
県
内
全
金

融
機
関
が
出
資
し
て
総
額
5
億
円
の
フ
ァ
ン

ド
と
し
て
2
0
1
5
年
7
月
に
設
立
。
有
田
ま

　
こ
う
し
た
観
光
面
の
課
題
と
産
業
界
の
危

機
感
を
背
景
に
、「
器
の
ま
ち
有
田
を
人
々

の
受
け
皿
へ
と
変
革
さ
せ
る
」
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
た
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く

り
公
社
が
設
立
さ
れ
る
。

 移
住
者
が
町
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

有
田
の
変
革
に
挑
む

　
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
以
下
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）
は
2
0
1
5
年
4

月
に
設
立
さ
れ
た
（
表
1
）。
設
立
に
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
現
取
締
役
会
長 

で
あ
る
高
田
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高

田
氏
は
大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
で
長
年
財

務
を
担
当
し
、
米
国
勤
務
中
に
は
国
際
開
発

や
国
際
投
資
と
い
っ
た
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
転
職
後
に
は
、
10
社
の
中
小
企
業
再
生

を
担
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
財
務
や
事
業
再
生

の
分
野
に
お
け
る
造
詣
が
深
い
。

　
2
0
1
1
年
、
高
田
氏
は
退
職
後
、
妻
が

陶
芸
を
す
る
有
田
町
に
移
住
し
た
後
、
世
界

的
に
も
有
名
な
老
舗
窯
元
「
香
蘭
社
」
の
社

長
で
有
田
商
工
会
議
所
の
深
川
祐
次
会
頭
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
2
0
1
3
年

に
は
商
工
会
議
所
の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
。

　
商
工
会
議
所
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の

現
状
を
直
接
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
、
高

田
氏
は
有
田
町
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
商

工
会
議
所
等
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
有
田
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
再
生

の
必
要
性
に
対
す
る
意
識
を
強
め
て
い
っ
た
。

2
0
1
4
年
、
陶
器
市
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

の
た
め
上
京
し
た
際
に
「
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
（
以
下
、R
E
V
C
）」と
出
会
っ

た
こ
と
か
ら
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

動
き
が
急
速
に
加
速
し
、
会
社
設
立
に
至
る
。

　
現
在
も
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
観
光
協
会

副
会
頭
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
取
締
役
会

長
と
、
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
地
域
団
体
の
中
心
に
い
る
高
田
氏
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
取
り
組
み
を
「
よ

そ
者
・
ば
か
者
・
若
者
の
混
入
と
地
域
と
の

　
有
田
商
工
会
議
所
と
佐
賀
観
光
活
性
化
フ

ァ
ン
ド
が
共
同
で
策
定
し
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
戦
略
の
目
標
は
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち

づ
く
り
公
社
を
実
施
主
体
と
し
て
、
有
田
町

の
交
通
機
関
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い

る
有
田
駅
前
、
上
有
田
駅
前
等
に
、
人
々
が

立
ち
寄
っ
て
有
田
の
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な

が
ら
、
有
田
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
拠
点
施
設
を
立
ち
上
げ
、
収
益
を
あ
げ
な

が
ら
継
続
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
中
を
観
光
客
が
回
遊
す
る
流
れ
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
2
0
1
6
年
10
月
に
は
有
田
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
J
R
有
田
駅

前
に
観
光
拠
点
施
設
「
K
I
L
N
（
キ
ル

ン
）
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
有
田
ま
ち
づ

く
り
公
社
は
K
I
L
N
内
の
カ
フ
ェ
運
営
を

担
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
で
は
開
業
資
金
と

し
て
内
閣
府
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
と
銀
行
か
ら

の
借
入
金
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
・
周
遊
拠
点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
8
年
4
月
に
は
事
務
所
の
1
階
に
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ「
b
o
w
l（
ボ
ウ
ル
）」が

開
業
。
こ
の
店
舗
で
は
観
光
客
向
け
の
有
田

焼
関
連
商
品
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
ず
、
生
活
用

品
や
服
飾
品
を
数
多
く
取
り
扱
う
こ
と
で
、

競
合
も
せ
ず
地
元
客
の
取
り
込
み
に
も
成
功

し
て
い
る
。
b
o
w
l
は
基
本
的
に
借
入
に

よ
る
事
業
で
あ
る
が
、
2
0
1
7
年
に
資
金

の
一
部
を
全
国
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
募
り
、
目
標
の
2
0
0
万
円
を
超
え

る
約
2
2
5
万
円
の
支
援
を
受
け
た
。

町
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
事
業

　
最
近
は
独
自
の
観
光
商
品
や
着
地
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
8
年
3
月
に
は
社
内
メ
ン
バ
ー
で
取

材
・
編
集
を
行
い
有
田
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
器
旅
m
a
p
」
を
発
行
し
た
。
器
旅

m
a
p
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
そ
の
歴
史
や
魅
力
と
と
も
に
丹
念
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
4
月
に
は

第
二
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
2
0
1
9
年
10
月

か
ら
は
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
者
が
町
の

み
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
販
売

を
開
始
し
、
同
年
11
〜
12
月
に
合
計
3
回
の

催
行
が
予
定
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
今
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
外
国
人
旅

行
者
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
専
門
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
町
の
魅
力
を
案
内
す
る
少
人
数
制

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ツ
ア
ー

で
は
有
田
焼
の
み
な
ら
ず
町
の
歴
史
・
自

然
・
食
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

こ
れ
ま
で
観
光
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た
陶

磁
器
職
人
や
農
業
者
な
ど
地
域
の
様
々
な
主

体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
必
要

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
特
筆
す
べ
き
点

は
外
部
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
・
自

走
す
る
組
織
運
営
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
先

に
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
で
あ

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
株
式
会
社

と
し
て
自
立
・
自
走
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
原
資
を
確
保
で
き
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
高
田
氏
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
原
資
を
確
保
し
て
人
を
雇
え
る
こ
と

が
重
要
と
強
調
す
る
。
補
助
金
や
資
本
金
が

ち
づ
く
り
公
社
は
同
フ
ァ
ン
ド

の
第
1
号
案
件
と
し
て

2
0
1
5
年
10
月
に
1
0
0
0

万
円
の
出
資
を
受
け
た
。

　
設
立
後
、
有
田
ま
ち
づ
く
り

あ
っ
て
も
、
事
業
収
益
で
人
件
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

　
人
材
の
確
保
に
は
R
E
V
I
C
と
佐
賀
銀

行
か
ら
の
人
的
支
援
が
経
済
的
支
援
以
上
に

恩
恵
が
大
き
い
と
い
う
。
R
E
V
I
C
で
は

専
門
人
材
を
投
資
先
の
企
業
に
派
遣
し
て
お

り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
社
長
に
緒

方
氏
、
常
務
に
中
村
氏
、
社
外
取
締
役
に
井

出
氏
な
ど
を
迎
え
て
い
る
。
一
般
的
に
企
業

経
営
や
地
域
経
済
に
精
通
し
た
専
門
人
材
を

地
域
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
有
田
ま

ち
づ
く
り
公
社
で
は
地
域
外
か
ら
必
要
な
人

材
を
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

に
お
い
て
は
、
特
定
企
業
の
み
な
ら
ず
地
域

に
お
け
る
複
数
の
主
体
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
つ

な
が
り
」
を
生
み
出
す
場
と
し
て
、
高
田
氏

は
波
佐
見
町
で
の
取
り
組
み
を
手
本
に
、

「
朝
飯
会
」
と
い
う
自
主
的
な
集
会
を
有
田

町
で
開
い
て
い
る
。
朝
飯
会
に
は
商
社
や
窯

元
を
経
営
す
る
企
業
人
か
ら
農
家
や
自
営
業

な
ど
老
若
男
女
ま
で
が
参
加
し
て
お
り
、
誰

で
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
風
通
し
の
良
さ
か
ら
、
朝
飯
会
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
意
見
・
情
報
交
換
の
場
と

し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
の
様
々
な
主
体

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
が
共
有
さ
れ
る
機

会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
自
立
的
な
事
業

展
開
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
設
立
初

期
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
よ
っ
て
雇
用
を
支

え
る
原
資
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

「
人
を
雇
え
て
は
じ
め
て
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
」
と
い
う
高
田
氏
の
言
葉
の
と
お
り
、

原
資
や
人
材
と
い
っ
た
組
織
基
盤
を
整
え
ら

れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
出
資
・
融
資
に
つ

な
が
り
、
K
I
L
N
や
b
o
w
l
と
い
っ
た

具
体
的
な
個
別
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
実
現
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
み
な
ら
ず
、
有
田
町

の
様
々
な
主
体
で
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
窯

元
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
で
や
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
陶
芸
家

が
考
案
し
た
、
陶
芸
や
古
い
器
の
山
か
ら
宝

探
し
を
す
る
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が

年
間
を
通
し
て
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
朝
飯
会
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
地
域
主
体
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

様
々
な
活
動
を
連
鎖
的
に
引
き
起
こ
し
、
地

域
全
体
の
活
性
化
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
研
究
員

　
武
智
玖
海
人

出典：（株）有田まちづくり公社・REVIC資料

有
田
町
で
は
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
通
年
観

光
化
に
向
け
て
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
通
称
：
あ
り
フ
ェ
ス
）」
の
計
画

が
進
ん
で
お
り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
を

実
施
主
体
と
し
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

あ
り
フ
ェ
ス
で
は
ろ
く
ろ
・
絵
付
け
体
験
や

窯
元
の
見
学
と
い
っ
た
複
数
の
着
地
型
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
課
題
で

あ
っ
た
陶
器
市
な
ど
特
定
イ
ベ
ン
ト
時
の
観

光
客
集
中
の
解
決
に
向
け
、
2
0
1
8
年
か

ら
は
通
年
で
の
開
催
・
予
約
・
参
加
可
能
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　
あ
り
フ
ェ
ス
に
続
き
2
0
1
5
年
8
月
に

開
始
し
た
事
業
が
、
有
田
町
よ
り
商
工
会
議

所
経
由
で
受
託
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
管

理
業
務
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
有
田
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
運
営
や
返
礼
品
の

仕
入
れ
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
業

を
開
始
し
て
か
ら
7
ヵ
月
後
に
は
3
億
3
2

0
0
万
円
の
寄
付
を
獲
得
し
、
2
0
1
6
年

度
に
は
7
億
3
0
0
0
万
円
、
2
0
1
7
年

度
に
は
8
億
2
0
0
0
万
円
の
寄
付
を
集
め

る
な
ど
事
業
は
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
の
受

託
事
業
の
成
功
に
よ
り
、
株
式
会
社
と
し
て

安
定
的
な
収
益
源
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
観

光
事
業
に
取
り
組
む
重
要
な
原
資
と
な
っ
た
。

町
の
回
遊
を
生
み
出
す
事
業

有田商工会議所 佐賀銀行・佐賀県内全金融機関REVIC 町内
有志

資金提供

投融資（1,000万円）

出資 （100万円） 出資 （200万円）

資金提供

事業
連携

相互
連携

相互
連携

株式会社 有田まちづくり公社
（日本版ＤＭＯ候補法人）

観光客・消費者

店舗
事業

KILN・bowl
カフェや雑貨店

観光商品
事業

「器旅」ツアー等
着地型コンテンツ

公益プランニング
事業

ありフェス等
委託・補助事業

IM
事業

ふるさと納税や
EC

佐賀観光活性化ファンド（5億円）

公
社
は
初
事
業
と
し
て
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
4
0
0

年
祭
の
前
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
観
光
の

事
業
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
「
有
田

陶
器
市
」
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、

事例にみる株式会社型DMO2
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事業者
農業・宿泊業・飲食業・

窯業・卸売業等

有田町
佐賀県
観光庁

一般社団法人 
有田観光協会

出典：（株）有田まちづくり公社・REVIC資料およびヒアリングにより作成

　
佐
賀
県
有
田
町
は
、陶
磁
器
の
原
材
料
と

な
る
「
陶
石
」
が
こ
の
地
で
見
つ
か
っ
た
1

6
1
6
年
以
来
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
「
李
参
平
」
が
そ
の
礎
を
築
い
た
「
有

田
焼
」
を
あ
ま
た
の
職
人
が
受
け
継
ぎ
、
世

界
ブ
ラ
ン
ド
の
陶
磁
器
と
し
て
発
展
さ
せ
て

き
た
ま
ち
で
あ
る
。

　
4
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
、
生
活
の
文
化

は
、
職
人
に
よ
る
手
作
業
が
行
わ
れ
る
工
房

や
ト
ン
バ
イ
塀
、
石
畳
と
い
っ
た
街
並
み
に

溶
け
込
み
、
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

（
1
9
9
1
年
）
さ
れ
て
い
る
内
山
地
区
の
通

り
を
歩
け
ば
、
窯
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
窯
元
や
卸
問
屋
が
有
田
焼
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
の
よ
う
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
有
田
町
の
観
光
は
、
や
は
り
有
田
焼
が
町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
代
表

例
と
も
い
え
る
の
が
毎
年
春
の
「
有
田
陶
器

市
」
と
、「
秋
の
陶
磁
器
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

　
有
田
町
の
年
間
観
光
客
数
約
2
5
0
万
人

の
う
ち
、
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
る
4
・
5
・
11

月
の
合
計
が
年
間
の
7
割
超
を
占
め
る
（
2

0
1
7
年
）。
有
田
焼
は
今
で
も
高
い
ブ
ラ

ン
ド
力
を
誇
る
一
方
、
町
の
観
光
は
特
定
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
一
時
的
な
誘
客
に

頼
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
有
田
町
は
、
窯
業
で
発
展
し
た
他

の
ま
ち
と
同
様
に
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
窯

業
が
近
年
で
は
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

有
田
焼
は
高
級
飲
食
店
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
へ
の
直
販
を
主
軸
に
取
引
額
を
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
る
大
口
需
要
の
減
少
や
海
外
か
ら
の

安
価
な
商
品
の
流
入
に
よ
っ
て
、
窯
業
は
低

迷
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
不
足

や
事
業
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
有
田
が
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
や
文
化
が
継
承
さ
れ
な
い

危
機
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

図 1（株）有田まちづくり公社の事業構造

図 2 有田町の周遊観光戦略

観光拠点施設KILN（上）と
セレクトショップbowl（下）
※出典：（公財）日本交通公社 撮影

器旅map うつわたびマップ 第二版
（2019年4月24日発行）

バスツアー「器旅tour」のチラシ

化
学
変
化
、
民
間
の
意
識
と
目
線
で
の
取
り

組
み
、
日
本
百
選
が
12
も
あ
る
よ
う
な
足
元

の
宝
さ
が
し
と
磨
き
上
げ
、
お
隣
の
波
佐
見

町
と
の
交
流
に
よ
る
学
び
」
と
語
る
。

株
式
会
社
は

自
己
判
断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
は
、

観
光
協
会
な
ど
の
看
板
替
え
に
よ
る
非
営
利

の
法
人
格
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
（
特
集

1
）。
一
方
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
株

式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
展
開

を
進
め
る
中
で
高
田
氏
が
気
づ
い
た
の
は
、

公
的
組
織
に
よ
る
観
光
事
業
の
限
界
で
あ
っ

た
と
い
う
。
「
公
的
資
金
の
入
っ
た
組
織
で

は
公
平
性
の
担
保
が
先
立
っ
て
し
ま
い
利
益

が
追
及
で
き
な
い
。
し
か
し
、
競
争
と
利
益

の
追
及
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
と
い

う
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。」
と
高
田
氏
は

語
る
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
分
野
に
お
け
る
公

共
性
と
事
業
性
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
で
き
る

力
や
、
競
争
・
利
益
の
追
求
と
い
う
「
推
進

力
」
が
、
株
式
会
社
に
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
、
行

政
の
計
画
や
補
助
金
等
に
基
づ
く
大
上
段
に

構
え
た
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
「
人
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
原
点
に
は
、
有
田
の
隣

町
で
あ
る
長
崎
県
波
佐
見
町
の
存
在
が
あ
る
。

有
田
町
と
同
じ
く
陶
磁
器
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

波
佐
見
町
で
は
、
地
場
の
窯
業
経
営
者
が
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
や
る
気
と
実
行
力
の
あ

る
若
者
の
様
々
な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
 
西
海
陶
器
株
式

会
社
が
運
営
す
る
「
西
の
原
」
で
あ
る
。
西

の
原
は
か
つ
て
窯
業
を
営
ん
で
い
た
福
幸
製

陶
所
跡
地
で
、
現
在
は
国
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
敷
地
内
に
工

房
・
蔵
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
、

ス
ペ
ー
ス
を
保
存
し
つ
つ
低
賃
料
で
貸
し
出

し
、
波
佐
見
町
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
若
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
等
が
生
ま
れ
、
現
在
で
は
波
佐
見
町
を

代
表
す
る
観
光
客
や
地
元
住
民
が
集
う
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、
成
功
す
る
か
ど
う

か
の
保
証
が
な
い
経
験
も
実
績
も
少
な
い
若

者
の
新
規
出
店
を
支
援
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

と
も
い
え
る
。
し
か
し
波
佐
見
町
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
田
氏
は
「
若
い
人

を
受
け
入
れ
、
自
由
に
さ
せ
、
リ
ス
ク
を
小

さ
な
投
資
で
徐
々
に
始
め
る
こ
と
で
抑
え
る

よ
う
な
、
寛
容
さ
を
持
つ
タ
ニ
マ
チ
の
当
事

者
が
い
る
こ
と
が
、
人
を
ひ
き
つ
け
、
波
佐

見
町
が
地
域
活
性
化
の
成
功
例
と
し
て
全
国

的
に
も
有
名
に
な
っ
た
要
因
で
あ
り
、
有
田

町
に
も
寛
容
で
リ
ス
ク
を
負
う
タ
ニ
マ
チ
が

必
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
波
佐
見
町
か
ら
の
こ
う
し
た
学
び
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
立
脚
す
る
「
自
己
判

断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク
」
の
原
則
に

も
表
れ
て
い
る
。

外
部
資
金
の
獲
得
と
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
有
田
商
工
会
議

所
を
株
主
と
す
る
1
0
0
万
円
の
資
本
金
で

ス
タ
ー
ト
し
、
2
回
の
増
資
を
経
て
現
在
の
資

本
金
額
は
1
3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
図

1
）。
最
大
の
割
合
を
占
め
る
の
は
佐
賀
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
あ
る
。
佐
賀

観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
R
E
V
I
C
や

佐
賀
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
佐
賀
県
内
全
金

融
機
関
が
出
資
し
て
総
額
5
億
円
の
フ
ァ
ン

ド
と
し
て
2
0
1
5
年
7
月
に
設
立
。
有
田
ま

　
こ
う
し
た
観
光
面
の
課
題
と
産
業
界
の
危

機
感
を
背
景
に
、「
器
の
ま
ち
有
田
を
人
々

の
受
け
皿
へ
と
変
革
さ
せ
る
」
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
た
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く

り
公
社
が
設
立
さ
れ
る
。

 移
住
者
が
町
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

有
田
の
変
革
に
挑
む

　
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
以
下
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）
は
2
0
1
5
年
4

月
に
設
立
さ
れ
た
（
表
1
）。
設
立
に
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
現
取
締
役
会
長 

で
あ
る
高
田
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高

田
氏
は
大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
で
長
年
財

務
を
担
当
し
、
米
国
勤
務
中
に
は
国
際
開
発

や
国
際
投
資
と
い
っ
た
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
転
職
後
に
は
、
10
社
の
中
小
企
業
再
生

を
担
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
財
務
や
事
業
再
生

の
分
野
に
お
け
る
造
詣
が
深
い
。

　
2
0
1
1
年
、
高
田
氏
は
退
職
後
、
妻
が

陶
芸
を
す
る
有
田
町
に
移
住
し
た
後
、
世
界

的
に
も
有
名
な
老
舗
窯
元
「
香
蘭
社
」
の
社

長
で
有
田
商
工
会
議
所
の
深
川
祐
次
会
頭
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
2
0
1
3
年

に
は
商
工
会
議
所
の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
。

　
商
工
会
議
所
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の

現
状
を
直
接
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
、
高

田
氏
は
有
田
町
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
商

工
会
議
所
等
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
有
田
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
再
生

の
必
要
性
に
対
す
る
意
識
を
強
め
て
い
っ
た
。

2
0
1
4
年
、
陶
器
市
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

の
た
め
上
京
し
た
際
に
「
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
（
以
下
、R
E
V
C
）」と
出
会
っ

た
こ
と
か
ら
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

動
き
が
急
速
に
加
速
し
、
会
社
設
立
に
至
る
。

　
現
在
も
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
観
光
協
会

副
会
頭
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
取
締
役
会

長
と
、
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
地
域
団
体
の
中
心
に
い
る
高
田
氏
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
取
り
組
み
を
「
よ

そ
者
・
ば
か
者
・
若
者
の
混
入
と
地
域
と
の

　
有
田
商
工
会
議
所
と
佐
賀
観
光
活
性
化
フ

ァ
ン
ド
が
共
同
で
策
定
し
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
戦
略
の
目
標
は
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち

づ
く
り
公
社
を
実
施
主
体
と
し
て
、
有
田
町

の
交
通
機
関
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い

る
有
田
駅
前
、
上
有
田
駅
前
等
に
、
人
々
が

立
ち
寄
っ
て
有
田
の
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な

が
ら
、
有
田
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
拠
点
施
設
を
立
ち
上
げ
、
収
益
を
あ
げ
な

が
ら
継
続
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
中
を
観
光
客
が
回
遊
す
る
流
れ
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
2
0
1
6
年
10
月
に
は
有
田
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
J
R
有
田
駅

前
に
観
光
拠
点
施
設
「
K
I
L
N
（
キ
ル

ン
）
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
有
田
ま
ち
づ

く
り
公
社
は
K
I
L
N
内
の
カ
フ
ェ
運
営
を

担
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
で
は
開
業
資
金
と

し
て
内
閣
府
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
と
銀
行
か
ら

の
借
入
金
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
・
周
遊
拠
点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
8
年
4
月
に
は
事
務
所
の
1
階
に
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ「
b
o
w
l（
ボ
ウ
ル
）」が

開
業
。
こ
の
店
舗
で
は
観
光
客
向
け
の
有
田

焼
関
連
商
品
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
ず
、
生
活
用

品
や
服
飾
品
を
数
多
く
取
り
扱
う
こ
と
で
、

競
合
も
せ
ず
地
元
客
の
取
り
込
み
に
も
成
功

し
て
い
る
。
b
o
w
l
は
基
本
的
に
借
入
に

よ
る
事
業
で
あ
る
が
、
2
0
1
7
年
に
資
金

の
一
部
を
全
国
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
募
り
、
目
標
の
2
0
0
万
円
を
超
え

る
約
2
2
5
万
円
の
支
援
を
受
け
た
。

町
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
事
業

　
最
近
は
独
自
の
観
光
商
品
や
着
地
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
8
年
3
月
に
は
社
内
メ
ン
バ
ー
で
取

材
・
編
集
を
行
い
有
田
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
器
旅
m
a
p
」
を
発
行
し
た
。
器
旅

m
a
p
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
そ
の
歴
史
や
魅
力
と
と
も
に
丹
念
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
4
月
に
は

第
二
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
2
0
1
9
年
10
月

か
ら
は
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
者
が
町
の

み
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
販
売

を
開
始
し
、
同
年
11
〜
12
月
に
合
計
3
回
の

催
行
が
予
定
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
今
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
外
国
人
旅

行
者
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
専
門
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
町
の
魅
力
を
案
内
す
る
少
人
数
制

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ツ
ア
ー

で
は
有
田
焼
の
み
な
ら
ず
町
の
歴
史
・
自

然
・
食
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

こ
れ
ま
で
観
光
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た
陶

磁
器
職
人
や
農
業
者
な
ど
地
域
の
様
々
な
主

体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
必
要

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
特
筆
す
べ
き
点

は
外
部
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
・
自

走
す
る
組
織
運
営
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
先

に
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
で
あ

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
株
式
会
社

と
し
て
自
立
・
自
走
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
原
資
を
確
保
で
き
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
高
田
氏
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
原
資
を
確
保
し
て
人
を
雇
え
る
こ
と

が
重
要
と
強
調
す
る
。
補
助
金
や
資
本
金
が

ち
づ
く
り
公
社
は
同
フ
ァ
ン
ド

の
第
1
号
案
件
と
し
て

2
0
1
5
年
10
月
に
1
0
0
0

万
円
の
出
資
を
受
け
た
。

　
設
立
後
、
有
田
ま
ち
づ
く
り

あ
っ
て
も
、
事
業
収
益
で
人
件
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

　
人
材
の
確
保
に
は
R
E
V
I
C
と
佐
賀
銀

行
か
ら
の
人
的
支
援
が
経
済
的
支
援
以
上
に

恩
恵
が
大
き
い
と
い
う
。
R
E
V
I
C
で
は

専
門
人
材
を
投
資
先
の
企
業
に
派
遣
し
て
お

り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
社
長
に
緒

方
氏
、
常
務
に
中
村
氏
、
社
外
取
締
役
に
井

出
氏
な
ど
を
迎
え
て
い
る
。
一
般
的
に
企
業

経
営
や
地
域
経
済
に
精
通
し
た
専
門
人
材
を

地
域
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
有
田
ま

ち
づ
く
り
公
社
で
は
地
域
外
か
ら
必
要
な
人

材
を
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

に
お
い
て
は
、
特
定
企
業
の
み
な
ら
ず
地
域

に
お
け
る
複
数
の
主
体
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
つ

な
が
り
」
を
生
み
出
す
場
と
し
て
、
高
田
氏

は
波
佐
見
町
で
の
取
り
組
み
を
手
本
に
、

「
朝
飯
会
」
と
い
う
自
主
的
な
集
会
を
有
田

町
で
開
い
て
い
る
。
朝
飯
会
に
は
商
社
や
窯

元
を
経
営
す
る
企
業
人
か
ら
農
家
や
自
営
業

な
ど
老
若
男
女
ま
で
が
参
加
し
て
お
り
、
誰

で
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
風
通
し
の
良
さ
か
ら
、
朝
飯
会
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
意
見
・
情
報
交
換
の
場
と

し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
の
様
々
な
主
体

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
が
共
有
さ
れ
る
機

会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
自
立
的
な
事
業

展
開
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
設
立
初

期
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
よ
っ
て
雇
用
を
支

え
る
原
資
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

「
人
を
雇
え
て
は
じ
め
て
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
」
と
い
う
高
田
氏
の
言
葉
の
と
お
り
、

原
資
や
人
材
と
い
っ
た
組
織
基
盤
を
整
え
ら

れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
出
資
・
融
資
に
つ

な
が
り
、
K
I
L
N
や
b
o
w
l
と
い
っ
た

具
体
的
な
個
別
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
実
現
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
み
な
ら
ず
、
有
田
町

の
様
々
な
主
体
で
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
窯

元
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
で
や
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
陶
芸
家

が
考
案
し
た
、
陶
芸
や
古
い
器
の
山
か
ら
宝

探
し
を
す
る
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が

年
間
を
通
し
て
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
朝
飯
会
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
地
域
主
体
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

様
々
な
活
動
を
連
鎖
的
に
引
き
起
こ
し
、
地

域
全
体
の
活
性
化
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

取
材
・
文
：
観
光
経
済
研
究
部
　
研
究
員

　
武
智
玖
海
人

出典：（株）有田まちづくり公社・REVIC資料

有
田
町
で
は
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
通
年
観

光
化
に
向
け
て
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
通
称
：
あ
り
フ
ェ
ス
）」
の
計
画

が
進
ん
で
お
り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
を

実
施
主
体
と
し
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

あ
り
フ
ェ
ス
で
は
ろ
く
ろ
・
絵
付
け
体
験
や

窯
元
の
見
学
と
い
っ
た
複
数
の
着
地
型
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
課
題
で

あ
っ
た
陶
器
市
な
ど
特
定
イ
ベ
ン
ト
時
の
観

光
客
集
中
の
解
決
に
向
け
、
2
0
1
8
年
か

ら
は
通
年
で
の
開
催
・
予
約
・
参
加
可
能
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　
あ
り
フ
ェ
ス
に
続
き
2
0
1
5
年
8
月
に

開
始
し
た
事
業
が
、
有
田
町
よ
り
商
工
会
議

所
経
由
で
受
託
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
管

理
業
務
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
有
田
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
運
営
や
返
礼
品
の

仕
入
れ
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
業

を
開
始
し
て
か
ら
7
ヵ
月
後
に
は
3
億
3
2

0
0
万
円
の
寄
付
を
獲
得
し
、
2
0
1
6
年

度
に
は
7
億
3
0
0
0
万
円
、
2
0
1
7
年

度
に
は
8
億
2
0
0
0
万
円
の
寄
付
を
集
め

る
な
ど
事
業
は
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
の
受

託
事
業
の
成
功
に
よ
り
、
株
式
会
社
と
し
て

安
定
的
な
収
益
源
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
観

光
事
業
に
取
り
組
む
重
要
な
原
資
と
な
っ
た
。

町
の
回
遊
を
生
み
出
す
事
業

有田商工会議所 佐賀銀行・佐賀県内全金融機関REVIC 町内
有志

資金提供

投融資（1,000万円）

出資 （100万円） 出資 （200万円）

資金提供

事業
連携

相互
連携

相互
連携

株式会社 有田まちづくり公社
（日本版ＤＭＯ候補法人）

観光客・消費者

店舗
事業

KILN・bowl
カフェや雑貨店

観光商品
事業

「器旅」ツアー等
着地型コンテンツ

公益プランニング
事業

ありフェス等
委託・補助事業

IM
事業

ふるさと納税や
EC

佐賀観光活性化ファンド（5億円）

公
社
は
初
事
業
と
し
て
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
4
0
0

年
祭
の
前
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
観
光
の

事
業
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
「
有
田

陶
器
市
」
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、
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佐
賀
県
有
田
町
は
、陶
磁
器
の
原
材
料
と

な
る
「
陶
石
」
が
こ
の
地
で
見
つ
か
っ
た
1

6
1
6
年
以
来
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た

陶
工
「
李
参
平
」
が
そ
の
礎
を
築
い
た
「
有

田
焼
」
を
あ
ま
た
の
職
人
が
受
け
継
ぎ
、
世

界
ブ
ラ
ン
ド
の
陶
磁
器
と
し
て
発
展
さ
せ
て

き
た
ま
ち
で
あ
る
。

　
4
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
、
生
活
の
文
化

は
、
職
人
に
よ
る
手
作
業
が
行
わ
れ
る
工
房

や
ト
ン
バ
イ
塀
、
石
畳
と
い
っ
た
街
並
み
に

溶
け
込
み
、
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

（
1
9
9
1
年
）
さ
れ
て
い
る
内
山
地
区
の
通

り
を
歩
け
ば
、
窯
業
と
と
も
に
発
展
し
て
き

た
窯
元
や
卸
問
屋
が
有
田
焼
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
の
よ
う
な
街
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
有
田
町
の
観
光
は
、
や
は
り
有
田
焼
が
町

の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
代
表

例
と
も
い
え
る
の
が
毎
年
春
の
「
有
田
陶
器

市
」
と
、「
秋
の
陶
磁
器
ま
つ
り
」
で
あ
る
。

　
有
田
町
の
年
間
観
光
客
数
約
2
5
0
万
人

の
う
ち
、
陶
器
市
が
開
催
さ
れ
る
4
・
5
・
11

月
の
合
計
が
年
間
の
7
割
超
を
占
め
る
（
2

0
1
7
年
）。
有
田
焼
は
今
で
も
高
い
ブ
ラ

ン
ド
力
を
誇
る
一
方
、
町
の
観
光
は
特
定
の

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
一
時
的
な
誘
客
に

頼
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
有
田
町
は
、
窯
業
で
発
展
し
た
他

の
ま
ち
と
同
様
に
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
窯

業
が
近
年
で
は
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

有
田
焼
は
高
級
飲
食
店
や
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
へ
の
直
販
を
主
軸
に
取
引
額
を
伸
ば
し
て

き
た
。
し
か
し
、
日
本
人
の
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
る
大
口
需
要
の
減
少
や
海
外
か
ら
の

安
価
な
商
品
の
流
入
に
よ
っ
て
、
窯
業
は
低

迷
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
、
担
い
手
の
不
足

や
事
業
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
有
田
が
培
っ

て
き
た
高
い
技
術
や
文
化
が
継
承
さ
れ
な
い

危
機
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

化
学
変
化
、
民
間
の
意
識
と
目
線
で
の
取
り

組
み
、
日
本
百
選
が
12
も
あ
る
よ
う
な
足
元

の
宝
さ
が
し
と
磨
き
上
げ
、
お
隣
の
波
佐
見

町
と
の
交
流
に
よ
る
学
び
」
と
語
る
。

株
式
会
社
は

自
己
判
断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク

　
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
は
、

観
光
協
会
な
ど
の
看
板
替
え
に
よ
る
非
営
利

の
法
人
格
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
（
特
集

1
）。
一
方
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
株

式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
事
業
展
開

を
進
め
る
中
で
高
田
氏
が
気
づ
い
た
の
は
、

公
的
組
織
に
よ
る
観
光
事
業
の
限
界
で
あ
っ

た
と
い
う
。
「
公
的
資
金
の
入
っ
た
組
織
で

は
公
平
性
の
担
保
が
先
立
っ
て
し
ま
い
利
益

が
追
及
で
き
な
い
。
し
か
し
、
競
争
と
利
益

の
追
及
な
し
に
観
光
事
業
は
で
き
な
い
と
い

う
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。」
と
高
田
氏
は

語
る
。
こ
れ
ま
で
の
観
光
分
野
に
お
け
る
公

共
性
と
事
業
性
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
で
き
る

力
や
、
競
争
・
利
益
の
追
求
と
い
う
「
推
進

力
」
が
、
株
式
会
社
に
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
、
行

政
の
計
画
や
補
助
金
等
に
基
づ
く
大
上
段
に

構
え
た
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
「
人
」
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
原
点
に
は
、
有
田
の
隣

町
で
あ
る
長
崎
県
波
佐
見
町
の
存
在
が
あ
る
。

有
田
町
と
同
じ
く
陶
磁
器
を
ル
ー
ツ
に
持
つ

波
佐
見
町
で
は
、
地
場
の
窯
業
経
営
者
が
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
や
る
気
と
実
行
力
の
あ

る
若
者
の
様
々
な
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
 
西
海
陶
器
株
式

会
社
が
運
営
す
る
「
西
の
原
」
で
あ
る
。
西

の
原
は
か
つ
て
窯
業
を
営
ん
で
い
た
福
幸
製

陶
所
跡
地
で
、
現
在
は
国
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
敷
地
内
に
工

房
・
蔵
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
、

ス
ペ
ー
ス
を
保
存
し
つ
つ
低
賃
料
で
貸
し
出

し
、
波
佐
見
町
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
若
者

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
等
が
生
ま
れ
、
現
在
で
は
波
佐
見
町
を

代
表
す
る
観
光
客
や
地
元
住
民
が
集
う
場
と

な
っ
て
い
る
。

　
企
業
側
か
ら
す
れ
ば
、
成
功
す
る
か
ど
う

か
の
保
証
が
な
い
経
験
も
実
績
も
少
な
い
若

者
の
新
規
出
店
を
支
援
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

と
も
い
え
る
。
し
か
し
波
佐
見
町
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
田
氏
は
「
若
い
人

を
受
け
入
れ
、
自
由
に
さ
せ
、
リ
ス
ク
を
小

さ
な
投
資
で
徐
々
に
始
め
る
こ
と
で
抑
え
る

よ
う
な
、
寛
容
さ
を
持
つ
タ
ニ
マ
チ
の
当
事

者
が
い
る
こ
と
が
、
人
を
ひ
き
つ
け
、
波
佐

見
町
が
地
域
活
性
化
の
成
功
例
と
し
て
全
国

的
に
も
有
名
に
な
っ
た
要
因
で
あ
り
、
有
田

町
に
も
寛
容
で
リ
ス
ク
を
負
う
タ
ニ
マ
チ
が

必
要
」
と
指
摘
す
る
。

　
波
佐
見
町
か
ら
の
こ
う
し
た
学
び
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
立
脚
す
る
「
自
己
判

断
、
自
己
負
担
、
自
己
リ
ス
ク
」
の
原
則
に

も
表
れ
て
い
る
。

外
部
資
金
の
獲
得
と
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
有
田
商
工
会
議

所
を
株
主
と
す
る
1
0
0
万
円
の
資
本
金
で

ス
タ
ー
ト
し
、
2
回
の
増
資
を
経
て
現
在
の
資

本
金
額
は
1
3
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
（
図

1
）。
最
大
の
割
合
を
占
め
る
の
は
佐
賀
観
光

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
あ
る
。
佐
賀

観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
と
は
、
R
E
V
I
C
や

佐
賀
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
佐
賀
県
内
全
金

融
機
関
が
出
資
し
て
総
額
5
億
円
の
フ
ァ
ン

ド
と
し
て
2
0
1
5
年
7
月
に
設
立
。
有
田
ま

　
こ
う
し
た
観
光
面
の
課
題
と
産
業
界
の
危

機
感
を
背
景
に
、「
器
の
ま
ち
有
田
を
人
々

の
受
け
皿
へ
と
変
革
さ
せ
る
」
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
た
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く

り
公
社
が
設
立
さ
れ
る
。

 移
住
者
が
町
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

有
田
の
変
革
に
挑
む

　
株
式
会
社
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
（
以
下
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
）
は
2
0
1
5
年
4

月
に
設
立
さ
れ
た
（
表
1
）。
設
立
に
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
現
取
締
役
会
長 

で
あ
る
高
田
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
高

田
氏
は
大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
で
長
年
財

務
を
担
当
し
、
米
国
勤
務
中
に
は
国
際
開
発

や
国
際
投
資
と
い
っ
た
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
転
職
後
に
は
、
10
社
の
中
小
企
業
再
生

を
担
っ
た
経
歴
を
持
ち
、
財
務
や
事
業
再
生

の
分
野
に
お
け
る
造
詣
が
深
い
。

　
2
0
1
1
年
、
高
田
氏
は
退
職
後
、
妻
が

陶
芸
を
す
る
有
田
町
に
移
住
し
た
後
、
世
界

的
に
も
有
名
な
老
舗
窯
元
「
香
蘭
社
」
の
社

長
で
有
田
商
工
会
議
所
の
深
川
祐
次
会
頭
と

の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
2
0
1
3
年

に
は
商
工
会
議
所
の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
。

　
商
工
会
議
所
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の

現
状
を
直
接
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
、
高

田
氏
は
有
田
町
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
商

工
会
議
所
等
で
の
議
論
を
通
じ
て
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
有
田
焼
ブ
ラ
ン
ド
の
再
生

の
必
要
性
に
対
す
る
意
識
を
強
め
て
い
っ
た
。

2
0
1
4
年
、
陶
器
市
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

の
た
め
上
京
し
た
際
に
「
地
域
経
済
活
性
化

支
援
機
構
（
以
下
、R
E
V
C
）」と
出
会
っ

た
こ
と
か
ら
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

動
き
が
急
速
に
加
速
し
、
会
社
設
立
に
至
る
。

　
現
在
も
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
観
光
協
会

副
会
頭
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
取
締
役
会

長
と
、
有
田
町
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
連

す
る
地
域
団
体
の
中
心
に
い
る
高
田
氏
は
、

有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
取
り
組
み
を
「
よ

そ
者
・
ば
か
者
・
若
者
の
混
入
と
地
域
と
の

　
有
田
商
工
会
議
所
と
佐
賀
観
光
活
性
化
フ

ァ
ン
ド
が
共
同
で
策
定
し
た
観
光
地
域
づ
く

り
の
戦
略
の
目
標
は
、
株
式
会
社
有
田
ま
ち

づ
く
り
公
社
を
実
施
主
体
と
し
て
、
有
田
町

の
交
通
機
関
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
っ
て
い

る
有
田
駅
前
、
上
有
田
駅
前
等
に
、
人
々
が

立
ち
寄
っ
て
有
田
の
人
と
言
葉
を
交
わ
し
な

が
ら
、
有
田
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
拠
点
施
設
を
立
ち
上
げ
、
収
益
を
あ
げ
な

が
ら
継
続
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
中
を
観
光
客
が
回
遊
す
る
流
れ
を
生
み
出

す
こ
と
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
2
0
1
6
年
10
月
に
は
有
田
市
街
地
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
J
R
有
田
駅

前
に
観
光
拠
点
施
設
「
K
I
L
N
（
キ
ル

ン
）
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
有
田
ま
ち
づ

く
り
公
社
は
K
I
L
N
内
の
カ
フ
ェ
運
営
を

担
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
で
は
開
業
資
金
と

し
て
内
閣
府
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
と
銀
行
か
ら

の
借
入
金
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
・
周
遊
拠
点
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

2
0
1
8
年
4
月
に
は
事
務
所
の
1
階
に
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ「
b
o
w
l（
ボ
ウ
ル
）」が

開
業
。
こ
の
店
舗
で
は
観
光
客
向
け
の
有
田

焼
関
連
商
品
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
ず
、
生
活
用

品
や
服
飾
品
を
数
多
く
取
り
扱
う
こ
と
で
、

競
合
も
せ
ず
地
元
客
の
取
り
込
み
に
も
成
功

し
て
い
る
。
b
o
w
l
は
基
本
的
に
借
入
に

よ
る
事
業
で
あ
る
が
、
2
0
1
7
年
に
資
金

の
一
部
を
全
国
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
募
り
、
目
標
の
2
0
0
万
円
を
超
え

る
約
2
2
5
万
円
の
支
援
を
受
け
た
。

町
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
事
業

　
最
近
は
独
自
の
観
光
商
品
や
着
地
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
0
1
8
年
3
月
に
は
社
内
メ
ン
バ
ー
で
取

材
・
編
集
を
行
い
有
田
町
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
器
旅
m
a
p
」
を
発
行
し
た
。
器
旅

m
a
p
で
は
町
内
の
窯
元
や
商
社
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
そ
の
歴
史
や
魅
力
と
と
も
に
丹
念
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
4
月
に
は

第
二
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
2
0
1
9
年
10
月

か
ら
は
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
者
が
町
の

み
ど
こ
ろ
を
案
内
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
販
売

を
開
始
し
、
同
年
11
〜
12
月
に
合
計
3
回
の

催
行
が
予
定
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
今
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
外
国
人
旅

行
者
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
専
門
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
町
の
魅
力
を
案
内
す
る
少
人
数
制

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ツ
ア
ー

で
は
有
田
焼
の
み
な
ら
ず
町
の
歴
史
・
自

然
・
食
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、

こ
れ
ま
で
観
光
と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た
陶

磁
器
職
人
や
農
業
者
な
ど
地
域
の
様
々
な
主

体
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」
が
必
要

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
特
筆
す
べ
き
点

は
外
部
資
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
・
自

走
す
る
組
織
運
営
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
先

に
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
で
あ

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
株
式
会
社

と
し
て
自
立
・
自
走
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
原
資
を
確
保
で
き
た
の
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
ま
た
、
高
田
氏
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
原
資
を
確
保
し
て
人
を
雇
え
る
こ
と

が
重
要
と
強
調
す
る
。
補
助
金
や
資
本
金
が

ち
づ
く
り
公
社
は
同
フ
ァ
ン
ド

の
第
1
号
案
件
と
し
て

2
0
1
5
年
10
月
に
1
0
0
0

万
円
の
出
資
を
受
け
た
。

　
設
立
後
、
有
田
ま
ち
づ
く
り

あ
っ
て
も
、
事
業
収
益
で
人
件
費
を
ま
か
な

う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
計
画
倒
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
。

　
人
材
の
確
保
に
は
R
E
V
I
C
と
佐
賀
銀

行
か
ら
の
人
的
支
援
が
経
済
的
支
援
以
上
に

恩
恵
が
大
き
い
と
い
う
。
R
E
V
I
C
で
は

専
門
人
材
を
投
資
先
の
企
業
に
派
遣
し
て
お

り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
社
長
に
緒

方
氏
、
常
務
に
中
村
氏
、
社
外
取
締
役
に
井

出
氏
な
ど
を
迎
え
て
い
る
。
一
般
的
に
企
業

経
営
や
地
域
経
済
に
精
通
し
た
専
門
人
材
を

地
域
で
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
有
田
ま

ち
づ
く
り
公
社
で
は
地
域
外
か
ら
必
要
な
人

材
を
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
観
光

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

に
お
い
て
は
、
特
定
企
業
の
み
な
ら
ず
地
域

に
お
け
る
複
数
の
主
体
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
「
つ

な
が
り
」
を
生
み
出
す
場
と
し
て
、
高
田
氏

は
波
佐
見
町
で
の
取
り
組
み
を
手
本
に
、

「
朝
飯
会
」
と
い
う
自
主
的
な
集
会
を
有
田

町
で
開
い
て
い
る
。
朝
飯
会
に
は
商
社
や
窯

元
を
経
営
す
る
企
業
人
か
ら
農
家
や
自
営
業

な
ど
老
若
男
女
ま
で
が
参
加
し
て
お
り
、
誰

で
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
風
通
し
の
良
さ
か
ら
、
朝
飯
会
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
や
意
見
・
情
報
交
換
の
場
と

し
て
機
能
し
て
お
り
、
地
域
の
様
々
な
主
体

が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
が
共
有
さ
れ
る
機

会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
自
立
的
な
事
業

展
開
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
設
立
初

期
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
よ
っ
て
雇
用
を
支

え
る
原
資
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
あ
る
。

「
人
を
雇
え
て
は
じ
め
て
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
」
と
い
う
高
田
氏
の
言
葉
の
と
お
り
、

原
資
や
人
材
と
い
っ
た
組
織
基
盤
を
整
え
ら

れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
出
資
・
融
資
に
つ

な
が
り
、
K
I
L
N
や
b
o
w
l
と
い
っ
た

具
体
的
な
個
別
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
賑
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
実
現
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
有

田
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
み
な
ら
ず
、
有
田
町

の
様
々
な
主
体
で
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
1
5
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
窯

元
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
で
や
っ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
陶
芸
家

が
考
案
し
た
、
陶
芸
や
古
い
器
の
山
か
ら
宝

探
し
を
す
る
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
国
内
外
か
ら
の
旅
行
者
が

年
間
を
通
し
て
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
朝
飯
会
の
よ
う
な
機
会
を

通
じ
て
地
域
主
体
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、

様
々
な
活
動
を
連
鎖
的
に
引
き
起
こ
し
、
地

域
全
体
の
活
性
化
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
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株
式
会
社
有
田
ま
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づ
く
り
公
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締
役
会
長
　
高
田
亨
二
氏

波
佐
見
町
で
17
年
間
1
6
0
回
に
わ
た
り
自
主
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た

「
朝
飯
会
」
を
参
考
に
、
高
田
氏
が
2
0
1
5
年
3
月
よ
り
有
田
町
で
開

始
し
た
取
り
組
み
。
現
在
、
毎
月
1
回
土
曜
日
の
午
前
6
〜
10
時
に
開
催

し
て
い
る
。
参
加
者
に
毎
回
参
加
の
義
務
は
な
く
、
議
題
の
設
定
や
採
決
の
取
り
決
め
も
な
い
。
参
加
も
話
題

も
自
由
に
す
る
こ
と
で
、
風
通
し
の
良
い
集
ま
り
を
目
指
し
て
い
る
。
参
加
者
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や
率

直
な
意
見
が
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
本
音
に
も
と
づ
く
共
通
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
波
佐
見
町
の
朝
飯
会
と

の
相
互
参
加
も
行
わ
れ
て
お
り
、
自
治
体
の
枠
に
囚
わ
れ
ず
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
つ
な
が
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

朝
飯
会
と
は
？

あ
さ

め
し

か
い

有
田
町
で
は
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
通
年
観

光
化
に
向
け
て
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
通
称
：
あ
り
フ
ェ
ス
）」
の
計
画

が
進
ん
で
お
り
、
有
田
ま
ち
づ
く
り
公
社
を

実
施
主
体
と
し
て
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

あ
り
フ
ェ
ス
で
は
ろ
く
ろ
・
絵
付
け
体
験
や

窯
元
の
見
学
と
い
っ
た
複
数
の
着
地
型
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
課
題
で

あ
っ
た
陶
器
市
な
ど
特
定
イ
ベ
ン
ト
時
の
観

光
客
集
中
の
解
決
に
向
け
、
2
0
1
8
年
か

ら
は
通
年
で
の
開
催
・
予
約
・
参
加
可
能
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　
あ
り
フ
ェ
ス
に
続
き
2
0
1
5
年
8
月
に

開
始
し
た
事
業
が
、
有
田
町
よ
り
商
工
会
議

所
経
由
で
受
託
し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
管

理
業
務
」
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
有
田
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
運
営
や
返
礼
品
の

仕
入
れ
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
事
業

を
開
始
し
て
か
ら
7
ヵ
月
後
に
は
3
億
3
2

0
0
万
円
の
寄
付
を
獲
得
し
、
2
0
1
6
年

度
に
は
7
億
3
0
0
0
万
円
、
2
0
1
7
年

度
に
は
8
億
2
0
0
0
万
円
の
寄
付
を
集
め

る
な
ど
事
業
は
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
の
受

託
事
業
の
成
功
に
よ
り
、
株
式
会
社
と
し
て

安
定
的
な
収
益
源
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
の
観

光
事
業
に
取
り
組
む
重
要
な
原
資
と
な
っ
た
。

町
の
回
遊
を
生
み
出
す
事
業

お
わ
り
に

4

登
り
窯
を
築
く
た
め
に
用
い
た
耐
火
レ
ン
ガ
の
廃
材
や
使
い
捨
て
の
窯
道
具
、
陶
片
を
赤
土
で
塗
り
固
め
作
っ
た
塀

2
0
1
9
年
10
月
当
時

2
0
1
9
年
10
月
当
時

国
内
外
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
一
定
期
間
招
へ
い
し
て
、
滞
在
中
の
制
作
活
動
を
支
援
す
る
取
り
組
み
。

※
ⅳ

※
ⅰ

※
ⅱ

※
ⅲ

※
ⅳ

公
社
は
初
事
業
と
し
て
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
、
日
本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
4
0
0

年
祭
の
前
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
観
光
の

事
業
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
「
有
田

陶
器
市
」
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、

波佐見町

佐世保市

長
崎
自
動
車
道

西九州
自動車道

有田町★
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　社
団
法
人
、
財
団
法
人
、
N
P
O
法
人
と

い
っ
た
非
営
利
法
人
も
収
益
事
業
に
取
り
組

む
例
は
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
般
社
団
法
人

と
し
て
宿
泊
事
業
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
業

に
取
り
組
む
、
福
島
県
西
会
津
町
の
一
般
社

団
法
人
B
O
O
T
（
ぶ
っ
と
）
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
株
式
会
社
型
D
M
O
と
の
相
違

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　福
島
県
西
会
津
町
は
、
福
島
県
と
新
潟
県
、

山
形
県
の
県
境
に
位
置
す
る
飯
豊
山
の
ふ
も

と
、
人
口
6
3
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
を

横
断
す
る
阿
賀
川
に
沿
っ
て
旧
越
後
街
道

（
現
：
国
道
49
号
線
）
が
走
り
、
か
つ
て
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
街
並
み
も
残
る
。

　B
O
O
T
は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ

っ
て
も
、
持
続
で
き
る
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
2
0
1

7
年
に
3
名
の
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

　代
表
で
あ
る
矢
部
佳
宏
氏
は
1
9
7
8
年

の
西
会
津
町
生
ま
れ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア

ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
カ
ナ
ダ
、
上
海
等
で
活

躍
し
た
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
を
学
ぶ
中
で
、
多
様
性
が
叫
ば
れ
つ
つ

も
過
疎
地
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
る
こ

と
に
違
和
感
を
持
ち
、
「
10
年
後
に
は
な
く

な
る
と
言
わ
れ
る
集
落
が
ど
う
す
れ
ば
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
考
え
続
け
て
き

た
と
い
う
。
矢
部
氏
は
も
と
も

と
「
50
歳
に
な
っ
た
ら
故
郷
に

戻
る
」
と
考
え
て
い
た
が
、
東

日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
、

そ
の
後
の
復
興
の
様
子
を
見
て
、

「
今
戻
ら
な
け
れ
ば
故
郷
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
、

2
0
1
2
年
に
父
祖
の
地
で
あ
る
楢
山
集
落

に
戻
り
、
約
3
6
0
年
続
く
土
地
と
古
民
家

を
継
承
し
た
。

　B
O
O
T
は
様
々
な
地
域
振
興
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
取
り
組

み
は
、
「
西
会
津
国
際
芸
術
村
」
の
運
営
と

古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山

集
落
」
で
あ
る
。

交
流
と
創
造
の
拠
点
、
西
会
津
国
際
芸
術
村

　西
会
津
国
際
芸
術
村
は
2
0
0
2
年
に
廃

校
と
な
っ
た
新
郷
中
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
2
0
0
4
年
に
開

村
し
た
。
2
0
1
2
年
、
西
会
津
に
戻
っ
た

写真1）楢山集落からの景色 
※出典：楢山集落 -Narayama "Planetary" Village 公式Facebookより

古
民
家
ホ
テ
ル

「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」

　B
O
O
T
が
目
指
す
「
未
来
あ
る
過
疎
」

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
西
会
津
町
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
、2
0
1
9
年
9
月
に

開
業
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル「
N
I
P
P
O
N
I
A

楢
山
集
落
」
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
前
述
の
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
と
の
協

働
の
も
と
、
矢
部
氏
の
自
宅
の
築
1
3
0
年

の
蔵
、
納
屋
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

で
、
3
部
屋
を
用
意
。

　費
用
は
、
1
棟
（
1
部
屋
）、
人
数
に
関

わ
ら
ず
（
最
大
5
〜
6
名
程
度
）
4
万

5
0
0
0
円
〜
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
計
画

の
段
階
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
西
会
津
町

に
は
な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
顧
客
も
想
定

し
た
高
価
格
帯
ホ
テ
ル
と
し
て
の
挑
戦
で
も

あ
る
。

　自
ら
設
計
・
建
築
に
も
関
わ
っ
た
矢
部
氏

は
「
伝
統
的
な
集
落
、
古
民
家
は
、
未
来
を

つ
く
る
た
め
の
教
科
書
」
と
言
う
。

　数
百
年
の
長
さ
で
磨
か
れ
て
き
た
集
落
や

古
民
家
は
、
自
然
、
里
山
、
集
落
の
共
生
の

知
恵
や
機
能
の
全
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
「
教
科
書
」
を
、
学
べ
る
状
態
で
継

続
す
る
こ
と
、
現
代
に
合
っ
た
文
化
と
し
て

つ
な
ぐ
こ
と
、
そ
れ
を
自
立
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
、
限
界
集
落
の
再
生
に
寄
与
す
る
事

業
で
あ
り
、
B
O
O
T
の
目
指
す
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

　こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
内
装
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
1
3
0
年
の
歴
史
を

持
つ
土
壁
や
建
具
の
再
活
用
、
地
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
古
民
家
の
素
材
や
地
元
の
風

土
を
取
り
入
れ
た
作
品
が
随
所
に
用
い
ら
れ
、

集
落
の
知
恵
や
魅
力
を
現
代
に
取
り
入
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
と

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
郷
土
食
レ
シ
ピ
の
開

発
等
に
も
取
り
組
み
、
地
元
農
家
の
手
作
り

料
理
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
頼
む
こ
と
も
で
き

る
等
、
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
で
運
営
さ

れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　　B
O
O
T
は
、
自
ら
古
民
家
ホ
テ
ル
を
立

ち
上
げ
た
り
、
中
心
市
街
地
の
町
家
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
過
疎
地
で
の
新
し
い
事
業
創
出
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
実
績

に
よ
り
、
西
会
津
の
人
々
、
地
元
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
や
企
業
、
行
政
と
の
協
力
・
連
携
体
制

も
整
い
つ
つ
あ
る
。

　し
か
し
、
今
後
、
こ
う
し
た
事
業
を
さ
ら

に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
を
起
こ

す
人
材
、
西
会
津
の
価
値
や
課
題
に
自
ら
気

づ
き
、
自
立
的
な
事
業
を
生
み
出
す
人
材

（
B
O
O
T
で
は「
走
り
な
が
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
」と
い
う
）
が
欠
か
せ
な
い
。

　そ
こ
で
、
西
会
津
町
と
B
O
O
T
は
、
こ

う
し
た
意
欲
を
持
つ
人
材
を
地
域
外
か
ら
集

め
、
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
す
（
起

業
す
る
）
仕
組
み
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
起
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
ext 

C
o
m

m
o
n
s 

L
ab

西
会
津
（
以

下
、
N
C
L
西
会
津
）」
を
2
0
1
8
年
度

よ
り
導
入
し
た
。

　N
C
L
西
会
津
で
は
、
西
会
津
町
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
価
値
を
探
し
出
し
、
起
業
を
目
指

す
こ
と
な
ど
を
要
件
に
、
10
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
募
集
す
る
。
B
O
O
T
は
国

際
芸
術
村
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

を
ベ
ー
ス
に
、
事
務
局
兼
メ
ン
タ
ー
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
や
、
地
元
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

住
民
、
行
政
、
企

業
等
と
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、
サ
ポ

ー
ト
を
担
う
の
で

あ
る
。

　矢
部
氏
は
「
起

業
は
す
ぐ
に
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し

た
意
欲
を
持
つ
人

た
ち
が
独
立
し
、

自
立
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
何
年
か

か
け
て
も
や
る
こ

と
が
重
要
」
と
語

る
。
新
し
い
事
業

矢
部
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就
任
、

2
0
1
8
年
か
ら
B
O
O
T
が
西
会
津
町
か

ら
の
指
定
管
理
を
受
け
、
運
営
を
担
っ
て
い

る
。　ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と

は
、
芸
術
家
を
招
聘
し
、
滞
在
や
創
作
活
動

を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
B
O
O
T
は

西
会
津
国
際
芸
術
村
を
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
た
め
の
創
造
拠
点
・
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
年
間
を

通
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

　そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
①
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
が
集
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
（
西
会
津
と
い
う
商
品
を
創
る
・

磨
く
・
売
り
込
む
等
）、
②
西
会
津
の
地
域

文
化
D
N
A
を
発
展
継
承
さ
せ
る
（
歴
史
・

民
俗
の
知
恵
・
環
境
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
産
業
の
研
究
・
実
施
等
）、
③
新
し
い
働

き
方
・
暮
ら
し
方
を
つ
く
る
（
過
疎
地
型
起

業
の
種
を
育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割

等
）
と
し
て
い
る
。

　こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
西
会

津
国
際
芸
術
村
に
関
わ
る
地
域
内
外
の
人
、

特
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
や
地
域
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
集
う
機
会
を
つ
く
り
、
交
流
を

通
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
徐
々
に
深
め
、

西
会
津
で
働
く
場
を
つ
く
り
出
し
、
住
ま
う

ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
一
つ
一

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
対
し
て
B
O
O
T
が
働
き

か
け
を
行
う
と
い
っ
た
、
戦
略
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　B
O
O
T
で
は
定
住
移
住
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
、
町
内
空
き
家
発
掘
（
ニ
シ
ア
イ

ヅ
不
動
産
）
と
い
っ
た
移
住
・
定
住
の
た
め

の
窓
口
も
担
っ
て
お
り
、
2
0
1
5
年
度
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
移
住
者
数
30
人
と
い
う

実
績
を
残
し
て
い
る
。

が
生
ま
れ
、
安
定
し
た
運
営
が
可
能
に
な
る

に
は
5
〜
6
年
の
期
間
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
「
若
い
人
材
が
西
会
津
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
生
み
出
し
、

そ
の
事
業
を
担
う
こ
と
が
西
会
津
で
暮
ら
す

意
味
と
な
れ
ば
、
地
域
自
体
が
大
き
く
変
わ

る
」
と
、
N
C
L
西
会
津
の
取
り
組
み
に
矢

部
氏
は
強
い
意
欲
を
見
せ
る
。

　B
O
O
T
は
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
を
実

現
す
る
と
い
う
志
を
等
し
く
す
る
3
名
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
。
起
業
と
い
う
「
種
」
を

育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
自

ら
も
新
し
い
生
業
を
生
み
出
し
、
西
会
津
を

牽
引
し
て
き
た
。「
志
」
を
も
と
に
し
た

「
行
動
」
が
、
人
々
の
共
感
を
得
て
、
観
光
、

農
業
、
商
工
業
、
行
政
等
の
枠
組
み
を
超
え
、

ま
た
地
域
の
内
と
外
と
い
う
枠
を
超
え
、

人
々
を
集
め
、
現
在
で
は
「
西
会
津
が
何
か

動
い
て
い
る
」
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
営
利
事
業
」
を
中
心
に
人
と
資
金
を
集
め

る
株
式
会
社
に
比
べ
、
こ
う
し
た
「
志
と
行

動
」
に
よ
っ
て
人
を
集
め
る
B
O
O
T
の
性

格
は
、
非
営
利
法
人
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
般
社
団
法
人
B
O
O
T（
ぶ
っ
と
）

「
志
と
行
動
」に
よって
人
を
集
め
、

生
業
を
生
み
出
す
組
織
の
挑
戦

B
O
O
T
の
場
合
に
は
、
観
光
協
会
に
代
表

さ
れ
る
同
業
者
組
合
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド
・
機
動
性
の
弱
さ
、

単
年
度
主
義
、
会
員
利
益
優
先
と
い
っ
た
弊

害
か
ら
も
無
縁
で
あ
り
、
株
式
会
社
の
良
い

面
を
併
せ
持
っ
た
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。　資

金
面
で
も
、
古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P

P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」
の
場
合
に
は
、
初

期
費
用
と
し
て
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
他
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
に
も
成
功
す
る
等
、

地
域
行
政
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
運
営
を
実

現
し
て
い
る
（
そ
の
際
の
事
業
計
画
は
他
の

地
域
で
の
展
開
も
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
高
く

評
価
さ
れ
た
と
い
う
）。

　一
方
で
、
B
O
O
T
は
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
な

目
的
を
達
成
す
る
手
段
が
、
株
式
会
社
で
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
」
と
も
指
摘
す
る
。
実
際
に
、
起
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
N
C
L 

西
会
津
」
で
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
自
立

的
な
事
業
を
生
み
出
す
「
企
業
家
」
を
育
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
B
O
O
T
の
取
り
組

み
を
ベ
ー
ス
に
、
志
を
等
し
く
す
る
株
式
会

社
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
よ
っ
て
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
実
現
を
、
拡
大
・
加
速
し
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

一
般
社
団
法
人

B
O
O
T
の
取
り
組
み

2

「
未
来
あ
る
過
疎
」を

つ
く
る

1

　ま
た
、
そ
う
し
た
「
人
」
が
育
つ
段
階
で

必
要
に
な
る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

を
資
金
面
で
支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。
地
域

活
性
化
、
観
光
活
性
化
の
フ
ァ
ン
ド
を
有
す

る
地
域
も
あ
る
が
、
福
島
県
、
西
会
津
町
で

は
そ
う
し
た
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
持
つ
株
式
会
社
が

西
会
津
町
に
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
「
行
政
、

金
融
機
関
、
あ
る
い
は
地
域
企
業
、
住
民
が

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
い
う
考
え
方
を
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
N
C
L

西
会
津
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
横
山
裕
氏
は

指
摘
す
る
。
投
資
に
は
、
当
然
リ
ス
ク
も
あ

る
。
し
か
し
、
何
も
し
な
け
れ
ば
過
疎
は
進

み
、
地
域
も
行
政
も
力
を
失
っ
て
い
く
。
し

か
し
西
会
津
町
に
は
、
近
い
将
来
、
自
立
的

な
事
業
を
起
こ
そ
う
と
す
る
若
者
が
現
れ
る
。

そ
の
時
、
そ
の
リ
ス
ク
を
共
に
負
え
る
地
域

で
あ
る
こ
と
が
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
の
実
現

に
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　取

材
・
文
：
中
野
文
彦
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　社
団
法
人
、
財
団
法
人
、
N
P
O
法
人
と

い
っ
た
非
営
利
法
人
も
収
益
事
業
に
取
り
組

む
例
は
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
般
社
団
法
人

と
し
て
宿
泊
事
業
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
業

に
取
り
組
む
、
福
島
県
西
会
津
町
の
一
般
社

団
法
人
B
O
O
T
（
ぶ
っ
と
）
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
株
式
会
社
型
D
M
O
と
の
相
違

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　福
島
県
西
会
津
町
は
、
福
島
県
と
新
潟
県
、

山
形
県
の
県
境
に
位
置
す
る
飯
豊
山
の
ふ
も

と
、
人
口
6
3
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
を

横
断
す
る
阿
賀
川
に
沿
っ
て
旧
越
後
街
道

（
現
：
国
道
49
号
線
）
が
走
り
、
か
つ
て
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
街
並
み
も
残
る
。

　B
O
O
T
は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ

っ
て
も
、
持
続
で
き
る
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
2
0
1

7
年
に
3
名
の
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

　代
表
で
あ
る
矢
部
佳
宏
氏
は
1
9
7
8
年

の
西
会
津
町
生
ま
れ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア

ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
カ
ナ
ダ
、
上
海
等
で
活

躍
し
た
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
を
学
ぶ
中
で
、
多
様
性
が
叫
ば
れ
つ
つ

も
過
疎
地
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
る
こ

と
に
違
和
感
を
持
ち
、
「
10
年
後
に
は
な
く

な
る
と
言
わ
れ
る
集
落
が
ど
う
す
れ
ば
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
考
え
続
け
て
き

た
と
い
う
。
矢
部
氏
は
も
と
も

と
「
50
歳
に
な
っ
た
ら
故
郷
に

戻
る
」
と
考
え
て
い
た
が
、
東

日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
、

そ
の
後
の
復
興
の
様
子
を
見
て
、

「
今
戻
ら
な
け
れ
ば
故
郷
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
、

2
0
1
2
年
に
父
祖
の
地
で
あ
る
楢
山
集
落

に
戻
り
、
約
3
6
0
年
続
く
土
地
と
古
民
家

を
継
承
し
た
。

　B
O
O
T
は
様
々
な
地
域
振
興
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
取
り
組

み
は
、
「
西
会
津
国
際
芸
術
村
」
の
運
営
と

古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山

集
落
」
で
あ
る
。

交
流
と
創
造
の
拠
点
、
西
会
津
国
際
芸
術
村

　西
会
津
国
際
芸
術
村
は
2
0
0
2
年
に
廃

校
と
な
っ
た
新
郷
中
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
2
0
0
4
年
に
開

村
し
た
。
2
0
1
2
年
、
西
会
津
に
戻
っ
た

図 3 西会津のプロジェクトテーマ

図 2 2015～2018年度の交流人口・関係人口の拡大および移住効果実績
（2017年度は、工事のため半年休館）

図 1 西会津国際芸術村のミッション・ビジョン及び実績

古
民
家
ホ
テ
ル

「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」

　B
O
O
T
が
目
指
す
「
未
来
あ
る
過
疎
」

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
西
会
津
町
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
、2
0
1
9
年
9
月
に

開
業
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル「
N
I
P
P
O
N
I
A

楢
山
集
落
」
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
前
述
の
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
と
の
協

働
の
も
と
、
矢
部
氏
の
自
宅
の
築
1
3
0
年

の
蔵
、
納
屋
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

で
、
3
部
屋
を
用
意
。

　費
用
は
、
1
棟
（
1
部
屋
）、
人
数
に
関

わ
ら
ず
（
最
大
5
〜
6
名
程
度
）
4
万

5
0
0
0
円
〜
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
計
画

の
段
階
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
西
会
津
町

に
は
な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
顧
客
も
想
定

し
た
高
価
格
帯
ホ
テ
ル
と
し
て
の
挑
戦
で
も

あ
る
。

　自
ら
設
計
・
建
築
に
も
関
わ
っ
た
矢
部
氏

は
「
伝
統
的
な
集
落
、
古
民
家
は
、
未
来
を

つ
く
る
た
め
の
教
科
書
」
と
言
う
。

　数
百
年
の
長
さ
で
磨
か
れ
て
き
た
集
落
や

古
民
家
は
、
自
然
、
里
山
、
集
落
の
共
生
の

知
恵
や
機
能
の
全
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
「
教
科
書
」
を
、
学
べ
る
状
態
で
継

続
す
る
こ
と
、
現
代
に
合
っ
た
文
化
と
し
て

つ
な
ぐ
こ
と
、
そ
れ
を
自
立
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
、
限
界
集
落
の
再
生
に
寄
与
す
る
事

業
で
あ
り
、
B
O
O
T
の
目
指
す
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

　こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
内
装
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
1
3
0
年
の
歴
史
を

持
つ
土
壁
や
建
具
の
再
活
用
、
地
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
古
民
家
の
素
材
や
地
元
の
風

土
を
取
り
入
れ
た
作
品
が
随
所
に
用
い
ら
れ
、

集
落
の
知
恵
や
魅
力
を
現
代
に
取
り
入
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
と

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
郷
土
食
レ
シ
ピ
の
開

発
等
に
も
取
り
組
み
、
地
元
農
家
の
手
作
り

料
理
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
頼
む
こ
と
も
で
き

る
等
、
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
で
運
営
さ

れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　　B
O
O
T
は
、
自
ら
古
民
家
ホ
テ
ル
を
立

ち
上
げ
た
り
、
中
心
市
街
地
の
町
家
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
過
疎
地
で
の
新
し
い
事
業
創
出
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
実
績

に
よ
り
、
西
会
津
の
人
々
、
地
元
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
や
企
業
、
行
政
と
の
協
力
・
連
携
体
制

も
整
い
つ
つ
あ
る
。

　し
か
し
、
今
後
、
こ
う
し
た
事
業
を
さ
ら

に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
を
起
こ

す
人
材
、
西
会
津
の
価
値
や
課
題
に
自
ら
気

づ
き
、
自
立
的
な
事
業
を
生
み
出
す
人
材

（
B
O
O
T
で
は「
走
り
な
が
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
」と
い
う
）
が
欠
か
せ
な
い
。

　そ
こ
で
、
西
会
津
町
と
B
O
O
T
は
、
こ

う
し
た
意
欲
を
持
つ
人
材
を
地
域
外
か
ら
集

め
、
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
す
（
起

業
す
る
）
仕
組
み
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
起
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
ext 

C
o
m

m
o
n
s 

L
ab

西
会
津
（
以

下
、
N
C
L
西
会
津
）」
を
2
0
1
8
年
度

よ
り
導
入
し
た
。

　N
C
L
西
会
津
で
は
、
西
会
津
町
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
価
値
を
探
し
出
し
、
起
業
を
目
指

す
こ
と
な
ど
を
要
件
に
、
10
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
募
集
す
る
。
B
O
O
T
は
国

際
芸
術
村
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

を
ベ
ー
ス
に
、
事
務
局
兼
メ
ン
タ
ー
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
や
、
地
元
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

住
民
、
行
政
、
企

業
等
と
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、
サ
ポ

ー
ト
を
担
う
の
で

あ
る
。

　矢
部
氏
は
「
起

業
は
す
ぐ
に
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し

た
意
欲
を
持
つ
人

た
ち
が
独
立
し
、

自
立
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
何
年
か

か
け
て
も
や
る
こ

と
が
重
要
」
と
語

る
。
新
し
い
事
業

矢
部
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就
任
、

2
0
1
8
年
か
ら
B
O
O
T
が
西
会
津
町
か

ら
の
指
定
管
理
を
受
け
、
運
営
を
担
っ
て
い

る
。　ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と

は
、
芸
術
家
を
招
聘
し
、
滞
在
や
創
作
活
動

を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
B
O
O
T
は

西
会
津
国
際
芸
術
村
を
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
た
め
の
創
造
拠
点
・
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
年
間
を

通
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

　そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
①
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
が
集
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
（
西
会
津
と
い
う
商
品
を
創
る
・

磨
く
・
売
り
込
む
等
）、
②
西
会
津
の
地
域

文
化
D
N
A
を
発
展
継
承
さ
せ
る
（
歴
史
・

民
俗
の
知
恵
・
環
境
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
産
業
の
研
究
・
実
施
等
）、
③
新
し
い
働

き
方
・
暮
ら
し
方
を
つ
く
る
（
過
疎
地
型
起

業
の
種
を
育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割

等
）
と
し
て
い
る
。

　こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
西
会

津
国
際
芸
術
村
に
関
わ
る
地
域
内
外
の
人
、

特
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
や
地
域
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
集
う
機
会
を
つ
く
り
、
交
流
を

通
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
徐
々
に
深
め
、

西
会
津
で
働
く
場
を
つ
く
り
出
し
、
住
ま
う

ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
一
つ
一

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
対
し
て
B
O
O
T
が
働
き

か
け
を
行
う
と
い
っ
た
、
戦
略
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　B
O
O
T
で
は
定
住
移
住
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
、
町
内
空
き
家
発
掘
（
ニ
シ
ア
イ

ヅ
不
動
産
）
と
い
っ
た
移
住
・
定
住
の
た
め

の
窓
口
も
担
っ
て
お
り
、
2
0
1
5
年
度
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
移
住
者
数
30
人
と
い
う

実
績
を
残
し
て
い
る
。

が
生
ま
れ
、
安
定
し
た
運
営
が
可
能
に
な
る

に
は
5
〜
6
年
の
期
間
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
「
若
い
人
材
が
西
会
津
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
生
み
出
し
、

そ
の
事
業
を
担
う
こ
と
が
西
会
津
で
暮
ら
す

意
味
と
な
れ
ば
、
地
域
自
体
が
大
き
く
変
わ

る
」
と
、
N
C
L
西
会
津
の
取
り
組
み
に
矢

部
氏
は
強
い
意
欲
を
見
せ
る
。

　B
O
O
T
は
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
を
実

現
す
る
と
い
う
志
を
等
し
く
す
る
3
名
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
。
起
業
と
い
う
「
種
」
を

育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
自

ら
も
新
し
い
生
業
を
生
み
出
し
、
西
会
津
を

牽
引
し
て
き
た
。「
志
」
を
も
と
に
し
た

「
行
動
」
が
、
人
々
の
共
感
を
得
て
、
観
光
、

農
業
、
商
工
業
、
行
政
等
の
枠
組
み
を
超
え
、

ま
た
地
域
の
内
と
外
と
い
う
枠
を
超
え
、

人
々
を
集
め
、
現
在
で
は
「
西
会
津
が
何
か

動
い
て
い
る
」
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
営
利
事
業
」
を
中
心
に
人
と
資
金
を
集
め

る
株
式
会
社
に
比
べ
、
こ
う
し
た
「
志
と
行

動
」
に
よ
っ
て
人
を
集
め
る
B
O
O
T
の
性

格
は
、
非
営
利
法
人
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、

出典：Next Commons Lab西会津資料

出典：西会津国際芸術村のあゆみ、一般社団法人BOOT資料

B
O
O
T
の
場
合
に
は
、
観
光
協
会
に
代
表

さ
れ
る
同
業
者
組
合
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド
・
機
動
性
の
弱
さ
、

単
年
度
主
義
、
会
員
利
益
優
先
と
い
っ
た
弊

害
か
ら
も
無
縁
で
あ
り
、
株
式
会
社
の
良
い

面
を
併
せ
持
っ
た
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。　資

金
面
で
も
、
古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P

P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」
の
場
合
に
は
、
初

期
費
用
と
し
て
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
他
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
に
も
成
功
す
る
等
、

地
域
行
政
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
運
営
を
実

現
し
て
い
る
（
そ
の
際
の
事
業
計
画
は
他
の

地
域
で
の
展
開
も
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
高
く

評
価
さ
れ
た
と
い
う
）。

　一
方
で
、
B
O
O
T
は
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
な

目
的
を
達
成
す
る
手
段
が
、
株
式
会
社
で
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
」
と
も
指
摘
す
る
。
実
際
に
、
起
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
N
C
L 

西
会
津
」
で
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
自
立

的
な
事
業
を
生
み
出
す
「
企
業
家
」
を
育
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
B
O
O
T
の
取
り
組

み
を
ベ
ー
ス
に
、
志
を
等
し
く
す
る
株
式
会

社
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
よ
っ
て
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
実
現
を
、
拡
大
・
加
速
し
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

起
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
ext C

om
m

ons 
Lab

西
会
津
」

3

　ま
た
、
そ
う
し
た
「
人
」
が
育
つ
段
階
で

必
要
に
な
る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

を
資
金
面
で
支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。
地
域

活
性
化
、
観
光
活
性
化
の
フ
ァ
ン
ド
を
有
す

る
地
域
も
あ
る
が
、
福
島
県
、
西
会
津
町
で

は
そ
う
し
た
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
持
つ
株
式
会
社
が

西
会
津
町
に
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
「
行
政
、

金
融
機
関
、
あ
る
い
は
地
域
企
業
、
住
民
が

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
い
う
考
え
方
を
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
N
C
L

西
会
津
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
横
山
裕
氏
は

指
摘
す
る
。
投
資
に
は
、
当
然
リ
ス
ク
も
あ

る
。
し
か
し
、
何
も
し
な
け
れ
ば
過
疎
は
進

み
、
地
域
も
行
政
も
力
を
失
っ
て
い
く
。
し

か
し
西
会
津
町
に
は
、
近
い
将
来
、
自
立
的

な
事
業
を
起
こ
そ
う
と
す
る
若
者
が
現
れ
る
。

そ
の
時
、
そ
の
リ
ス
ク
を
共
に
負
え
る
地
域

で
あ
る
こ
と
が
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
の
実
現

に
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　取

材
・
文
：
中
野
文
彦

写真3）古民家ホテル NIPPONIA楢山集落／蔵を改修した室内は、できるだけ土壁
や梁をそのまま使用（中）。建具を再利用したテーブル、囲炉裏の炭を用いて漉いた
和紙アート作品等が室内を飾る（中上、右上）、仕事をしながら滞在できるようワーク
スペースも用意（右下）。※筆者撮影

写真2）西会津国際芸術村／アーティスト、移住希望者、地域住民等様々な方が交
流する西会津の創造拠点として、ギャラリー以外にもカフェ、イベント型レストラン等
を備える。※出典：左上福島県観光協会フォトギャラリーより、他筆者撮影

事例にみる株式会社型DMO2

宿泊滞在クリエイター数

155アーティスト
1,539人/泊

居住
地域別
内訳

町内…2人
県内…12人
県外…104人
海外…9人　　等

出典：西会津国際芸術村のあゆみ、一般社団法人BOOT資料

来館者数

14,572人
居住
地域別
内訳

町内…4,827人
県内…5,050人
県外…4,522人
海外…121人　等

出典：西会津国際芸術村のあゆみ、一般社団法人BOOT資料

定住型移住実績来館者数

30人
61組
153組

移住者数………
マッチング数…
相談者…………

44



　社
団
法
人
、
財
団
法
人
、
N
P
O
法
人
と

い
っ
た
非
営
利
法
人
も
収
益
事
業
に
取
り
組

む
例
は
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
般
社
団
法
人

と
し
て
宿
泊
事
業
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
業

に
取
り
組
む
、
福
島
県
西
会
津
町
の
一
般
社

団
法
人
B
O
O
T
（
ぶ
っ
と
）
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
株
式
会
社
型
D
M
O
と
の
相
違

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　福
島
県
西
会
津
町
は
、
福
島
県
と
新
潟
県
、

山
形
県
の
県
境
に
位
置
す
る
飯
豊
山
の
ふ
も

と
、
人
口
6
3
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
を

横
断
す
る
阿
賀
川
に
沿
っ
て
旧
越
後
街
道

（
現
：
国
道
49
号
線
）
が
走
り
、
か
つ
て
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
街
並
み
も
残
る
。

　B
O
O
T
は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ

っ
て
も
、
持
続
で
き
る
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
2
0
1

7
年
に
3
名
の
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

　代
表
で
あ
る
矢
部
佳
宏
氏
は
1
9
7
8
年

の
西
会
津
町
生
ま
れ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア

ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
カ
ナ
ダ
、
上
海
等
で
活

躍
し
た
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
を
学
ぶ
中
で
、
多
様
性
が
叫
ば
れ
つ
つ

も
過
疎
地
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
る
こ

と
に
違
和
感
を
持
ち
、
「
10
年
後
に
は
な
く

な
る
と
言
わ
れ
る
集
落
が
ど
う
す
れ
ば
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
考
え
続
け
て
き

た
と
い
う
。
矢
部
氏
は
も
と
も

と
「
50
歳
に
な
っ
た
ら
故
郷
に

戻
る
」
と
考
え
て
い
た
が
、
東

日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
、

そ
の
後
の
復
興
の
様
子
を
見
て
、

「
今
戻
ら
な
け
れ
ば
故
郷
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
、

2
0
1
2
年
に
父
祖
の
地
で
あ
る
楢
山
集
落

に
戻
り
、
約
3
6
0
年
続
く
土
地
と
古
民
家

を
継
承
し
た
。

　B
O
O
T
は
様
々
な
地
域
振
興
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
取
り
組

み
は
、
「
西
会
津
国
際
芸
術
村
」
の
運
営
と

古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山

集
落
」
で
あ
る
。

交
流
と
創
造
の
拠
点
、
西
会
津
国
際
芸
術
村

　西
会
津
国
際
芸
術
村
は
2
0
0
2
年
に
廃

校
と
な
っ
た
新
郷
中
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
2
0
0
4
年
に
開

村
し
た
。
2
0
1
2
年
、
西
会
津
に
戻
っ
た

図 3 西会津のプロジェクトテーマ

図 2 2015～2018年度の交流人口・関係人口の拡大および移住効果実績
（2017年度は、工事のため半年休館）

図 1 西会津国際芸術村のミッション・ビジョン及び実績

古
民
家
ホ
テ
ル

「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」

　B
O
O
T
が
目
指
す
「
未
来
あ
る
過
疎
」

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
西
会
津
町
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
、2
0
1
9
年
9
月
に

開
業
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル「
N
I
P
P
O
N
I
A

楢
山
集
落
」
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
前
述
の
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
と
の
協

働
の
も
と
、
矢
部
氏
の
自
宅
の
築
1
3
0
年

の
蔵
、
納
屋
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

で
、
3
部
屋
を
用
意
。

　費
用
は
、
1
棟
（
1
部
屋
）、
人
数
に
関

わ
ら
ず
（
最
大
5
〜
6
名
程
度
）
4
万

5
0
0
0
円
〜
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
計
画

の
段
階
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
西
会
津
町

に
は
な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
顧
客
も
想
定

し
た
高
価
格
帯
ホ
テ
ル
と
し
て
の
挑
戦
で
も

あ
る
。

　自
ら
設
計
・
建
築
に
も
関
わ
っ
た
矢
部
氏

は
「
伝
統
的
な
集
落
、
古
民
家
は
、
未
来
を

つ
く
る
た
め
の
教
科
書
」
と
言
う
。

　数
百
年
の
長
さ
で
磨
か
れ
て
き
た
集
落
や

古
民
家
は
、
自
然
、
里
山
、
集
落
の
共
生
の

知
恵
や
機
能
の
全
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
「
教
科
書
」
を
、
学
べ
る
状
態
で
継

続
す
る
こ
と
、
現
代
に
合
っ
た
文
化
と
し
て

つ
な
ぐ
こ
と
、
そ
れ
を
自
立
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
、
限
界
集
落
の
再
生
に
寄
与
す
る
事

業
で
あ
り
、
B
O
O
T
の
目
指
す
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

　こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
内
装
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
1
3
0
年
の
歴
史
を

持
つ
土
壁
や
建
具
の
再
活
用
、
地
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
古
民
家
の
素
材
や
地
元
の
風

土
を
取
り
入
れ
た
作
品
が
随
所
に
用
い
ら
れ
、

集
落
の
知
恵
や
魅
力
を
現
代
に
取
り
入
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
と

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
郷
土
食
レ
シ
ピ
の
開

発
等
に
も
取
り
組
み
、
地
元
農
家
の
手
作
り

料
理
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
頼
む
こ
と
も
で
き

る
等
、
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
で
運
営
さ

れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　　B
O
O
T
は
、
自
ら
古
民
家
ホ
テ
ル
を
立

ち
上
げ
た
り
、
中
心
市
街
地
の
町
家
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
過
疎
地
で
の
新
し
い
事
業
創
出
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
実
績

に
よ
り
、
西
会
津
の
人
々
、
地
元
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
や
企
業
、
行
政
と
の
協
力
・
連
携
体
制

も
整
い
つ
つ
あ
る
。

　し
か
し
、
今
後
、
こ
う
し
た
事
業
を
さ
ら

に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
を
起
こ

す
人
材
、
西
会
津
の
価
値
や
課
題
に
自
ら
気

づ
き
、
自
立
的
な
事
業
を
生
み
出
す
人
材

（
B
O
O
T
で
は「
走
り
な
が
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
」と
い
う
）
が
欠
か
せ
な
い
。

　そ
こ
で
、
西
会
津
町
と
B
O
O
T
は
、
こ

う
し
た
意
欲
を
持
つ
人
材
を
地
域
外
か
ら
集

め
、
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
す
（
起

業
す
る
）
仕
組
み
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
起
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
ext 

C
o
m

m
o
n
s 

L
ab

西
会
津
（
以

下
、
N
C
L
西
会
津
）」
を
2
0
1
8
年
度

よ
り
導
入
し
た
。

　N
C
L
西
会
津
で
は
、
西
会
津
町
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
価
値
を
探
し
出
し
、
起
業
を
目
指

す
こ
と
な
ど
を
要
件
に
、
10
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
募
集
す
る
。
B
O
O
T
は
国

際
芸
術
村
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

を
ベ
ー
ス
に
、
事
務
局
兼
メ
ン
タ
ー
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
や
、
地
元
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

住
民
、
行
政
、
企

業
等
と
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、
サ
ポ

ー
ト
を
担
う
の
で

あ
る
。

　矢
部
氏
は
「
起

業
は
す
ぐ
に
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し

た
意
欲
を
持
つ
人

た
ち
が
独
立
し
、

自
立
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
何
年
か

か
け
て
も
や
る
こ

と
が
重
要
」
と
語

る
。
新
し
い
事
業

矢
部
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就
任
、

2
0
1
8
年
か
ら
B
O
O
T
が
西
会
津
町
か

ら
の
指
定
管
理
を
受
け
、
運
営
を
担
っ
て
い

る
。　ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と

は
、
芸
術
家
を
招
聘
し
、
滞
在
や
創
作
活
動

を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
B
O
O
T
は

西
会
津
国
際
芸
術
村
を
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
た
め
の
創
造
拠
点
・
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
年
間
を

通
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

　そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
①
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
が
集
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
（
西
会
津
と
い
う
商
品
を
創
る
・

磨
く
・
売
り
込
む
等
）、
②
西
会
津
の
地
域

文
化
D
N
A
を
発
展
継
承
さ
せ
る
（
歴
史
・

民
俗
の
知
恵
・
環
境
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
産
業
の
研
究
・
実
施
等
）、
③
新
し
い
働

き
方
・
暮
ら
し
方
を
つ
く
る
（
過
疎
地
型
起

業
の
種
を
育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割

等
）
と
し
て
い
る
。

　こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
西
会

津
国
際
芸
術
村
に
関
わ
る
地
域
内
外
の
人
、

特
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
や
地
域
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
集
う
機
会
を
つ
く
り
、
交
流
を

通
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
徐
々
に
深
め
、

西
会
津
で
働
く
場
を
つ
く
り
出
し
、
住
ま
う

ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
一
つ
一

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
対
し
て
B
O
O
T
が
働
き

か
け
を
行
う
と
い
っ
た
、
戦
略
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　B
O
O
T
で
は
定
住
移
住
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
、
町
内
空
き
家
発
掘
（
ニ
シ
ア
イ

ヅ
不
動
産
）
と
い
っ
た
移
住
・
定
住
の
た
め

の
窓
口
も
担
っ
て
お
り
、
2
0
1
5
年
度
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
移
住
者
数
30
人
と
い
う

実
績
を
残
し
て
い
る
。

が
生
ま
れ
、
安
定
し
た
運
営
が
可
能
に
な
る

に
は
5
〜
6
年
の
期
間
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
「
若
い
人
材
が
西
会
津
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
生
み
出
し
、

そ
の
事
業
を
担
う
こ
と
が
西
会
津
で
暮
ら
す

意
味
と
な
れ
ば
、
地
域
自
体
が
大
き
く
変
わ

る
」
と
、
N
C
L
西
会
津
の
取
り
組
み
に
矢

部
氏
は
強
い
意
欲
を
見
せ
る
。

　B
O
O
T
は
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
を
実

現
す
る
と
い
う
志
を
等
し
く
す
る
3
名
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
。
起
業
と
い
う
「
種
」
を

育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
自

ら
も
新
し
い
生
業
を
生
み
出
し
、
西
会
津
を

牽
引
し
て
き
た
。「
志
」
を
も
と
に
し
た

「
行
動
」
が
、
人
々
の
共
感
を
得
て
、
観
光
、

農
業
、
商
工
業
、
行
政
等
の
枠
組
み
を
超
え
、

ま
た
地
域
の
内
と
外
と
い
う
枠
を
超
え
、

人
々
を
集
め
、
現
在
で
は
「
西
会
津
が
何
か

動
い
て
い
る
」
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
営
利
事
業
」
を
中
心
に
人
と
資
金
を
集
め

る
株
式
会
社
に
比
べ
、
こ
う
し
た
「
志
と
行

動
」
に
よ
っ
て
人
を
集
め
る
B
O
O
T
の
性

格
は
、
非
営
利
法
人
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、

出典：Next Commons Lab西会津資料

出典：西会津国際芸術村のあゆみ、一般社団法人BOOT資料

B
O
O
T
の
場
合
に
は
、
観
光
協
会
に
代
表

さ
れ
る
同
業
者
組
合
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド
・
機
動
性
の
弱
さ
、

単
年
度
主
義
、
会
員
利
益
優
先
と
い
っ
た
弊

害
か
ら
も
無
縁
で
あ
り
、
株
式
会
社
の
良
い

面
を
併
せ
持
っ
た
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。　資

金
面
で
も
、
古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P

P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」
の
場
合
に
は
、
初

期
費
用
と
し
て
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
他
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
に
も
成
功
す
る
等
、

地
域
行
政
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
運
営
を
実

現
し
て
い
る
（
そ
の
際
の
事
業
計
画
は
他
の

地
域
で
の
展
開
も
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
高
く

評
価
さ
れ
た
と
い
う
）。

　一
方
で
、
B
O
O
T
は
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
な

目
的
を
達
成
す
る
手
段
が
、
株
式
会
社
で
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
」
と
も
指
摘
す
る
。
実
際
に
、
起
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
N
C
L 

西
会
津
」
で
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
自
立

的
な
事
業
を
生
み
出
す
「
企
業
家
」
を
育
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
B
O
O
T
の
取
り
組

み
を
ベ
ー
ス
に
、
志
を
等
し
く
す
る
株
式
会

社
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
よ
っ
て
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
実
現
を
、
拡
大
・
加
速
し
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

起
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
ext C

om
m

ons 
Lab

西
会
津
」

3

　ま
た
、
そ
う
し
た
「
人
」
が
育
つ
段
階
で

必
要
に
な
る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

を
資
金
面
で
支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。
地
域

活
性
化
、
観
光
活
性
化
の
フ
ァ
ン
ド
を
有
す

る
地
域
も
あ
る
が
、
福
島
県
、
西
会
津
町
で

は
そ
う
し
た
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
持
つ
株
式
会
社
が

西
会
津
町
に
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
「
行
政
、

金
融
機
関
、
あ
る
い
は
地
域
企
業
、
住
民
が

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
い
う
考
え
方
を
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
N
C
L

西
会
津
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
横
山
裕
氏
は

指
摘
す
る
。
投
資
に
は
、
当
然
リ
ス
ク
も
あ

る
。
し
か
し
、
何
も
し
な
け
れ
ば
過
疎
は
進

み
、
地
域
も
行
政
も
力
を
失
っ
て
い
く
。
し

か
し
西
会
津
町
に
は
、
近
い
将
来
、
自
立
的

な
事
業
を
起
こ
そ
う
と
す
る
若
者
が
現
れ
る
。

そ
の
時
、
そ
の
リ
ス
ク
を
共
に
負
え
る
地
域

で
あ
る
こ
と
が
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
の
実
現

に
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　取

材
・
文
：
中
野
文
彦
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　社
団
法
人
、
財
団
法
人
、
N
P
O
法
人
と

い
っ
た
非
営
利
法
人
も
収
益
事
業
に
取
り
組

む
例
は
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
般
社
団
法
人

と
し
て
宿
泊
事
業
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
業

に
取
り
組
む
、
福
島
県
西
会
津
町
の
一
般
社

団
法
人
B
O
O
T
（
ぶ
っ
と
）
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
株
式
会
社
型
D
M
O
と
の
相
違

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　福
島
県
西
会
津
町
は
、
福
島
県
と
新
潟
県
、

山
形
県
の
県
境
に
位
置
す
る
飯
豊
山
の
ふ
も

と
、
人
口
6
3
0
0
人
の
町
で
あ
る
。
町
を

横
断
す
る
阿
賀
川
に
沿
っ
て
旧
越
後
街
道

（
現
：
国
道
49
号
線
）
が
走
り
、
か
つ
て
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
街
並
み
も
残
る
。

　B
O
O
T
は
、
人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ

っ
て
も
、
持
続
で
き
る
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
2
0
1

7
年
に
3
名
の
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
。

　代
表
で
あ
る
矢
部
佳
宏
氏
は
1
9
7
8
年

の
西
会
津
町
生
ま
れ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア

ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
カ
ナ
ダ
、
上
海
等
で
活

躍
し
た
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
を
学
ぶ
中
で
、
多
様
性
が
叫
ば
れ
つ
つ

も
過
疎
地
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
る
こ

と
に
違
和
感
を
持
ち
、
「
10
年
後
に
は
な
く

な
る
と
言
わ
れ
る
集
落
が
ど
う
す
れ
ば
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
考
え
続
け
て
き

た
と
い
う
。
矢
部
氏
は
も
と
も

と
「
50
歳
に
な
っ
た
ら
故
郷
に

戻
る
」
と
考
え
て
い
た
が
、
東

日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事
故
、

そ
の
後
の
復
興
の
様
子
を
見
て
、

「
今
戻
ら
な
け
れ
ば
故
郷
が
無

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
、

2
0
1
2
年
に
父
祖
の
地
で
あ
る
楢
山
集
落

に
戻
り
、
約
3
6
0
年
続
く
土
地
と
古
民
家

を
継
承
し
た
。

　B
O
O
T
は
様
々
な
地
域
振
興
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
取
り
組

み
は
、
「
西
会
津
国
際
芸
術
村
」
の
運
営
と

古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山

集
落
」
で
あ
る
。

交
流
と
創
造
の
拠
点
、
西
会
津
国
際
芸
術
村

　西
会
津
国
際
芸
術
村
は
2
0
0
2
年
に
廃

校
と
な
っ
た
新
郷
中
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て
2
0
0
4
年
に
開

村
し
た
。
2
0
1
2
年
、
西
会
津
に
戻
っ
た

古
民
家
ホ
テ
ル

「
N
I
P
P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」

　B
O
O
T
が
目
指
す
「
未
来
あ
る
過
疎
」

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
西
会
津
町
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
だ
の
が
、2
0
1
9
年
9
月
に

開
業
し
た
古
民
家
ホ
テ
ル「
N
I
P
P
O
N
I
A

楢
山
集
落
」
で
あ
る
。

「
暮
ら
す
よ
う
に
泊
ま
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
前
述
の
一
般
社
団
法
人
ノ
オ
ト
と
の
協

働
の
も
と
、
矢
部
氏
の
自
宅
の
築
1
3
0
年

の
蔵
、
納
屋
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の

で
、
3
部
屋
を
用
意
。

　費
用
は
、
1
棟
（
1
部
屋
）、
人
数
に
関

わ
ら
ず
（
最
大
5
〜
6
名
程
度
）
4
万

5
0
0
0
円
〜
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
計
画

の
段
階
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
西
会
津
町

に
は
な
か
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
顧
客
も
想
定

し
た
高
価
格
帯
ホ
テ
ル
と
し
て
の
挑
戦
で
も

あ
る
。

　自
ら
設
計
・
建
築
に
も
関
わ
っ
た
矢
部
氏

は
「
伝
統
的
な
集
落
、
古
民
家
は
、
未
来
を

つ
く
る
た
め
の
教
科
書
」
と
言
う
。

　数
百
年
の
長
さ
で
磨
か
れ
て
き
た
集
落
や

古
民
家
は
、
自
然
、
里
山
、
集
落
の
共
生
の

知
恵
や
機
能
の
全
て
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
「
教
科
書
」
を
、
学
べ
る
状
態
で
継

続
す
る
こ
と
、
現
代
に
合
っ
た
文
化
と
し
て

つ
な
ぐ
こ
と
、
そ
れ
を
自
立
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
、
限
界
集
落
の
再
生
に
寄
与
す
る
事

業
で
あ
り
、
B
O
O
T
の
目
指
す
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

　こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
内
装
に
も
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
1
3
0
年
の
歴
史
を

持
つ
土
壁
や
建
具
の
再
活
用
、
地
元
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
古
民
家
の
素
材
や
地
元
の
風

土
を
取
り
入
れ
た
作
品
が
随
所
に
用
い
ら
れ
、

集
落
の
知
恵
や
魅
力
を
現
代
に
取
り
入
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
住
民
と

の
連
携
に
よ
る
新
た
な
郷
土
食
レ
シ
ピ
の
開

発
等
に
も
取
り
組
み
、
地
元
農
家
の
手
作
り

料
理
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
頼
む
こ
と
も
で
き

る
等
、
地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
で
運
営
さ

れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　　B
O
O
T
は
、
自
ら
古
民
家
ホ
テ
ル
を
立

ち
上
げ
た
り
、
中
心
市
街
地
の
町
家
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
過
疎
地
で
の
新
し
い
事
業
創
出
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
実
績

に
よ
り
、
西
会
津
の
人
々
、
地
元
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
や
企
業
、
行
政
と
の
協
力
・
連
携
体
制

も
整
い
つ
つ
あ
る
。

　し
か
し
、
今
後
、
こ
う
し
た
事
業
を
さ
ら

に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
事
業
を
起
こ

す
人
材
、
西
会
津
の
価
値
や
課
題
に
自
ら
気

づ
き
、
自
立
的
な
事
業
を
生
み
出
す
人
材

（
B
O
O
T
で
は「
走
り
な
が
ら
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
」と
い
う
）
が
欠
か
せ
な
い
。

　そ
こ
で
、
西
会
津
町
と
B
O
O
T
は
、
こ

う
し
た
意
欲
を
持
つ
人
材
を
地
域
外
か
ら
集

め
、
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
す
（
起

業
す
る
）
仕
組
み
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
起
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「N
ext 

C
o
m

m
o
n
s 

L
ab

西
会
津
（
以

下
、
N
C
L
西
会
津
）」
を
2
0
1
8
年
度

よ
り
導
入
し
た
。

　N
C
L
西
会
津
で
は
、
西
会
津
町
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
価
値
を
探
し
出
し
、
起
業
を
目
指

す
こ
と
な
ど
を
要
件
に
、
10
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
募
集
す
る
。
B
O
O
T
は
国

際
芸
術
村
を
中
心
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
蓄
積

を
ベ
ー
ス
に
、
事
務
局
兼
メ
ン
タ
ー
と
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
や
、
地
元
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

住
民
、
行
政
、
企

業
等
と
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
、
サ
ポ

ー
ト
を
担
う
の
で

あ
る
。

　矢
部
氏
は
「
起

業
は
す
ぐ
に
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し

た
意
欲
を
持
つ
人

た
ち
が
独
立
し
、

自
立
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
を
何
年
か

か
け
て
も
や
る
こ

と
が
重
要
」
と
語

る
。
新
し
い
事
業

矢
部
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就
任
、

2
0
1
8
年
か
ら
B
O
O
T
が
西
会
津
町
か

ら
の
指
定
管
理
を
受
け
、
運
営
を
担
っ
て
い

る
。　ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と

は
、
芸
術
家
を
招
聘
し
、
滞
在
や
創
作
活
動

を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
B
O
O
T
は

西
会
津
国
際
芸
術
村
を
「
未
来
あ
る
過
疎
」

を
つ
く
る
た
め
の
創
造
拠
点
・
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
年
間
を

通
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

　そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
①
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
が
集
ま
り
、
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
（
西
会
津
と
い
う
商
品
を
創
る
・

磨
く
・
売
り
込
む
等
）、
②
西
会
津
の
地
域

文
化
D
N
A
を
発
展
継
承
さ
せ
る
（
歴
史
・

民
俗
の
知
恵
・
環
境
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
産
業
の
研
究
・
実
施
等
）、
③
新
し
い
働

き
方
・
暮
ら
し
方
を
つ
く
る
（
過
疎
地
型
起

業
の
種
を
育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割

等
）
と
し
て
い
る
。

　こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
西
会

津
国
際
芸
術
村
に
関
わ
る
地
域
内
外
の
人
、

特
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
や
地
域
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
集
う
機
会
を
つ
く
り
、
交
流
を

通
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
徐
々
に
深
め
、

西
会
津
で
働
く
場
を
つ
く
り
出
し
、
住
ま
う

ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
一
つ
一

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
対
し
て
B
O
O
T
が
働
き

か
け
を
行
う
と
い
っ
た
、
戦
略
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　B
O
O
T
で
は
定
住
移
住
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
、
町
内
空
き
家
発
掘
（
ニ
シ
ア
イ

ヅ
不
動
産
）
と
い
っ
た
移
住
・
定
住
の
た
め

の
窓
口
も
担
っ
て
お
り
、
2
0
1
5
年
度
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
移
住
者
数
30
人
と
い
う

実
績
を
残
し
て
い
る
。

が
生
ま
れ
、
安
定
し
た
運
営
が
可
能
に
な
る

に
は
5
〜
6
年
の
期
間
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
「
若
い
人
材
が
西
会
津
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
生
み
出
し
、

そ
の
事
業
を
担
う
こ
と
が
西
会
津
で
暮
ら
す

意
味
と
な
れ
ば
、
地
域
自
体
が
大
き
く
変
わ

る
」
と
、
N
C
L
西
会
津
の
取
り
組
み
に
矢

部
氏
は
強
い
意
欲
を
見
せ
る
。

　B
O
O
T
は
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
を
実

現
す
る
と
い
う
志
を
等
し
く
す
る
3
名
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
。
起
業
と
い
う
「
種
」
を

育
て
る
「
土
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
自

ら
も
新
し
い
生
業
を
生
み
出
し
、
西
会
津
を

牽
引
し
て
き
た
。「
志
」
を
も
と
に
し
た

「
行
動
」
が
、
人
々
の
共
感
を
得
て
、
観
光
、

農
業
、
商
工
業
、
行
政
等
の
枠
組
み
を
超
え
、

ま
た
地
域
の
内
と
外
と
い
う
枠
を
超
え
、

人
々
を
集
め
、
現
在
で
は
「
西
会
津
が
何
か

動
い
て
い
る
」
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
営
利
事
業
」
を
中
心
に
人
と
資
金
を
集
め

る
株
式
会
社
に
比
べ
、
こ
う
し
た
「
志
と
行

動
」
に
よ
っ
て
人
を
集
め
る
B
O
O
T
の
性

格
は
、
非
営
利
法
人
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
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西
会
津
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

横
山
裕
氏

B
O
O
T
の
場
合
に
は
、
観
光
協
会
に
代
表

さ
れ
る
同
業
者
組
合
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド
・
機
動
性
の
弱
さ
、

単
年
度
主
義
、
会
員
利
益
優
先
と
い
っ
た
弊

害
か
ら
も
無
縁
で
あ
り
、
株
式
会
社
の
良
い

面
を
併
せ
持
っ
た
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。　資

金
面
で
も
、
古
民
家
ホ
テ
ル
「
N
I
P

P
O
N
I
A
楢
山
集
落
」
の
場
合
に
は
、
初

期
費
用
と
し
て
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
他
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
に
も
成
功
す
る
等
、

地
域
行
政
に
頼
ら
な
い
自
立
し
た
運
営
を
実

現
し
て
い
る
（
そ
の
際
の
事
業
計
画
は
他
の

地
域
で
の
展
開
も
進
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
高
く

評
価
さ
れ
た
と
い
う
）。

　一
方
で
、
B
O
O
T
は
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
な

目
的
を
達
成
す
る
手
段
が
、
株
式
会
社
で
あ

る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
」
と
も
指
摘
す
る
。
実
際
に
、
起
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
N
C
L 

西
会
津
」
で
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
自
立

的
な
事
業
を
生
み
出
す
「
企
業
家
」
を
育
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
B
O
O
T
の
取
り
組

み
を
ベ
ー
ス
に
、
志
を
等
し
く
す
る
株
式
会

社
を
生
み
出
す
仕
組
み
に
よ
っ
て
「
未
来
あ

る
過
疎
」
の
実
現
を
、
拡
大
・
加
速
し
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
な

目
的
を
持
つ

株
式
会
社
の
可
能
性

4

　ま
た
、
そ
う
し
た
「
人
」
が
育
つ
段
階
で

必
要
に
な
る
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

を
資
金
面
で
支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。
地
域

活
性
化
、
観
光
活
性
化
の
フ
ァ
ン
ド
を
有
す

る
地
域
も
あ
る
が
、
福
島
県
、
西
会
津
町
で

は
そ
う
し
た
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　パ
ブ
リ
ッ
ク
な
目
的
を
持
つ
株
式
会
社
が

西
会
津
町
に
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
「
行
政
、

金
融
機
関
、
あ
る
い
は
地
域
企
業
、
住
民
が

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
い
う
考
え
方
を
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
N
C
L

西
会
津
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
横
山
裕
氏
は

指
摘
す
る
。
投
資
に
は
、
当
然
リ
ス
ク
も
あ

る
。
し
か
し
、
何
も
し
な
け
れ
ば
過
疎
は
進

み
、
地
域
も
行
政
も
力
を
失
っ
て
い
く
。
し

か
し
西
会
津
町
に
は
、
近
い
将
来
、
自
立
的

な
事
業
を
起
こ
そ
う
と
す
る
若
者
が
現
れ
る
。

そ
の
時
、
そ
の
リ
ス
ク
を
共
に
負
え
る
地
域

で
あ
る
こ
と
が
、「
未
来
あ
る
過
疎
」
の
実
現

に
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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